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新機能および変更情報

• 新機能および変更情報, xv ページ

新機能および変更情報

参照先日付変更の詳細

2015年 10月このマニュアルは、Cisco Jabberリリース 11.0お
よび 11.1に適用されます。

「クライアントのDSCP値の設
定」セクション

2015年 10月モバイルクライアント用 Cisco Jabberで [コール
のDiffservの有効化（Enable Differentiated Service
forCalls）]オプションが使用可能になりました。

「Cisco Jabberのオプション」
の章

2015年 10月Expressway for Mobile and Remote Access経由で
Dial viaOfficeリバースがサポートされています。

2015年 9月クライアント設定ファイルのパラメータ情報が、

『Cisco Jabber 11.0 Parameters Reference Guide』
に移動しました。

Jabber間コール, （210ページ）

IBM Notesの連絡先検索とカレ
ンダー統合, （256ページ）

2015年 9月「Cisco Jabberのオプション」の章に新機能の説
明が追加されました。

2015年 9月参照情報が、『Cisco Jabber 11.0 PlanningGuide』
の「ディレクトリソースとの統合」の章から

「フェデレーション」の章に移動しました。

2015年8月5日11.0(1)リリースの「クライアントの設定」の章
に新しいパラメータが追加されました。
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参照先日付変更の詳細

2015年 6月
18日

参照情報の一部が、「サービスディスカバリ」

の章から『Cisco Jabber 11.0 PlanningGuide』の対
応する章に移動されました。

Cisco Jabber 11.0の機能, （207
ページ）

Cisco Unified Communications
Manager IM and Presence Service
のエンタープライズグループ,
（216ページ）

遠端カメラ制御（FECC）, （
218ページ）

ブリッジのエスカレーション,
（219ページ）

Collaboration Meeting Room, （
219ページ）

パーソナルルーム, （220ペー
ジ）

常設チャットルームのサポー

ト, （261ページ）

2015年 6月
18日

「Cisco Jabberのオプション」の章に新機能の説
明が追加されました。

2015年 6月
18日

「クライアントの設定」の章に新しいパラメー

タが追加されました。

システムのSIPパラメータの設
定, （54ページ）

2015年 6月
18日

Cisco Jabberモバイルクライアント向け SIPパラ
メータの設定に関するトピックが更新されまし

た。

共通のインストール引数,（172
ページ）

構成 URL, （21ページ）

2015年 6月
18日

Cisco Jabber forWindows版の「クライアントのイ
ンストール」の章に新しいインストール引数が

追加され、Cisco Jabber forMac、Android、および
iPhone and iPad版の「サービスディスカバリ」の
章に新しい設定 URLが追加されました。

2015年 6月
18日

「ディレクトリソースとの統合」の章のエンター

プライズグループ機能の EDIおよび BDI項目
に、新しいディレクトリ統合パラメータが追加

されました。

企業モビリティ管理によるモバ

イルの設定, （25ページ）
2015年 6月
18日

「サービスディスカバリ」の章が更新され、企

業モビリティ管理によるモバイルの設定に関す

る情報が追加されました。
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参照先日付変更の詳細

2015年 6月
18日

その他、不具合修正のための変更が本書全体で

行われました。
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第 1 章

Jabber の概要

• このマニュアルの目的, 1 ページ

• About Cisco Jabber, 1 ページ

このマニュアルの目的
Cisco Jabber展開およびインストールガイドには、Cisco Jabberの展開とインストールに必要な次
のタスクベースの情報が記載されています。

•オンプレミスまたはクラウド展開を設定してインストールするためのプロセスの概要を示す
設定とインストールのワークフロー。

• IM and Presenceサービス、音声およびビデオ通信、ビジュアルボイスメール、会議など、
Cisco Jabberクライアントと相互作用するさまざまなサービスの設定方法。

•ディレクトリ統合、証明書検証、およびサービスディスカバリの設定方法。

•クライアントのインストール方法。

Cisco Jabberを展開してインストールする前に、http://www.cisco.com/c/en/us/support/
unified-communications/jabber-windows/products-installation-guides-list.htmlで『Cisco Jabber Planning
Guide』を参照して、ビジネスニーズに最適な展開オプションを決定してください。

About Cisco Jabber
Cisco Jabber is a suite of Unified Communications applications that allow seamless interaction with your
contacts from anywhere. Cisco Jabber offers IM, presence, audio and video calling, voicemail, and conferencing.

The applications in the Cisco Jabber family of products are:

• Cisco Jabber for Android

• Cisco Jabber for iPhone and iPad

• Cisco Jabber for Mac

Cisco Jabber 11.0 展開およびインストレーションガイド
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• Cisco Jabber for Windows

For more information about the Cisco Jabber suite of products, see https://www.cisco.com/go/jabber.
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第 2 章

設定およびインストールのワークフロー

• オンプレミス展開に関する展開およびインストールワークフロー, 3 ページ

• 電話モードに関する展開およびインストールワークフロー, 4 ページ

• クラウドベース展開に関する展開およびインストールワークフロー, 6 ページ

オンプレミス展開に関する展開およびインストールワー

クフロー

手順

目的コマンドまたはアクション

http://www.cisco.com/c/en/us/support/
unified-communications/jabber-windows/

ステップ 1   •展開シナリオを選択
します。

products-installation-guides-list.htmlで『Cisco Jabber
Planning Guide』を参照してください。 •要件を検証して、そ

れらが満たされてい

ることを確認しま

す。

•連絡先ソースを確認
して、使用する連絡

先ソースを決定しま

す。

オンプレミス展開用のディレクトリ統合の設定,
（7ページ）。

ステップ 2   
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目的コマンドまたはアクション

証明書は、Jabberクライア
ントが接続するサービス

ごとに必要です。

オンプレミス展開用の証明書の設定, （15ペー
ジ）。

ステップ 3   

サービスディスカバリ, （21ページ）。ステップ 4   

サービスプロファイルの設定, （35ページ）。ステップ 5   

オンプレミス展開用の IM and Presenceサービスの
設定, （37ページ）。

ステップ 6   

オンプレミス展開用の音声およびビデオ通信の設

定, （49ページ）。
ステップ 7   

次のいずれかを実行します。ステップ 8   

• Cisco Unified Communications Managerリリー
ス 9.x以降を使用したオンプレミス展開用の
ボイスメールの設定, （80ページ）。

• Cisco Unified Communications Managerリリー
ス 8.6を使用したオンプレミス展開用のボイ
スメールの設定, （81ページ）。

オンプレミス展開用の会議の設定,（97ページ）。ステップ 9   

クライアントの設定, （111ページ）。ステップ 10   

クライアントのインストール, （161ページ）。ステップ 11   

電話モードに関する展開およびインストールワークフ

ロー

手順

目的コマンドまたはアクション

http://www.cisco.com/c/en/us/support/
unified-communications/jabber-windows/

ステップ 1   •展開シナリオを選択
します。

products-installation-guides-list.htmlで『Cisco Jabber
Planning Guide』を参照してください。 •要件を検証して、そ

れらが満たされてい

ることを確認しま

す。
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電話モードに関する展開およびインストールワークフロー
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目的コマンドまたはアクション

•連絡先ソースを確認
して、使用する連絡

先ソースを決定しま

す。

オンプレミス展開用のディレクトリ統合の設定,
（7ページ）。

ステップ 2   

証明書は、Jabberクライア
ントが接続するサービスご

とに必要です。

オンプレミス展開用の証明書の設定, （15ペー
ジ）。

ステップ 3   

サービスディスカバリ, （21ページ）。ステップ 4   

サービスプロファイルの設定, （35ページ）。ステップ 5   

オンプレミス展開用の音声およびビデオ通信の設

定, （49ページ）。
ステップ 6   

次のいずれかを実行します。ステップ 7   

• Cisco Unified Communications Managerリリー
ス 9.x以降を使用したオンプレミス展開用の
ボイスメールの設定, （80ページ）。

• Cisco Unified Communications Managerリリー
ス 8.6を使用したオンプレミス展開用のボイ
スメールの設定, （81ページ）。

オンプレミス展開用の会議の設定, （97ペー
ジ）。

ステップ 8   

会議の設定, （97ページ）ステップ 9   

クライアントの設定, （111ページ）。ステップ 10   

クライアントのインストール, （161ページ）。ステップ 11   
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クラウドベース展開に関する展開およびインストール

ワークフロー

手順

目的コマンドまたはアクション

http://www.cisco.com/c/en/us/support/
unified-communications/jabber-windows/

ステップ 1   •展開シナリオを選
択します。

products-installation-guides-list.htmlで『Cisco Jabber
Planning Guide』を参照してください。 •要件を検証して、

それらが満たされ

ていることを確認

します。

•連絡先ソースを確
認して、使用する

連絡先ソースを決

定します。

ディレクトリ統合の設定, （7ページ）ステップ 2   

証明書の検証設定, （15ページ）ステップ 3   

サービスディスカバリ, （21ページ）ステップ 4   

サービスプロファイルの設定, （35ページ）ステップ 5   

クラウドベース展開用の IM and Presenceサービス
の設定, （45ページ）

ステップ 6   

クラウドベースの展開における音声およびビデオ

通信の設定, （77ページ）
ステップ 7   

クラウドベースの展開におけるボイスメールの設

定, （94ページ）
ステップ 8   

Cisco WebEx Meeting Centerを使用したクラウド
ベース展開用の会議の設定, （109ページ）

ステップ 9   

クライアントの設定, （111ページ）ステップ 10   

クライアントのインストール, （161ページ）ステップ 11   
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クラウドベース展開に関する展開およびインストールワークフロー
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第 3 章

ディレクトリ統合の設定

• オンプレミス展開用のディレクトリ統合の設定, 7 ページ

• クラウドベース展開用のディレクトリ統合の設定, 13 ページ

オンプレミス展開用のディレクトリ統合の設定

手順

目的コマンドまたはアクション

連絡先データを Cisco Unified Communications
Managerに複製する。

同期の有効化, （8ページ）。ステップ 1   

Cisco Unified Communications Manager IM and
Presenceサービスリリース 10.x以降専用。

IMアドレススキームの設定, （
8ページ）

ステップ 2   

ディレクトリ内の属性からユーザ IDとディ
レクトリ URIを生成する。

ユーザ IDとディレクトリURIの
入力, （9ページ）

ステップ 3   

Cisco Unified Communications Managerとディ
レクトリサーバを同期する。

同期の実行, （12ページ）ステップ 4   

ディレクトリサーバを使用して認証するよう

に Cisco Unified Communications Managerを設
定する。

LDAPサーバでの認証, （13ペー
ジ）。

ステップ 5   

Cisco Jabber 11.0 展開およびインストレーションガイド
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同期の有効化

ディレクトリサーバ内の連絡先データが Cisco Unified Communications Managerに複製されている
ことを確認するには、ディレクトリサーバと同期する必要があります。ディレクトリサーバと同

期する前に、同期を有効にする必要があります。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]インターフェイスを開きます。
ステップ 2 [システム（System）] > [LDAP] > [LDAPシステム（LDAP System）]を選択します。

[LDAPシステムの設定（LDAP System Configuration）]ウィンドウが開きます。

ステップ 3 [LDAPシステム情報（LDAP System Information）]セクションに移動します。
ステップ 4 [LDAPサーバからの同期を有効にする（Enable Synchronizing from LDAP Server）]を選択します。
ステップ 5 [LDAPサーバタイプ（LDAP Server Type）]ドロップダウンリストから、データの同期元となる

ディレクトリサーバのタイプを選択します。

次の作業

ユーザ IDの LDAP属性を指定します。

IM アドレススキームの設定
この機能は、Cisco Unified Communications Manager IM and Presenceサービスリリース 10.x以降で
サポートされます。Cisco Unified CommunicationsManager IM and Presenceサービスリリース 9.x以
前のバージョンで使用されるデフォルト IMアドレススキームは、UserID@[Default Domain]で
す。

手順

ステップ 1 [IMアドレススキーム（IM Address Scheme）]を選択します。
a) [Cisco Unified CM IM and Presenceの管理（Cisco Unified CM IM and Presence Administration）]を
開きます。

b) [プレゼンス（Presence）] > [設定（Settings）] > [詳細設定（Advanced Configuration）]を選択し
ます。

[プレゼンスの詳細設定（Advanced Presence Settings）]ウィンドウが開きます。
c) [IMアドレススキーム（IM Address Scheme）]を選択し、リストから次のいずれかを選択しま
す。

• UserID@[Default Domain]

   Cisco Jabber 11.0 展開およびインストレーションガイド
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ユーザ IDを使用する場合は、デフォルトドメインが設定されていることを確認します。
たとえば、サービスには cupsではなく、cups.comという名前を付ける必要があります。

• Directory URI

ステップ 2 必要なマッピングを選択します。

a) [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]を開きます。
b) [システム（System）] > [LDAP] > [LDAPディレクトリ（LDAP Directory）]を選択します。

[LDAPディレクトリの検索と一覧表示（Find and List LDAP Directories）]ウィンドウが開きま
す。

c) リストからディレクトリを検索して選択します。
[LDAPディレクトリ（LDAP Directory）]ウィンドウが開きます。

d) [同期対象の標準ユーザフィールド（Standard User Fields To Be Synchronized）]セクションで、
マッピングを選択します。

• LDAPフィールドにマッピングされるユーザ ID。デフォルトは sAMAccountNameです。

• mailと msRTCSIP-primaryuseraddressのどちらかにマッピングされるディレクトリ URI。

ユーザ ID とディレクトリ URI の入力
LDAPディレクトリサーバと Cisco Unified Communications Managerを同期させると、次の値を含
む属性を使用して、Cisco Unified Communications Managerデータベースと Cisco Unified
Communications Manager IM and Presenceサービスデータベースの両方でエンドユーザ設定テーブ
ルを生成できます。

•ユーザ ID：Cisco Unified Communications Managerでユーザ IDの値を指定する必要がありま
す。この値はデフォルトの IMアドレススキームおよびユーザのログインに必要です。デフォ
ルト値は sAMAccountNameです。

•ディレクトリURI：以下を予定している場合は、ディレクトリURIの値を指定する必要があ
ります。

• Cisco Jabberで URIダイヤルを有効にする。

• Cisco Unified CommunicationsManager IM and Presenceサービスバージョン 10以降でディ
レクトリ URIアドレススキームを使用する。

Cisco Jabber 11.0 展開およびインストレーションガイド
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Cisco Unified Communications Managerがディレクトリソースと同期すると、ディレクトリ URIと
ユーザ IDの値を取得して、それらを Cisco Unified Communications Managerデータベースのエンド
ユーザ設定テーブルに入力します。

その後で、Cisco Unified Communications Managerデータベースが Cisco Unified Communications
Manager IM and Presenceサービスデータベースと同期します。その結果、ディレクトリ URIと
ユーザ IDの値が Cisco Unified Communications Manager IM and Presenceサービスデータベースの
エンドユーザ設定テーブルに入力されます。

ユーザ ID の LDAP 属性の指定
ユーザをディレクトリソースから Cisco Unified Communications Managerに同期する場合は、ディ
レクトリ内の属性からユーザ IDを生成できます。ユーザ IDを保持するデフォルトの属性は、
sAMAccountNameです。

手順

ステップ 1 [LDAPシステムの設定（LDAP System Configuration）]ウィンドウで [ユーザ ID用 LDAP属性
（LDAP Attribute for User ID）]ドロップダウンリストを探します。

ステップ 2 必要に応じて、ユーザ IDの属性を指定し、[保存（Save）]を選択します。
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ユーザ IDの属性がsAMAccountName以外の場合で、CiscoUnifiedCommunicationsManager
IM and Presenceサービスでデフォルトの IMアドレススキームが使用されている場合は、
次のようにクライアントコンフィギュレーションファイルでパラメータの値として属性

を指定する必要があります。

EDIパラメータは UserAccountNameです。

<UserAccountName>attribute-name</UserAccountName>

BDIパラメータは BDIUserAccountNameです。
<BDIUserAccountName>attribute-name</BDIUserAccountName>

設定で属性を指定せず、属性がsAMAccountName以外の場合、クライアントはディレク
トリ内の連絡先を解決できません。この結果、ユーザはプレゼンスを取得せず、インスタ

ントメッセージを送信または受信できません。

重要

ディレクトリ URI の LDAP 属性の指定
CiscoUnified CommunicationsManagerリリース 9.0(1)以降では、ディレクトリ内の属性からディレ
クトリ URIを生成できます。

はじめる前に

同期の有効化。

手順

ステップ 1 [システム（System）] > [LDAP] > [LDAPディレクトリ（LDAP Directory）]を選択します。
ステップ 2 適切な LDAPディレクトリを選択するか、[新規追加（Add New）]を選択して LDAPディレクト

リを追加します。

ステップ 3 [同期対象の標準ユーザフィールド（Standard User Fields To Be Synchronized）]セクションを探し
ます。

ステップ 4 [ディレクトリURI（DirectoryURI）]ドロップダウンリストで、次のLDAP属性のいずれかを選択
します。

• msRTCSIP-primaryuseraddress：この属性は、Microsoft LyncまたはMicrosoft OCSが使用され
ている場合に AD内で生成されます。これがデフォルト属性です。

•メールアドレス

ステップ 5 [保存（Save）]を選択します。
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同期の実行

ディレクトリサーバを追加し、必要なパラメータを指定した後、Cisco Unified Communications
Managerをディレクトリサーバと同期できます。

はじめる前に

ご使用の環境にプレゼンスサーバが含まれる場合は、ディレクトリサーバと同期する前に次の機

能サービスがアクティブになっていて、開始されていることを確認する必要があります。

• Cisco Unified Presence：Cisco UP Sync Agent

• Cisco Unified Communications Manager IM and Presenceサービス：Cisco Sync Agent

このサービスは、プレゼンスサーバと Cisco Unified Communications Manager間で同期されたデー
タを維持します。ディレクトリサーバとの同期を実行すると、CiscoUnifiedCommunicationsManager
は次にプレゼンスサーバとデータを同期します。ただし、[Cisco Sync Agent]サービスがアクティ
ブになっていて、開始されている必要があります。

手順

ステップ 1 [システム（System）] > [LDAP] > [LDAPディレクトリ（LDAP Directory）]を選択します。
ステップ 2 [新規追加（Add New）]を選択します。

[LDAPディレクトリ（LDAP Directory）]ウィンドウが開きます。

ステップ 3 [LDAPディレクトリ（LDAP Directory）]ウィンドウで必要な詳細情報を指定します。
指定可能な値と形式の詳細については、『Cisco Unified Communications Manager Administration
Guide』を参照してください。

ステップ 4 情報が定期的に同期されることを保証するには、LDAPディレクトリ同期スケジュールを作成し
ます。

ステップ 5 [保存（Save）]を選択します。
ステップ 6 [今すぐ完全同期を実行する（Perform Full Sync Now）]を選択します。

同期プロセスの完了までに要する時間は、ディレクトリ内のユーザの数によって異なり

ます。ユーザ数が数千にもなる大規模なディレクトリの同期を実施する場合、そのプロ

セスにはある程度の時間がかかると予想されます。

（注）

ディレクトリサーバからのユーザデータが Cisco Unified Communications Managerデータベースに
同期されます。その後で、Cisco Unified Communications Managerがプレゼンスサーバデータベー
スにユーザデータを同期します。
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LDAP サーバでの認証
LDAP認証を有効にして、会社の LDAPディレクトリに割り当てられているパスワードに対して
エンドユーザのパスワードが認証されるようにするには、この手順を実行します。LDAP認証に
より、システム管理者は会社のすべてのアプリケーションに対してエンドユーザの 1つのパス
ワードを割り当てることができます。この設定は、エンドユーザのパスワードにのみ適用され、

エンドユーザのPINまたはアプリケーションユーザのパスワードには適用されません。ユーザが
クライアントにサインインすると、プレゼンスサービスがその認証をCiscoUnifiedCommunications
Managerにルーティングします。その後で、Cisco Unified Communications Managerがその認証を
ディレクトリサーバに送信します。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]インターフェイスを開きます。
ステップ 2 [システム（System）] > [LDAP] > [LDAP認証（LDAP Authentication）]を選択します。
ステップ 3 [エンドユーザ用 LDAP認証の使用（Use LDAP Authentication for End Users）]を選択します。
ステップ 4 必要に応じて、LDAPクレデンシャルとユーザ検索ベースを指定します。

[LDAP認証（LDAPAuthentication）]ウィンドウ上のフィールドの詳細については、『CiscoUnified
Communications Manager Administration Guide』を参照してください。

ステップ 5 [保存（Save）]を選択します。

クラウドベース展開用のディレクトリ統合の設定

手順

目的コマンドまたはアクション

トピックを確認します。「ディレクトリ統合」を確認してください。ステップ 1   

社内情報を設定します。「Understanding the Configuration Tab」を参照
してください。

ステップ 2   

ユーザを作成し、プロビジョ

ニングします。

「Overview of User Management」を参照して
ください。

ステップ 3   

ディレクトリグループを追加する, （14ペー
ジ）。

ステップ 4   
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http://www.webex.com/webexconnect/orgadmin/help/index.htm?toc.htm?17443.htm
http://www.webex.com/webexconnect/orgadmin/help/index.htm?toc.htm?17382.htm
http://www.webex.com/webexconnect/orgadmin/help/index.htm?toc.htm?cs_user.htm


ディレクトリグループを追加する

ディレクトリグループ（企業グループ）を使用すると、管理者はユーザの連絡先グループを定義

できます。

手順

ステップ 1 ディレクトリの統合をセットアップします。

ステップ 2 ディレクトリグループを、カンマ区切り値（.csv）ファイルとして定義します。

ステップ 3 Cisco WebEx管理ツールを使用してディレクトリグループをインポートします。

関連トピック

ディレクトリ統合
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第 4 章

証明書の検証設定

• オンプレミス展開用の証明書の設定, 15 ページ

• クラウド展開の証明書検証, 18 ページ

オンプレミス展開用の証明書の設定
証明書は、Jabberクライアントが接続するサービスごとに必要です。

手順

目的コマンドまたはアクション

詳細については、『Configuration and
Administration of IM and Presence Service on Cisco

Cisco Unified Presenceまたは Cisco
Unified Communications Manager IM

ステップ 1   

Unified Communications Manager』の「Securityand Presenceサービスを使用している
Configuration on IM and Presence Service」の章
を参照してください。

場合は、該当するHTTP（tomcat）証
明書と XMPP証明書をダウンロード
します。

詳細については、ここで『Cisco Unified
Communications Manager Security Guide』と

Cisco Unified CommunicationsManager
と Cisco Unity Connection用のHTTPS
（tomcat）証明書をダウンロードしま
す。

ステップ 2   

『CiscoUnified CommunicationsOperating System
Administration Guide』を参照してください。

詳細については、ここで『Cisco WebEx
Meetings Server AdministrationGuide』を参照し
てください。

Cisco WebEx Meetings Server用の
HTTP（tomcat）をダウンロードしま
す。

ステップ 3   

詳細については、『Configuring Certificates on
CiscoVCSExpressway』を参照してください。

リモートアクセスを設定する場合

は、Cisco VCS Expresswayと Cisco
Expressway-Eのサーバ証明書をダウ

ステップ 4   

ンロードします。このサーバ証明書
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目的コマンドまたはアクション

は、HTTPと XMPPの両方に使用さ
れます。

証明書署名要求（CSR）を生成しま
す。

ステップ 5   

マルチサーバSANを使用している場合は、ク
ラスタと tomcat証明書ごとに一度ずつとクラ

サービスに証明書をアップロードし

ます。

ステップ 6   

スタと XMPP証明書ごとに一度ずつサービス
に証明書をアップロードする必要があるだけ

です。マルチサーバSANを使用していない場
合は、すべての Cisco Unified Communications
Managerノードのサービスに証明書をアップ
ロードする必要があります。

証明書を承認または却下するためのプロンプ

トを表示せずに証明書の検証が行われること

クライアントへの CA証明書の展開,
（16ページ）

ステップ 7   

を保証するには、クライアントのローカル証

明書ストアに証明書を展開します。

クライアントへの CA 証明書の展開
証明書を承認または却下するためのプロンプトを表示せずに証明書検証が実施されることを保証

するには、エンドポイントクライアントのローカル証明書ストアに証明書を展開します。

既存のパブリックCAを使用している場合は、CA証明書がクライアント証明書ストアまたはキー
チェーン上に存在している可能性があります。その場合は、CA証明書をクライアントに展開する
必要はありません。

CA証明書がクライアント証明書ストアまたはキーチェーン上に存在しない場合は、CA証明書を
クライアントに展開します。

推奨内容展開規模

グループポリシーや証明書展開管理アプリケーション

などの証明書展開ツールを使用する。

ローカルマシンが多数の場合

手動で CA証明書を展開する。ローカルマシンが少数の場合

   Cisco Jabber 11.0 展開およびインストレーションガイド
16

証明書の検証設定

クライアントへの CA 証明書の展開



Cisco Jabber for Windows クライアントへの CA 証明書の手動展開

手順

ステップ 1 Cisco Jabber for Windowsクライアントマシンで CA証明書を使用できるようにします。
ステップ 2 Windowsマシンで、証明書ファイルを開きます。
ステップ 3 証明書をインストールしてから、[次へ（Next）]をクリックします。
ステップ 4 [証明書をすべて次のストアに配置する（Place all certificates in the following store）]を選択してか

ら、[参照（Browse）]を選択します。
ステップ 5 [信頼されたルート証明機関（Trusted Root Certification Authorities）]ストアを選択します。

ウィザードを終了すると、正常な証明書インポートを確認するためのメッセージが表示されます。

次の作業

Windows Certificate Managerツールを起動することによって、証明書が正しい証明書ストアにイン
ストールされていることを確認します。[信頼されたルート証明機関（Trusted Root Certification
Authorites）] > [証明書（Certificates）]を参照します。CAルート証明書が証明書ストアに一覧表
示されます。

Cisco Jabber for Mac クライアントへの CA 証明書の手動展開

手順

ステップ 1 Cisco Jabber for Macクライアントマシンで CA証明書を使用できるようにします。
ステップ 2 Macマシンで、証明書ファイルを開きます。
ステップ 3 現在のユーザのみのログインキーチェーンに追加して、[追加（Add）]を選択します。

次の作業

キーチェーンアクセスツールを開いて、[証明書（Certificates）]を選択することによって、証明
書が正しいキーチェーンにインストールされていることを確認します。キーチェーン内のCAルー
ト証明書が一覧表示されます。

モバイルクライアントへの CA 証明書の手動展開
CA証明書を iOSクライアントに展開するには、証明書展開管理アプリケーションが必要です。
CA証明書をユーザに電子メールで送信することも、ユーザがアクセス可能なWebサーバ上で証
明書を公開することもできます。ユーザは証明書展開管理ツールを使用して証明書をダウンロー

ドしてインストールできます。
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ただし、Cisco Jabber for Androidには証明書管理ツールが付属していないため、次の手順を使用す
る必要があります。

手順

ステップ 1 CA証明書をデバイスにダウンロードします。
ステップ 2 デバイスで [設定（Settings）] > [セキュリティ（Security）] > [デバイスストレージからインストー

ル（Install from device storage）]の順にタップして、画面上の指示に従います。

クラウド展開の証明書検証
Cisco WebEx Messengerと Cisco WebEx Meeting Centerは、デフォルトで次の証明書をクライアン
トに提示します。

• CAS

• WAPI

Cisco WebEx証明書はパブリック認証局（CA）によって署名されます。Cisco Jabberはこれら
の証明書を検証し、クラウドベースサービスとのセキュアな接続を確立します。

（注）

Cisco Jabberは、Cisco WebEx Messengerから受信した次の XMPP証明書を検証します。これらの
証明書がオペレーティングシステムに付属していない場合は、ユーザが入力する必要がありま

す。

• VeriSign Class 3 Public Primary Certification Authority - G5：この証明書は信頼できるルート認
証局に保存されます。

• VeriSign Class 3 Secure Server CA - G3：この証明書はWebEx Messengerサーバ IDの検証に使
用され、中間認証局に保存されます。

• AddTrust外部 CAルート

• GoDaddy Class 2 Certification Authority Root Certificate

Cisco Jabber for Windowsのルート証明書の詳細については、http://www.identrust.co.uk/certificates/
trustid/install-nes36.htmlを参照してください。

Cisco Jabber for Macのルート証明書の詳細については、http://support.apple.comを参照してくださ
い。
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プロファイル写真の URL の更新
クラウドベース展開では、ユーザを追加またはインポートすると、Cisco WebExがプロファイル
写真に一意の URLを割り当てます。Cisco Jabberは、連絡先情報を解決するときに、写真がホス
トされている URLの Cisco WebExからプロファイル写真を取得します。

プロファイル写真の URLは、HTTPセキュア（https://server_name/）を使用して、クライ
アントに証明書を提示します。URLのサーバ名が次の場合：

• Cisco WebExドメインを含む完全修飾ドメイン名（FQDN）：クライアントは、Cisco WebEx
証明書に照らして、プロファイル写真をホストしているWebサーバを検証できます。

• IPアドレス：クライアントは、Cisco WebEx証明書に照らして、プロファイル写真をホスト
しているWebサーバを検証できません。この場合、プロファイル写真のURLの IPアドレス
で連絡先をルックアップする場合は常に、証明書を受け入れるようクライアントがユーザに

指示します。

重要 •サーバ名として IPアドレスを含むすべてのプロファイル写真のURLを更新することをお
勧めします。クライアントがユーザに証明書の受け入れを要求しないようにするには、

Cisco WebExドメインを含む FQDNで IPアドレスを置き換えます。

•写真を更新すると、クライアントで写真が更新されるまで最大 24時間かかります。

次の手順では、プロファイル写真のURLの更新方法について説明します。詳細については、該当
する Cisco WebExのマニュアルを参照してください。

手順

ステップ 1 Cisco WebEx管理ツールを使用して、ユーザ連絡先データを CSVファイル形式でエクスポートし
ます。

ステップ 2 [userProfilePhotoURL]フィールドで、Cisco WebExドメインで IPアドレスを置き換えます。
ステップ 3 CSVファイルを保存します。
ステップ 4 Cisco WebEx管理ツールを使用して、CSVファイルをインポートします。
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第 5 章

サービスディスカバリ

• 構成 URLワークフロー, 21 ページ

• 企業モビリティ管理によるモバイルの設定, 25 ページ

• 手動接続設定, 25 ページ

• インストーラスイッチ：Cisco Jabber for Windows, 29 ページ

構成 URL ワークフロー

手順

目的コマンドまたはアクション

構成 URL, （21ページ）ステップ 1   

Webサイトからの構成 URLのユーザへの提供, （24ペー
ジ）

ステップ 2   

構成 URL
ユーザが手動でサービスディスカバリ情報を入力しなくても Cisco Jabberを起動できるようにす
るには、構成 URLを作成してユーザに配布します。

電子メールで直接、ユーザにリンクを送信するか、Webサイトにリンクを掲載することで、ユー
ザに構成 URLリンクを提供できます。

URLに次のパラメータを含めます。

• ServicesDomain：必須。すべての構成 URLに Cisco Jabberでのサービスディスカバリに必要
な IM and Presenceサーバのドメインを含める必要があります。
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• VoiceServiceDomain：IM and Presenceサーバのドメインが音声サーバのドメインと異なるハ
イブリッドクラウドベースのアーキテクチャを展開する場合にのみ必要です。Cisco Jabber
が音声サービスを検出できるようにするために、このパラメータを設定します。

• ServiceDiscoveryExcludedServices：任意。サービスディスカバリプロセスから次のサービス
を除外できます。

◦ WEBEX：この値を設定すると、クライアントは次のように動作します。

• CAS検索を実行しません。

•検索：

◦ _cisco-uds

◦ _cuplogin

◦ _collab-edge

◦ CUCM：この値を設定すると、クライアントは次のように動作します。

• _cisco-udsを検索しません。

•検索：

◦ _cuplogin

◦ _collab-edge

◦ CUP：この値を設定すると、クライアントは次のように動作します。

• _cuploginを検索しません。

•検索：

◦ _cisco-uds

◦ _collab-edge

カンマで区切った複数の値を指定して、複数のサービスを除外できます。

3つのサービスをすべて除外した場合、クライアントはサービスディスカバリを実行せず、
手動で接続設定を入力することをユーザに求めます。

• ServicesDomainSsoEmailPrompt：任意。ユーザのホームクラスタを決定する際に、ユーザに
対して電子メールプロンプトを表示するかどうかを指定します。

◦オン

◦オフ

• EnablePRTEncryption：任意。PRTファイルの暗号化を指定します。Cisco Jabber for Macで使
用します。
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◦ true

◦ false

• PRTCertificateName：任意。証明書の名前を指定します。Cisco Jabber for Macで使用します。

• InvalidCertificateBehavior：任意。無効な証明書に対するクライアントの動作を指定します。

◦ RejectAndNotify：警告ダイアログが表示され、クライアントはロードされません。

◦ PromptPerSession：警告ダイアログが表示され、ユーザは無効な証明書を受け入れるか、
または拒否できます。

• PRTCertificateUrl：信頼できるルート認証局の証明書ストアにある公開キーを含む証明書の名
前を指定します。モバイルクライアント向け Cisco Jabberに適用されます。

• Telephony_Enabled：ユーザに対して電話機能を有効にするかどうかを指定します。デフォル
トは trueです。

• True

• False

• ForceLaunchBrowser：ユーザに外部ブラウザの使用を強制する場合に使用します。モバイル
クライアント向け Cisco Jabberに適用されます。

• True

• False

ForceLaunchBrowserは、クライアント証明書の展開およびAndroid OS 5.0より
も前のデバイスに使用されます。

（注）

構成 URLは次の形式で作成します。
ciscojabber://provision?ServicesDomain=<domain_for_service_discover>
&VoiceServicesDomain=<domain_for_voice_services>
&ServiceDiscoveryExcludedServices=<services_to_exclude_from_service_discover>
&ServicesDomainSsoEmailPrompt=<ON/OFF>
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パラメータには大文字と小文字の区別があります。構成 URLを作成する際は、次の表記を使
用する必要があります。

（注）

• ServicesDomain

• VoiceServicesDomain

• ServiceDiscoveryExcludedServices

• ServicesDomainSsoEmailPrompt

• EnablePRTEncryption

• PRTCertificateURL

• PRTCertificateName

• InvalidCertificateBehavior

• Telephony_Enabled

• ForceLaunchBrowser

例

• ciscojabber://provision?ServicesDomain=cisco.com

• ciscojabber://provision?ServicesDomain=cisco.com
&VoiceServicesDomain=alphauk.cisco.com

• ciscojabber://provision?ServicesDomain=service_domain
&VoiceServicesDomain=voiceservice_domain&ServiceDiscoveryExcludedServices=WEBEX

• ciscojabber://provision?ServicesDomain=cisco.com
&VoiceServicesDomain=alphauk.cisco.com&ServiceDiscoveryExcludedServices=CUCM,CUP

• ciscojabber://provision?ServicesDomain=cisco.com
&VoiceServicesDomain=alphauk.cisco.com&ServiceDiscoveryExcludedServices=CUCM,CUP
&ServicesDomainSsoEmailPrompt=OFF

Web サイトからの構成 URL のユーザへの提供
電子メールで直接、ユーザにリンクを送信するか、Webサイトにリンクを掲載することで、ユー
ザに構成 URLリンクを提供できます。

Androidオペレーティングシステムの制約により、Cisco Jabber for AndroidユーザがAndroidア
プリケーションから直接構成 URLを開くと、問題が発生することがあります。この問題を回
避するために、Webサイトを使用して構成 URLリンクを配布することをお勧めします。

（注）

URLプロビジョニングのためにWebサイト探索オプションを使用する場合は、Mozilla Firefoxを
使用することをお勧めします。

Webサイトからリンクを配布するには、次の手順を実行します。
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手順

ステップ 1 HTMLハイパーリンクとして構成 URLを含む内部Webページを作成します。
ステップ 2 内部Webページへのリンクを電子メールでユーザに送信します。

その電子メールのメッセージで、次の手順を実行するようにユーザに指示します。

1 クライアントをインストールします。

2 電子メールメッセージ内のリンクをクリックして、内部Webページを開きます。

3 内部Webページ上のリンクをクリックして、クライアントを設定します。

企業モビリティ管理によるモバイルの設定
企業モビリティ管理（EMM）を使用する前に、以下を確認してください。

• EMMベンダーが Android for Workまたは Apple Managed App Configurationをサポートしてい
る。

• AndroidデバイスのOSに 5.0以降が搭載されている、または、iOSデバイスに iOS 8.0以降が
搭載されている。

EMMを使用して、Cisco Jabber for Androidや Cisco Jabber for iPhone and iPadに Cisco Jabberを設定
することができます。EMMの設定の詳細については、EMMプロバイダーから提供される管理者
用の説明書を参照してください。

サポートされる EMMソフトウェア：

• Airwatch

• Citrix

手動接続設定
手動接続設定は、サービスディスカバリが使用されていない場合にフォールバックメカニズムを

提供します。

Cisco Jabberを起動すると、[詳細設定（Advanced settings）]ウィンドウでオーセンティケータと
サーバアドレスを指定できます。クライアントは、その後の起動時にロードするローカルアプリ

ケーション設定にサーバアドレスをキャッシュします。

Cisco Jabberは、次のような場合に、最初の起動時にこれらの詳細設定を入力するようにユーザに
要求します。
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• CiscoUnified CommunicationsManagerリリース 9.x以降を使用したオンプレミス：クライアン
トがサービスプロファイルからオーセンティケータとサーバアドレスを取得できない場合。

• CiscoUnified CommunicationsManagerリリース 8.xを使用したクラウドベースまたはオンプレ
ミス：ブートストラップファイルでオーセンティケータが設定されていない場合。クライア

ントは、ブートストラップファイルまたは SRVレコードでサーバアドレスが設定されてい
ない場合に、[詳細設定（Advanced settings）]ウィンドウでサーバアドレスも入力するよう
にユーザに要求します。

ユーザが [詳細設定（Advanced settings）]ウィンドウで入力した設定は、SRVレコードやブート
ストラップの設定を含め、その他のソースよりも優先されます。

[Cisco IM & Presence]または [Cisco Communications Manager 8.x]オプションを選択すると、クライ
アントは Cisco Unified Presenceまたは Cisco Unified Communications Manager IM and Presenceサー
ビスからUCサービスを取得します。クライアントはサービスプロファイルまたは SSO検出を使
用しません。

Cisco Jabber for Windowsの場合、SRVレコードが解決されるサーバ数に関わらず、サービス検
出は 20秒後に停止します。サービス検出中に Cisco Jabberが _cisco-udsを検出すると、20
秒以内に最初の 2つのサーバへの接続が試みられます。優先順位が高い 2つのサーバに対する
サービス検出の試行後は、Cisco Jabberはサーバへの接続を試みません。

ユーザは、稼働中のサーバを手動で指定するか、サービス検出の対象となる2つの優先順位の
高いサーバのうち少なくとも1つのサーバを指定するように、SRVの優先順位を並べ替えるこ
とができます。

（注）

サービスディスカバリの自動接続設定

[詳細設定（Advanced settings）]ウィンドウで [自動（Automatic）]オプションを選択することに
よって、サーバを自動で検出できます。

この自動オプションにより、ユーザがサービス接続の詳細を手動で設定する方法から、サービス

ディスカバリを使用する方法に変更することができます。たとえば、最初の起動時に、[詳細設定
（Advanced settings）]ウィンドウで、手動でオーセンティケータを設定し、サーバアドレスを指
定します。

クライアントは、手動設定のキャッシュを常にチェックします。手動設定は、SRVレコードより
優先され、Cisco Jabber for Windowsではブートストラップファイルより優先されます。したがっ
てSRVレコードを配置し、サービスディスカバリを使用する場合は、最初の電源投入から手動設
定を上書きする必要があります。
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オンプレミスでの展開における手動接続設定

ユーザは、[詳細設定（Advanced settings）]ウィンドウで、CiscoUnified PresenceまたはCiscoUnified
Communications Manager IM and Presenceサービスをオーセンティケータとして設定し、サーバア
ドレスを指定できます。

_cuploginSRVレコードを使用して、デフォルトのサーバアドレスを自動的に設定すること
もできます。

メモ

次の図は、オンプレミスの展開において、クライアントが手動接続設定をどのように使用できる

かを示したものです。

1 ユーザが [詳細設定（Advanced settings）]ウィンドウで手動で接続設定を入力します。

2 クライアントがCiscoUnified PresenceまたはCiscoUnifiedCommunicationsManager IM and Presence
サービスの認証を受けます。

3 クライアントは、プレゼンスサーバからサービスプロファイルを取得します。

電話モードのオンプレミスの展開における手動接続設定

ユーザは、[詳細設定（Advanced settings）]ウィンドウで、Cisco Unified Communications Manager
をオーセンティケータに設定し、次のサーバアドレスを指定できます。

• TFTPサーバ（TFTP server）

• CCMCIPサーバ（CCMCIP server）
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• CTIサーバ（Cisco Jabber for Windowsと Cisco Jabber for Mac）

次の図は、電話モードの展開において、クライアントが手動接続設定をどのように使用できるか

を示したものです。

1 ユーザが [詳細設定（Advanced settings）]ウィンドウで手動で接続設定を入力します。

2 クライアントが Cisco Unified Communications Managerから認証され、設定を取得します。

3 クライアントは、デバイスおよびクライアント設定を取得します。

クラウドベースの展開における手動接続設定

ユーザは、[Advanced settings（詳細設定）]ウィンドウで、CiscoWebExMessengerサービスをオー
センティケータとして設定し、ログイン用の CAS URLを指定できます。

次の図は、クラウドベースの展開において、クライアントが手動接続設定をどのように使用でき

るかを示したものです。
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1 ユーザが [詳細設定（Advanced settings）]ウィンドウで手動で接続設定を入力します。

2 クライアントが Cisco WebEx Messengerサービスの認証を受けます。

3 クライアントは、設定およびサービスを取得します。

インストーラスイッチ：Cisco Jabber for Windows
Cisco Jabberをインストールするときに、オーセンティケータとサーバアドレスを指定できます。
インストーラは、ブートストラップファイルにこれらの詳細を保存します。ユーザがクライアン

トを初めて起動した際に、ブートストラップファイルを読み取ります。サービスディスカバリが

展開されている場合は、ブートストラップファイルが無視されます。

ブートストラップファイルは、サービスディスカバリが展開されていない場合やユーザに手動で

自分の接続設定を指定させたくない場合に、サービスディスカバリのフォールバックメカニズム

を提供します。

クライアントは、最初に起動したときのみ、ブートストラップファイルを読み取ります。クライ

アントは、最初の起動後にサーバアドレスと設定をキャッシュし、以降の起動ではキャッシュか

らロードします。

Cisco Unified Communications Managerリリース 9.x以降を使用したオンプレミス展開では、ブート
ストラップファイルを使用せず、代わりに、サービスディスカバリを使用することをお勧めしま

す。

オンプレミスでの展開のブートストラップの設定

次の表は、さまざまな展開タイプの引数値を示します。
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引数値サーバのリリース製品モード

次のインストーラスイッチと値を使用

する。

• AUTHENTICATOR=CUP

• CUP_ADDRESS=

<presence_server_address>

リリース 9以降：

• Cisco Unified Communications
Manager

• Cisco Unified Communications
Manager IM and Presence Service

フル UC（デ
フォルトモー

ド）

次のインストーラスイッチと値を使用

する。

• AUTHENTICATOR=CUP

• CUP_ADDRESS=

<presence_server_address>

リリース 8.x：

• Cisco Unified Communications
Manager

• Cisco Unified Presence

フル UC（デ
フォルトモー

ド）

次のインストーラスイッチと値を使用

する。

• AUTHENTICATOR=CUP

• CUP_ADDRESS=

<presence_server_address>

リリース 9以降：

Cisco Unified Communications
Manager IM and Presence Service

IM専用（デ
フォルトモー

ド）

次のインストーラスイッチと値を使用

する。

• AUTHENTICATOR=CUP

• CUP_ADDRESS=

<presence_server_address>

リリース 8.x：

Cisco Unified Presence

IM専用（デ
フォルトモー

ド）

次の図は、クライアントがオンプレミスでの展開の場合、ブートストラップ設定の使用法を示し

ています。
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ユーザがクライアントを初めて起動する際に、次が実行されます。

1 クライアントは、ブートストラップファイルから設定を取得します。

クライアントが、デフォルトモードで起動して、Cisco Unified Communications Manager IM and
Presenceサービスがオーセンティケータであると判断します。クライアントは、サービスディ
スカバリの結果により、その他の指示がなされない限り、プレゼンスサーバのアドレスを取得

します。

2 クライアントが Cisco Unified Communications Manager IM and Presenceサービスから認証され、
設定を取得します。

3 クライアントは、プレゼンスサーバからサービスプロファイルを取得します。

電話モードのオンプレミスの展開におけるブートストラップの設定

インストール中に、次のように引数の値を設定します。

• AUTHENTICATORの値として CUCMを設定します。

• PRODUCT_MODEの値として phone_modeを設定します。

• TFTPの値として TFTPサーバアドレスを設定します。

• CTIの値として CTIサーバアドレスを設定します。

• CCMCIPの値として CCMCIPサーバアドレスを設定します。

Cisco Jabber 11.0 展開およびインストレーションガイド
31

サービスディスカバリ

電話モードのオンプレミスの展開におけるブートストラップの設定



Cisco Unified Communications Managerリリース 9.x以前：Cisco Extension Mobilityを有効にす
る場合は、CCMCIPに使用される Cisco Unified Communications Managerノードで Cisco

Extension Mobilityサービスをアクティブにする必要があります。Cisco ExtensionMobilityの
詳細については、使用している Cisco Unified Communications Managerのリリースに応じた
『Feature and Services』ガイドを参照してください。

次の図は、電話モードの展開において、クライアントがブートストラップ設定をどのように使用

できるかを示したものです。

ユーザがクライアントを初めて起動する際に、次プロセスが実行されます。

1 クライアントは、ブートストラップファイルから設定を取得します。

クライアントが電話モードで起動して、Cisco Unified Communications Managerがオーセンティ
ケータであると判断します。クライアントは、サービスディスカバリの結果が定まらない場合

に、TFTPサーバ（および Jabber for Windowsと Jabber for Macの場合の CTIサーバ）のアドレ
スも取得します。

2 クライアントが Cisco Unified Communications Managerから認証され、設定を取得します。

3 クライアントは、デバイスおよびクライアント設定を取得します。
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クラウドベースの展開におけるのブートストラップの設定

インストール中に、次のように引数の値を設定します。

• AUTHENTICATORの値として、WEBEXを設定します。

次の図は、クラウドベースの展開においてクライアントがブートストラップをどのように使用で

きるかを示したものです。

ユーザがクライアントを初めて起動する際に、次が実行されます。

1 クライアントは、ブートストラップファイルから設定を取得します。

クライアントが、デフォルトモードで起動して、サービスディスカバリの結果がそうなって

いない限り、Cisco WebEx Messengerサービスがオーセンティケータであると判断します。

2 クライアントが Cisco WebEx Messengerサービスの認証を受けます。

3 クライアントは、設定およびサービスを取得します。
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第 6 章

サービスプロファイルの設定

• 必須サービスの有効化と開始, 35 ページ

• サービスプロファイルの作成, 36 ページ

必須サービスの有効化と開始
必須サービスにより、サーバ間の通信が可能になり、クライアントにさまざまな機能が提供され

ます。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified IM and Presenceのサービスアビリティ（Cisco Unified IM and Presence Servicability）]
インターフェイスを開きます。

ステップ 2 [ツール（Tools）] > [コントロールセンターの機能サービス（Control Center - Feature Services）]を
選択します。

ステップ 3 [サーバ（Server）]ドロップダウンリストから適切なサーバを選択します。
ステップ 4 次の各サービスが開始され、かつ有効になっていることを確認します。

• Cisco SIP Proxy

• Cisco Sync Agent

• Cisco XCP Authentication Service

• Cisco XCP Connection Manager

• Cisco XCP Text Conference Manager

• Cisco Presence Engine
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ステップ 5 [ツール（Tools）] > [コントロールセンターのネットワークサービス（Control Center - Network
Services）]を選択します。

ステップ 6 [サーバ（Server）]ドロップダウンリストから適切なサーバを選択します。
ステップ 7 Cisco XCP Router Serviceが実行されていることを確認します。

サービスプロファイルの作成
Cisco Unified Communications Managerで追加したサービスの設定を含むサービスプロファイルを
作成します。ユーザのエンドユーザ設定にサービスプロファイルを追加します。これにより、ク

ライアントは、利用可能なサービスの設定をサービスプロファイルから取得できます。

はじめる前に

必須サービスの有効化と開始, （35ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]インターフェイスを開きます。
ステップ 2 [ユーザ管理（UserManagement）] > [ユーザ設定（UserSettings）] > [サービスプロファイル（Service

Profile）]の順に選択します。
[サービスプロファイルの検索と一覧表示（Find andList Service Profiles）]ウィンドウが開きます。

ステップ 3 [新規追加（Add New）]を選択します。
[サービスプロファイルの設定（Service Profile Configuration）]ウィンドウが開きます。

ステップ 4 [サービスプロファイルの設定（Service Profile Configuration）]ウィンドウに次のように設定を入
力します。

a) [名前（Name）]フィールドにサービスプロファイルの一意な名前を指定します。
b) 必要に応じて、[システムデフォルトのサービスプロファイルに設定（Make this the default

service profile for the system）]を選択します。

電話モードの場合は、[IMandPresenceプロファイル（IMandPresence Profile）]セクショ
ンで、[プライマリ（Primary）]フィールドが [<なし>（<None>）]に設定されているこ
とを確認します。

（注）

ステップ 5 [保存（Save）]を選択します。
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第 7 章

IM and Presence サービスの設定

• オンプレミス展開用の IM and Presenceサービスの設定, 37 ページ

• クラウドベース展開用の IM and Presenceサービスの設定, 45 ページ

オンプレミス展開用の IM and Presence サービスの設定

Cisco Unified Communications Manager 10.5 以降を使用したオンプレミス
展開に関する IM and Presence サービスワークフロー

手順

目的コマンドまたはアクション

連絡先リストの一括事前入力, （38ページ）ステップ 1   

メッセージの設定の有効化, （39ページ）ステップ 2   

Microsoft SharePoint 2010および 2013でのプレゼンスの設
定, （43ページ）

ステップ 3   

IM and Presenceサービスでのユーザの設定, （43ページ）ステップ 4   
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Cisco Unified Communications Manager リリース 9.x 以降を使用したオン
プレミス展開に関する IM and Presence サービスワークフロー

手順

目的コマンドまたはアクション

連絡先リストの一括事前入力, （38ページ）ステップ 1   

メッセージの設定の有効化, （39ページ）ステップ 2   

IM and Presenceサービスの追加, （41ページ）ステップ 3   

IM and Presenceサービスの適用, （41ページ）ステップ 4   

Microsoft SharePoint 2010および 2013でのプレゼンスの設
定, （43ページ）

ステップ 5   

IM and Presenceサービスでのユーザの設定, （43ページ）ステップ 6   

Cisco Unified Communications Manager リリース 8.6 を使用したオンプレ
ミス展開に関する IM and Presence サービスワークフロー

手順

目的コマンドまたはアクション

連絡先リストの一括事前入力, （38ページ）ステップ 1   

メッセージの設定の有効化, （39ページ）ステップ 2   

機能割り当ての指定, （40ページ）ステップ 3   

Microsoft SharePoint 2010および 2013でのプレゼンスの設
定, （43ページ）

ステップ 4   

連絡先リストの一括事前入力

一括管理ツール（BAT）を使用してユーザの連絡先リストを事前に入力することもできます。

これにより、ユーザの連絡先リストを事前に入力して、クライアントの最初の起動後にユーザが

連絡先のセットを自動的に入手できるようにします。
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Cisco Jabberはクライアント連絡先リストで最大 300件の連絡先をサポートします。

手順

目的コマンドまたはアクション

ユーザに提供する連絡先リストを定義

した CSVファイルを作成します。
ステップ 1   

BATの使用方法とCSVファイルの形式につ
いては、ご使用のリリースの『Deployment

BATを使用して一連のユーザに連絡
先リストを一括でインポートします。

ステップ 2   

Guide for Cisco Unified Communications
Manager IM & Presence（Cisco Unified
Communications Manager IM & Presence導入
ガイド）』を参照してください。

メッセージの設定の有効化

インスタントメッセージング機能を有効にし、設定します。

はじめる前に

連絡先リストの一括事前入力, （38ページ）。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM IM and Presenceの管理（Cisco Unified CM IM and Presence Administration）]イン
ターフェイスを開きます。

ステップ 2 [メッセージング（Messaging）] > [設定（Settings）]の順に選択します。
ステップ 3 次のオプションを選択します。

•インスタントメッセージを有効にする（Enable instant messaging）

•クライアントでのインスタントメッセージ履歴のログ記録を可能にする（Allow clients to log
instant message history）

•インスタントメッセージでの切り取り/貼り付けを可能にする（Allow cut & paste in instant
messages）

ステップ 4 他のメッセージング設定も適切に選択します。

ステップ 5 [保存（Save）]を選択します。
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Cisco Jabberは、Cisco Unified Communications Manager IM and Presenceサービスリリース
9.0.xの [プレゼンスの設定（Presence Settings）]ウィンドウで次の設定をサポートしませ
ん。

重要

• [ユーザの通話中に DNDステータスを使用する（Use DND status when user is on the
phone）]

• [ユーザがミーティングに参加しているときにDNDステータスを使用する（UseDND
status when user is in a meeting）]

次の作業

• Cisco Unified Communications Manager IM and Presenceサービスリリース 9.x以降を使用して
いる場合は、IM and Presenceサービスの追加, （41ページ）。

• Cisco Unified Presenceリリース 8.6を使用している場合は、機能割り当ての指定, （40ペー
ジ）。

機能割り当ての指定

Cisco Unified Presenceを使用する場合に、ユーザにインスタントメッセージ機能とプレゼンス機
能を提供するには、このタスクで次の手順を実行します。

はじめる前に

メッセージの設定の有効化, （39ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]インターフェイスを開きます。

ステップ 2 [システム（System）] > [ライセンス（Licensing）] > [機能割り当て（Capabilities Assignment）]の
順に選択します。

[機能割り当ての検索と一覧表示（Find andList CapabilitiesAssignments）]ウィンドウが開きます。

ステップ 3 [機能割り当てを次の条件で検索（Find Capabilities Assignment where）]フィールドに適切なフィル
タを指定し、[検索（Find）]を選択してユーザの一覧を取得します。

ステップ 4 対象のユーザをリストから選択します。

[機能割り当ての設定（Capabilities Assignment Configuration）]ウィンドウが開きます。

ステップ 5 [機能割り当ての設定（Capabilities Assignment Configuration）]セクションで次の両方を選択しま
す。

• CUPを有効にする（Enable CUP）

• CUPCを有効にする（Enable CUPC）
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ステップ 6 [保存（Save）]を選択します。

IM and Presence サービスの追加
IM and Presenceサービス機能をユーザに提供します。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]インターフェイスを開きます。
ステップ 2 [ユーザ管理（User Management）] > [ユーザ設定（User Settings）] > [UCサービス（UC Service）]

を選択します。

[UCサービスの検索と一覧表示（Find and List UC Services）]ウィンドウが開きます。

ステップ 3 [新規追加（Add New）]を選択します。
[UCサービスの設定（UC Service Configuration）]ウィンドウが開きます。

ステップ 4 [UCサービスの追加（Add aUCService）]セクションで、[UCサービスタイプ（UCService Type）]
ドロップダウンリストから [IMおよび Presence（IM and Presence）]を選択します。

ステップ 5 [次へ（Next）]を選択します。
ステップ 6 次のように IM and Presenceサービスの詳細を入力します。

a) [製品のタイプ（Product Type）]ドロップダウンリストから [Unified CM (IMおよび Presence)
（Unified CM (IM and Presence)）]を選択します。

b) [名前（Name）]フィールドにサービスの名前を入力します。
入力した名前は、プロファイルにサービスを追加する際に表示されます。入力する名前は必

ず、一意的でわかりやすく、かつ意味が通じるものにしてください。

c) 必要であれば、[説明（Description）]フィールドに説明を入力します。
d) [ホスト名/IPアドレス（Host Name/IP Address）]フィールドに、インスタントメッセージ/プレ
ゼンスサービスのアドレスを入力します。

サービスのアドレスは完全修飾ドメイン名または IPアドレスである必要がありま
す。

重要

ステップ 7 [保存（Save）]を選択します。

IM and Presence サービスの適用
Cisco Unified Communications Managerで IM and Presenceサービスを追加したら、クライアントが
設定を取得できるようにそのサービスをサービスプロファイルに適用する必要があります。

Cisco Jabber 11.0 展開およびインストレーションガイド
41

IM and Presence サービスの設定
IM and Presence サービスの追加



はじめる前に

IM and Presenceサービスの追加, （41ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]インターフェイスを開きます。
ステップ 2 [ユーザ管理（UserManagement）] > [ユーザ設定（UserSettings）] > [サービスプロファイル（Service

Profile）]の順に選択します。
[サービスプロファイルの検索と一覧表示（Find andList Service Profiles）]ウィンドウが開きます。

ステップ 3 目的のサービスプロファイルを検索し、それを選択します。

[サービスプロファイルの設定（Service Profile Configuration）]ウィンドウが開きます。

ステップ 4 [IM/プレゼンスプロファイル（IM and Presence Profile）]セクションで、次のドロップダウンリス
トから、サービスを最大 3つ選択します。

•プライマリ（Primary）

•セカンダリ（Secondary）

•ターシャリ（Tertiary）

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。
ステップ 6 ユーザをサービスプロファイルに追加します。

a) [ユーザ管理（User Management）] > [エンドユーザ（End User）]を選択します。
[ユーザの検索と一覧表示（Find and List Users）]ダイアログボックスが開きます。

b) [ユーザを次の条件で検索（Find User where）]フィールドで適切なフィルタを指定した後、[検
索（Find）]を選択してユーザを検索します。

c) リスト内のユーザをクリックします。
[エンドユーザの設定（End User Configuration）]ウィンドウが表示されます。

d) [サービスの設定（Service Settings）]領域で [ホームクラスタ（Home Cluster）]チェックボッ
クスをオンにします。

e) [Unified CM IM and Presenceのユーザを有効化（関連付けられている UCサービスプロファイ
ルで IM and Presenceを設定）（Enable User for Unified CM IM and Presence (Configure IM and
Presence in the associated UC Service Profile)）]チェックボックスをオンにします。

f) [UCサービスプロファイル（UC Service Profile）]ドロップダウンリストからサービスプロ
ファイルを選択します。

ステップ 7 [保存（Save）]をクリックします。
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Microsoft SharePoint 2010 および 2013 でのプレゼンスの設定
IMアドレスがメールアドレスと異なる状況で組織がユーザのプロファイルを定義する場合は、
クライアントとMicrosoft SharePoint 2010および 2013の間でプレゼンス統合を有効にする追加設
定が必要になります。

はじめる前に

• Cisco Jabber for Windowsクライアント専用。

•すべてのサイトがMicrosoft SharePoint Central Administration（CA）と同期していることを確
認します。

• Microsoft SharePointと Active Directory間の同期がセットアップされていることを確認しま
す。

手順

ステップ 1 Microsoft SharePoint 2013を使用している場合は、次の情報でユーザの SharePoint CAプロファイル
ページを更新します。

a) [SIPアドレス（SIP Address）]プロファイルフィールドを空白のままにします。
b) [勤務先電子メール（Work email）]プロファイルフィールドに、ユーザプロファイルを入力し
ます。たとえば、john4mail@example.pstと入力します。

ステップ 2 Microsoft SharePoint 2010を使用している場合は、次の情報でユーザの SharePoint CAプロファイル
ページを更新します。

a) [SIPアドレス（SIP Address）]プロファイルフィールドに、ユーザプロファイルを入力しま
す。たとえば、john4mail@example.pstと入力します。

b) [勤務先電子メール（Work email）]プロファイルフィールドを空白のままにします。

IM and Presence サービスでのユーザの設定
IM and Presenceに対してユーザを有効にすることができます。

ユーザの設定を個別に行う

インスタントメッセージおよびプレゼンスサービスを有効にし、個々のユーザにサービスプロ

ファイルを追加します。
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手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]インターフェイスを開きます。
ステップ 2 [ユーザ管理（User Management）] > [エンドユーザ（End User）]を選択します。

[ユーザの検索と一覧表示（Find and List Users）]ウィンドウが開きます。

ステップ 3 [ユーザを次の条件で検索（Find User where）]フィールドで適切なフィルタを指定した後、[検索
（Find）]を選択してユーザのリストを取得します。

ステップ 4 対象のユーザ名をリストから選択します。

[エンドユーザの設定（End User Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 5 [サービスの設定（Service Settings）]セクションに移動し、以下の操作を行います。
a) [ホームクラスタ（Home Cluster）]を選択します。
b) [ユーザに対して Unified CM IM and Presenceを有効にする（Enable User for Unified CU IM and

Presence）]を選択します。
c) [UCサービスプロファイル（UC Service Profile）]ドロップダウンリストからサービスプロ
ファイルを選択します。

Cisco Unified Communications Managerリリース 9.xのみ：ユーザがインスタントメッ
セージおよびプレゼンスの機能しか使用しない（IM専用）場合は、[デフォルトの使
用（Use Default）]を選択する必要があります。Cisco Unified Communications Manager
リリースバージョン 9.xは、[UCサービスプロファイル（UC Service Profile）]ドロッ
プダウンリストから選択された項目に関係なく、デフォルトサービスプロファイル

を適用します。

重要

ステップ 6 [保存（Save）]を選択します。

複数ユーザの設定を一括で行う

インスタントメッセージおよびプレゼンスを有効にし、複数のユーザにサービスプロファイルを

追加します。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]インターフェイスを開きます。
ステップ 2 [一括管理（Bulk Administration）] > [ユーザ（Users）] > [ユーザの更新（Update Users）] > [クエ

リー（Query）]を選択します。
[更新するユーザの検索と一覧表示（Find and List Users To Update）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 [ユーザを次の条件で検索（Find User where）]フィールドで適切なフィルタを指定した後、[検索
（Find）]を選択してユーザのリストを取得します。

ステップ 4 [次へ（Next）]を選択します。
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[ユーザの更新（Update Users Configuration）]ウィンドウが開きます。

ステップ 5 2つある [ユーザに対して Unified CM IM and Presenceを有効にする（Enable User for Unified CU IM
and Presence）]チェックボックスをどちらもオンにします。

[ユーザに対して Unified CM IM and Presenceを有効にする（Enable User for Unified CU IM
and Presence）]チェックボックスは 2つあります。インスタントメッセージおよびプレゼ
ンスを無効にする場合は、いずれか一方のチェックボックスを選択します。インスタント

メッセージおよびプレゼンスを有効にする場合は、両方のチェックボックスを選択しま

す。

重要

ステップ 6 [UCサービスプロファイル（UC Service Profile）]チェックボックスをオンにし、そのドロップダ
ウンリストからサービスプロファイルを選択します。

Cisco Unified Communications Managerリリース 9.xのみ：ユーザがインスタントメッセー
ジおよびプレゼンスの機能しか使用していない（IM専用）場合は、[デフォルトの使用
（Use Default）]を選択する必要があります。

IM専用ユーザの場合：Cisco Unified Communications Managerリリース 9.xは、[UCサービ
スプロファイル（UC Service Profile）]ドロップダウンリストで選択された項目に関係な
く、常に、デフォルトサービスプロファイルを適用します。

重要

ステップ 7 [ジョブ情報（Job Information）]セクションで、ジョブをただちに実行するか後で実行するかを指
定します。

ステップ 8 [送信（Submit）]を選択します。

クラウドベース展開用の IM and Presence サービスの設定

手順

目的コマンドまたはアクション

IM and Presenceサービスの設定, （45ページ）ステップ 1   

Microsoft SharePoint 2010および 2013でのプレゼンスの設定,
（43ページ）

ステップ 2   

プライバシーオプションの設定, （46ページ）ステップ 3   

IM and Presence サービスの設定
ユーザが CiscoWebExMessengerサービスによって認証されると、IM and Presenceサービス機能が
提供されます。オプションで、CiscoWebEx管理ツールを使用して、IMandPresenceサービスフェ
デレーションを設定できます。
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プライバシーオプションの設定

クラウドベースの展開では、プレゼンスサブスクリプション要求のデフォルト設定を指定できま

す。

手順

ステップ 1 Cisco WebEx管理ツールを開きます。
ステップ 2 [設定（Configuration）]タブを選択します。
ステップ 3 [クライアントの接続（Connect Client）]セクションで、[一般 IM（General IM）]を選択します。

[一般 IM（General IM）]ペインが開きます。

ステップ 4 次のように、連絡先リストで適切なオプションを選択します。

説明オプション

クライアントがプレゼンスサブスクリプション要求をどのよ

うに処理するか設定するためのデフォルトオプションとし

て、[社内の連絡先からの要求を自動的に許可する（Accept
requests automatically from contacts in my organization）]が自動
的に設定されます。ユーザは、[オプション（Options）]ウィ
ンドウでデフォルトオプションを変更できます。

[ユーザによる「連絡先リスト要求
のオプション」設定を許可する

（Allow users to set "Options for
contact list requests"）]を選択する

クライアントがプレゼンスサブスクリプション要求を処理す

る方法を設定します。ユーザは設定を変更できません。これ

らの設定は、[オプション（Options）]ウィンドウで使用でき
ません。

次のオプションのいずれかを選択します。

•すべての連絡先からの要求を自動的に許可する（Accept
requests automatically from all contacts）

•社内の連絡先からの要求を自動的に許可する（Accept
requests automatically from contacts in my organization）

•要求ごとに通知する（Prompt me for each request）

[ユーザによる「連絡先リスト要求
のオプション」設定を許可する

（Allow users to set "Options for
contact list requests"）]を選択しな
い

連絡先リスト要求をクライアントがどのように処理するか設定するためのオプションを以下に示

します。

•すべての連絡先からの要求を自動的に許可する（Accept requests automatically fromall contacts）：
クライアントは、自動的に、すべてのドメインからのプレゼンスサブスクリプション要求を

受け入れます。この設定を指定した場合、すべてのドメインのユーザは、ユーザを連絡先リ

ストに自動的に追加すること、および在席ステータスを表示することができます。

   Cisco Jabber 11.0 展開およびインストレーションガイド
46

IM and Presence サービスの設定
プライバシーオプションの設定



•社内の連絡先からの要求を自動的に許可する（Accept requests automatically from contacts in my
organization）：クライアントは、自動的に、指定したドメイン内のユーザからのプレゼンス
サブスクリプション要求を受け入れます。ドメインを指定するには、[設定（Configuration）]
タブの [システム設定（System Settings）]セクションで [ドメイン（Domain(s)）]を選択しま
す。

組織内で連絡先を検索する際は、組織内のすべてのユーザの一時的な在席ステータ

スが表示されます。しかし、ユーザ Aがユーザ Bをブロックした場合、ユーザ B
には、検索一覧内のユーザ Aの一時的な在席ステータスは表示されません。

（注）

•要求ごとに通知する（Prompt me for each request）：クライアントは、プレゼンスサブスクリ
プション要求ごとに受け入れるかどうかをユーザに尋ねます。

ステップ 5 [保存（Save）]を選択します。
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第 8 章

音声およびビデオ通信の設定

• オンプレミス展開用の音声およびビデオ通信の設定, 49 ページ

• クラウドベースの展開における音声およびビデオ通信の設定, 77 ページ

オンプレミス展開用の音声およびビデオ通信の設定

手順

目的コマンドまたはアクション

この作業は、Cisco Unified Communications
ManagerでCisco Jabberをデバイスとして使
用できるようにするために実行します。

デバイス用の Cisco Options Package
ファイルのインストール, （50
ページ）。

ステップ 1   

これは、Cisco Unified Communications
Managerリリース 9.x以降にのみ適用され
ます。

この作業は、Cisco Unified Communications
Managerリリース 8.6を使用して、ビデオ

BFCP機能用COPファイルの適用,
（52ページ）。

ステップ 2   

デスクトップ共有を有効にする場合に実行

します。

この作業は、Cisco Unified Communications
Managerリリース 9以前を使用して、デバ

SIPプロファイルの作成, （53ペー
ジ）。

ステップ 3   

イスをモバイルクライアント用に設定する

場合に実行します。

この作業は、すべてのデバイスのセキュア

な電話機能をセットアップするために実行

します。

電話セキュリティプロファイルの

設定, （54ページ）
ステップ 4   
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目的コマンドまたはアクション

この作業は、Cisco Jabber for Macまたは
Cisco Jabber for Windowsユーザを CTIリ

ユーザモビリティの有効化, （56
ページ）。

ステップ 5   

モートデバイスに割り当てる場合に実行し

ます。

この作業は、Cisco Jabber for Macまたは
Cisco Jabber for Windowsユーザを CTIリ

CTIサービスを追加する, （57ペー
ジ）。

ステップ 6   

モートデバイスに割り当てる場合に実行し

ます。

この作業は、Cisco Unified Communications
Managerリリース 8.6と Cisco Unified

CTIゲートウェイサーバの追加,（
58ページ）。

ステップ 7   

Presenceを一緒に使用している場合にのみ
実行します。

ビデオデスクトップ共有, （60
ページ）

ステップ 8   

Cisco Jabberにアクセスするユーザごとに 1
つ以上のデバイスを作成します。

Cisco Jabberデバイスの作成と設定,
（61ページ）

ステップ 9   

ユーザへの認証文字列の提供, （
68ページ）

ステップ 10   

デスクフォンビデオの設定, （69
ページ）

ステップ 11   

ビデオレートアダプテーションの

有効化, （71ページ）
ステップ 12   

ユーザの関連付けに関する設定,（
72ページ）

ステップ 13   

Cisco Jabber for Macをインストールする場
合のみ

デバイスのリセット, （74ペー
ジ）

ステップ 14   

CCMCIPプロファイルの作成, （
74ページ）

ステップ 15   

デバイス用の Cisco Options Package ファイルのインストール
Cisco Unified Communications Managerで Cisco Jabberをデバイスとして使用できるようにするに
は、ご使用のすべてのCiscoUnifiedCommunicationsManagerノードにデバイス固有のCiscoOptions
Package (COP)ファイルをインストールする必要があります。

サービスが中断されないように、この手順は使用率が低い時間帯に行ってください。
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COPファイルのインストールに関する一般的な情報については、お使いのリリースに対応した
『Cisco Unified Communications Operating System Administration Guide』の「Software Upgrades」の章
を参照してください。

手順

ステップ 1 デバイスの COPファイルをダウンロードします。
a) デバイスの COPファイルを配置します。

•ソフトウェアダウンロードサイトに移動します。

•ご使用のリリースに対応したデバイスの COPファイルを配置します。

b) [今すぐダウンロード（Download Now）] をクリックします。
c) MD5チェックサムを書き留めます。
この情報は、後で必要になります。

d) [ダウンロードを進める（Proceed with Download）]をクリックして、手順に従います。

ステップ 2 Cisco Unified Communications Managerノードからアクセス可能な FTPまたは SFTPサーバに COP
ファイルを配置します。

ステップ 3 Cisco Unified Communications Managerクラスタ内のパブリッシャノードにこの COPファイルをイ
ンストールします。

a) [Cisco Unified OSの管理（Cisco Unified CM Administration）]インターフェイスを開きます。
b) [ソフトウェアアップグレード（Software Upgrades）] > [インストール/アップグレード
（Install/Upgrade）]を選択します。

c) COPファイルの場所を指定し、必要な情報を入力します。
詳細については、オンラインヘルプを参照してください。

d) [次へ（Next）]を選択します。
e) デバイス COPファイルを選択します。
f) [次へ（Next）]を選択します。
g) 画面に表示される指示に従います。
h) [次へ（Next）]を選択します。
処理が完了するまで待ちます。このプロセスには、時間がかかる場合があります。

i) 使用率が低いときに Cisco Unified Communications Managerをリブートします。
j) システムが完全にサービスに復帰するまで待機します。

サービスの中断を避けるために、各ノードのサービスがアクティブな状態に戻った

ことを確認してから、次のサーバでのこの手順を実行するようにしてください。

（注）

ステップ 4 クラスタ内の各サブスクライバノードに COPファイルをインストールします。
パブリッシャノードのときと同じ方法で、ノードのリブートなどの手順を実行します。
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BFCP 機能用 COP ファイルの適用
Cisco Unified Communications Managerリリース 8.6.2以降でビデオデスクトップ共有を設定するに
は cmterm-bfcp-e.8-6-2.cop.sgnを適用する必要があります。この COPファイルにより、
CSFデバイスで BFCPを有効にするオプションが追加されます。

（注） •アップグレードするたびにCOPファイルをインストールする必要があります。たとえば、
Cisco Unified Communications Managerリリース 8.6.2 .20000-1でビデオデスクトップ共有
を設定してから、Cisco Unified Communications Managerリリース 8.6.2 .20000-2をアップ
グレードした場合は、CiscoUnified CommunicationsManagerリリース 8.6.2 .20000-2でCOP
ファイルを適用します。

• Cisco Unified Communications Managerリリース 8.6.1でビデオデスクトップ共有を設定し
てから、Cisco Unified Communications Managerリリース 8.6.2をアップグレードした場合
は、Cisco Unified Communications Managerリリース 8.6.2上に COPファイルを適用しなけ
れば、ビデオデスクトップ共有を設定できません。

手順

ステップ 1 Cisco.comから Cisco Jabber管理パッケージをダウンロードします。
ステップ 2 Cisco Jabber管理パッケージからファイルシステムに cmterm-bfcp-e.8-6-2.cop.sgnをコ

ピーします。

ステップ 3 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified Communications Manager Administration）]インターフェイ
スを開きます。

ステップ 4 cmterm-bfcp-e.8-6-2.cop.sgnをアップロードし、適用します。

ステップ 5 次のようにサーバを再起動します。

a) [Cisco Unified OSの管理（Cisco Unified CM Administration）]インターフェイスを開きます。
b) [設定（Settings）] > [バージョン（Version）]の順で選択します。
c) [リスタート（Restart）]を選択します。
d) この手順をクラスタの各ノードで繰り返します。最初にプレゼンテーションサーバで実行しま
す。

COPにより、CSFデバイスの [電話の設定（Phone Configuration）]ウィンドウの [プロトコル固有
情報（Protocol Specific Information）]セクションに [BFCPを使用するプレゼンテーション共有を
許可（Allow Presentation Sharing using BFCP）]フィールドが追加されます。
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SIP プロファイルの作成
この手順は、Cisco Unified Communications Managerリリース 9以前のリリースを使用していて、
デバイスをモバイルクライアント用に設定している場合にのみ必要です。デスクトップクライア

ント用に提供されているデフォルトの SIPプロファイルを使用してください。

Cisco Unified Communications Managerリリース 9以前のリリースを使用する場合、モバイルクラ
イアント用にデバイスを作成および設定する前に、Cisco Jabberが Cisco Unified Communications
Managerに接続したまま、Cisco Jabberをバックグラウンドで動作させる SIPプロファイルを作成
する必要があります。

Cisco Unified Communications Managerリリース 10を使用する場合は、モバイルクライアント用に
デバイスを作成および設定するときに、[モバイルデバイス用標準SIPプロファイル（StandardSIP
Profile for Mobile Device）]デフォルトプロファイルを選択します。

はじめる前に

デバイス用の Cisco Options Packageファイルのインストール, （50ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]インターフェイスを開きます。
ステップ 2 [デバイス（Device）] > [デバイスの設定（Device Settings）] > [SIPプロファイル（SIP Profile）]の

順に選択します。

[SIPプロファイルの検索と一覧表示（Find and List SIP Profiles）]ウィンドウが開きます。

ステップ 3 次のいずれかを実行し、新規 SIPプロファイルを作成します。

•デフォルトの SIPプロファイルを検索し、編集可能なコピーを作成します。

• [新規追加（Add New）]を選択し、新規 SIPプロファイルを作成します。

ステップ 4 新しい SIPプロファイルに次の値を設定します。

• [レジスタの再送間隔の調整値（Timer Register Delta）]に「120」

• [レジスタのタイムアウト値（Timer Register Expires）]に「720」

• [キープアライブのタイムアウト値（Timer Keep Alive Expires）]に「720」

• [サブスクライブのタイムアウト値（Timer Subscribe Expires）]に「21600」

• [サブスクライブの再送間隔の調整値（Timer Subscribe Delta）]に「15」

ステップ 5 [保存（Save）]を選択します。

次の作業

システムの SIPパラメータの設定, （54ページ）

Cisco Jabber 11.0 展開およびインストレーションガイド
53

音声およびビデオ通信の設定

SIP プロファイルの作成



システムの SIP パラメータの設定
狭帯域ネットワークに接続しており、モバイルデバイスで着信コールの受信が困難な場合は、シ

ステム SIPパラメータを設定して状況を改善できます。[SIPデュアルモードアラートタイマー
（SIP Dual Mode Alert Timer）]の値を大きくして、Cisco Jabber内線へのコールがモバイルネット
ワーク電話番号に途中でルーティングされないようにします。

はじめる前に

この設定は、モバイルクライアント専用です。

ビジネス通話を受信するには、Cisco Jabberが実行されている必要があります。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]インターフェイスを開きます。

ステップ 2 [システム（System）] > [サービスパラメータ（Service Parameters）]の順に選択します。
ステップ 3 ノードを選択します。

ステップ 4 [Cisco CallManager（アクティブ）（Cisco CallManager (Active)）]サービスを選択します。
ステップ 5 [クラスタ全体のパラメータ（システム -モビリティ）（Clusterwide Parameters (System -Mobility)）]

セクションまでスクロールします。

ステップ 6 [SIPデュアルモードアラートタイマー（SIP Dual Mode Alert Timer）]の値を 10000ミリ秒まで増
やします。

ステップ 7 [保存（Save）]を選択します。
[SIPデュアルモードアラートタイマー（SIP Dual Mode Alert Timer）]の値を増やして
も、Cisco Jabberに到着する着信コールが引き続き切断され、モバイルコネクトを使用
して転送される場合は、[SIPデュアルモードアラートタイマー（SIP Dual Mode Alert
Timer）]の値を 500ミリ秒単位でさらに増やします。

（注）

電話セキュリティプロファイルの設定

オプションで、すべてのデバイスに対してセキュアな電話機能をセットアップできます。セキュ

ア電話機能により、セキュア SIPシグナリング、セキュアメディアストリーム、および暗号化デ
バイス設定ファイルが提供されます。

ユーザのセキュアな電話機能を有効にした場合は、Cisco Unified Communications Managerへのデ
バイス接続がセキュアになります。ただし、他のデバイスとのコールは、両方のデバイスがセキュ

アな接続を備えている場合にのみセキュアになります。

はじめる前に

• CiscoCTLクライアントを使用してCiscoUnifiedCommunicationsManagerのセキュリティモー
ドを設定します。最低限、混合モードセキュリティを選択する必要があります。
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Cisco CTLクライアントを使用した混合モードの設定方法については、『Cisco Unified
Communications Manager Security Guide』を参照してください。

•電話会議の場合は、会議ブリッジがセキュアな電話機能をサポートしていることを確認しま
す。会議ブリッジがセキュア電話機能をサポートしていない場合、そのブリッジへのコール

は安全ではありません。同様に、クライアントが電話会議でメディアを暗号化できるように

するために、すべての参加者が共通の暗号化アルゴリズムをサポートしている必要がありま

す。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Managerで、[システム（System）] > [セキュリティ（Security）] >
[電話セキュリティプロファイル（Phone Security Profile）]の順に選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]を選択します。
ステップ 3 [電話のタイプ（Phone Type）]ドロップダウンリストで、設定しているデバイスタイプに適した

オプションを選択してから、[次へ（Next）]を選択します。

• [Cisco Unified Client Services Framework]：このオプションは、Cisco Jabber forMacまたはCisco
Jabber for Windows用の CSFデバイスを作成する場合に選択します。

• [Cisco DualMode for iPhone]：このオプションは、iPhone用のTFTデバイスを作成する場合に
選択します。

• [Cisco Jabber for Tablet]：このオプションは、iPadまたは Androidタブレット用の TABデバイ
スを作成する場合に選択します。

• [Cisco Dual Mode for Android]：このオプションは、Androidデバイス用の BOTデバイスを作
成する場合に選択します。

• [CTIリモートデバイス（CTI Remote Device）]：このオプションは、CTIリモートデバイス
を作成する場合に選択します。

CTIリモートデバイスは、ユーザのリモート接続先をモニタリングし、通話を制御する仮想
デバイスです。

ステップ 4 [電話セキュリティプロファイルの設定（Phone Security Profile Configuration）]ウィンドウの [名前
（Name）]フィールドで、電話セキュリティプロファイルの名前を指定します。

ステップ 5 [デバイスセキュリティモード（Device Security Mode）]で、次のオプションのいずれかを選択し
ます。

• [認証済み（Authenticated）]：SIP接続がNULL-SHA暗号化を使用したTLS経由になります。
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• [暗号化済み（Encrypted）]：SIP接続が AES 128/SHA暗号化を使用した TLS経由になりま
す。クライアントは、Secure Real-time Transport Protocol（SRTP）を使用して、暗号化された
メディアストリームを提供します。

ステップ 6 [転送タイプ（Transport Type）]は、TLSのデフォルト値のままにします。
ステップ 7 TFTPサーバ上に存在するデバイスコンフィギュレーションファイルを暗号化するには、[TFTP

暗号化（TFTP Encrypted Config）]チェックボックスをオンにします。
TCT/BOT/タブレットデバイスの場合、ここでは [TFTP暗号化（TFTPEncryptedConfig）]
チェックボックスをオンにしないでください。[認証モード（AuthenticationMode）]で、
[認証ストリング（By Authentication String）]または [Nullストリング（Null String）]を
選択します。

（注）

ステップ 8 [認証モード（AuthenticationMode）]で、[認証ストリング（ByAuthenticationString）]または [Null
ストリング（By Null String）]を選択します。

ステップ 9 [キーサイズ（ビット）（Key Size (Bits)）]で、証明書に適したキーサイズを選択します。キーサ
イズは、CAPF登録プロセス中にクライアントが生成する公開キーと秘密キーのビット長を示し
ます。

Cisco Jabberクライアントは 1024ビット長のキーを含む認証文字列を使用してテストされていま
す。Cisco Jabberクライアントが 1024ビット長のキーではなく 2048ビット長のキーを生成するに
は、より長い時間が必要になります。このため、2048を選択した場合、CAPF登録プロセスを完
了するためにより多くの時間がかかります。

ステップ 10 [SIP電話ポート（SIP Phone Port）]は、デフォルト値のままにします。
このフィールドで指定したポートは、[デバイスセキュリティモード（Device Security Mode）]の
値として [非セキュア（Non Secure）]を選択した場合にのみ有効になります。

ステップ 11 [保存（Save）]をクリックします。

ユーザモビリティの有効化

この作業は、デスクトップクライアント専用です。

CTIリモートデバイスをプロビジョニングするには、ユーザモビリティを有効にする必要があり
ます。ユーザのモビリティが有効でない場合、そのユーザをCTIリモートデバイスの所有者とし
て割り当てることはできません。

はじめる前に

この作業は、次の場合にのみ該当します。

• CTIリモートデバイスに Cisco Jabber for Macまたは Cisco Jabber for Windowsのユーザを割り
当てる予定である。

• Cisco Unified Communications Managerリリース 9.x以降である。
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手順

ステップ 1 [ユーザ管理（User Management）] > [エンドユーザ（End User）]を選択します。
[ユーザの検索と一覧表示（Find and List Users）]ウィンドウが開きます。

ステップ 2 [ユーザを次の条件で検索（Find Users where）]フィールドで適切なフィルタを指定した後、[検索
（Find）]を選択してユーザのリストを取得します。

ステップ 3 ユーザを一覧から選択します。

[エンドユーザの設定（End User Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 [モビリティ情報（Mobility Information）]セクションを探します。
ステップ 5 [モビリティの有効化（Enable Mobility）]を選択します。
ステップ 6 [保存（Save）]を選択します。

CTI サービスを追加する
CTIサービスは、Jabberに UDSデバイスサービスのアドレスを提供します。UDSデバイスサー
ビスは、ユーザに関連付けられているデバイスのリストを提供します。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]インターフェイスを開きます。
ステップ 2 [ユーザ管理（User Management）] > [ユーザ設定（User Settings）] > [UCサービス（UC Service）]

を選択します。

[UCサービスの検索と一覧表示（Find and List UC Services）]ウィンドウが開きます。

ステップ 3 [新規追加（Add New）]を選択します。
[UCサービスの設定（UC Service Configuration）]ウィンドウが開きます。

ステップ 4 [UCサービスの追加（Add aUCService）]セクションで、[UCサービスタイプ（UCService Type）]
ドロップダウンリストから [CTI]を選択します。

ステップ 5 [次へ（Next）]を選択します。
ステップ 6 次の手順に従って、インスタントメッセージ/プレゼンスサービスの詳細情報を設定します。

a) [名前（Name）]フィールドにサービスの名前を入力します。
入力した名前は、プロファイルにサービスを追加する際に表示されます。入力する名前は必

ず、一意的でわかりやすく、かつ意味が通じるものにしてください。

b) [ホスト名/IPアドレス（Host Name/IP Address）]フィールドに、CTIサービスのアドレスを入
力します。
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c) [ポート（Port）]フィールドに、CTIサービスに使用するポート番号を入力します。

ステップ 7 [保存（Save）]を選択します。

次の作業

サービスプロファイルに CTIサービスを追加します。

CTI サービスの適用
Cisco Unified Communications Managerで CTIサービスを追加した後、クライアントがその設定を
取得できるようにするために、そのCTIサービスをサービスプロファイルに適用する必要があり
ます。

はじめる前に

•まだ存在していないか、CTI用に別のサービスプロファイルが必要な場合は、サービスプロ
ファイルを作成します。

• CTIサービスを追加します。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]インターフェイスを開きます。
ステップ 2 [ユーザ管理（UserManagement）] > [ユーザ設定（UserSettings）] > [サービスプロファイル（Service

Profile）]の順に選択します。
[サービスプロファイルの検索/一覧表示（Find and List Service Profiles）]ウィンドウが開きます。

ステップ 3 目的のサービスプロファイルを検索し、それを選択します。

[サービスプロファイルの設定（Service Profile Configuration）]ウィンドウが開きます。

ステップ 4 [CTIプロファイル（CTIProfile）]セクションに移動して、次のドロップダウンリストから、サー
ビスを 3つまで選択します。

•プライマリ（Primary）

•セカンダリ（Secondary）

•ターシャリ（Tertiary）

ステップ 5 [保存（Save）]を選択します。

CTI ゲートウェイサーバの追加
このタスクは、CUPと CUCM 8.6を使用している場合にのみ適用されます。
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クライアントは、Cisco Unified Communications Managerと通信して、デスクフォン制御などの特
定の機能を実行するために CTIゲートウェイを必要とします。CTIゲートウェイをセットアップ
する最初の手順は、Cisco Unified Presence上での CTIゲートウェイサーバの追加です。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified Presenceの管理（Cisco Unified Presence Administration）]インターフェイスを開きま
す。

ステップ 2 [アプリケーション（Application）] > [Cisco Jabber] > [CTIゲートウェイサーバ（CTI Gateway
Server）]の順に選択します。

Cisco Unified Presenceのバージョンによっては、パスは次のようになります。[アプリ
ケーション（Application）] > [Cisco Unified Personal Communicator] > [CTIゲートウェイ
サーバ（CTI Gateway Server）]。

（注）

[CTIゲートウェイサーバの検索と一覧表示（Find and List CTI Gateway Servers）]ウィンドウが開
きます。

ステップ 3 [新規追加（Add New）]を選択します。
[CTIゲートウェイサーバの設定（CTI Gateway Server Configuration）]ウィンドウが開きます。

ステップ 4 [CTIゲートウェイサーバの設定（CTI Gateway Server Configuration）]ウィンドウで、必要な詳細
情報を指定します。

ステップ 5 [保存（Save）]を選択します。

次の作業

CTIゲートウェイプロファイルの作成, （59ページ）

CTI ゲートウェイプロファイルの作成
CTIゲートウェイサーバの追加後は、CTIゲートウェイプロファイルを作成し、サーバをプロ
ファイルに追加する必要があります。

はじめる前に

CTIゲートウェイサーバの追加, （58ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified Presenceの管理（Cisco Unified Presence Administration）]インターフェイスを開きま
す。

ステップ 2 [アプリケーション（Application）] > [Cisco Jabber] > [CTIゲートウェイプロファイル（CTIGateway
Profile）]の順に選択します。

CiscoUnified Presenceのバージョンによっては、このパスが次のようになります。[アプ
リケーション（Application）] > [CiscoUnified Personal Communicator（CiscoUnified Personal
Communicator）] > [CTIゲートウェイプロファイル（CTI Gateway Profile）]。

（注）
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ステップ 3 [CTIゲートウェイプロファイル設定（CTI Gateway Profile Configuration）]ウィンドウで、必要な
詳細を指定します。

ステップ 4 [プロファイルにユーザを追加（Add Users to Profile）]を選択し、対象ユーザをプロファイルに追
加します。

ステップ 5 [保存（Save）]を選択します。

ビデオデスクトップ共有

Binary Floor Control Protocol（BFCP）は、ソフトフォンデバイス（CSFデバイスとも）にビデオ
デスクトップ共有機能を提供します。CiscoUnifiedCommunicationsManagerは、ビデオデスクトッ
プ共有機能使用時にユーザが送信するBFCPパケットを処理します。CiscoUnifiedCommunications
Managerバージョン 9.0(1)以降で、BFCPプレゼンテーション共有は自動的に有効になります。こ
のため、CSFデバイスでビデオデスクトップ共有を有効にする手順を実行する必要はありませ
ん。

モバイルクライアント向けの Cisco Jabberは BFCPの受信のみ可能です。（注）

（注） •ビデオのデスクトップ共有はソフトフォンデバイスでのみ有効にできます。デスクフォ
ンデバイスでは、ビデオのデスクトップ共有を有効にできません。

•ユーザがビデオのデスクトップ共有を使用するには、ユーザのコールがアクティブコー
ルである必要があります。ビデオのデスクトップ共有のセッションは、アクティブコー

ルからのみ開始することができます。

•ハイブリッドクラウドベースの導入環境では、CiscoWebExとCiscoUnifiedCommunications
Managerがともにデスクトップ共有機能を提供します。

•インスタントメッセージングセッション中にユーザがデスクトップ共有セッション
を開始した場合は、Cisco WebExがデスクトップ共有機能を提供します。

•音声またはビデオ通話中にユーザがデスクトップ共有セッションを開始した場合は、
Cisco Unified Communications Managerがデスクトップ共有機能を提供します。

• BFCPを使用したビデオデスクトップ共有は、[信頼できるリレーポイント（TrustedRelay
Point）]または [メディアターミネーションポイント（Media Termination Point）]がソフト
フォンデバイスで有効にされている場合、サポートされません。

• CiscoTelePresenceMCUが導入されていない限り、Cisco Jabber多地点電話会議中は、BFCP
を使用したビデオデスクトップ共有はサポートされません。
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Cisco Unified CommunicationsManagerクラスタ外でビデオデスクトップ共有機能を許可するに
は、SIPトランクで BFCPを有効にする必要があります。SIPトランクで BFCPを有効にする
には、次の手順を実行します。

ヒント

1 SIPプロファイルの [トランク固有の設定（Trunk Specific Configuration）]セクションで
[BFCPを使用するプレゼンテーション共有を許可（Allow Presentation Sharing using BFCP）]
を選択します。

2 CSFデバイス設定の [SIPプロファイル（SIP Profile）]ドロップダウンリストから SIPプロ
ファイルを選択します。

Cisco Jabber デバイスの作成と設定
Cisco Jabberにアクセスするユーザごとに 1つ以上のデバイスを作成します。ユーザは複数のデバ
イスを所有することができます。

ユーザは、ソフトフォン（CSF）デバイスを使用して通話する場合のみ、電話会議から参加者
を削除できます。

（注）

はじめる前に

• COPファイルをインストールします。

• CTIリモートデバイスに割り当てるユーザのモビリティを有効にします。

• Cisco Unified Communications Managerリリース 9以前を使用してモバイルクライアント用の
デバイスを設定する場合は、SIPプロファイルを作成します。

•すべてのデバイスにセキュアな電話機能を設定する場合は、電話セキュリティプロファイル
を作成します。

• Cisco Unified Communications Managerリリース 10以降の場合は、[エンドポイントへの証明
書発行者（Certificate Issuer to Endpoint）]のCisco Certificate Authority Proxy Function（CAPF）
サービスパラメータの値が [Cisco Certificate Authority Proxy Function]に設定されていること
を確認します。CAPFサービスパラメータの設定については、『CiscoUnifiedCommunications
Manager Security Guides』の「Update CAPF Service Parameters」のトピックを参照してくださ
い。

•モバイルユーザの Cisco Jabber用の TCTデバイス、BOTデバイス、または TABデバイスを
作成する前に、組織の最上位ドメイン名を指定して、Cisco Jabberと Cisco Unified
Communications Manager間の登録をサポートします。[Unified CMの管理（Unified CM
Administration）]インターフェイスで、[システム（System）] > [エンタープライズパラメー
タ（EnterpriseParameters）]を選択します。[クラスタ全体のドメイン設定（ClusterwideDomain
Configuration）]セクションで組織の最上位ドメイン名を入力します。たとえば、cisco.comな
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どです。この最上位ドメイン名は、電話登録用の Cisco Unified Communications Managerサー
バの DNSドメインとして Jabberで使用します。たとえば、CUCMServer1@cisco.comとなり
ます。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]インターフェイスにログインしま
す。

ステップ 2 [デバイス（Device）] > [電話（Phone）]の順に選択します。
[電話の検索/一覧表示（Find and List Phones）]ウィンドウが開きます。

ステップ 3 [新規追加（Add New）]を選択します。
ステップ 4 [電話のタイプ（Phone Type）]ドロップダウンリストで、設定しているデバイスタイプに適した

オプションを選択してから、[次へ（Next）]を選択します。
Jabberのユーザには、ユーザごとに複数のデバイスを作成できますが、デバイスのタイプはユー
ザ 1人あたり 1つに限られます。たとえば、タブレットデバイス 1つと CSFデバイス 1つを作成
できますが、CSFデバイスを 2つ作成することはできません。

• [Cisco Unified Client Services Framework]：このオプションは、Cisco Jabber forMacまたはCisco
Jabber for Windows用の CSFデバイスを作成する場合に選択します。

• [Cisco DualMode for iPhone]：このオプションは、iPhone用のTFTデバイスを作成する場合に
選択します。

• [Cisco Jabber for Tablet]：このオプションは、iPadまたは Androidタブレット用の TABデバイ
スを作成する場合に選択します。

• [Cisco Dual Mode for Android]：このオプションは、Androidデバイス用の BOTデバイスを作
成する場合に選択します。

• [CTIリモートデバイス（CTI Remote Device）]：このオプションは、CTIリモートデバイス
を作成する場合に選択します。

CTIリモートデバイスは、ユーザのリモート接続先をモニタリングし、通話を制御する仮想
デバイスです。

ステップ 5 [オーナーのユーザID（Owner User ID）]ドロップダウンリストで、デバイスを作成するユーザを
選択します。

電話モード展開での [CiscoUnifiedClient Services Framework]オプションの場合は、[ユーザ（User）]
が選択されていることを確認します。

ステップ 6 [デバイス名（Device Name）]フィールドで、適切な形式を使用してデバイスの名前を指定しま
す。
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必要な形式選択肢

• [オーナーのユーザ ID（Owner User ID）]
を選択すると、デバイス名フィールドに

CTIRD<owner user ID>と入力されます。
この値は変更できます。デバイス名を

CTIRDから始める必要はありません。

•有効な文字：a ~ z、A ~ Z、0～ 9、ピリオ
ド（.）、アンダースコア（_）、ハイフン
（-）。

•文字数の上限は 15文字です。

[CTIリモートデバイス（CTI Remote Device）]

•有効な文字：a ~ z、A ~ Z、0～9。

•文字数の上限は 15文字です。

Cisco Unified Client Services Framework

•デバイス名は TCTから始める必要があり
ます。

たとえば、ユーザ名が tadamsであるユー
ザ Tanya Adamsの TCTデバイスを作成す
る場合は、「TCTTADAMS」と入力しま
す。

•すべて大文字でなければなりません。

•有効な文字：A～ Z、0～ 9、ピリオド
（.）、アンダースコア（_）、ハイフン
（-）。

•文字数の上限は 15文字です。

Cisco Dual Mode for iPhone
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必要な形式選択肢

•デバイス名は TABから始める必要があり
ます。

たとえば、ユーザ名が tadamsであるユー
ザ Tanya Adamsの TABデバイスを作成す
る場合は、「TABTADAMS」と入力しま
す。

•すべて大文字でなければなりません。

•有効な文字：A～ Z、0～ 9、ピリオド
（.）、アンダースコア（_）、ハイフン
（-）。

•文字数の上限は 15文字です。

Cisco Jabber for Tablet

•デバイス名は BOTから始める必要があり
ます。

たとえば、ユーザ名が tadamsであるユー
ザ Tanya Adamsの BOTデバイスを作成す
る場合は、「BOTTADAMS」と入力しま
す。

•すべて大文字でなければなりません。

•有効な文字：A～ Z、0～ 9、ピリオド
（.）、アンダースコア（_）、ハイフン
（-）。

•文字数の上限は 15文字です。

Cisco Dual Mode for Android

ステップ 7 CTIリモートデバイスを作成している場合は、[プロトコル固有情報（ProtocolSpecific Information）]
セクションで、[再ルーティング用コーリングサーチスペース（Rerouting Calling Search Space）]
ドロップダウンリストから適切なオプションを選択します。

再ルーティング用コーリングサーチスペースは、再ルーティング用のコーリングサーチスペー

スを定義し、ユーザが CTIリモートデバイスからコールを送受信できるようにします。

ステップ 8 エンドユーザが自分のデバイスにアクセスして、安全に Cisco Unified Communications Managerに
登録できるようにするための認証文字列を生成するには、[Certification Authority Proxy Function
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（CAPF）の情報（Certification Authority Proxy Function (CAPF) Information）]セクションに移動し
ます。

ステップ 9 [証明書の操作（Certificate Operation）]ドロップダウンリストで、[インストール/アップグレード
（Install/Upgrade）]を選択します。

ステップ 10 [認証モード（AuthenticationMode）]ドロップダウンリストで、[認証ストリング（ByAuthentication
String）]または [Nullストリング（By Null String）]を選択します。

ステップ 11 [文字列を生成（Generate String）]をクリックします。
[認証文字列（Authentication String）]に文字列値が自動的に入力されます。これがエンドユーザ
に提供する文字列です。

ステップ 12 [キーのサイズ（ビット）（Key Size (Bits)）]ドロップダウンリストで、電話セキュリティプロ
ファイルで設定したものと同じキーサイズを選択します。

ステップ 13 [操作の完了期限（Operation Completes By）]フィールドで、認証文字列の有効期限値を指定する
か、デフォルトのままにします。

ステップ 14 必要に応じて、[電話の設定（Phone Configuration）]ウィンドウで残りの設定を指定します。
残りの設定の詳細については、メニューバーで、[ヘルプ（Help）] > [このページ（This Page）]
の順にクリックします。[プロダクト固有の設定（Product Specific Configuration Layout）]セクショ
ン内の設定の詳細については、疑問符アイコンをクリックします。

ステップ 15 [保存（Save）]を選択します。
ステップ 16 [設定の適用（Apply Config）]をクリックします。

次の作業

デバイスに電話番号を追加します。

デバイスに電話番号を追加する

各デバイスを作成して設定したら、そのデバイスに電話番号を追加する必要があります。ここで

は、[デバイス（Device）] > [電話機（Phone）]メニューオプションを使用して、電話番号を追加
する手順について説明します。

はじめる前に

デバイスを作成します。

Cisco Jabber 11.0 展開およびインストレーションガイド
65

音声およびビデオ通信の設定

Cisco Jabber デバイスの作成と設定



手順

ステップ 1 [電話の設定（Phone Configuration）]ウィンドウの [割り当て情報（Association Information）]セク
ションに移動します。

ステップ 2 [新規DNを追加（Add a new DN）]をクリックします。
ステップ 3 [電話番号（Directory Number）]フィールドで、電話番号を指定します。
ステップ 4 [回線に関連付けられているユーザ（Users Associated with Line）]セクションで、[エンドユーザの

関連付け（Associate End Users）]をクリックします。
ステップ 5 [ユーザの検索（FindUserwhere）]フィールドで、適切なフィルタを指定してから、[検索（Find）]

をクリックします。

ステップ 6 表示されたリストから、該当するユーザを選択して、[選択項目の追加（Add Selected）]をクリッ
クします。

ステップ 7 その他に必要な設定があれば、それらをすべて指定します。

ステップ 8 [設定の適用（Apply Config）]を選択します。
ステップ 9 [保存（Save）]を選択します。

リモート接続先の追加

リモート接続先とは、ユーザが利用できる CTI制御可能デバイスです。

ユーザに専用CTIリモートデバイスをプロビジョニングする場合、CiscoUnifiedCMAdministration
インターフェイスを使用してリモート接続先を追加する必要があります。このタスクにより、ク

ライアントの起動時に、ユーザは自動的に電話を制御し、コールを発信できます。

ユーザにソフトフォンデバイスおよびデスクフォンデバイスとともに CTIリモートデバイスを
プロビジョニングする場合、[Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]イン
ターフェイスを使用してリモート接続先を追加しないでください。ユーザは、クライアントイン

ターフェイスを使用してリモート接続先を入力できます。

（注） •ユーザ 1人につき 1つのリモート接続先を作成する必要があります。ユーザに対して複
数のリモート接続先を追加しないでください。

• Cisco Unified Communications Managerは、Cisco Unified CM Administrationインターフェイ
スで追加したリモート接続先がルーティング可能かどうかを確認しません。そのため、

追加するリモート接続先をCiscoUnifiedCommunicationsManagerがルーティングできるこ
とを確認する必要があります。

• Cisco Unified Communications Managerは、自動的に CTIリモートデバイスのすべてのリ
モート接続先番号にアプリケーションダイヤルルールを適用します。
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手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]インターフェイスを開きます。
ステップ 2 [デバイス（Device）] > [電話（Phone）]の順に選択します。

[電話の検索と一覧表示（Find and List Phones）]ウィンドウが開きます。

ステップ 3 [電話を次の条件で検索（FindPhonewhere）]フィールドに適切なフィルタを指定し、[検索（Find）]
を選択して電話の一覧を取得します。

ステップ 4 一覧から CTIリモートデバイスを選択します。
[電話の設定（Phone Configuration）]ウィンドウが開きます。

ステップ 5 [関連付けられたリモート接続先（Associated Remote Destinations）]セクションを探します。
ステップ 6 [新規リモート接続先の追加（Add a New Remote Destination）]を選択します。

[リモート接続先情報（Remote Destination Information）]ウィンドウが開きます。

ステップ 7 JabberRDを [名前（Name）]フィールドに指定します。
[名前（Name）]フィールドに JabberRDを指定する必要があります。クライアントは
JabberRDリモート接続先のみ使用します。JabberRD以外の名前を指定した場合、ユー
ザはそのリモート接続先にアクセスできません。

制約事項

ユーザがクライアントインターフェイスを使用してリモート接続先を追加すると、クライアント

は JabberRD名を自動的に設定します。

ステップ 8 [接続先番号（Destination Number）]フィールドに接続先番号を入力します。
ステップ 9 必要に応じて他の値をすべて指定します。

ステップ 10 [保存（Save）]を選択します。

次の作業

次の手順を実行してリモート接続先を確認し、CTIリモートデバイスに設定を適用します。

1 手順を繰り返し、CTIリモートデバイスの [電話の設定（Phone Configuration）]ウィンドウを
開きます。

2 [関連付けられたリモート接続先（Associated Remote Destinations）]セクションを探します。

3 リモート接続先が利用可能であることを確認します。

4 [設定の適用（Apply Config）]を選択します。

Cisco Jabber 11.0 展開およびインストレーションガイド
67

音声およびビデオ通信の設定

Cisco Jabber デバイスの作成と設定



[電話の設定（Phone Configuration）]ウィンドウの [デバイス情報（Device Information）]セク
ションには、[アクティブなリモート接続先（Active Remote Destination）]フィールドが含まれ
ています。

ユーザがクライアントでリモート接続先を選択すると、そのリモート接続先は [アクティブな
リモート接続先（Active Remote Destination）]の値として表示されます。

次の場合、[アクティブなリモート接続先（Active Remote Destination）]の値として [none]が表
示されます。

（注）

•ユーザがクライアントでリモート接続先を選択しない場合。

•ユーザが退出した場合、またはクライアントにサインインしていない場合。

ユーザへの認証文字列の提供

ユーザは、クライアントインターフェイスで認証文字列を指定してデバイスにアクセスし、Cisco
Unified Communications Managerに安全に登録する必要があります。

ユーザがクライアントインターフェイスで認証文字列を入力すると、CAPF登録プロセスが開始
されます。

登録プロセスが完了するまでにかかる時間は、ユーザのコンピュータまたはモバイルデバイ

ス、およびCisco Unified CommunicationsManagerの現在の負荷によって異なります。クライア
ントが CAPF登録プロセスを完了するまでに、最大 1分間かかる場合があります。

（注）

次の場合、クライアントはエラーを表示します。

•ユーザが誤った認証文字列を入力した場合。

ユーザは、CAPF登録を完了するために、認証文字列の入力をもう一度試行できます。ただ
し、ユーザが連続して誤った認証文字列を入力すると、文字列が正しい場合でも、クライア

ントはユーザが入力した文字列を拒否する場合があります。その場合は、ユーザのデバイス

に対して新しい認証文字列を生成し、それをユーザに提供する必要があります。

• [操作の完了期限（OperationCompletesBy）]フィールドに設定した有効期限が過ぎた後、ユー
ザが認証文字列を入力した場合。

その場合は、ユーザのデバイスに対して新しい認証文字列を生成する必要があります。ユー

ザは、有効期間内にその認証文字列を入力する必要があります。
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Cisco Unified Communications Managerでエンドユーザを設定する場合、次のユーザグループ
に追加する必要があります。

重要

• [標準CCMエンドユーザ（Standard CCM End Users）]

• [標準CTIを有効にする（Standard CTI Enabled）]

ユーザは Standard CTI Secure Connectionユーザグループに属していてはなりません。

デスクフォンビデオの設定

デスクフォンのビデオ機能を使用すると、ユーザはクライアントを介してコンピュータ上のデス

クフォンデバイスに転送されたビデオを受信できます。

デスクフォンビデオを設定する

デスクフォンのビデオを設定する手順は次のとおりです。

1 コンピュータをデスクフォンデバイス上のコンピュータポートへ物理的に接続します。

クライアントがデスクフォンデバイスへの接続を確立できるようにするためには、そのデバイ

スに対してコンピュータをコンピュータポート経由で物理的に接続する必要があります。デス

クフォンデバイスへのワイヤレス接続によりデスクフォンのビデオ機能を使用することはでき

ません。

ワイヤレス接続と有線接続の両方を使用できる場合、ユーザは有線接続がワイヤレス接続より

も優先されるようにMicrosoft Windowsを設定する必要があります。詳細については、『An
explanation of the Automatic Metric feature for Internet Protocol routes』というMicrosoftマニュア
ルを参照してください。

ヒント

2 Cisco Unified Communications Managerでビデオのデスクフォンデバイスを有効化します。

3 コンピュータに Ciscoメディアサービスインターフェイスをインストールします。

Ciscoメディアサービスインターフェイスによって提供される Cisco Discover Protocol（CDP）
ドライバによって、クライアントは以下を行えます。

•デスクフォンデバイスを検出します。

• CASTプロトコルを使用してデスクフォンデバイスへの接続を確立して維持します。

cisco.comのダウンロードサイトから Ciscoメディアサービスインターフェイスのインス
トールプログラムをダウンロードします。

（注）
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デスクフォンビデオでの考慮事項

ユーザにデスクフォンビデオ機能をプロビジョニングする前に、以下の考慮事項および制限事項

を確認してください。

• Cisco Unified IP Phone 9971などのデバイスにビデオカメラが接続されていると、デバイスで
デスクフォンのビデオ機能を使用できません。デバイスからビデオカメラを取り外すと、デ

スクフォンのビデオ機能が使用できるようになります。

• CTIをサポートしていないデバイスでは、デスクフォンビデオ機能を使用することはできま
せん。

•デスクフォンビデオでは、BFCPプロトコルを使用したビデオデスクトップ共有はサポート
されていません。

• SCCPを使用するエンドポイントでビデオの受信のみを行うことはできません。SCCPエンド
ポイントでは、ビデオの送信と受信を行う必要があります。SCCPエンドポイントからビデ
オが送信されないインスタンスでは、コールが音声のみとなります。

• 7900シリーズ電話機は、デスクフォンのビデオ機能に SCCPを使用する必要があります。
7900シリーズ電話機は、デスクフォンのビデオ機能に SIPを使用できません。

•ユーザがデスクフォンデバイスのキーパッドからコールを開始した場合、コールはデスク
フォンデバイスの音声コールとして開始されます。クライアントは、次にコールをビデオに

エスカレーションします。したがって、エスカレーションをサポートしない H.323エンドポ
イントなどのデバイスにはビデオコールは発信できません。エスカレーションをサポートし

ないデバイスでデスクフォンのビデオ機能を使用するには、ユーザは、クライアントから

コールを開始する必要があります。

•ファームウェアバージョン SCCP45.9-2-1Sを使用する Cisco Unified IP Phoneには、互換性の
問題があります。デスクフォンのビデオ機能を使用するには、ファームウェアのバージョン

を SCCP45.9-3-1にアップグレードする必要があります。

• SymantecEndPoint Protectionなど、一部のアンチウイルスまたはファイアウォールアプリケー
ションによって受信CDPパケットがブロックされ、デスクフォンのビデオ機能が無効になる
場合があります。受信CDPパケットを許可するようにアンチウイルスまたはファイアウォー
ルアプリケーションを設定する必要があります。

この問題の詳細については、Symantecの技術文書『Cisco IPPhone version 7970 andCiscoUnified
Video Advantage is Blocked by Network Threat Protection』を参照してください。

• Cisco Unified Communications Managerの SIPトランク設定で [メディアターミネーションポ
イントが必須（Media Termination Point Required）]チェックボックスを選択しないでくださ
い。このチェックボックスを選択すると、デスクフォンのビデオ機能を使用できなくなりま

す。

デスクフォンビデオのトラブルシューティング

デスクフォンのビデオ機能を使用できない、またはデスクフォンデバイスが不明であることを示

すエラーが発生した場合は、次の手順を実行します。
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1 Cisco Unified Communications Managerでビデオのデスクフォンデバイスが有効になっているこ
とを確認します。

2 デスクフォン自体をリセットします。

3 クライアントを終了します。

4 クライアントをインストール済みのコンピュータで services.mscを実行します。

5 Ciscoメディアサービスインターフェイスを再起動します。

6 クライアントを再起動します。

ビデオレートアダプテーションの有効化

クライアントはビデオレートアダプテーションを利用し、最適なビデオ品質をネゴシエートしま

す。ビデオレートアダプテーションは、ネットワークの状態に合わせてビデオ品質を動的に向上

または低下させます。

ビデオレートアダプテーションを使用するには、CiscoUnifiedCommunicationsManagerでReal-Time
Transport Control Protocol（RTCP）を有効にする必要があります。

ソフトフォンデバイスでは、デフォルトでRTCPが有効になっています。ただし、デスクフォ
ンデバイスでは RTCPを有効にする必要があります。

（注）

共通の電話プロファイルに対する RTCP の有効化
共通の電話プロファイルで RTCPを有効にし、そのプロファイルを使用するすべてのデバイスで
ビデオレートアダプテーションを有効にできます。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]インターフェイスを開きます。
ステップ 2 [デバイス（Device）] > [デバイスの設定（Device Settings）] > [共通の電話プロファイル（Common

Phone Profile）]の順に選択します。
[共通の電話プロファイルの検索と一覧表示（Find and List Common Phone Profiles）]ウィンドウが
開きます。

ステップ 3 [共通の電話プロファイルを次の条件で検索（Find Common Phone Profile where）]フィールドで対
象のフィルタを指定し、[検索（Find）]を選択してプロファイルの一覧を取得します。

ステップ 4 対象のプロファイルを一覧から選択します。

Cisco Jabber 11.0 展開およびインストレーションガイド
71

音声およびビデオ通信の設定

ビデオレートアダプテーションの有効化



[共通の電話プロファイルの設定（Find and List Common Phone Profiles）]ウィンドウが開きます。

ステップ 5 [プロダクト固有の設定（Product Specific Configuration Layout）]セクションを探します。
ステップ 6 [RTCP]ドロップダウンリストから [有効（Enabled）]を選択します。
ステップ 7 [保存（Save）]を選択します。

デバイス設定に対する RTCP の有効化
共通の電話プロファイルの代わりに、特定のデバイス設定で RTCPを有効化できます。共通の電
話プロファイルで指定したすべての設定は、特定のデバイス設定で上書きされます。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]インターフェイスを開きます。
ステップ 2 [デバイス（Device）] > [電話（Phone）]の順に選択します。

[電話の検索と一覧表示（Find and List Phones）]ウィンドウが開きます。

ステップ 3 [電話を次の条件で検索（FindPhonewhere）]フィールドに適切なフィルタを指定し、[検索（Find）]
を選択して電話の一覧を取得します。

ステップ 4 対象の電話を一覧から選択します。

[電話の設定（Phone Configuration）]ウィンドウが開きます。

ステップ 5 [プロダクト固有の設定（Product Specific Configuration Layout）]セクションを探します。
ステップ 6 [RTCP]ドロップダウンリストから [有効（Enabled）]を選択します。
ステップ 7 [保存（Save）]を選択します。

ユーザの関連付けに関する設定

ユーザをデバイスに関連付けると、ユーザにデバイスがプロビジョニングされます。

はじめる前に

Cisco Jabberデバイスを作成および設定します。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]インターフェイスを開きます。
ステップ 2 [ユーザ管理（User Management）] > [エンドユーザ（End User）]を選択します。
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[ユーザの検索と一覧表示（Find and List Users）]ウィンドウが開きます。

ステップ 3 [ユーザを次の条件で検索（Find User where）]フィールドで適切なフィルタを指定した後、[検索
（Find）]を選択してユーザのリストを取得します。

ステップ 4 対象のユーザをリストから選択します。

[エンドユーザの設定（End User Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 5 [サービスの設定（Service Settings）]セクションを探します。
ステップ 6 [ホームクラスタ（Home Cluster）]を選択します。
ステップ 7 [UCサービスプロファイル（UC Service Profile）]ドロップダウンリストから、ユーザの適切な

サービスプロファイルを選択します。

ステップ 8 [デバイス情報（Device Information）]セクションを探します。
ステップ 9 [デバイスの割り当て（Device Associations）]を選択します。

[ユーザデバイス割り当て（User Device Association）]ウィンドウが開きます。

ステップ 10 ユーザを割り当てるデバイスを選択します。Jabberでは、割り当てるソフトフォンをデバイスの
種類ごとに 1つだけサポートしています。たとえば、ユーザ 1人に対して、TCT、BOT、CSF、
TABデバイスを 1つだけ割り当てることができます。

ステップ 11 [選択/変更の保存（Save Selected/Changes）]を選択します。
ステップ 12 [ユーザ管理（User Management）] > [エンドユーザ（End User）]の順に選択し、[ユーザの検索と

一覧表示（Find and List Users）]ウィンドウに戻ります。

ステップ 13 一覧から同じユーザを探し、選択します。

[エンドユーザの設定（End User Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 14 [権限情報（Permissions Information）]セクションを探します。
ステップ 15 [アクセスコントロールグループに追加（Add to Access Control Group）]を選択します。

[アクセスコントロールグループの検索と一覧表示（Find and List Access Control Groups）]ダイア
ログボックスが開きます。

ステップ 16 ユーザを割り当てるアクセスコントロールグループを選択します。

ユーザを、少なくとも次のアクセスコントロールグループに割り当てる必要があります。

• [標準CCMエンドユーザ（Standard CCM End Users）]

• [標準CTIを有効にする（Standard CTI Enabled）]

セキュア電話機能をユーザにプロビジョニングする場合、Standard CTI Secure Connection
グループにユーザを割り当てないでください。

メモ

電話機のモデルによっては、次のコントロールグループが追加で必要となります。

• Cisco Unified IP Phone 9900、 8900、8800シリーズ、または DXシリーズでは、[標準 CTIに
よる接続時の転送および会議をサポートする電話の制御（StandardCTIAllowControl of Phones
supporting Connected Xfer and conf）]を選択します。

• Cisco Unified IP Phone 6900シリーズでは、[標準 CTIによるロールオーバーモードをサポー
トする電話の制御（Standard CTI Allow Control of Phones supporting Rollover Mode）]を選択し
ます。
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ステップ 17 [選択項目の追加（Add Selected）]を選択します。
[アクセスコントロールグループの検索と一覧表示（Find and List Access Control Groups）]ウィン
ドウが終了します。

ステップ 18 [エンドユーザの設定（End User Configuration）]ウィンドウで [保存（Save）]を選択します。

デバイスのリセット

ユーザを作成し、デバイスに関連付けた後、それらのデバイスをリセットする必要があります。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]インターフェイスを開きます。
ステップ 2 [デバイス（Device）] > [電話（Phone）]の順に選択します。

[電話の検索と一覧表示（Find and List Phones）]ウィンドウが開きます。

ステップ 3 [電話を次の条件で検索（FindPhonewhere）]フィールドに適切なフィルタを指定し、[検索（Find）]
を選択してデバイスの一覧を取得します。

ステップ 4 対象のデバイスを一覧から選択します。

[電話の設定（Phone Configuration）]ウィンドウが開きます。

ステップ 5 [割り当て情報（Association Information）]セクションを探します。
ステップ 6 対象の電話番号設定を選択します。

[電話番号設定（Directory Number Configuration）]ウィンドウが開きます。

ステップ 7 [リセット（Reset）]を選択します。
[デバイスリセット（Device Reset）]ダイアログボックスが開きます。

ステップ 8 [リセット（Reset）]を選択します。
ステップ 9 [閉じる（Close）]を選択して、[デバイスリセット（Device Reset）]ダイアログボックスを閉じま

す。

CCMCIP プロファイルの作成
クライアントは、CCMCIPサーバからユーザのデバイスリストを取得します。
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DNSクエリーから_cisco-uds SRVレコードを取得すると、クライアントは自動的にユーザ
のホームクラスタを検索してサービスを検出できます。クライアントが検出するサービスの

1つは、CCMCIPを置き換える UDSです。

（注）

はじめる前に

デバイスのリセット, （74ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM IM and Presenceの管理（Cisco Unified CM IM and Presence Administration）]イン
ターフェイスを開きます。

ステップ 2 [アプリケーション（Application）] > [レガシークライアント（Legacy Clients）] > [CCMCIPプロ
ファイル（CCMCIP Profile）]の順に選択します。

ステップ 3 [CCMCIPプロファイルの検索/一覧表示（Find and List CCMCIP Profiles）]ウィンドウで、[新規追
加（Add New）]を選択します。

ステップ 4 [CCMCIPプロファイルの設定（CCMCIP Profile Configuration）]ウィンドウで、CCMCIPプロファ
イルに次のようにサービスの詳細を指定します。

a) プロファイルの名前を [名前（Name）]フィールドに指定します。
b) [プライマリ CCMCIPホスト（Primary CCMCIP Host）]フィールドで、プライマリ CCMCIP
サービスの完全修飾ドメイン名または IPアドレスを指定します。

c) [バックアップCCMCIPホスト（BackupCCMCIPHost）]フィールドで、バックアップCCMCIP
サービスの完全修飾ドメイン名または IPアドレスを指定します。

d) [サーバ証明書の確認（Server Certificate Verification）]はデフォルト値のままとします。

Cisco Unified Communications Managerリリース 9.x以前：Cisco Extension Mobilityを有効にする場
合は、CCMCIPに使用される Cisco Unified Communications Managerノードで Cisco Extension

Mobilityサービスをアクティブにする必要があります。Cisco Extension Mobilityの詳細について
は、使用しているCiscoUnifiedCommunicationsManagerのリリースに応じた『Feature and Services』
ガイドを参照してください。

ステップ 5 CCMCIPプロファイルに次のようにユーザを追加します。
a) [プロファイルにユーザを追加（Add Users to Profile）]を選択します。
b) [ユーザの検索/一覧表示（Find andListUsers）]ダイアログで、[ユーザを次の条件で検索（Find

User where）]フィールドに適切なフィルタを指定し、[検索（Find）]を選択してユーザのリス
トを取得します。

c) 対象のユーザをリストから選択します。
d) [選択項目の追加（Add Selected）]を選択します。
選択されたユーザが CCMCIPプロファイルに追加されます。

ステップ 6 [保存（Save）]を選択します。
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ダイヤルプランのマッピング

ダイヤルルールの発行

Cisco Unified Communications Managerリリース 8.6.1以前の場合、ダイヤルルールは自動でクライ
アントに発行されません。このため、ダイヤルルールを発行するには、COPファイルを導入する
必要があります。この COPファイルによって、ダイヤルルールが Cisco Unified Communications
Managerデータベースから TFTPサーバ上の XMLファイルにコピーされます。その後、クライア
ントは、その XMLファイルをダウンロードしてダイヤルルールにアクセスできます。

Cisco Unified Communications Managerリリース 8.6.1以前でダイヤルルールを更新または変更
するたびに、COPファイルを導入する必要があります。

メモ

はじめる前に

1 Cisco Unified Communications Managerでダイヤルルールを作成します。

2 cisco.comから Cisco Jabber管理パッケージをダウンロードします。

3 cmterm-cupc-dialrule-wizard-0.1.cop.sgnを Cisco Jabber管理パッケージからファ
イルシステムにコピーします。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified OSの管理（Cisco Unified CM Administration）]インターフェイスを開きます。
ステップ 2 [ソフトウェアアップグレード（Software Upgrades）] > [インストール/アップグレード

（Install/Upgrade）]を選択します。
ステップ 3 [ソフトウェアインストール/アップグレード（Software Installation/Upgrade）]ウィンドウで

cmterm-cupc-dialrule-wizard-0.1.cop.sgnの場所を指定します。

ステップ 4 [次へ（Next）]を選択します。
ステップ 5 [利用可能なソフトウェア（Available Software）]リストから

cmterm-cupc-dialrule-wizard-0.1.cop.sgnを選択します。

ステップ 6 [次へ（Next）] を選択し、[インストール（Install）]を選択します。
ステップ 7 TFTPサービスを再起動します。
ステップ 8 ブラウザでダイヤルルールのXMLファイルを開き、TFTPサーバでそれらのファイルが利用可能

であることを確認します。

a) http://tftp_server_address:6970/CUPC/AppDialRules.xmlに移動します。
b) http://tftp_server_address:6970/CUPC/DirLookupDialRules.xmlに移動します。
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ブラウザで AppDialRules.xmlと DirLookupDialRules.xmlにアクセスできる場合、クラ
イアントはダイヤルルールをダウンロードできます。

ステップ 9 TFTPサービスを実行するCisco Unified CommunicationsManagerの各インスタンスに対して、前述
の手順を繰り返します。

次の作業

Cisco Unified Communications Managerの各インスタンスに対して前述の手順を繰り返した後、ク
ライアントを再起動します。

クラウドベースの展開における音声およびビデオ通信の

設定

手順

目的コマンドまたはアクション

音声サービスおよびビデオサービスの設定, （77ページ）ステップ 1   

テレビ会議サービス名アカウントを追加する, （77ページ）ステップ 2   

音声サービスおよびビデオサービスの設定

オンプレミスUnified Communications環境とCiscoWebEx管理ツールを統合します。詳細について
は、次のトピックを参照してください。

•「Getting started with Cisco Unified Communications Manager for Click to Call」

•「Creating unified communications clusters」

次の作業

テレビ会議サービス名アカウントを追加する, （77ページ）

テレビ会議サービス名アカウントを追加する

ユーザは、デフォルトの Cisco WebEx音声サービスまたはサードパーティテレビ会議プロバイ
ダーを使用して、テレビ会議通話を開始できます。
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サードパーティテレビ会議プロバイダーの音声サービスと Cisco WebExを統合するには、テレビ
会議サービス名アカウントを追加する必要があります。これらのアカウントを追加した後、ユー

ザはサードパーティプロバイダーの音声サービスを使用して、テレビ会議通話を開始できます。

テレビ会議サービス名アカウントの追加方法については、『Cisco WebEx Site Administration User's
Guide』を参照してください。

はじめる前に

音声サービスおよびビデオサービスの設定, （77ページ）

   Cisco Jabber 11.0 展開およびインストレーションガイド
78

音声およびビデオ通信の設定

テレビ会議サービス名アカウントを追加する



第 9 章

ボイスメールの設定

• Cisco Unified Communications Managerリリース 9.x以降を使用したオンプレミス展開用のボ
イスメールの設定, 80 ページ

• Cisco Unified Communications Managerリリース 8.6を使用したオンプレミス展開用のボイス
メールの設定, 81 ページ

• Cisco Jabberで使用する Cisco Unity Connectionの設定, 81 ページ

• ボイスメールサービスを追加する, 83 ページ

• メールストアサービスを追加する, 86 ページ

• ボイスメールサーバを追加する, 87 ページ

• メールストアの作成, 88 ページ

• ボイスメールプロファイルの作成, 89 ページ

• 取得とリダイレクションの設定, 90 ページ

• ボイスメールのクレデンシャルソースの設定, 92 ページ

• 拡張メッセージ受信インジケータの有効化, 93 ページ

• クラウドベースの展開におけるボイスメールの設定, 94 ページ
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Cisco Unified Communications Manager リリース 9.x 以降を
使用したオンプレミス展開用のボイスメールの設定

手順

目的コマンドまたはアクション

Cisco Jabberがボイスメールサービスにアクセ
スできるように、Cisco Unity Connectionを設
定します。

Cisco Jabberで使用するCiscoUnity
Connectionの設定, （81ページ）

ステップ 1   

ボイスメールサービスを追加す

る, （83ページ）
ステップ 2   

メールストアサービスを追加す

る, （86ページ）
ステップ 3   

メールストアサービスを追加した後、クライ

アントがその設定を取得できるようにするた

メールストアサービスを適用す

る, （86ページ）
ステップ 4   

めに、そのメールストアサービスをサービス

プロファイルに適用する必要があります。

ユーザがボイスメールメッセージにアクセス

できるように、取得を設定します。ユーザが

取得とリダイレクションの設定,
（90ページ）

ステップ 5   

着信コールをボイスメールに送信できるよう

にするために、リダイレクションを設定しま

す。

ボイスメールのクレデンシャル

ソースの設定, （92ページ）
ステップ 6   

この手順は、ユーザが自分のボイスメールボッ

クスにダイヤルインできるように基本的なボ

拡張メッセージ受信インジケータ

の有効化, （93ページ）
ステップ 7   

イスメールアカウントをセットアップする場

合にのみ適用されます。この手順は、ビジュ

アルボイスメールをセットアップする場合は

必要ありません。
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Cisco Unified Communications Manager リリース 8.6 を使用
したオンプレミス展開用のボイスメールの設定

手順

目的コマンドまたはアクション

Cisco Jabberがボイスメールサービス
にアクセスできるように、CiscoUnity
Connectionを設定します。

Cisco Jabberで使用する Cisco Unity
Connectionの設定, （81ページ）

ステップ 1   

ボイスメールサーバを追加する, （87
ページ）

ステップ 2   

メールストアの作成, （88ページ）ステップ 3   

ボイスメールプロファイルの作成, （
89ページ）

ステップ 4   

ユーザがボイスメールメッセージに

アクセスできるように、取得を設定し

取得とリダイレクションの設定, （90
ページ）

ステップ 5   

ます。ユーザが着信コールをボイス

メールに送信できるようにするため

に、リダイレクションを設定します。

ボイスメールのクレデンシャルソース

の設定, （92ページ）
ステップ 6   

Cisco Jabber で使用する Cisco Unity Connection の設定
Cisco Jabberがボイスメールサービスにアクセスできるように、Cisco Unity Connectionを設定する
ための特定の手順を実行する必要があります。ユーザ、パスワードの作成、ユーザへのボイスメー

ルアクセスのプロビジョニングなどの一般タスクの手順については、Cisco Unity Connectionのマ
ニュアルを参照してください。

Cisco Jabberは、RESTインターフェイスを介してボイスメールサービスに接続し、CiscoUnity
Connectionリリース 8.5以降をサポートします。

メモ
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手順

ステップ 1 [Connection Jetty]および [Connection REST Service]サービスが開始していることを確認します。
a) [CiscoUnity Connectionのサービスアビリティ（CiscoUnity Connection Serviceability）]インター
フェイスを開きます。

b) [ツール（Tools）] > [サービスの管理（Service Management）]を選択します。
c) [オプションのサービス（Optional Services）]セクションで、次のサービスを検索します。

• [Connection Jetty]

• [Connection REST Service]

d) 必要に応じて、サービスを開始します。

ステップ 2 [Cisco Unity Connectionの管理（Cisco Unity Connection Administration）]インターフェイスを開き
ます。

ステップ 3 ユーザのパスワード設定を編集します。

a) [ユーザ（Users）]を選択します。
b) 適切なユーザを選択します。
c) [編集（Edit）] > [パスワードの設定（Password Settings）]を選択します。
d) [パスワードの選択（Choose Password）]メニューから [Webアプリケーション（Web

Application）]を選択します。
e) [次回サインイン時に、ユーザによる変更が必要（User Must Change at Next Sign-In）]をオフに
します。

f) [保存（Save）]を選択します。

ステップ 4 ユーザにWeb Inboxへのアクセスを付与します。
a) [サービスクラス（Class of Service）]を選択します。

[サービスクラスの検索（Search Class of Service）]ウィンドウが開きます。

b) 適切なサービスクラスを選択するか、サービスの新しいクラスを追加します。
c) [Web Inboxと RSSフィードの使用をユーザに許可する（Allow Users to Use the Web Inbox and

RSS Feeds）]を選択します。
d) [機能（Features）]セクションで、[ボイスメールへのアクセスに Unified Clientの使用をユーザ
に許可する（Allow Users to Use Unified Client to Access Voice Mail）]を選択します。

e) 必要に応じて、その他のすべてのオプションを選択します。
f) [保存（Save）]を選択します。

ステップ 5 [APIの設定（API configuration）]を選択します。
a) [システム設定（System Settings）] > [詳細設定（Advanced）] > [API設定（API Settings）]を選
択します。

[APIの設定（API Configuration）]ウィンドウが開きます。

b) 次のオプションを選択します。
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• [CUMIを介したセキュアメッセージ録音へのアクセスを許可する（Allow Access to Secure
Message Recordings through CUMI）]

• [CUMIを介してセキュアメッセージのメッセージヘッダー情報を表示する（DisplayMessage
Header Information of Secure Messages through CUMI）]

• [CUMI経由のメッセージ添付ファイルを許可する（Allow Message Attachments through
CUMI）]

c) [保存（Save）]を選択します。

次の作業

CiscoUnified CommunicationsManagerリリース 9.x以降を使用している場合は、ボイスメールサー
ビスを追加する, （83ページ）。

Cisco Unified Communications Managerリリース 8.xを使用している場合は、ボイスメールサーバ
を追加する, （87ページ）。

ボイスメールサービスを追加する
ボイスメールサービスを追加して、ユーザがボイスメッセージを受信できるようにします。

はじめる前に

Cisco Jabberで使用する Cisco Unity Connectionの設定, （81ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]インターフェイスを開きます。

ステップ 2 [ユーザ管理（User Management）] > [ユーザ設定（User Settings）] > [UCサービス（UC Service）]
を選択します。

[UCサービスの検索と一覧表示（Find and List UC Services）]ウィンドウが開きます。

ステップ 3 [UCサービスの検索/一覧表示（Find andList UCServices）]ウィンドウで、[新規追加（AddNew）]
を選択します。

[UCサービスの設定（UC Service Configuration）]ウィンドウが開きます。

ステップ 4 [UCサービスの追加（Add a UC Service）]セクションで、[UCサービスタイプ（UC Service Type）]
ドロップダウンリストから [ボイスメール（Voicemail）]を選択して、[次へ（Next）]を選択しま
す。

ステップ 5 ボイスメールサービスの詳細を次のように指定します。

• [製品タイプ（Product Type）]：[Unity Connection]を選択します。

• [名前（Name）]：PrimaryVoicemailServerなどのサーバの記述名を入力します。
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• [ホスト名/IPアドレス（Hostname/IP Address）]：ボイスメールサーバの IPアドレスまたは完
全修飾ドメイン名（FQDN）を入力します。

• [ポート（Port）]：ポート番号を指定する必要はありません。デフォルトでは、クライアン
トは常にポート 443を使用して、ボイスメールサーバに接続します。そのため、ユーザが指
定する値は有効になりません。

• [プロトコルタイプ（ProtocolType）]：値を指定する必要はありません。デフォルトでは、ク
ライアントは常に HTTPSを使用して、ボイスメールサーバに接続します。そのため、ユー
ザが指定する値は有効になりません。

ステップ 6 [保存（Save）]を選択します。

次の作業

ボイスメールサービスの適用, （84ページ）

ボイスメールサービスの適用

Cisco Unified Communications Managerでボイスメールサービスを追加した後、クライアントがそ
の設定を取得できるようにするために、そのボイスメールサービスをサービスプロファイルに適

用します。

はじめる前に

ボイスメールサービスを追加する, （83ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]インターフェイスを開きます。

ステップ 2 [ユーザ管理（UserManagement）] > [ユーザ設定（UserSettings）] > [サービスプロファイル（Service
Profile）]の順に選択します。
[サービスプロファイルの検索と一覧表示（Find andList Service Profiles）]ウィンドウが開きます。

ステップ 3 目的のサービスプロファイルを検索し、それを選択します。

[サービスプロファイルの設定（Service Profile Configuration）]ウィンドウが開きます。

ステップ 4 [ボイスメールプロファイル（Voicemail Profile）]セクションで、以下のような設定を行います。
a) 次のドロップダウンリストから、サービスを最大 3つ選択します。

•プライマリ（Primary）

•セカンダリ（Secondary）

•ターシャリ（Tertiary）
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b) [ボイスメールサービスのクレデンシャルソース（Credentials source for voicemail service）]で、
次のいずれかを選択します。

• [Unified CM - IM and Presence（Unified CM - IM and Presence）]：インスタントメッセージ
およびプレゼンスのクレデンシャルを使用してボイスメールサービスにサインインしま

す。このため、ユーザはクライアントでボイスメールサービスのクレデンシャルを入力

する必要ありません。

• [Web会議（Web conferencing）]：会議クレデンシャルを使用してボイスメールサービス
にサインインする、このオプションはサポートされません。現時点では、会議クレデン

シャルとは同期できません。

• [未設定（Not set）]：このオプションは、電話モード展開の場合に選択されます。

ステップ 5 [Save]をクリックします。
ステップ 6 ユーザをサービスプロファイルに追加します。

a) [ユーザ管理（User Management）] > [エンドユーザ（End User）]を選択します。
[ユーザの検索と一覧表示（Find and List Users）]ウィンドウが開きます。

b) [ユーザを次の条件で検索（Find User where）]フィールドで適切なフィルタを指定した後、[検
索（Find）]を選択してユーザを検索します。

c) リスト内のユーザをクリックします。
[エンドユーザの設定（End User Configuration）]ウィンドウが表示されます。

d) [サービスの設定（Service Settings）]エリアで、[ホームクラスタ（Home Cluster）]チェック
ボックスをオンにします。

e) 電話モード展開では、[Unified CM IM and Presenceのユーザを有効化（関連付けられているUC
サービスプロファイルで IM and Presenceを設定）（Enable User for Unified CM IM and Presence
(Configure IM and Presence in the associated UC Service Profile)）]オプションが選択されていない
ことを確認します。

他のすべての展開では、[Unified CM IM and Presenceのユーザを有効化（関連付けられている
UCサービスプロファイルで IM and Presenceを設定）（EnableUser forUnifiedCM IMand Presence
(Configure IM and Presence in the associated UC Service Profile)）]チェックボックスをオンにしま
す。

f) [UCサービスプロファイル（UC Service Profile）]ドロップダウンリストからサービスプロ
ファイルを選択します。

g) [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

メールストアサービスを追加する, （86ページ）
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メールストアサービスを追加する
メールストアサービスにより、ユーザはビジュアルボイスメール機能を使用できます。

はじめる前に

ボイスメールサービスの適用, （84ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]インターフェイスを開きます。

ステップ 2 [ユーザ管理（User Management）] > [ユーザ設定（User Settings）] > [UCサービス（UC Service）]
を選択します。

[UCサービスの検索と一覧表示（Find and List UC Services）]ウィンドウが開きます。

ステップ 3 [新規追加（Add New）]を選択します。
ステップ 4 [UCサービスの追加（Add a UC Service）]セクションで、[UCサービスタイプ（UC Service Type）]

ドロップダウンリストから、[メールストア（MailStore）]を選択してから、[次へ（Next）]をク
リックします。

ステップ 5 次の手順に従って、メールストアサービスの詳細情報を設定します。

• [名前（Name）]：PrimaryMailStoreServerなどのサーバの記述名を入力します。

• [ホスト名/IPアドレス（Hostname/IP Address）]：メールストアサーバの IPアドレスまたは完
全修飾ドメイン名（FQDN）を入力します。

• [ポート（Port）]：ポート番号を指定する必要はありません。デフォルトでは、クライアン
トは常にポート 443を使用して、メールストアサーバに接続します。そのため、ユーザが指
定する値は有効になりません。

• [プロトコルタイプ（ProtocolType）]：値を指定する必要はありません。デフォルトでは、ク
ライアントは常に HTTPSを使用して、メールストアサーバに接続します。そのため、ユー
ザが指定する値は有効になりません。

ステップ 6 [保存（Save）]を選択します。

次の作業

メールストアサービスを適用する, （86ページ）

メールストアサービスを適用する

Cisco Unified Communications Managerでメールストアサービスを追加した後、クライアントがそ
の設定を取得できるようにするために、そのサービスをサービスプロファイルに適用する必要が

あります。
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はじめる前に

メールストアサービスを追加する, （86ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]インターフェイスを開きます。

ステップ 2 [ユーザ管理（UserManagement）] > [ユーザ設定（UserSettings）] > [サービスプロファイル（Service
Profile）]の順に選択します。
[サービスプロファイルの検索と一覧表示（Find andList Service Profiles）]ウィンドウが開きます。

ステップ 3 目的のサービスプロファイルを検索し、それを選択します。

[サービスプロファイルの設定（Service Profile Configuration）]ウィンドウが開きます。

ステップ 4 [メールストアプロファイル（MailStore Profile）]セクションで、以下のような設定を行います。
a) 次のドロップダウンリストから、サービスを最大 3つ選択します。

•プライマリ（Primary）

•セカンダリ（Secondary）

•ターシャリ（Tertiary）

b) 次の各フィールドに適切な値を指定します。

• Inboxフォルダ（Inbox Folder）

•ごみ箱フォルダ（Trash Folder）

•ポーリング間隔（Polling Interval）

ステップ 5 [保存（Save）]を選択します。

次の作業

取得とリダイレクションの設定, （90ページ）

ボイスメールサーバを追加する
Cisco Unified Presence上でボイスメールサーバを追加する手順は次のとおりです。

はじめる前に

Cisco Jabberで使用する Cisco Unity Connectionの設定, （81ページ）
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手順

ステップ 1 [Cisco Unified Presenceの管理（Cisco Unified Presence Administration）]インターフェイスを開きま
す。

ステップ 2 [アプリケーション（Application）] > [Cisco Jabber] > [ボイスメールサーバ（Voicemail Server）]を
選択します。

CiscoUnified Presenceのバージョンによっては、このパスが次のようになります。[アプ
リケーション（Application）] > [CiscoUnified Personal Communicator（CiscoUnified Personal
Communicator）] > [ボイスメールサーバ（Voicemail Server）]

（注）

[ボイスメールサーバの検索と一覧表示（Find andListVoicemail Servers）]ウィンドウが開きます。

ステップ 3 [新規追加（Add New）]を選択します。
ステップ 4 [サーバタイプ（Server Type）]ドロップダウンリストから [Unity Connection]を選択します。
ステップ 5 [ボイスメールサーバの設定（Voicemail Server Configuration）]セクションで、次のように詳細情

報を指定します。

• [名前（Name）]：PrimaryVoicemailServerなどのサーバの記述名を入力します。

• [ホスト名/IPアドレス（Hostname/IP Address）]：ボイスメールサーバの IPアドレスまたは完
全修飾ドメイン名（FQDN）を入力します。

• [ポート（Port）]：ポート番号を指定する必要はありません。デフォルトでは、クライアン
トは常にポート 443を使用して、ボイスメールサーバに接続します。そのため、ユーザが指
定する値は有効になりません。

• [プロトコルタイプ（ProtocolType）]：値を指定する必要はありません。デフォルトでは、ク
ライアントは常に HTTPSを使用して、ボイスメールサーバに接続します。そのため、ユー
ザが指定する値は有効になりません。

ステップ 6 [保存（Save）]を選択します。

次の作業

メールストアの作成, （88ページ）

関連トピック

「Configuring Voicemail Server Names and Addresses on Cisco Unified Presence」

メールストアの作成
Cisco Unified Presence上でメールストアを作成するには、このタスクの手順を実行します。
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はじめる前に

Cisco Unified Communications Managerリリース 8.xと Cisco Unified Presenceがインストールされて
いることを確認します。

Cisco Unified Communications Managerリリース 9.x以降がインストールされている場合は、メール
ストアサービスを追加する, （86ページ）を参照してください。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified Presenceの管理（Cisco Unified Presence Administration）]インターフェイスを開きま
す。

ステップ 2 Cisco Unified Presenceのバージョンに応じて、次のパスのいずれかを選択します。

• [アプリケーション（Application）] > [Cisco Jabber] > [メールストア（Mailstore）]

• [アプリケーション（Application）] > [Cisco Unified Personal Communicator] > [メールストア
（Mailstore）]

[メールストアサーバの検索と一覧表示（Find andListMailstoreServers）]ウィンドウが開きます。

ステップ 3 [新規追加（Add New）]を選択します。
[メールストアの設定（Mailstore Configuration）]ウィンドウが開きます。

ステップ 4 次のように詳細を指定します。

• [名前（Name）]：PrimaryMailStoreServerなどのサーバの記述名を入力します。

• [ホスト名/IPアドレス（Hostname/IP Address）]：メールストアサーバのホスト名、IPアドレ
ス、または完全修飾ドメイン名（(FQDN）を入力します。

• [ポート（Port）]：ポート番号を指定する必要はありません。デフォルトでは、クライアン
トは常にポート 443を使用して、メールストアサーバに接続します。そのため、ユーザが指
定する値は有効になりません。

• [プロトコルタイプ（ProtocolType）]：値を指定する必要はありません。デフォルトでは、ク
ライアントは常に HTTPSを使用して、メールストアサーバに接続します。そのため、ユー
ザが指定する値は有効になりません。

ステップ 5 [保存（Save）]を選択します。

ボイスメールプロファイルの作成
ボイスメールサーバの追加後に、ボイスメールプロファイルを作成し、プロファイルにサーバを

追加する必要があります。
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はじめる前に

メールストアの作成, （88ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified Presenceの管理（Cisco Unified Presence Administration）]インターフェイスを開きま
す。

ステップ 2 Cisco Unified Presenceのバージョンに応じて、次のいずれかを選択します。

• [アプリケーション（Application）] > [Cisco Jabber] > [ボイルメールプロファイル（Voicemail
Profile）]

• [アプリケーション（Application）] > [Cisco Unified Personal Communicator] > [ボイルメールプ
ロファイル（Voicemail Profile）]

[ボイスメールプロファイルの検索と一覧表示（Find and List Voicemail Profiles）]ウィンドウが開
きます。

ステップ 3 [新規追加（Add New）]を選択します。
[ボイスメールプロファイルの設定（Voicemail Profile Configuration）]ウィンドウが開きます。

ステップ 4 必要な詳細を指定します。

ステップ 5 ボイスメールプロファイルに次のようにユーザを追加します。

a) [プロファイルにユーザを追加（Add Users to Profile）]を選択します。
b) ユーザのリストを取得するには、[ユーザを次の条件で検索（FindUserwhere）]フィールドで、
該当するフィルタを指定してから、[検索（Find）]を選択します。

c) 対象のユーザをリストから選択します。
d) [選択項目の追加（Add Selected）]を選択します。
選択されたユーザがボイスメールプロファイルに追加されます。

ステップ 6 [保存（Save）]を選択します。

次の作業

取得とリダイレクションの設定, （90ページ）

取得とリダイレクションの設定
ユーザがクライアントインターフェイスでボイスメールメッセージにアクセスできるように取得

を設定します。ユーザが着信コールをボイスメールに送信できるようにするために、リダイレク

ションを設定します。Cisco Unified Communications Managerで取得とリダイレクションを設定し
ます。
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手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]インターフェイスを開きます。

ステップ 2 ボイスメールパイロットを設定します。

a) [拡張機能（Advanced Features）] > [ボイスメール（Voice Mail）] > [ボイスメールパイロット
（Voice Mail Pilot）]の順に選択します。
[ボイスメールパイロットの検索と一覧表示（Find and List Voice Mail Pilots）]ウィンドウが開
きます。

b) [新規追加（Add New）]を選択します。
[ボイスメールパイロットの設定（Voice Mail Pilot Configuration）]ウィンドウが開きます。

c) [ボイスメールパイロットの設定（Voice Mail Pilot Configuration）]ウィンドウで必要な詳細情
報を指定します。

d) [保存（Save）]を選択します。

ステップ 3 ボイスメールパイロットをボイスメールプロファイルに追加します。

a) [拡張機能（Advanced Features）] > [ボイスメール（VoiceMail）] > [ボイスメールプロファイル
（Voice Mail Profile）]の順に選択します。
[ボイスメールプロファイルの検索/一覧表示（Find and List Voicemail Profiles）]ウィンドウが
開きます。

b) [次のボイスメールプロファイル名でボイスメールプロファイルを検索（FindVoiceMail Profile
where Voice Mail Profile Name）]フィールドに適切なフィルタを指定し、[検索（Find）]を選択
してプロファイルの一覧を取得します。

c) 対象のプロファイルを一覧から選択します。
[ボイスメールパイロットの設定（Voice Mail Pilot Configuration）]ウィンドウが開きます。

d) [ボイスメールパイロット（VoiceMail Pilot）]ドロップダウンリストでボイスメールパイロッ
トを選択します。

e) [保存（Save）]を選択します。

ステップ 4 電話番号設定でボイスメールプロファイルを指定します。

a) [デバイス（Device）] > [電話（Phone）]の順に選択します。
[電話の検索と一覧表示（Find and List Phones）]ウィンドウが開きます。

b) [電話を次の条件で検索（Find Phone where）]フィールドに適切なフィルタを指定し、[検索
（Find）]を選択してデバイスの一覧を取得します。

c) 対象のデバイスを一覧から選択します。
[電話の設定（Phone Configuration）]ウィンドウが開きます。

d) [割り当て情報（Association Information）]セクションを探します。
e) 適切なデバイス番号を選択します。

[電話番号設定（Directory Number Configuration）]ウィンドウが開きます。

f) [電話番号の設定（Directory Number Settings）]セクションを探します。
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g) [ボイスメールプロファイル（Voice Mail Profile）]ドロップダウンリストからボイスメールプ
ロファイルを選択します。

h) [保存（Save）]を選択します。

次の作業

ボイスメールのクレデンシャルソースの設定, （92ページ）

ボイスメールのクレデンシャルソースの設定
ユーザのボイスメールのクレデンシャルソースを指定できます。

ハイブリッドクラウドベース展開では、VoiceMailService_UseCredentialsFormパラメータを使
用して、コンフィギュレーションファイルの一部としてボイスメールのクレデンシャルソー

スを設定できます。

ヒント

はじめる前に

取得とリダイレクションの設定, （90ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]インターフェイスを開きます。

ステップ 2 [ユーザ管理（UserManagement）] > [ユーザ設定（UserSettings）] > [サービスプロファイル（Service
Profile）]の順に選択します。

ステップ 3 適切なサービスプロファイルを選択し、[サービスプロファイルの設定（Service Profile
Configuration）]ウィンドウを開きます。

ステップ 4 [ボイスメールのプロファイル（Voicemail Profile）]セクションの [ボイスメールサービスの認証
情報ソース（Credentials source for voicemail service）]ドロップダウンリストから、[Unified CM -
IMおよびプレゼンス（Unified CM - IM and Presence）]を選択します。

[ボイスメールサービスの認証情報ソース（Credentials source for voicemail service）]ド
ロップダウンリストから [Webカンファレンシング（Web Conferencing）]を選択しない
でください。ボイスメールサービスのクレデンシャルソースとして会議のクレデンシャ

ルは現時点では使用できません。

（注）

ユーザのインスタントメッセージングおよびプレゼンスのクレデンシャルは、ユーザのボイス

メールクレデンシャルに一致します。このため、ユーザは、クライアントユーザインターフェ

イスでボイスメールクレデンシャルを指定する必要はありません。
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次の作業

サーバ間でクレデンシャルを同期するメカニズムはありません。クレデンシャルソースを指

定する場合、それらのクレデンシャルがユーザのボイスメールクレデンシャルに一致するこ

とを確認する必要があります。

たとえば、ユーザのインスタントメッセージおよびプレゼンスのクレデンシャルとユーザの

Cisco Unity Connectionクレデンシャルが一致するように指定します。ユーザのインスタント
メッセージおよびプレゼンスの各クレデンシャルが変更されたとします。この場合、そのユー

ザのCiscoUnityConnectionクレデンシャルは、変更内容に合わせて更新する必要があります。

クラウドベースの展開では、設定ファイルのパラメータ VoicemailService_UseCredentialsFrom
を使用できます。Cisco Unified Communications Managerクレデンシャルを使用して Cisco Unity
Connectionにサインインするには、このパラメータの値を phoneに設定します。

重要

拡張メッセージ受信インジケータの有効化
この手順は、ユーザが自分のボイスメールボックスにダイヤルインできるように基本的なボイス

メールアカウントをセットアップする場合にのみ適用されます。この手順は、ビジュアルボイス

メールをセットアップする場合は必要ありません。

メッセージ受信インジケータ（MWI）は、新しいボイスメッセージの存在をユーザに知らせま
す。拡張MWIは、この機能をサポートするシステム上での新しいボイスメッセージのカウント
を提供します。ユーザは、ボイスメッセージングシステムに電話してメッセージを取得できま

す。

基本MWIを有効にするには、ご使用のリリースの Cisco Unified Communications Managerのマ
ニュアルを参照してください。このクライアントに固有の設定はありません。

展開で拡張MWIがサポートされている場合は、Cisco Unity Connection Administrationポータル
でこのオプションを有効にします。

（注）

はじめる前に

ボイスメールのクレデンシャルソースの設定, （92ページ）
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手順

ステップ 1 [Cisco Unity Connectionの管理（Cisco Unity Connection Administration）]インターフェイスを開き
ます。

ステップ 2 左側のペインで、[テレフォニー統合（Telephony Integrations）] > [電話システム（Phone System）]
に移動します。

ステップ 3 目的の電話システムのリンクを選択します。

ステップ 4 [メッセージ受信インジケータ（Message Waiting Indicators）]セクションで、[送信メッセージ数
（Send Message Counts）]チェックボックスをオンにします。

クラウドベースの展開におけるボイスメールの設定

手順

目的コマンドまたはアクション

ボイスメールの設定, （94ページ）ステップ 1   

ユーザにボイスメールサーバの設定を許可する, （94ペー
ジ）

ステップ 2   

ボイスメールの設定

ボイスメールの設定を構成するには、Cisco WebEx管理ツールを使用します。

次の作業

ユーザにボイスメールサーバの設定を許可する, （94ページ）

ユーザにボイスメールサーバの設定を許可する

ユーザがクライアントインターフェイスでボイスメールサーバ設定を指定できるように Cisco
WebEx管理ツールでオプションを選択します。

はじめる前に

ボイスメールの設定, （94ページ）
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手順

ステップ 1 Cisco WebEx管理ツールを開きます。
ステップ 2 [設定（Configuration）] > [Unified Communications]を選択します。
ステップ 3 [ボイスメール（Voicemail）]タブを選択します。
ステップ 4 [ユーザに手動設定の入力を許可する（Allow user to enter manual settings）]を選択します。

ユーザは、クライアントインターフェイスの [オプション（Options）]ウィンドウの [電話アカウ
ント（Phone Accounts）]タブで、拡張ボイスメール設定にアクセスできます。

ユーザは、クライアントインターフェイスで [設定（Settings）] > [ボイスメール（Voicemail）]を
タップし、拡張ボイスメール設定にアクセスできます。
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第 10 章

会議の設定

• オンプレミス展開用の会議の設定, 97 ページ

• Cisco WebEx Meeting Centerを使用したクラウドベース展開用の会議の設定, 109 ページ

オンプレミス展開用の会議の設定
Cisco Jabber用のオンプレミス展開を実装すると、Cisco WebEx Meetings Serverを使用してオンプ
レミスで会議を設定するか、または Cisco WebEx Meetings Centerを使用してクラウドで会議を設
定できます。

WebEx Meetings Server を使用したオンプレミス会議の設定

手順

目的コマンドまたはアクション

Cisco WebEx Meeting Centerを使用した認
証, （104ページ）。

ステップ 1   

Cisco Unified Communications Manager
リリース 9.x以降を使用している場合
に、この作業を実行します。

Cisco Unified Communications Manager上
での Cisco WebEx Meetings Serverの追加,
（98ページ）。

ステップ 2   

Cisco Unified Communications Manager
Release 8.6と Cisco Unified Presenceを

Cisco Unified Presence上での CiscoWebEx
Meetings Serverの追加, （100ページ）。

ステップ 3   

使用している場合に、この作業を実行

します。
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Cisco WebEx Meetings Server の認証

手順

CiscoWebExMeetings Serverを使用して認証するには、次のオプションのいずれかを完了します。

• Cisco WebEx Meetings Serverを使用したシングルサインオン（SSO）を SSO環境に統合する
ように設定します。この場合は、CiscoWebExMeetings Serverを使用して認証するためのユー
ザのクレデンシャルを指定する必要がありません。

• Cisco Unified CommunicationsManager上にクレデンシャルソースを設定します。CiscoWebEx
Meetings Server用のユーザクレデンシャルが Cisco Unified Communications Manager IM and
Presenceサービスまたは Cisco Unity Connection用のクレデンシャルと一致する場合は、クレ
デンシャルソースを設定できます。そうすれば、クライアントが自動的にユーザのクレデン

シャルソースを使用して Cisco WebEx Meetings Serverの認証を受けます。

•ユーザにはクライアントでクレデンシャルを手動で入力するように指示します。

次の作業

Cisco Unified Communications Manager上での Cisco WebEx Meetings Serverの追加, （98ページ）

Cisco Unified Communications Manager 上での Cisco WebEx Meetings Server の追加
Cisco Unified Communications Managerで会議を設定するには、Cisco WebEx Meetings Serverを追加
する必要があります。

はじめる前に

Cisco WebEx Meetings Serverを使用して認証を行います。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理インターフェイスを開いて、[ユーザ管理（User Management）] > [ユーザ
設定（User Settings）] > [USサービス（UC Service）]の順に選択します。
[UCサービスの検索と一覧表示（Find and List UC Services）]ウィンドウが開きます。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]を選択します。
ステップ 3 [UCサービスの追加（Add a UC Service）]セクションで、[UCサービスタイプ（UC Service Type）]

ドロップダウンリストから、[会議（Conferencing）]を選択してから、[次へ（Next）]を選択しま
す。

ステップ 4 次のフィールドに入力します。

• [製品タイプ（Product Type）]：[WebEx(会議)（WebEx (Conferencing)）]を選択します。
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• [名前（Name）]：設定の名前を入力します。指定した名前は、プロファイルにサービスを追
加するときに表示されます。入力する名前は必ず、一意的でわかりやすく、かつ意味が通じ

るものにしてください。

• [ホスト名/IPアドレス（Hostname/IP Address）]：Cisco WebEx Meetings Serverのサイト URL
を入力します。この URLは大文字と小文字が区別され、Cisco WebEx Meetings Serverでサイ
ト URLに設定されたケースと一致する必要があります。

• [ポート（Port）]：デフォルト値のままにします。

• [プロトコル（Protocol）]：[HTTPS]を選択します。

ステップ 5 CiscoWebExをシングルサインオン（SSO）アイデンティティプロバイダーとして使用するには、
[SSO IDプロバイダーとしてのユーザWeb会議サーバ（User web conference server as SSO identity
provider）]をオンにします。

このフィールドは、[製品のタイプ（Product Type）]ドロップダウンリストから [WebEx
（会議）（WebEx (Conferencing)）]を選択した場合にのみ有効です。

（注）

ステップ 6 [保存（Save）]を選択します。

次の作業

サービスプロファイルへの Cisco WebEx Meetings Serverの追加, （99ページ）

サービスプロファイルへの Cisco WebEx Meetings Server の追加

Cisco WebEx Meetings Serverを追加してから、さらにそのサーバをサービスプロファイルに追加
すれば、クライアントが会議機能にアクセスできます。

はじめる前に

サービスプロファイルを作成します。

Cisco Unified Communications Manager上での Cisco WebEx Meetings Serverの追加, （98ページ）
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手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理インターフェイスを開いて、[ユーザ管理（User Management）] > [ユーザ
設定（User Settings）] > [サービスプロファイル（Service Profile）]の順に選択します。

ステップ 2 目的のサービスプロファイルを検索し、それを選択します。

ステップ 3 [会議プロファイル（Conferencing Profile）]セクションで、[プライマリ（Primary）]、[セカンダ
リ（Secondary）]、および [ターシャリ（Tertiary）]の各ドロップダウンリストから、最大 3つの
Cisco WebEx Meetings Serverのインスタンスを選択します。

ステップ 4 [サーバ証明書の確認（Server Certificate Verification）]ドロップダウンリストから、該当する値を
選択します。

ステップ 5 [Web会議サービスの資格情報ソース（Credentials source for web conference service）]ドロップダウ
ンリストから、次のいずれかを選択します。

• [未設定（Not set）]：このオプションは、ユーザがCiscoWebExMeetings Serverクレデンシャ
ルと一致するクレデンシャルソースを持っていない場合、または会議サイトで SSOが使用
されている場合に選択します。

• [Unified CM - IM and Presence]：このオプションは、ユーザの Cisco Unified Communications
Manager IM and PresenceサービスクレデンシャルがCiscoWebExMeetings Serverクレデンシャ
ルと一致する場合に選択します。

• [ボイスメール（Voicemail）]：このオプションは、ユーザの Cisco Unity Connectionクレデン
シャルが Cisco WebEx Meetings Serverクレデンシャルと一致する場合に選択します。

CiscoUnifiedCommunicationsManagerで指定するクレデンシャルとCiscoWebExMeetings
Serverで指定するクレデンシャルを同期させることはできません。たとえば、あるユー
ザのインスタントメッセージおよびプレゼンスのクレデンシャルがその Cisco WebEx
Meetings Serverクレデンシャルと同期するように指定した場合は、そのユーザのインス
タントメッセージおよびプレゼンスのクレデンシャルが変更されます。その変更に合

わせてそのユーザの Cisco WebEx Meetings Serverクレデンシャルを更新する必要があり
ます。

（注）

ステップ 6 [保存（Save）]を選択します。

Cisco Unified Presence 上での Cisco WebEx Meetings Server の追加

はじめる前に

サービスプロファイルへの Cisco WebEx Meetings Serverの追加, （99ページ）
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手順

ステップ 1 [Cisco Unified Presenceの管理（Cisco Unified Presence Administration）]インターフェイスを開きま
す。

ステップ 2 Cisco Unified Presenceのバージョンに応じて、次のいずれかを選択します。

• [アプリケーション（Application）] > [Cisco Jabber] > [会議サーバ（Conferencing Server）]

• [アプリケーション（Application）] > [Cisco Unified Personal Communicator] > [会議サーバ
（Conferencing Server）]

ステップ 3 [新規追加（Add New）]を選択します。
[会議サーバの設定（Conferencing Server Configuration）]ウィンドウが開きます。

ステップ 4 次のフィールドに入力します。

• [名前（Name）]：設定の名前を入力します。この名前は、プロファイルにサービスを追加す
るときに表示されます。

• [ホスト名/IPアドレス（Hostname/IP Address）]：Cisco WebEx Meetings Serverのサイト URL
を入力します。

• [ポート（Port）]：デフォルト値を受け入れます。

• [プロトコル（Protocol）]：[HTTPS]を選択します。

• [サーバタイプ（Server Type）]：[WebEx]を選択します。

• [サイトID（Site ID）]：このフィールドに値を指定する必要はありません。

• [パートナーID（Partner ID）]：このフィールドに値を指定する必要はありません。

ステップ 5 [保存（Save）]を選択します。

次の作業

プロファイルへの Cisco WebEx Meetings Serverの追加, （101ページ）

プロファイルへの Cisco WebEx Meetings Server の追加

Cisco Unified Presence上で Cisco WebEx Meetings Serverを追加して、それをサービスプロファイ
ルに追加したら、クライアントが会議機能にアクセスできます。

はじめる前に

Cisco Unified Presence上での Cisco WebEx Meetings Serverの追加, （100ページ）
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手順

ステップ 1 [Cisco Unified Presenceの管理（Cisco Unified Presence Administration）]インターフェイスを開きま
す。

ステップ 2 Cisco Unified Presenceのバージョンに応じて、次のいずれかを選択します。

• [アプリケーション（Application）] > [Cisco Jabber] > [会議プロファイル（ConferencingProfile）]

• [アプリケーション（Application）] > [Cisco Unified Personal Communicator] > [会議プロファイ
ル（Conferencing Profile）]

ステップ 3 [新規追加（Add New）]を選択します。
[会議プロファイルの設定（Conferencing Profile Configuration）]ウィンドウが開きます。

ステップ 4 次のフィールドに入力します。

• [名前（Name）]：設定の名前を入力します。

• [説明（Description）]：オプションの説明を入力します。

• [プライマリ会議サーバ（Primary Conferencing Server）]：Cisco WebEx Meetings Serverのプラ
イマリインスタンスを選択します。

• [バックアップ会議サーバ（BackupConferencing Server）]：CiscoWebExMeetings Serverのバッ
クアップインスタンスを選択します。

ステップ 5 [サーバ証明書の確認（Server Certificate Verification）]ドロップダウンリストから、次のいずれか
を選択します。

•任意の証明書（Any Certificate）

•自己署名またはキーストア（Self Signed or Keystore）

•キーストアのみ（Keystore Only）

ステップ 6 このプロファイルをシステムデフォルトとして設定するには、[システムのデフォルト会議プロ
ファイルとして使用する（Make this the default Conferencing Profile for the system）]をオンにしま
す。

ステップ 7 [プロファイル内のユーザ（Users in Profile）]セクションで、[プロファイルにユーザを追加（Add
Users to Profile）]を選択します。

ステップ 8 [ユーザの検索/一覧表示（Find and List Users）]ウィンドウで、[検索（Find）]を選択して、ユー
ザのリストを取得します。

ステップ 9 リストから該当するユーザを選択してから、[選択項目の追加（Add Selected）]を選択します。
選択したユーザがプロファイルに追加されます。

ステップ 10 [保存（Save）]を選択します。
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WebEx Meeting Center を使用したクラウドベースの会議の設定

手順

目的コマンドまたはアクション

CiscoWebExMeeting Centerとの統合, （103ページ）。ステップ 1   

密結合統合を使用して
Cisco WebEx Meeting

CiscoWebExMeeting Centerを使用した認証, （104ペー
ジ）。

ステップ 2   

Centerでクライアントを
認証します。

クライアントに会議クレ

デンシャルを提供しま

す。

会議のクレデンシャルの提供, （104ページ）。ステップ 3   

CiscoUnified CommunicationsManagerのバージョンに応
じて、次のいずれかを選択します。

ステップ 4   

• Cisco Unified Communications Managerリリース 9.x
以降と Cisco Unified Communications Manager IM
andPresenceサービスを使用している場合は、Cisco
WebEx Meeting Centerの追加, （104ページ）。

• Cisco Unified Communications Managerリリース 8.6
と Cisco Unified Presenceを使用している場合は、
Cisco Unified Presence上での Cisco WebEx Meeting
Centerのセットアップ , （106ページ）。

Cisco WebEx Meeting Center との統合
オンプレミス展開で CiscoWebExMeeting Centerと統合するには、次の統合オプションのいずれか
を選択します。

•クラウドベースの統合：Cisco WebEx Meeting Centerが参加者チャットリストや参加者リス
トなどのデータ、音声機能、およびビデオ機能を提供します。

•ハイブリッドクラウドベースの統合：Cisco WebEx Meeting Centerが参加者チャットリスト
や参加者リストなどのデータを提供し、会議ブリッジが音声機能とビデオ機能を提供しま

す。
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Cisco WebEx Meeting Center を使用した認証
密結合統合を使用した Cisco WebEx Meeting Centerでクライアントを認証できます。密結合統合
は、Cisco WebEx Messengerと Cisco WebEx Meeting Centerの間でセットアップされた設定を意味
します。ユーザがCiscoWebExMessengerで認証されると、認証トークンがクライアントに戻され
ます。その後で、クライアントが CiscoWebExMeeting Centerにその認証トークンを渡します。詳
細については、「Overview of Tightly Coupled Integration」のトピックを参照してください。

会議のクレデンシャルの提供

クライアントに会議のクレデンシャルを提供するために、次のいずれかの方法を選択します。

•ユーザは、[オプション（Options）]ウィンドウで、ユーザ自身のクレデンシャルを個別に指
定します。

•ユーザは、[設定（Preferences）]ウィンドウの [ミーティング（Meetings）]タブで、個別に各
自のクレデンシャルを指定します。

•サービスプロファイルに会議サービスを適用するときに、CiscoUnifiedCommunicationsManager
上のクレデンシャルソースを指定します。手順については、サービスプロファイルへの会

議サーバの追加方法を説明している、このセクションのトピックを参照してください。

Cisco WebEx Meeting Center の追加
Cisco Unified Communications Manager上で会議をセットアップする最初の手順は、Cisco WebEx
Meeting Centerの詳細の追加です。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]インターフェイスを開きます。

ステップ 2 [ユーザ管理（User Management）] > [ユーザ設定（User Settings）] > [UCサービス（UC Service）]
を選択します。

[UCサービスの検索と一覧表示（Find and List UC Services）]ウィンドウが開きます。

ステップ 3 [新規追加（Add New）]を選択します。
ステップ 4 [UCサービスの追加（Add a UC Service）]セクションで、[UCサービスタイプ（UC Service Type）]

ドロップダウンリストから、[会議（Conferencing）]を選択してから、[次へ（Next）]を選択しま
す。

ステップ 5 次のフィールドに入力します。

• [製品タイプ（Product Type）]：[WebEx(会議)（WebEx (Conferencing)）]を選択します。

• [名前（Name）]：設定の名前を入力します。この名前は、プロファイルにサービスを追加す
るときに表示されます。入力する名前は必ず、一意的でわかりやすく、かつ意味が通じるも

のにしてください。
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• [説明（Description）]：オプションの説明を入力します。

• [ホスト名/IPアドレス（Host Name/IP Address）]：CiscoWebExMeeting Centerサイトのホスト
名を入力します。IPアドレスを入力しないでください。

• [ポート（Port）]：Cisco WebEx Meeting Centerサイトのポート番号を入力します。

• [プロトコル（Protocol）]：[HTTPS]を選択します。

ステップ 6 CiscoWebExをシングルサインオン（SSO）アイデンティティプロバイダーとして使用するには、
[SSO IDプロバイダーとしてのユーザWeb会議サーバ（User web conference server as SSO identity
provider）]をオンにします。

このフィールドは、[製品タイプ（Product Type）]として [WebEx(会議)（WebEx
(Conferencing)）]が選択されている場合にだけ使用できます。

（注）

ステップ 7 [保存（Save）]を選択します。

次の作業

サービスプロファイルに Cisco WebEx Meeting Centerを追加します。

プロファイルへの Cisco WebEx Meeting Center の追加

Cisco Unified Communications Manager上で Cisco WebEx Meeting Centerを追加したら、サービスプ
ロファイルに CiscoWebExMeeting Centerを追加します。これにより、クライアントは、プロファ
イルから Cisco WebEx Meeting Centerの詳細を取得して、会議機能にアクセスできます。

はじめる前に

サービスプロファイルを作成します。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]インターフェイスを開きます。

ステップ 2 [ユーザ管理（UserManagement）] > [ユーザ設定（UserSettings）] > [サービスプロファイル（Service
Profile）]の順に選択します。
[サービスプロファイルの検索と一覧表示（Find andList Service Profiles）]ウィンドウが開きます。

ステップ 3 目的のサービスプロファイルを検索し、それを選択します。

[サービスプロファイルの設定（Service Profile Configuration）]ウィンドウが開きます。

ステップ 4 [会議プロファイル（Conferencing Profile）]セクションで、以下のような設定を行います。
a) [プライマリ（Primary）]ドロップダウンリストからサービスを選択します。

クライアントは、[プライマリ（Primary）]ドロップダウンリストから選択したサー
ビスのみ使用します。[セカンダリ（Secondary）]ドロップダウンリストおよび [ター
シャリ（Tertiary）]ドロップダウンリストからサービスを選択する必要はありませ
ん。

（注）
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b) [サーバ証明書の検証（Server Certificate Verification）]ドロップダウンリストから適切な値を
選択します。

c) [Web会議サービスのクレデンシャルソース（Credentials source for web conference service）]ド
ロップダウンリストから次のいずれか 1つを選択します。

• [未設定（Not set）]：ユーザは、Cisco WebEx Meeting Centerクレデンシャルを照合するク
レデンシャルソースを持っていません。

• [Unified CM - IM and Presence]：ユーザの Cisco Unified Communications Manager IM and
Presenceサービスクレデンシャルと Cisco WebEx Meeting Centerクレデンシャルが照合さ
れます。

• [ボイスメール（Voicemail）]：ユーザの Cisco Unity Connectionクレデンシャルと Cisco
WebEx Meeting Centerクレデンシャルが照合されます。

Cisco WebEx Meeting Centerによる認証にアイデンティティプロバイダーを使用し
ている場合は、クレデンシャルソースを指定できません。

制約事項

クレデンシャルソースを選択した場合は、それらのクレデンシャルとユーザの Cisco
WebEx Meeting Centerクレデンシャルが照合されることを確認する必要があります。

Cisco Unified Communications Managerで指定されたクレデンシャルと Cisco WebEx
MeetingCenterで指定されたクレデンシャルを同期するメカニズムはありません。たと
えば、あるユーザのインスタントメッセージおよびプレゼンスのクレデンシャルがそ

のユーザの Cisco WebEx Meeting Centerクレデンシャルと同期するように指定した後
で、そのユーザのインスタントメッセージおよびプレゼンスの各クレデンシャルが変

更されたとします。その変更に合わせてそのユーザの CiscoWebExMeeting Centerクレ
デンシャルを更新する必要があります。

重要

ステップ 5 [保存（Save）]を選択します。

Cisco Unified Presence 上での Cisco WebEx Meeting Center のセットアップ
クライアントは、Cisco Unified Presence上の会議プロファイルから Cisco WebEx Meeting Centerの
詳細を取得します。以下を追加する必要があります。

• Cisco WebEx Meeting Centerの詳細

• Cisco WebEx Meeting Centerプロファイル

• Cisco WebEx Meeting Centerプロファイルへのユーザ

Cisco WebEx Meeting Center の追加

Cisco Unified Presence上で会議をセットアップする最初の手順は、Cisco WebEx Meeting Centerの
詳細の追加です。
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手順

ステップ 1 [Cisco Unified Presenceの管理（Cisco Unified Presence Administration）]インターフェイスを開きま
す。

ステップ 2 [アプリケーション（Application）] > [Cisco Jabber] > [会議サーバ（Conferencing Server）]を選択し
ます。

CiscoUnifiedPresenceのバージョンによっては、このパスが次のようになります。[アプリケーショ
ン（Application）] > [Cisco Unified Personal Communicator（Cisco Unified Personal Communicator）]
> [会議サーバ（Conferencing Server）]

ステップ 3 [新規追加（Add New）]を選択します。
[会議サーバの設定（Conferencing Server Configuration）]ウィンドウが開きます。

ステップ 4 次のフィールドに Cisco WebEx Meeting Centerの詳細を指定します。

• [名前（Name）]：設定の名前を入力します。入力した名前は、プロファイルにサービスを追
加する際に表示されます。

• [ホスト名/IPアドレス（Hostname/IP Address）]：Cisco WebEx Meeting Centerサイトのホスト
名を指定します。

IPアドレスではなく、必ずホスト名を指定してくださ
い。

（注）

• [ポート（Port）]：Cisco WebEx Meeting Centerサイトのポート番号を指定します。

• [プロトコル（Protocol）]：ドロップダウンリストから [HTTPS]を選択します。

• [サーバタイプ（Server Type）]：ドロップダウンリストから [WebEx]を選択します。

• [サイトID（Site ID）]：Cisco WebEx Meeting Centerのオプションのプライマリサイト IDを
指定します。

• [パートナーID（Partner ID）]：Cisco WebEx Meeting Centerに適したオプションのパートナー
IDを指定します。

ステップ 5 [保存（Save）]を選択します。

プロファイルへの Cisco WebEx Meeting Center の追加

Cisco Unified Presence上で Cisco WebEx Meeting Centerを追加したら、会議プロファイルに Cisco
WebExMeetingCenterを追加します。これにより、クライアントは、プロファイルからCiscoWebEx
Meeting Centerの詳細を取得して、会議機能にアクセスできます。
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手順

ステップ 1 [Cisco Unified Presenceの管理（Cisco Unified Presence Administration）]インターフェイスを開きま
す。

ステップ 2 [アプリケーション（Application）] > [Cisco Jabber] > [会議プロファイル（Conferencing Profile）]の
順に選択します。

CiscoUnifiedPresenceのバージョンによっては、このパスが次のようになります。[アプリケーショ
ン（Application）] > [Cisco Unified Personal Communicator（Cisco Unified Personal Communicator）]
> [会議プロファイル（Conferencing Profile）]。

ステップ 3 [新規追加（Add New）]を選択します。
[会議プロファイルの設定（Conferencing Profile Configuration）]ウィンドウが開きます。

ステップ 4 次のフィールドのプロファイルの詳細を指定します。

• [名前（Name）]：設定の名前を入力します。

• [説明（Description）]：オプションの説明を入力します。

• [プライマリ会議サーバ（Primary Conferencing Server）]：ドロップダウンリストからプライ
マリ Cisco WebEx Meeting Centerサイトを選択します。

クライアントは、[プライマリ会議サーバ（Primary Conferencing Server）]ドロップ
ダウンリストから選択したサイトのみを使用します。[バックアップ会議サーバ
（Backup Conferencing Server）]ドロップダウンリストからサイトを選択する必要
はありません。

（注）

• [サーバ証明書の検証（Server Certificate Verification）]：ドロップダウンリストから次のいず
れかを選択します。

•任意の証明書（Any Certificate）

•自己署名またはキーストア（Self Signed or Keystore）

•キーストアのみ（Keystore Only）

ステップ 5 [これをシステムのデフォルト会議プロファイルに設定します（Make this the default Conferencing
Profile for the system）]チェックボックスをオンにして、このプロファイルをシステムのデフォル
トに設定します。

ステップ 6 会議プロファイルに次のようにユーザを追加します。

a) [プロファイル内のユーザ（Users inProfile）]セクションで [プロファイルにユーザを追加（Add
Users to Profile）]を選択します。
[ユーザの検索と一覧表示（Find and List Users）]ダイアログボックスが開きます。

b) [検索（Find）]を選択し、ユーザの一覧を取得します。
c) 対象のユーザをリストから選択します。
d) [選択項目の追加（Add Selected）]を選択します。
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選択されたユーザがプロファイルに追加され、[ユーザの検索と一覧表示（FindandListUsers）]
ダイアログボックスが閉じます。

ステップ 7 [保存（Save）]を選択します。

Cisco WebEx Meeting Center を使用したクラウドベース展
開用の会議の設定

Cisco WebEx管理ツールで適切な設定を行い、適切なユーザにミーティング機能と会議機能を割
り当てます。

Cisco Jabberクライアントでは Cisco WebExミーティングサイトを追加できます。ただし、 SSO
用に設定されたミーティングサイトを追加することはできません。このサイトは Cisco WebEx管
理ツールで作成する必要があります。

Cisco WebEx Meeting Center による認証
• Cisco WebEx Messengerサービスとの密結合統合：密結合統合とは、Cisco WebEx Messenger
と Cisco WebEx Meeting Centerの間にセットアップする設定を指します。

ユーザがCiscoWebExMessengerで認証すると、認証トークンがクライアントに渡されます。
その後で、クライアントが Cisco WebEx Meeting Centerにその認証トークンを渡します。

詳細については、「Overview of Tightly Coupled Integration」のトピックを参照してください。

•アイデンティティプロバイダーによる認証：クライアントは Cisco WebEx Meeting Centerか
らアイデンティティプロバイダーに認証をリダイレクトします。

アイデンティティプロバイダーによる認証を有効にする手順は次のとおりです。

1 それぞれの目的に応じたアイデンティティプロバイダーを設定します。

ユーザが Cisco WebEx Meeting Centerで認証しようとすると、クライアントはその認証を
アイデンティティプロバイダーにリダイレクトします。アイデンティティプロバイダー

はクレデンシャルを確認し、認証トークンをクライアントに戻します。クライアントはそ

のトークンを Cisco WebEx Meeting Centerに渡して認証プロセスを完了します。

2 クライアントインターフェイスで Cisco WebEx Meeting Centerクレデンシャルを指定しま
す。

Cisco WebEx Messengerサービスを使用したユーザアイデンティティの管理の詳細について
は、「Using SSO with the Cisco WebEx and Cisco WebEx Meeting applications」のトピックを参照
してください。
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密結合統合を使用して Cisco WebEx Meeting Centerでクライアントを認証できます。密結合統合
は、Cisco WebEx Messengerと Cisco WebEx Meeting Centerの間でセットアップされた設定を意味
します。ユーザがCiscoWebExMessengerで認証されると、認証トークンがクライアントに戻され
ます。その後で、クライアントが CiscoWebExMeeting Centerにその認証トークンを渡します。詳
細については、「Overview of Tightly Coupled Integration」のトピックを参照してください。

クライアントでの会議クレデンシャルの指定

ユーザは、[オプション（Options）]ウィンドウの [ミーティング（Meetings）]タブで、ユーザ自
身のクレデンシャルを指定します。

[オプション（Options）]ウィンドウを開くには、[ファイル（File）] > [オプション（Options）]を
選択します。

ユーザは、[設定（Settings）]で、ユーザ自身のクレデンシャルを指定できます。

[設定（Settings）] 画面の [アカウント（Accounts）]で [WebExミーティング（WebEx Meeting）]
をタップします。

ユーザは、[設定（Preferences）]ウィンドウの [ミーティング（Meetings）]タブで、ユーザ自身の
クレデンシャルを指定します。
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第 11 章

クライアントの設定

• クライアント設定の概要, 111 ページ

• サービスプロファイルの設定, 112 ページ

• クライアント設定ファイルの作成とホスト, 122 ページ

• プロキシの設定, 129 ページ

• 問題のレポート, 131 ページ

• Configure Automatic Updates, 132 ページ

• カスタム埋め込みタブ, 134 ページ

クライアント設定の概要
Cisco Jabberは、次のソースから設定を取得できます。

•サービスプロファイル：Cisco Unified Communications Managerリリース 9以降の UCサービ
スプロファイルで一部のクライアント設定を構成できます。ユーザがクライアントを起動す

ると、クライアントは DNS SRVレコードを使用して Cisco Unified Communications Manager
ホームクラスタを検出し、自動的に UCサービスプロファイルから設定を取得します。

これは、オンプレミス展開にのみ適用されます。

•電話の設定：Cisco Unified Communications Managerリリース 9以降の電話の設定で一部のク
ライアント設定を構成できます。クライアントは、UCサービスプロファイルの設定に加え、
電話の設定から設定を取得します。

これは、オンプレミス展開にのみ適用されます。

• Cisco Unified Communications Manager IM and Presenceサービス：インスタントメッセージお
よびプレゼンスの機能を有効にして、プレゼンスサブスクリプション要求などの特定の設定

を構成できます。

[詳細設定（Advanced settings）]ウィンドウで [Cisco IM&Presence]または [CiscoCommunications
Manager 8.x]を選択すると、クライアントはCiscoUnified PresenceサービスまたはCiscoUnified
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Communications Manager IM and Presenceサービスから UCサービスを取得します。クライア
ントはサービスプロファイルまたは SSO検出を使用しません。

これは、オンプレミス展開にのみ適用されます。

•クライアントコンフィギュレーションファイル：設定パラメータを含むXMLファイルを作
成できます。その後、TFTPサーバでXMLファイルをホストします。ユーザがサインインす
ると、クライアントは TFTPサーバから XMLファイルを取得して設定を適用します。

これは、オンプレミス展開およびクラウドベース展開に適用されます。

• Cisco WebEx管理ツール：Cisco WebEx管理ツールを使用して一部のクライアント設定を構
成できます。

jabber-config.xmlクライアント設定ファイルをCiscoWebEx管理ツールにアップロードでき
ます。CiscoWebExMessenger管理ツール内の各グループに別個の設定ファイルを適用できま
す。クライアントが Cisco WebEx Messengerに接続すると、XMLファイルがダウンロードさ
れ、設定ファイルが適用されます。

クライアントは、次の順序で設定を行います。

1 Cisco WebEx Messenger管理ツールの設定

2 Cisco WebEx Messenger管理ツールの jabber-config.xmlファイルの設定。

グループ設定ファイルの設定は、CiscoWebExMessenger管理ツールの設定ファ
イルに優先します。

（注）

3 TFTPサーバの jabber-config.xmlファイルの設定。

設定が競合する場合は、CiscoWebEx管理ツールでの設定がその設定ファイルに優先します。

これは、クラウドベース展開にのみ適用されます。

サービスプロファイルの設定
Cisco Unified Communications Managerバージョン 9以降の UCサービスプロファイルで特定のク
ライアント設定を構成できます。
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重要 •クライアントが DNSクエリーから _cisco-uds SRVレコードを取得する場合は、Cisco
Jabberが Cisco Unified Communications Manager上のサービスプロファイルから設定のみ
を取得します。

ハイブリッド環境で、CAS URL検索が成功した場合は、Cisco Jabberが Cisco WebEx
Messengerサービスから設定を取得し、_cisco-uds SRVレコードは無視されます。

•複数のCiscoUnifiedCommunicationsManagerクラスタを使用した環境では、クラスタ間検
索サービス（ILS）を設定できます。ILSは、クライアントがユーザのホームクラスタを
検索して、サービスを検出できるようにします。

ILSを設定しない場合は、EMCCリモートクラスタのセットアップと同様に、リモート
クラスタ情報を手動で設定する必要があります。リモートクラスタ設定の詳細について

は、『Cisco Unified Communications Manager Features and Services Guide』を参照してくだ
さい。

関連トピック

Cisco Unified Communications Manager 10.0でのリモートクラスタの設定

サービスプロファイルでのパラメータの設定

クライアントはサービスプロファイルから UCサービス設定や他の設定を取得できます。

サービスプロファイルのパラメータ

サービスプロファイルで設定できる設定パラメータについて説明します。クライアントの設定

ファイルで該当する設定パラメータを確認してください。

IM and Presence サービスプロファイル

次の表に、IM and Presenceサービスプロファイルで構成可能な設定パラメータを示します。
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説明パラメータ

Cisco Jabberに認証ソースを提供し、次の値が設
定されます。

• UnifiedCM（IM and Presence Service）：Cisco
Unified Communications Manager IM and
Presenceサービスがオーセンティケータで
す。

• WebEx（IM and Presenceサービス）：Cisco
WebEx Messengerサービスがオーセンティ
ケータです。

このリリースでは、クライアント

は、SRVレコードのクエリーに加
え、HTTPクエリーを発行します。
HTTPクエリーを使用すれば、ク
ライアントは Cisco WebEx
Messengerサービスの認証を受ける
かどうかを決定できます。

HTTPクエリーの結果として、ク
ライアントは _cisco-uds SRV
レコードを取得する前に、クラウ

ドベース展開で Cisco WebEx
Messengerサービスに接続します。
[製品のタイプ（Product type）]
フィールドの値を [WebEx] に設定
しても、WebExサービスが CAS
ルックアップによってすでに検出

されている場合、実質的な効果は

ない可能性があります。

（注）

•設定なし：サービスプロファイルに IM and
Presenceサービス設定が含まれていない場合
は、オーセンティケータが Cisco Unified
Communications Managerになります。

製品のタイプ（Product type）
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説明パラメータ

プライマリプレゼンスサーバのアドレスを指定

します。

•オンプレミス展開：Cisco Unified
CommunicationsManager IM and Presenceサー
ビスの完全修飾ドメイン名（FQDN）を指定
する必要があります。

•クラウドベース展開：[製品のタイプ
（Product type）]パラメータの値として
[WebEx]が選択された場合は、クライアン
トが次のURLをデフォルトとして使用しま
す。

https://loginp.webexconnect.com/cas/auth.do

このデフォルトのURLは、設定した値を上
書きします。

プライマリサーバ（Primary server）

ボイスメールプロファイル

次の表は、ボイスメールのプロファイルで設定できる設定パラメータを示します。

説明パラメータ

ボイスメールサーバの接続設定を指定します。ボイスメールサーバ（Voicemail server）

ボイスメールサービスの認証を受けるために、

クライアントがインスタントメッセージおよび

プレゼンスまたは会議サービスのクレデンシャル

を使用することを指定します。

設定するクレデンシャルソースがユーザのボイ

スメールのクレデンシャルと一致することを確認

します。このパラメータの値を設定すると、ユー

ザはクライアントユーザインターフェイスで自

分のボイスメールサービスのクレデンシャルを

指定できません。

ボイスメールサービスのクレデンシャルソー

ス（Credentials source for voicemail service）

会議プロファイル（Conferencing Profile）

次の表は、会議のプロファイルで設定できる設定パラメータを示します。

説明会議サービスの設定

会議サーバの接続設定を指定します。会議サーバ（Conferencing server）
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説明会議サービスの設定

会議サービスの認証を受けるために、クライア

ントがインスタントメッセージおよびプレゼン

スまたはボイスメールサービスのクレデンシャ

ルを使用することを指定します。

設定するクレデンシャルソースがユーザの会議

のクレデンシャルと一致することを確認します。

Web会議サービスのクレデンシャルソース
（Credentials source for web conference service）

ディレクトリプロファイル

サービスプロファイルでディレクトリ統合を設定する方法の詳細については、「ディレクトリ統

合のためのクライアント設定」の章を参照してください。

CTI プロファイル

次の表は、CTIプロファイルで設定できる設定パラメータを示します。

説明CTI サービスの設定

CTIサーバの接続設定を指定します。CTIサーバ（CTI server）

Cisco Unified Communications Manager サービスの追加
IM and Presenceサービス、ボイスメール、会議、ディレクトリなどのサービスのアドレス、ポー
ト、プロトコル、およびその他の設定を指定する場合に、Cisco Unified Communications Manager
サービスを追加します。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]インターフェイスを開きます。
ステップ 2 [ユーザ管理（User Management）] > [ユーザ設定（User Settings）] > [UCサービス（UC Service）]

を選択します。

[UCサービスの検索と一覧表示（Find and List UC Services）]ウィンドウが開きます。

ステップ 3 [新規追加（Add New）]を選択します。
[UCサービスの設定（UC Service Configuration）]ウィンドウが開きます。

ステップ 4 追加する UCサービスのタイプを選択し、[次へ（Next）]を選択します。
ステップ 5 必要に応じて、UCサービスを設定し、[保存（Save）]を選択します。
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次の作業

UCサービスをサービスプロファイルに追加します。

サービスプロファイルの作成

CiscoUnifiedCommunicationsManagerサービスを追加して設定したら、それらをサービスプロファ
イルに追加します。サービスプロファイルで追加の設定を適用できます。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]インターフェイスを開きます。
ステップ 2 [ユーザ管理（UserManagement）] > [ユーザ設定（UserSettings）] > [サービスプロファイル（Service

Profile）]の順に選択します。
[UCサービスの検索と一覧表示（Find and List UC Services）]ウィンドウが開きます。

ステップ 3 [新規追加（Add New）]を選択します。
[サービスプロファイルの設定（Service Profile Configuration）]ウィンドウが開きます。

ステップ 4 [名前（Name）]フィールドにサービスプロファイルの名前を入力します。
ステップ 5 サービスプロファイルをクラスタのデフォルトにする場合は、[システムデフォルトのサービス

プロファイルに設定（Make this the default service profile for the system）]を選択します。
Cisco Unified Communications Managerリリース 9.xで、インスタントメッセージング機
能だけを使用しているユーザ（IM専用）は、デフォルトサービスプロファイルを使用
する必要があります。このため、IMのみのユーザにサービスプロファイルを適用する
場合は、サービスプロファイルをデフォルトとして設定する必要があります。

（注）

ステップ 6 UCサービスを追加して追加の設定を適用し、[保存（Save）]を選択します。

次の作業

エンドユーザ設定にサービスプロファイルを適用します。

サービスプロファイルの適用

UCサービスを追加してサービスプロファイルを作成したら、ユーザにサービスプロファイルを
適用します。ユーザが Cisco Jabberにサインインしたら、クライアントは Cisco Unified
Communications Managerからそのユーザのサービスプロファイルを取得できます。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]インターフェイスを開きます。
ステップ 2 [ユーザ管理（User Management）] > [エンドユーザ（End User）]を選択します。
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[ユーザの検索と一覧表示（Find and List Users）]ウィンドウが開きます。

ステップ 3 既存のユーザを見つけるために適切な検索条件を入力して、リストからユーザを選択します。

[エンドユーザの設定（End User Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 [サービスの設定（Service Settings）]セクションを探します。
ステップ 5 [UCサービスプロファイル（UC Service Profile）]ドロップダウンリストからユーザに適用する

サービスプロファイルを選択します。

Cisco Unified Communications Managerリリース 9.xのみ：ユーザが IIM and Presenceサー
ビス機能しか使用していない（IM専用）場合は、[デフォルトを使用（Use Default）]を
選択する必要があります。IM専用ユーザの場合は、CiscoUnified CommunicationsManager
リリース 9.xが [UCサービスプロファイル（UC Service Profile）]ドロップダウンリスト
で選択された内容に関係なく、常に、デフォルトサービスプロファイルを適用します。

重要

ステップ 6 必要に応じて、その他の設定を適用し、[保存（Save）]を選択します。

ユーザとデバイスの関連付け

Cisco Unified Communications Managerバージョン 9.xでは、クライアントがユーザのサービスプ
ロファイルを取得しようとすると、最初に、Cisco Unified Communications Managerからデバイス
コンフィギュレーションファイルが取得されます。その後、クライアントはデバイス構成を使用

してユーザに適用されたサービスプロファイルを取得します。

たとえば、Adam McKenzieに CSFAKenziという名前の CSFデバイスをプロビジョニングしたと
します。Adamがサインインすると、クライアントは Cisco Unified Communications Managerから
CSFAKenzi.cnf.xmlを取得します。次に、クライアントは CSFAKenzi.cnf.xmlで次の内容
を検索します。

<userId serviceProfileFile="identifier.cnf.xml">amckenzi</userId>

そのため、 Cisco Unified Communications Managerバージョン 9.xを使用している場合は、クライ
アントがユーザに適用されるサービスプロファイルを正常に取得できることを保証するために、

次の手順を実行する必要があります。

•ユーザとデバイスを関連付けます。

•デバイス構成の [ユーザのオーナー ID（User Owner ID）]フィールドを適切なユーザに設定
します。この値が設定されていない場合、クライアントはデフォルトのサービスプロファイ

ルを取得します。

ユーザごとに別々のサービスプロファイルを使用する場合は、CSFを複数のユーザに関連付
けないようにする必要があります。

（注）

   Cisco Jabber 11.0 展開およびインストレーションガイド
118

クライアントの設定

サービスプロファイルでのパラメータの設定



手順

ステップ 1 ユーザとデバイスを関連付けます。

a) [Unified CMの管理（Unified CM Administration）]インターフェイスを開きます。
b) [ユーザ管理（User Management）] > [エンドユーザ（End User）]を選択します。
c) 適切なユーザを探して選択します。

[エンドユーザの設定（End User Configuration）]ウィンドウが表示されます。
d) [デバイス情報（Device Information）]セクションで [デバイスの割り当て（DeviceAssociation）]
を選択します。

e) 必要に応じて、ユーザとデバイスを関連付けます。
f) [エンドユーザの設定（End User Configuration）]ウィンドウに戻り、[保存（Save）]を選択し
ます。

ステップ 2 デバイス構成で [ユーザのオーナー ID（User Owner ID）]フィールドを設定します。
a) [デバイス（Device）] > [電話（Phone）]の順に選択します。
b) 適切なデバイスを探して選択します。

[電話の設定（Phone Configuration）]ウィンドウが開きます。
c) [デバイス情報（Device Information）]セクションを探します。
d) [ユーザ（User）]を [オーナー（Owner）]フィールドの値として選択します。
e) [オーナーのユーザ ID（Owner User ID）]フィールドから適切なユーザ IDを選択します。
f) [保存（Save）]を選択します。

電話の設定でのパラメータの設定：デスクトップクライアント向け

クライアントは、Cisco Unified Communications Manager上の次の場所から電話の各種設定を取得
できます。

Enterprise Phone Configuration

クラスタ全体に適用されます。

IM and Presenceサービス機能のみを使用しているユーザ（IM専用）
の場合は、[エンタープライズ電話の設定（Enterprise Phone
Configuration）]ウィンドウで電話の設定パラメータを設定する必要が
あります。

（注）

Common Phone Profile Configuration

デバイスのグループに適用され、クラスタの設定よりも優先されます。
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Cisco Unified Client Services Framework (CSF) Phone Configuration

個別の CSFデバイスに適用され、グループの設定よりも優先されます。

電話の設定のパラメータ

次の表は、電話の設定の [プロダクト固有の設定（Product Specific Configuration Layout）]セクショ
ンで設定できる、およびクライアントの設定ファイルからの対応するパラメータをマッピングで

きる設定パラメータを示します。

説明デスクトップクライアントの設定

ビデオ機能を有効または無効にします。

有効（Enabled）（デフォルト）

ユーザはビデオ通話を送受信できます。

無効（Disabled）

ユーザはビデオ通話を送受信できません。

このパラメータは、CSFのデバイス構成
でのみ使用可能です。

制約事項

ビデオコール（Video Calling）

ユーザによる特定のファイルタイプの転送を制限しま

す。

値として、.exeなどのファイル拡張子を設定します。

複数のファイル拡張子を区切るには、セミコロンを使

用します。例：

.exe;.msi;.rar;.zip

ファイル転送でブロックするファイルタ

イプ（File Types to Block in File Transfer）

クライアント初回起動時のユーザの電話タイプを設定

します。初回起動後、ユーザは電話タイプを変更でき

ます。クライアントは、ユーザ設定を保存し、以降の

起動でその設定を使用します。

有効（Enabled）

通話にデスクフォンデバイスを使用します。

無効（Disabled）（デフォルト）

通話にソフトフォン（CSF）デバイスを使用し
ます。

電話制御で自動的に開始（Automatically
Start in Phone Control）
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説明デスクトップクライアントの設定

クライアントアップデート情報を保持するXML定義
ファイルへの URLを指定します。クライアントは、
この URLを使用してWebサーバから XMLファイル
を取得します。

ハイブリッドクラウドベース展開では、自動更新を設

定するために Cisco WebEx管理ツールを使用する必
要があります。

Jabber For Windowsソフトウェアアップ
デートサーバ URL（Jabber For Windows
Software Update Server URL）

ユーザが問題レポートを送信できるようにするカスタ

ムスクリプトの URLを指定します。
問題レポートサーバURL（ProblemReport
Server URL）

電話の設定でのパラメータの設定：モバイルクライアント向け

クライアントは、Cisco Unified Communications Manager上の次の場所から電話の各種設定を取得
できます。

• [Cisco Dual Mode for iPhone（TCT）設定（Cisco Dual Mode for iPhone (TCT) Configuration）]：
個別の TCTデバイスに適用され、グループ設定より優先されます。

• [Cisco Jabber for Tablet（TAB）設定（Cisco Jabber for Tablet (TAB) Configuration）]：個別の
TABデバイスに適用され、グループ設定より優先されます。

電話の設定のパラメータ

次の表は、電話の設定の [プロダクト固有の設定（Product Specific Configuration Layout）]セクショ
ンで設定できる、およびクライアントの設定ファイルからの対応するパラメータをマッピングで

きる設定パラメータを示します。

説明パラメータ

オンデマンド VPNを開始するための URLです。
iOSにのみ適用されま
す。

（注）

オンデマンド VPNの URL（On-Demand
VPN URL）

組織が承認するWi-Fiネットワークの SSID（SSID）
を入力します。SSIDはスラッシュ（/）で区切ります。
入力したWi-Fiネットワークのいずれかに接続されて
いる場合、デバイスはセキュアコネクトに接続しませ

ん。

プリセットWi-Fiネットワーク（Preset
Wi-fi Networks）

デフォルトの着信音を [Normal]または [Loud]に設定
します。

デフォルトの着信音（Default Ringtone）
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説明パラメータ

ビデオ機能を有効または無効にします。

•有効（デフォルト）：ユーザはビデオコールを
送受信できます。

•無効：ユーザはビデオコールを送受信できませ
ん。

ビデオ機能（Video Capabilities）

Dial via Officeを有効または無効にします。

•有効：ユーザはオフィス経由でダイヤルできま
す。

•無効（デフォルト）：ユーザはオフィス経由でダ
イヤルできません。

Dial via Office
TCTおよび BOTデバイスの
み。

（注）

クライアント設定ファイルの作成とホスト
オンプレミス展開とハイブリッドクラウドベース展開では、クライアントコンフィギュレーショ

ンファイルを作成して、それらを Cisco Unified Communications Manager TFTPサービス上でホス
トします。

クラウドベース展開では、Cisco WebEx管理ツールでクライアントを設定します。ただし、オプ
ションで、Cisco WebEx管理ツールで使用できない設定値でクライアントを設定するために TFTP
サーバをセットアップすることができます。

Cisco Jabber for iPhone and iPadと Cisco Jabber for Androidでは、以下をセットアップするためにグ
ローバルコンフィギュレーションファイルを作成する必要があります。

•オンプレミス展開のディレクトリ統合。

•ハイブリッドクラウド展開のボイスメールサービスクレデンシャル。

ほとんどの環境で、Cisco Jabber for Windowsと Cisco Jabber for Macは、サービスに接続するた
めの設定を必要としません。自動更新、問題報告、ユーザポリシーとオプションなどのカス

タムコンテンツが必要な場合にのみ、コンフィギュレーションファイルを作成します。

（注）

はじめる前に

次のコンフィギュレーションファイル要件に注意してください。
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•コンフィギュレーションファイル名は大文字と小文字が区別されます。エラーを回避し、ク
ライアントが TFTPサーバからファイルを取得できるよう、ファイル名には小文字を使用し
てください。

•設定ファイルには、utf-8エンコーディングを使用する必要があります。

•クライアントは、有効なXML構造のない設定ファイルは読み込めません。コンフィギュレー
ションファイルの構造で終了要素をチェックし、その要素が正しくネストされていることを

確認します。

•コンフィギュレーションファイルでは、有効な XML文字エンティティ参照のみが許可され
ます。たとえば、&ではなく &amp;を使用してください。XMLに無効な文字が含まれてい
る場合は、クライアントは設定ファイルを解析できません。

コンフィギュレーションファイルを検証するには、Microsoft Internet Explorerでそのファイ
ルを開きます。

◦ Internet ExplorerにXML構造全体が表示された場合は、コンフィギュレーションファイ
ルが有効です。

◦ Internet Explorerに XML構造の一部しか表示されない場合は、コンフィギュレーション
ファイルに無効な文字またはエンティティが含まれている可能性があります。

手順

目的コマンドまたはアクション

クライアントがコンフィギュレーションファ

イルにアクセスできるようにするためのTFTP
サーバアドレスを指定します。

TFTPサーバアドレスの指定, （
124ページ）

ステップ 1   

展開でユーザ用のクライアントを設定しま

す。

グローバル設定の作成,（126ペー
ジ）

ステップ 2   

ユーザのセットごとに異なる設定を適用しま

す。

グループ設定の作成, （127ペー
ジ）

ステップ 3   

TFTPサーバ上でコンフィギュレーション
ファイルをホストします。

コンフィギュレーションファイル

のホスティング, （128ページ）
ステップ 4   

TFTPサーバを再起動して、クライアントが
コンフィギュレーションファイルにアクセ

スできるようにします。

TFTPサーバの再起動, （128ペー
ジ）

ステップ 5   
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TFTP サーバアドレスの指定
クライアントは、TFTPサーバから設定ファイルを取得します。クライアントを設定する最初のス
テップは、クライアントが設定ファイルにアクセスできるように TFTPサーバのアドレスを指定
することです。

Cisco Jabberが DNSクエリーから _cisco-uds SRVレコードを取得すれば、自動的にユーザ
のホームクラスタを特定できます。その結果、クライアントは Cisco Unified Communications
Manager TFTPサービスを特定することもできます。

_cisco-uds SRVレコードを展開する場合は、TFTPサーバアドレスを指定する必要はあり
ません。

注目

Cisco Unified Presence での TFTP サーバの指定
Cisco Unified Communications Managerリリース 8.xを使用している場合は、Cisco Unified Presence
で TFTPサーバのアドレスを指定するための手順を実行します。Cisco Unified Communications
Managerリリース 9.xを使用している場合は、次の手順を実行する必要がありません。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified Presenceの管理（Cisco Unified Presence Administration）]インターフェイスを開きま
す。

ステップ 2 [アプリケーション（Application）] > [Cisco Jabber] > [設定（Settings）]の順に選択します。
CiscoUnified Presenceのバージョンによっては、このパスが次のようになります。[アプ
リケーション（Application）] > [CiscoUnified Personal Communicator] > [設定（Settings）]。

（注）

[Cisco Jabberの設定（Cisco Jabber Settings）]Cisco Jabber Settingsウィンドウが開きます。

ステップ 3 Cisco Unified Presenceのバージョンによって異なる次のセクションのいずれかで TFTPサーバを指
定するフィールドを探します。

• Cisco Jabberのセキュリティ設定（Cisco Jabber Security Settings）

• CUPCグローバル設定（CUPC Global Settings）

ステップ 4 次のフィールドで、プライマリおよびバックアップの TFTPサーバの IPアドレスを指定します。

•プライマリ TFTPサーバ（Primary TFTP Server）

•バックアップ TFTPサーバ（Backup TFTP Server）

•バックアップ TFTPサーバ（Backup TFTP Server）

ホスト名の代わりに、完全修飾ドメイン名（FQDN）または TFTPサーバの IPアドレス
を入力することを確認します。

（注）
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ステップ 5 [保存（Save）]を選択します。

Cisco Unified Communications Manager IM and Presence サービスの TFTP サーバの指定
Cisco Unified Communications Managerリリース 9.xを使用している場合は、次の手順を実行する必
要がありません。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM IM and Presenceの管理（Cisco Unified CM IM and Presence Administration）]イン
ターフェイスを開きます。

ステップ 2 [アプリケーション（Application）] > [レガシークライアント（LegacyClients）] > [設定（Settings）]
の順に選択します。

[レガシークライアントの設定（Legacy Client Settings）]ウィンドウが開きます。

ステップ 3 [レガシークライアントのセキュリティ設定（Legacy Client Security Settings）]セクションを探し
ます。

ステップ 4 次のフィールドで、プライマリおよびバックアップの TFTPサーバの IPアドレスを指定します。

•プライマリ TFTPサーバ（Primary TFTP Server）

•バックアップ TFTPサーバ（Backup TFTP Server）

•バックアップ TFTPサーバ（Backup TFTP Server）

ステップ 5 [保存（Save）]を選択します。

電話モードでの TFTP サーバの指定
電話モードでクライアントを展開する場合、TFTPサーバのアドレスを次のように指定できます。

•ユーザはクライアントの起動時に、TFTPサーバアドレスを手動で入力します。

• TFTP引数を使用してインストール時に TFTPサーバアドレスを指定します。

• Microsoft Windowsレジストリで TFTPサーバアドレスを指定します。

Cisco WebEx 管理ツールでの TFTP サーバの指定
クライアントが Cisco WebEx Messengerサービスに接続している場合は、Cisco WebEx管理者ツー
ルを使用して TFTPサーバアドレスを指定します。
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手順

ステップ 1 Cisco WebEx管理者ツールを開きます。
ステップ 2 [設定（Configuration）]タブを選択します。
ステップ 3 [追加サービス（Additional Services）]セクションで [Unified Communications]を選択します。

[Unified Communications]ウィンドウが開きます。

ステップ 4 [クラスタ（Clusters）]タブを選択します。
ステップ 5 適切なクラスタをリストから選択します。

[クラスタの編集（Edit Cluster）]ウィンドウが開きます。

ステップ 6 [Cisco Unified Communications Managerサーバの設定（Cisco Unified Communications Manager Server
Settings）]セクションで [サーバの詳細設定（Advanced Server Settings）]を選択します。

ステップ 7 [TFTPサーバ（TFTPServer）]フィールドでプライマリTFTPサーバの IPアドレスを指定します。
ステップ 8 [バックアップサーバ 1（Backup Server #1）]フィールドと [バックアップサーバ 2（Backup Server

#2）]フィールドでバックアップ TFTPサーバの IPアドレスを指定します。
ステップ 9 [保存（Save）]を選択します。

[クラスタの編集（Edit Cluster）]ウィンドウが閉じます。

ステップ 10 [Unified Communications]ウィンドウで [保存（Save）]を選択します。

グローバル設定の作成

クライアントは、ログインシーケンスの間に TFTPサーバからグローバル設定ファイルをダウン
ロードします。展開に含まれるすべてのユーザに対してクライアントを設定します。

はじめる前に

設定ファイルの構造が有効でない場合、クライアントは設定した値を読み取ることができません。

詳細については、この章の XMLサンプルを確認してください。

手順

ステップ 1 任意のテキストエディタで jabber-config.xmlという名前のファイルを作成します。

•ファイル名には小文字を使用してください。

• UTF-8エンコーディングを使用してください。

ステップ 2 jabber-config.xmlで必要な設定パラメータを定義します。

ステップ 3 TFTPサーバ上でグループ設定ファイルをホストします。
環境内に複数のTFTPサーバが存在する場合は、すべてのTFTPサーバのコンフィギュレーション
ファイルが同じであることを確認します。
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グループ設定の作成

グループコンフィギュレーションファイルは、ユーザのサブセットに適用され、Cisco Jabber for
desktop（CSFデバイス）上と Cisco Jabber for mobile devices上でサポートされます。グループ設定
ファイルは、グローバル設定ファイルよりも優先されます。

CSFデバイスでユーザをプロビジョニングする場合は、デバイス設定の [シスコサポートフィー
ルド（Cisco Support Field）]フィールドでグループコンフィギュレーションファイル名を指定し
ます。ユーザが CSFデバイスを所有していない場合は、インストール中に TFTP_FILE_NAME引
数を使用してグループごとに一意のコンフィギュレーションファイル名を設定します。

はじめる前に

• Cisco Unified Communications Manager 8.6を使用している場合は、[シスコサポートフィール
ド（Cisco Support Field）]フィールドが存在しません。Cisco Jabber管理パッケージからファ
イルシステムに ciscocm.addcsfsupportfield.copCOPファイルをダウンロードして、CiscoUnified
Communications Managerに展開します。COPファイルの展開方法については、Cisco Unified
Communications Managerのマニュアルを参照してください。

COPファイルは、[電話の設定（Phone Configuration）]ウィンドウの [デスクトップクライア
ントの設定（Desktop Client Settings）]セクションのCSFデバイスに [シスコサポートフィー
ルド（Cisco Support Field）]フィールドを追加します。

•設定ファイルの構造が有効でない場合、クライアントは設定した値を読み取ることができま
せん。詳細については、この章の XMLサンプルを確認してください。

手順

ステップ 1 任意のテキストエディタを使用して XMLグループ設定ファイルを作成します。
グループ設定ファイルには、適切な名前を指定できます（例：jabber-groupa-config.xml）。

ステップ 2 グループ設定ファイルで必須の設定パラメータを定義します。

ステップ 3 該当する CSFデバイスにグループコンフィギュレーションファイルを追加します。
a) [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]インターフェイスを開きます。
b) [デバイス（Device）] > [電話（Phone）]の順に選択します。
c) グループ設定ファイルを適用する適切な CSFデバイスを検索して選択します。
d) [電話の設定（Phone Configuration）]ウィンドウで、[プロダクト固有の設定（Product Specific

Configuration Layout）] > [デスクトップクライアント設定（Desktop Client Settings）]に移動し
ます。

e) [シスコサポートフィールド（Cisco Support Field）]フィールドに、
configurationfile=group_configuration_file_name.xmlと入力します。たとえ
ば、configurationfile=groupa-config.xmlと入力します。
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TFTPサーバ上でデフォルトディレクトリ以外の場所にあるグループ設定ファイル
をホストする場合は、パスとファイル名を指定する必要があります（例：

configurationfile=/customFolder/groupa-config.xml）。

複数のグループ設定ファイルは追加しないでください。クライアントは [シスコサ
ポートフィールド（Cisco Support Field）] フィールドの最初のグループ設定のみを
使用します。

（注）

f) [保存（Save）]を選択します。

ステップ 4 TFTPサーバ上でグループ設定ファイルをホストします。

コンフィギュレーションファイルのホスティング

設定ファイルは任意の TFTPサーバでホストできます。ただし、デバイスコンフィギュレーショ
ンファイルが存在するCiscoUnifiedCommunicationsManager TFTPサーバでコンフィギュレーショ
ンファイルをホストすることをお勧めします。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Managerで Cisco Unified OSの管理インターフェイスを開きます。
ステップ 2 [ソフトウェアのアップグレード（Software Upgrades）] > [TFTPファイル管理（TFTP File

Management）]を選択します。
ステップ 3 [ファイルのアップロード（Upload File）]を選択します。
ステップ 4 [ファイルのアップロード（Upload File）]セクションで [参照（Browse）]を選択します。
ステップ 5 ファイルシステム上の設定ファイルを選択します。

ステップ 6 [ファイルのアップロード（UploadFile）]セクションの [ディレクトリ（Directory）]テキストボッ
クスに値を指定しないでください。

コンフィギュレーションファイルが TFTPサーバ上のデフォルトディレクトリに存在するように
するため、[ディレクトリ（Directory）]テキストボックスには空の値を残す必要があります。

ステップ 7 [ファイルのアップロード（Upload File）]を選択します。

TFTP サーバの再起動
クライアントが設定ファイルにアクセスできるようにするには、その前に TFTPサーバを再起動
する必要があります。
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手順

ステップ 1 Cisco Unified CommunicationsManagerで Cisco Unified Serviceabilityインターフェイスを開きます。
ステップ 2 [ツール（Tools）] > [コントロールセンターの機能サービス（Control Center - Feature Services）]を

選択します。

ステップ 3 [CMサービス（CM Services）]セクションから [Cisco Tftp]を選択します。
ステップ 4 [リスタート（Restart）]を選択します。

再起動の確認を求めるウィンドウが表示されます。

ステップ 5 [OK]を選択します。
「Cisco Tftpサービスの再起動操作が成功しました（Cisco Tftp Service Restart Operation was
Successful）」というステータスが表示されます。

ステップ 6 [更新（Refresh）]を選択し、Cisco Tftpサービスが正常に起動していることを確認します。

次の作業

設定ファイルが TFTPサーバで使用できることを確認するには、任意のブラウザで設定ファイル
を開きます。通常、http://tftp_server_address:6970/jabber-config.xmlの URLに
あるグローバル設定ファイルにアクセスできます。

設定ファイル

jabber-config.xml設定ファイルの構造、グループ要素、パラメータ、および例については、
『Parameters Reference Guide for Cisco Jabber』を参照してください。

プロキシの設定
クライアントは、プロキシ設定を使用してサービスに接続します。

次の制限は、これらの HTTP要求にプロキシを使用する場合に適用されます。

•プロキシ認証はサポートされていません。

•バイパスリストのワイルドカードはサポートされません。*.example.comではなく
example.comを使用します。

• Webプロキシ自動発見（WPAD）プロトコルルックアップは、iOSデバイスでのみサポート
されます。

• Cisco Jabberは、HTTP CONNECTを使用した HTTP要求に対してプロキシをサポートします
が、HTTPS CONNECTが使用された場合はプロキシをサポートしません。
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Cisco Jabber for Windows のプロキシ設定
インターネットプロパティのローカルエリアネットワーク（LAN）設定での、Windowsのプロキ
シ設定を行います。

手順

ステップ 1 [接続（Connections）]タブを選択し、[LANの設定（LAN Settings）]を選択します。
ステップ 2 次のいずれかのオプションを使用してプロキシを設定します。

•自動設定の場合は、.pacファイルの URLを指定します。

•プロキシサーバの場合は、明示的なプロキシアドレスを指定します。

Cisco Jabber for Mac のプロキシ設定
[システム設定（System Preferences）]でMacのプロキシ設定を行います。

手順

ステップ 1 [システム設定（System Preferences）] > [ネットワーク（Network）]の順に選択します。
ステップ 2 リストからネットワークサービスを選択して、[詳細（Advanced）] > [プロキシ（Proxies）]の順

に選択します。

ステップ 3 次のいずれかのオプションを使用してプロキシを設定します。

•自動設定の場合は、.pacファイルの URLを指定します。

•プロキシサーバの場合は、明示的なプロキシアドレスを指定します。

Cisco Jabber iPhone and iPad のプロキシ設定
iOSデバイスのWi-Fi設定で、次のいずれかの方法でプロキシ設定を構成します。
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手順

ステップ 1 [Wi-Fi] > [HTTPプロキシ（HTTP PROXY）] > [自動（Auto）]の順に選択し、.pacファイルのURL
を自動設定スクリプトとして指定します。

ステップ 2 [Wi-Fi] > [HTTPプロキシ（HTTP PROXY）] > [手動（Manual）]の順に選択し、明示的なプロキシ
アドレスを指定します。

Cisco Jabber for Android のプロキシ設定

手順

AndroidデバイスのWi-Fi設定で、次のいずれかの方法でプロキシ設定を構成します。

• [Wi-Fi] > [ネットワークを変更（ModifyNetwork）] > [詳細オプションを表示（ShowAdvanced
Options）] > [プロキシ設定（Proxy Settings）] > [自動（Auto）]タブで、自動設定スクリプト
として .pacファイルの URLを指定します。

この方法は、AndroidOS5.0以降およびCiscoDXシリーズのデバイスでのみサポー
トされます。

（注）

• [Wi-Fiネットワーク（Wi-Fi Networks）] > [ネットワークを変更（Modify Network）] > [詳細
オプションを表示（Show Advanced Options）] > [プロキシ設定（Proxy Settings）] > [自動
（Auto）]タブで、明示的なプロキシアドレスを指定します。

問題のレポート
適用：Cisco Jabber for Windows

問題レポートをセットアップすると、ユーザはクライアントの使用中に発生した問題の概要を送

信できます。次のように、問題レポートを送信する方法は 2つあります。

•ユーザは、クライアントインターフェイスを使用して問題レポートを直接送信します。

•問題レポートをローカルに保存し、後でアップロードする。

クライアントは、HTTP POSTメソッドを使用して問題レポートを送信します。POST要求を受け
入れるカスタムスクリプトを作成し、設定パラメータとしてHTTPサーバ上のスクリプトのURL
を指定します。ユーザは問題レポートをローカルに保存できるため、ユーザが問題レポートをアッ

プロードできるようにするフォームを含む HTMLページを作成する必要もあります。

はじめる前に

環境の準備を行うには、次の手順を実行します。
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1 HTTPサーバをインストールして設定します。
2 HTTP POST要求を受け入れるカスタムスクリプトを作成します。
3 ユーザが、ローカルに保存されている問題レポートをアップロードできる HTMLページを作
成します。HTMLページには、.ZIPアーカイブとして保存された問題レポートを受け入れ、
カスタムスクリプトを使用して問題レポートを送信するアクションが含まれているフォームが

あります。

次に、問題レポートを受け入れるフォームの例を示します。

<form name="uploadPrt" action="http://server_name.com/scripts/UploadPrt.php" method="post"
enctype="multipart/form-data">
<input type="file" name="zipFileName" id="zipFileName" /><br />
<input type="submit" name="submitBtn" id="submitBtn" value="Upload File" />
</form>

手順

ステップ 1 HTTPサーバ上でカスタムスクリプトをホストします。
ステップ 2 設定ファイルの PrtLogServerUrlパラメータの値としてスクリプトの URLを指定します。

Configure Automatic Updates
Applies to: Cisco Jabber for Windows, Cisco Jabber for Mac

To enable automatic updates, you create an XML file that contains the information for the most recent version,
including the URL of the installation package on the HTTP server. The client retrieves the XML file when
users sign in, resume their computer from sleep mode, or perform a manual update request from the Help
menu.

If you use the CiscoWebExMessenger service for instant messaging and presence capabilities, you should
use the Cisco WebEx Administration Tool to configure automatic updates.

（注）

XML File Structure

XML files for automatic updates have the following structure:
<JabberUpdate>

<App name=”JabberWin”>
<LatestBuildNum>12345</LatestBuildNum>
<LatestVersion>10.5.x</LatestVersion>
<Mandatory>true</Mandatory>
<Message>

<![CDATA[<b>This new version of Cisco Jabber lets you do the
following:</b><ul><li>Feature 1</li><li>Feature 2</li></ul>For
more information click <a target="_blank"
href="http://cisco.com/go/jabber">here</a>.]]>

</Message>
<DownloadURL>http://http_server_name/CiscoJabberSetup.msi</DownloadURL>

</App>
</JabberUpdate>

   Cisco Jabber 11.0 展開およびインストレーションガイド
132

クライアントの設定

Configure Automatic Updates



Example XML File 1

The following is example XML file for automatic updates:
<JabberUpdate>
<App name="JabberWin">
<LatestBuildNum>12345</LatestBuildNum>
<LatestVersion>9.x</LatestVersion>
<Message><![CDATA[<b>This new version of Cisco Jabber lets you do the

following:</b><ul><li>Feature 1</li><li>Feature 2</li></ul>For
more information click <a target="_blank"

href="http://cisco.com/go/jabber">here</a>.]]></Message>
<DownloadURL>http://http_server_name/CiscoJabberSetup.msi</DownloadURL>

</App>
</JabberUpdate>

Example XML File 2

The following is an example XML file for automatic updates for both Cisco Jabber for Windows and
Cisco Jabber for Mac:
<JabberUpdate>
<App name="JabberMac">
<LatestBuildNum>12345</LatestBuildNum>
<LatestVersion>9.6.1</LatestVersion>
<Message><![CDATA[<b>This new version of Cisco Jabber lets you do the

following:</b><ul><li>Feature 1</li><li>Feature 2</li>
</ul>For more information click <a target="_blank"

href="http://cisco.com/go/jabber">here</a>.]]>
</Message>

<DownloadURL>http://http_server_name/Cisco-Jabber-Mac-9.6.1-12345-MrbCdd.zip</DownloadURL>

</App>
<App name="JabberWin">
<LatestBuildNum>12345</LatestBuildNum>
<LatestVersion>9.0</LatestVersion>
<Message><![CDATA[<b>This new version of Cisco Jabber lets you do the

following:</b><ul><li>Feature 1</li><li>Feature 2
</li></ul>For more information click <a target="_blank"

href="http://cisco.com/go/jabber">here</a>.]]>
</Message>
<DownloadURL>http://http_server_name/CiscoJabberSetup.msi
</DownloadURL>

</App>
</JabberUpdate>

はじめる前に

• Install and configure an HTTP server to host the XML file and installation package.

• Ensure users have permission to install software updates on their workstations.

Microsoft Windows stops update installations if users do not have administrative rights on their
workstations. You must be logged in with administrative rights to complete installation.

手順

ステップ 1 Host the update installation program on your HTTP server.

ステップ 2 Create an update XML file with any text editor.

ステップ 3 Specify values in the XML as follows:
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name—Specify the following ID as the value of the name attribute for the App element:•

• JabberWin—The update applies to Cisco Jabber for Windows.

• JabberMac—The update applies to Cisco Jabber for Mac.

• LatestBuildNum—Build number of the update.

• LatestVersion—Version number of the update.

• Mandatory—(Windows clients only) True or False. Determines whether users must upgrade their
client version when prompted.

• Message—HTML in the following format:

<![CDATA[your_html]]>

• DownloadURL—URL of the installation package on your HTTP server.

For Cisco Jabber for Mac the URL file must be in the following format:
Cisco-Jabber-Mac-version-size-dsaSignature.zip

ステップ 4 Save and close your update XML file.

ステップ 5 Host your update XML file on your HTTP server.

ステップ 6 Specify the URL of your update XML file as the value of the UpdateUrl parameter in your configuration file.

カスタム埋め込みタブ
適用：Cisco Jabber for Windowsと Cisco Jabber for Mac

カスタム埋め込みタブは、クライアントインターフェイスで HTMLコンテンツを表示します。
Cisco Jabberのカスタム埋め込みタブ定義を作成する方法について説明します。

カスタム埋め込みタブの定義

カスタム組み込みタブは jabber-config.xmlファイルを使用してしか設定できません。次の
XMLスニペットに、カスタムタブ定義の構造を示します。
<jabber-plugin-config>
<browser-plugin>
<page refresh="" preload="">
<tooltip></tooltip>
<icon></icon>
<url></url>
</page>
</browser-plugin>
</jabber-plugin-config>

次の表は、カスタム埋め込みタブ定義のパラメータについて説明します。
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説明パラメータ

カスタム埋め込みタブのすべての定義が含まれます。

値にはすべてのカスタムタブ定義が含まれます。

browser-plugin

カスタム埋め込みタブの 1つの定義が含まれます。page

コンテンツが更新されるタイミングを制御します。

• true：ユーザがタブを選択するたびに、コンテンツが更新されま
す。

• false（デフォルト）：ユーザがクライアントを再起動するか、ま
たはサインインしたときに、コンテンツが更新されます。

このパラメータはオプションであり、ページ要素の属性です。

refresh

コンテンツがロードされるタイミングを制御します。

• true：クライアントの起動時にコンテンツがロードされます。

• false（デフォルト）：ユーザがタブを選択したときにコンテンツ
がロードされます。

このパラメータはオプションであり、ページ要素の属性です。

preload

カスタム埋め込みタブのマウスオーバーテキストを定義します。

このパラメータはオプションです。マウスオーバーテキストを指定

しない場合、クライアントは Custom tabを使用します。

値は Unicode文字の文字列です。

tooltip

タブのアイコンを指定します。次のように、ローカルアイコンまたは

ホステッドアイコンを指定できます。

•ローカルのアイコン：次のように URLを指定します。
file://file_path/icon_name

•ホステッドアイコン：次のように URLを指定します。
http://path/icon_name

Microsoft Internet Explorerでレンダリング可能であれば、.JPG、.PNG、
および .GIF形式を含むどのアイコンでも使用できます。

このパラメータはオプションです。アイコンが指定されていない場

合、クライアントはHTMLページからお気に入りアイコンをロードし
ます。お気に入りアイコンが使用できない場合、クライアントはデ

フォルトのアイコンをロードします。

icon
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説明パラメータ

埋め込みタブのコンテンツが格納される URLを指定します。

クライアントは Internet Explorerのレンダリングエンジンを使用して
埋め込みタブのコンテンツを表示します。したがって、InternetExplorer
がサポートするコンテンツであれば、どのコンテンツでも指定できま

す。

クライアントは Internet Explorerバージョン 9以前をサポー
トします。ワークステーションに Internet Explorerバージョ
ン 9より後のバージョンがインストールされている場合、
クライアントはバージョン 9モードで Internet Explorerを使
用します。

（注）

このパラメータは必須です。

url

ユーザのカスタムタブ

ユーザはクライアントユーザインターフェイスを介して独自のカスタム埋め込みタブを作成でき

ます。

ユーザによるカスタム埋め込みタブの作成を有効にする必要があります。次のようにして、設定

ファイルの AllowUserCustomTabsパラメータの値に trueを設定します。
<Options>
<AllowUserCustomTabs>true</AllowUserCustomTabs>

</Options>

ユーザのカスタム組み込みタブは、デフォルトで trueに設定されます。（注）

カスタムアイコン

最適な結果を得るには、カスタムアイコンは次のガイドラインに準拠する必要があります。

•寸法：20 X 20ピクセル

•透明な背景

• PNGファイル形式

カスタムタブからのチャットとコール

プロトコルハンドラを使用し、カスタム埋め込みタブからチャットやコールを開始できます。

チャットを開始するには、XMPP:または IM:プロトコルハンドラを使用します。
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音声通話やビデオ通話を開始するには、TEL:プロトコルハンドラを使用します。

関連トピック

プロトコルハンドラ, （289ページ）

UserID トークン
${UserID}トークンを urlパラメータの値の一部として指定できます。ユーザがサインインする
と、クライアントにより、${UserID}トークンがログインしたユーザのユーザ名に置き換えられ
ます。

また、クエリー文字列に ${UserID}トークンを指定することもできます（例：
www.cisco.com/mywebapp.op?url=${UserID}）。

ヒント

次の例は、${UserID}トークンの使用方法を示しています。

1 カスタム埋め込みタブで次の内容を指定します。

<url>www.cisco.com/${UserID}/profile</url>

2 Mary Smithがサインインします。Maryのユーザ名は msmithです。

3 クライアントにより、${UserID}トークンが次のようにMaryのユーザ名に置き換えられま
す。

<url>www.cisco.com/msmith/profile</url>

JavaScript 通知
カスタム埋め込みタブに JavaScript通知を実装できます。ここでは、JavaScript通知用にクライア
ントが提供するメソッドについて説明します。また、通知のテストに使用できる JavaScriptフォー
ムの例についても説明します。非同期サーバコールに対する JavaScript通知の実装方法と他のカ
スタム実装に関する説明は、このマニュアルでは取り扱いません。詳細については、該当する

JavaScriptのマニュアルを参照してください。

通知メソッド

クライアントには、JavaScript通知の次のメソッドを提供するインターフェイスが含まれていま
す。

• SetNotificationBadge：クライアントから JavaScriptでこのメソッドを呼び出します。このメ
ソッドの文字列の値は、次のいずれかになります。

•空：空の値にすると、既存の通知バッジすべてが削除されます。

• 1～ 999の数字

• 2桁の英数字の組み合わせ（例：A1）
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• onPageSelected()：ユーザがカスタム組み込みタブを選択すると、クライアントはこのメソッ
ドを呼び出します。

• onPageDeselected()：ユーザが別のタブを選択すると、クライアントはこのメソッドを呼び出
します。

• onHubResized()：ユーザがクライアントハブウィンドウをサイズ変更または移動すると、ク
ライアントはこのメソッドを呼び出します。

• onHubActivated()：クライアントハブウィンドウがアクティブになると、クライアントはこ
のメソッドを呼び出します。

• onHubDeActivated()：クライアントハブウィンドウが非アクティブになると、クライアント
はこのメソッドを呼び出します。

カスタムタブでのプレゼンスの登録

次の JavaScript関数を使用して、連絡先のプレゼンスを登録し、クライアントからプレゼンスの更
新情報を受信することができます。

• SubscribePresence()：このメソッドにユーザの IMアドレスを使用してストリング値を指定し
ます。

• OnPresenceStateChanged：このメソッドを使用すると、ユーザは連絡先のプレゼンスに関して
クライアントから更新情報を取得できます。文字列として次の値のいずれか 1つを指定でき
ます。

• IMアドレス

•基本プレゼンス（Available（対応可）、Away（不在）、Offline（オフライン）、DoNot
Disturb（着信拒否））

•高度なプレゼンス（会議中、コール中、カスタムプレゼンス状態）

連絡先リストに含まれていない人物のプレゼンスを登録すると（一時プレゼンス登録）、その

登録は 68分後に期限切れになります。登録が期限切れになった後、プレゼンスの更新情報を
受信し続けるには、その人物のプレゼンスを再登録する必要があります。

（注）

Custom タブでのロケール情報の取得

次の JavaScript関数を使用すると、連絡先の現在のロケール情報をクライアントから取得できま
す。

• GetUserLocale()：このメソッドを使用して、クライアントにロケール情報を要求できます。

• OnLocaleInfoAvailable：このメソッドを使用して、クライアントからロケール情報を取得で
きます。クライアントのロケール情報を含む文字列値を使用できます。
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JavaScript の例

次のコードは、1～ 999の数字を入力できるフォームを JavaScriptを使用して表示する、HTML
ページの例を示しています。
<html>

<head>
<script type="text/javascript">

function OnPresenceStateChanged(jid, basicPresence,
localizedPresence)

{
var cell = document.getElementById(jid);
cell.innerText = basicPresence.concat(",

",localizedPresence);
}

function GetUserLocale()
{

window.external.GetUserLocale();
}

function SubscribePresence()
{

window.external.SubscribePresence('johndoe@example.com');
}

function OnLocaleInfoAvailable(currentLocale)
{

var cell = document.getElementById("JabberLocale");

cell.innerText = currentLocale;
}

function onHubActivated()
{

var cell = document.getElementById("hubActive");
cell.innerText = "TRUE";

}

function onHubDeActivated()
{

var cell = document.getElementById("hubActive");
cell.innerText = "FALSE";

}

function onHubResized()
{

alert("Hub Resized or Moved");
}

function OnLoadMethods()
{

SubscribePresence();
GetUserLocale();

}
</script>

</head>

<body onload="OnLoadMethods()">
<table>

<tr>
<td>John Doe</td>
<td id="johndoe@example.com">unknown</td>

</tr>
</table>
<table>

<tr>
<td>Jabber Locale: </td>
<td id="JabberLocale">Null</td>

</tr>
<tr>
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<td>Hub Activated: </td>
<td id="hubActive">---</td>

</tr>
</table>

</body>

</html>

この例の JavaScriptフォームをテストするには、前述の例を HTMLページにコピーしてから、そ
のページをカスタム埋め込みタブとして指定します。

カスタムタブでのコールイベントの表示

カスタムタブでコールイベントを表示するために次の JavaScript関数を使用できます。

OnTelephonyConversationStateChanged：テレフォニーサービスの APIは、クライアントがカスタ
ム埋め込みタブでコールイベントを表示できるようにします。カスタムタブに

OnTelephonyConversationStateChanged JavaScript関数を実装できます。クライアントはテ
レフォニーのカンバセーションの状態が変化するたびに、この関数を呼び出します。この関数は、

クライアントがコールイベントを取得するために解析する JSON文字列を受け入れます。

次のスニペットは、コールイベントを保持する JSONを示します。
{

"conversationId": string,
"acceptanceState": "Pending" | "Accepted| | "Rejected",
"state": "Started" | "Ending" | "Ended",
"callType": "Missed" | "Placed" | "Received" | "Passive" | "Unknown",
"remoteParticipants": [{participant1}, {participant2}, …, {participantN}],
"localParticipant": {
}

}

JSONの各参加者オブジェクトには、次のプロパティを含めることができます。
{

"voiceMediaDisplayName": "<displayName>",
"voiceMediaNumber": "<phoneNumber>",
"translatedNumber": "<phoneNumber>",
"voiceMediaPhoneType": "Business" | "Home" | "Mobile" | "Other" | "Unknown",
"voiceMediaState": "Active" | "Inactive" | "Pending" | "Passive" | "Unknown",

}

次に、この関数のカスタム埋め込みタブでの実装例を示します。この例では、stateと
acceptanceStateプロパティの値を取得し、これらの値をカスタムタブに表示します。

function OnTelephonyConversationStateChanged(json) {
console.log("OnTelephonyConversationStateChanged");
try {
var conversation = JSON.parse(json);
console.log("conversation id=" + conversation.conversationId);
console.log("conversation state=" + conversation.state);
console.log("conversation acceptanceState=" + conversation.acceptanceState);
console.log("conversation callType=" + conversation.callType);

}
catch(e) {
console.log("cannot parse conversation:" + e.message);

}
}

次に、この関数の考えられるすべてのフィールドでの実装例を示します。

function OnTelephonyConversationStateChanged(json) {
console.log("OnTelephonyConversationStateChanged");
try {
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var conversation = JSON.parse(json);
console.log("conversation state=" + conversation.state);
console.log("conversation acceptanceState=" + conversation.acceptanceState);
console.log("conversation callType=" + conversation.callType);
for (var i=0; i<conversation.remoteParticipants.length; i++) {
console.log("conversation remoteParticipants[" + i + "]=");
console.log("voiceMediaDisplayName=" +

conversation.remoteParticipants[i].voiceMediaDisplayName);
console.log("voiceMediaNumber=" +

conversation.remoteParticipants[i].voiceMediaNumber);
console.log("translatedNumber=" +

conversation.remoteParticipants[i].translatedNumber);
console.log("voiceMediaPhoneType=" +

conversation.remoteParticipants[i].voiceMediaPhoneType);
console.log("voiceMediaState=" +

conversation.remoteParticipants[i].voiceMediaState);
}
console.log("conversation localParticipant=");
console.log(" voiceMediaDisplayName=" +

conversation.localParticipant.voiceMediaDisplayName);
console.log(" voiceMediaNumber=" + conversation.localParticipant.voiceMediaNumber);

console.log(" translatedNumber=" + conversation.localParticipant.translatedNumber);

console.log(" voiceMediaPhoneType=" +
conversation.localParticipant.voiceMediaPhoneType);

console.log(" voiceMediaState=" + conversation.localParticipant.voiceMediaState);
}
catch(e) {
console.log("cannot parse conversation:" + e.message);

}
}

カスタム埋め込みタブの例

次に、1つの埋め込みタブを含む設定ファイルの例を示します。
<?xml version="1.0" encoding="utf-8"?>
<config version="1.0">
<Client>
<jabber-plugin-config>
<browser-plugin>
<page refresh ="true" preload="true">
<tooltip>Cisco</tooltip>
<icon>http://www.cisco.com/web/fw/i/logo.gif</icon>
<url>www.cisco.com</url>
</page>
</browser-plugin>
</jabber-plugin-config>
</Client>
</config>
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第 12 章

ディレクトリソースとの統合

• オンプレミス展開用のディレクトリソースとの統合, 143 ページ

• 連絡先ソースの設定, 143 ページ

• フェデレーション, 151 ページ

• ディレクトリ統合のためのクライアント設定, 153 ページ

オンプレミス展開用のディレクトリソースとの統合

はじめる前に

オンプレミス展開用のディレクトリ統合の設定, （7ページ）。

手順

目的コマンドまたはアクション

連絡先ソースの設定, （143ページ）ステップ 1   

ディレクトリ統合のためのクライアント設定, （153ペー
ジ）

ステップ 2   

連絡先ソースの設定
クライアントは、ユーザを検索したり、連絡先解決をサポートしたりするために連絡先ソースを

必要とします。

拡張ディレクトリ統合（EDI）、基本ディレクトリ統合（BDI）、およびCiscoUnifiedcommunications
Manager User Data Service（UDS）を連絡先ソースとして設定できます。
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手順

目的コマンドまたはアクション

EDIは、LDAPベースの連絡先ソースで、
Cisco Jabber forWindowsで使用されるデフォ
ルト連絡先ソースです。

EDIを連絡先ソースとして設定するに
は、ドメイン名の検索,（144ページ）と
ディレクトリサーバの検出, （145ペー
ジ）を参照してください。

ステップ 1   

BDIは、LDAPベースの連絡先ソースで、
Mac、iOS、およびAndroid用のCisco Jabber

BDIを連絡先ソースとして設定するに
は、連絡先ソースを使用した認証,（145
ページ）を参照してください。

ステップ 2   

クライアントで使用されるデフォルト連絡

先ソースです。

Cisco Unified Communications Manager UDS
は、CiscoUnified CommunicationsManagerの

UDSを連絡先ソースとして設定するに
は、次を参照してください。UDSとの統

ステップ 3   

連絡先ソースであり、すべてのCisco Jabber合の有効化, （149ページ）およびUDS
クライアントの連絡先ソースとして使用でサービスパラメータの設定, （150ペー

ジ） きます。UDSは、Expressway Mobile and
RemoteAccessに使用される連絡先ソースで
す。

拡張ディレクトリ統合

拡張ディレクトリ統合（EDI）は、ネイティブのMicrosoft Windows APIを使用してディレクトリ
サービスから連絡先データを取得します。

ドメイン名の検索

Cisco jabber for Windowsは、クライアントワークステーション上の USERDNSDOMAIN環境変数か
ら完全修飾 DNSドメインを取得します。

クライアントが DNSドメインを取得したら、ドメインネームサーバを見つけて SRVレコードを
取得できます。

場合によっては、USERDNSDOMAIN環境変数の値は、フォレスト全体のドメインに対応するDNS
ドメインに解決されません。たとえば、組織がサブドメインまたはリソースドメインを使用して

いるとします。この場合、USERDNSDOMAIN環境変数は、親ドメインではなく子ドメインに解決
されます。このため、クライアントは組織のすべてのユーザの情報にアクセスできません。

USERDNSDOMAIN環境変数が子ドメインに解決される場合は、次のいずれかのオプションを使用
して、Cisco jabber for Windowsが親ドメイン内のサービスに接続できるようにします。

•グローバルカタログまたは LDAPディレクトリサーバが組織内のすべてのユーザにアクセ
スできることを確認します。
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• Cisco jabber for Windowsがグローバルカタログまたは LDAPディレクトリサーバを要求した
ときに、組織内のすべてのユーザにアクセス可能なサーバにクライアントをルーティングす

るように、DNSサーバを設定します。

•親ドメインの FQDNを使用するように Cisco jabber for Windowsを設定します。

次のように、クライアント設定で PrimaryServerNameパラメータの値として親ドメインの
FQDNを指定します。
<PrimaryServerName>parent-domain-fqdn</PrimaryServerName>

関連トピック

Configuring DNS for the Forest Root Domain
Assigning the Forest Root Domain Name
Deploying a GlobalNames Zone
Support for DNS Namespace planning in Microsoft server products

ディレクトリサーバの検出

Cisco Jabberは、次の場合にディレクトリサーバを自動的に検出して接続できます。

• Cisco JabberがインストールされたワークステーションがMicrosoft Windowsドメイン内に存
在する場合。

•クライアントが DNS SRVレコードからディレクトリサーバのアドレスを取得できる場合。

SRV レコードディレクトリサーバ

_gc._msdcs._tcp.domain.comグローバルカタログ

_ldap._msdcs._tcp.domain.comドメインコントローラ

LDAPベースのディレクトリ
サーバ

基本ディレクトリ統合

BDIは、LDAPベースの連絡先ソースで、Mac、iOS、およびAndroid用のCisco Jabberクライアン
トで使用されるデフォルト連絡先ソースです。

連絡先ソースを使用した認証

BDIでは、ユーザが連絡先を解決するためにディレクトリソースで認証を受ける必要がありま
す。優先度順に連絡先ソースと認証するには、次の方法を使用できます。

• Cisco Unified Presenceまたは Cisco Unified Communications Managerでクレデンシャルを指定
する：サーバ上のプロファイルでクレデンシャルを指定します。その後、クライアントは
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ディレクトリの認証を受けるためにサーバからクレデンシャルを取得できます。この方法

は、クレデンシャルを保存および送信する最も安全なオプションです。

•クライアントコンフィギュレーションファイルで共通のクレデンシャルを設定する：クラ
イアントコンフィギュレーションファイルで共有されているユーザ名とパスワードを指定

します。その後、クライアントはディレクトリサーバで認証を受けます。

クライアントは、これらのクレデンシャルをプレーンテキストとして転送し

て保存します。

読み取り専用権限を持っているアカウントの既知のまたは公開されているク

レデンシャルのセットを使用します。

重要

•匿名バインドを使用する：匿名バインドを使用してディレクトリソースに接続するようにク
ライアントを設定します。

Cisco Unified Presence での LDAP ディレクトリ設定の指定

ご使用の環境に Cisco Unified Presenceリリース 8.xが含まれている場合は、LDAPプロファイルで
ディレクトリ設定を指定できます。その後、クライアントはディレクトリソースの認証を受ける

ためにサーバからディレクトリ設定を取得できます。

次の手順を完了して認証クレデンシャルを含む LDAPプロファイルを作成し、そのプロファイル
をユーザに割り当てます。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified Presenceの管理（Cisco Unified Presence Administration）]インターフェイスを開きま
す。

ステップ 2 [アプリケーション（Application）] > [Cisco Unified Personal Communicator] > [LDAPプロファイル
（LDAP Profile）]を選択します。

ステップ 3 [新規追加（Add New）]を選択します。
ステップ 4 プロファイルの名前とオプションの説明を指定します。

ステップ 5 LDAPサーバに対してクエリーを実行する権限を持つユーザ IDの識別名を指定します。Cisco
Unified Presenceは、LDAPサーバとの認証されたバインディングにこの名前を使用します。

ステップ 6 クライアントが LDAPサーバで認証を受けるために使用可能なパスワードを指定します。
ステップ 7 [プロファイルにユーザを追加（Add Users to Profile）]を選択し、対象ユーザをプロファイルに追

加します。

ステップ 8 [保存（Save）]を選択します。

次の作業

クライアント設定ファイルで追加 BDI情報を指定します。
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Cisco Unified Communications Manager での LDAP ディレクトリ設定の指定

環境に Cisco Unified Communications Managerリリース 9.x以降が含まれている場合は、ディレク
トリサービスの追加時にクレデンシャルを指定できます。その後、クライアントはディレクトリ

ソースの認証を受けるためにサーバから設定を取得できます。

ディレクトリサービスを追加する手順を完了し、サービスプロファイルにディレクトリサービ

スを適用し、ディレクトリサービスの LDAP認証設定を指定します。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]インターフェイスを開きます。

ステップ 2 [ユーザ管理（User Management）] > [ユーザ設定（User Settings）] > [UCサービス（UC Service）]
を選択します。

[UCサービスの検索と一覧表示（Find and List UC Services）]ウィンドウが開きます。
ステップ 3 [新規追加（Add New）]を選択します。

[UCサービスの設定（UC Service Configuration）]ウィンドウが開きます。
ステップ 4 [UCサービスの追加（Add aUCService）]セクションで、[UCサービスタイプ（UCService Type）]

ドロップダウンリストから [ディレクトリ（Directory）]を選択します。
ステップ 5 [次へ（Next）]を選択します。
ステップ 6 ディレクトリサービスの詳細を入力します。

• [製品タイプ（Product Type）]：[ディレクトリ（Directory）]を選択します。

• [名前（Name）]：ディレクトリサービスの一意の名前を入力します。

• [ホスト名/IPアドレス（Hostname/IP Address）]：ディレクトリサーバのホスト名、IPアドレ
ス、または FQDNを入力します。

• [プロトコルタイプ（Protocol Type）]：ドロップダウンリストから、以下を選択します。

• Cisco Jabber for Windowsの場合は [TCP]または [UDP]

• Cisco Jabber for iPhone（または iPad）の場合は [TCP]または [TLS]

• Cisco Jabber for Androidの場合は [TCP]または [TLS]

• [製品タイプ（Product Type）]：[ディレクトリ（Directory）]を選択します。

• [名前（Name）]：ディレクトリサービスの一意の名前を入力します。

• [ホスト名/IPアドレス（Hostname/IP Address）]：ディレクトリサーバのホスト名、IPアドレ
ス、または FQDNを入力します。

• [プロトコルタイプ（Protocol Type）]：ドロップダウンリストから、以下を選択します。

• TLSを使用して Cisco Jabberをディレクトリに接続する場合は、[TLS]。

• TCPを使用して Cisco Jabberをディレクトリに接続する場合は、[TCP]。

Cisco Jabber 11.0 展開およびインストレーションガイド
147

ディレクトリソースとの統合

基本ディレクトリ統合



ステップ 7 [保存（Save）]を選択します。
ステップ 8 サービスプロファイルにディレクトリサービスを次のように追加します。

a) [ユーザ管理（User Management）] > [ユーザ設定（User Settings）] > [サービスプロファイル
（Service Profile）]の順に選択します。
[サービスプロファイルの検索と一覧表示（Find and List Service Profiles）]ウィンドウが開きま
す。

b) 目的のサービスプロファイルを検索し、それを選択します。
[サービスプロファイルの設定（Service Profile Configuration）]ウィンドウが開きます。

c) [ディレクトリプロファイル（Directory Profile）]セクションで、[プライマリ（Primary）]、[セ
カンダリ（Secondary）]、および [ターシャリ（Tertiary）]の各ドロップダウンリストから、最
大 3つのサービスを選択します。

d) 次のフィールドで、クライアントが LDAPサーバで認証を受ける場合に使用する [ユーザ名
（Username）]と [パスワード（Password）]を指定します。

e) [保存（Save）]を選択します。

クライアントの設定でのクレデンシャルの設定

次のパラメータを使用してクライアントの設定でクレデンシャルを設定できます。

• BDIConnectionUsername

• BDIConnectionPassword

クライアントは、これらのクレデンシャルをプレーンテキストとして転送して保存します。

読み取り専用権限を持っているアカウントの既知のまたは公開されているクレデンシャルの

セットを使用します。

重要

設定例を次に示します。

<Directory>
<BDIConnectionUsername>admin@example.com</BDIConnectionUsername>
<BDIConnectionPassword>password</BDIConnectionPassword>

</Directory>

匿名バインドの使用

匿名バインドを使用するには、クライアントの設定ファイルで次のパラメータを設定します。

値パラメータ

IPアドレス

FQDN

BDIPrimaryServerName
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値パラメータ

TrueBDIEnableTLS

ディレクトリツリーで検索可能な組織単位

（OU）
BDISearchBase1

ディレクトリサービスが使用するオブジェクト

クラス（inetOrgPersonなど）
BDIBaseFilter

UIDまたは他の検索フィルタ

検索フィルタはオプションです。

BDIPredictiveSearchFilter

設定例を次に示します。

<Directory>
<BDIPrimaryServerName>11.22.33.456</BDIPrimaryServerName>
<BDIEnableTLS>True</BDIEnableTLS>
<BDISearchBase1>ou=people,dc=cisco,dc=com</BDISearchBase1>
<BDIBaseFilter>(&amp;(objectClass=inetOrgPerson)</BDIBaseFilter>
<BDIPredictiveSearchFilter>uid</BDIPredictiveSearchFilter>

</Directory>

Cisco Unified Communications Manager User Data Service
UserData Service（UDS）は、連絡先解決を提供するCiscoUnifiedCommunicationsManagerのREST
インターフェイスです。

UDS との統合の有効化
UDSとの統合を有効にするには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Managerでディレクトリソースを作成します。
ステップ 2 Cisco Unified Communications Managerに連絡先データを同期させます。

同期後は、連絡先データが Cisco Unified Communications Managerに存在します。

ステップ 3 手動接続では、Cisco Unified Communications Managerサーバの IPアドレスを指定して、クライア
ントが確実にサーバを検出できるようにします。

次に、Cisco Unified Communications Managerサーバの設定例を示します。
<UdsServer>11.22.33.444</UdsServer>

ステップ 4 クライアントを設定して、UDSで連絡先写真を取得します。
次に、連絡先写真の取得の設定例を示します。
<UdsPhotoUriWithToken>http://server_name.domain/%%uid%%.jpg</UdsPhotoUriWithToken>
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UDS サービスパラメータの設定
Cisco Unified Communications Managerで UDSのサービスパラメータを設定できます。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]インターフェイスを開きます。

ステップ 2 [システム（System）] > [エンタープライズパラメータ（Enterprise Parameters）]の順に選択しま
す。

[エンタープライズパラメータ設定（Enterprise ParametersConfiguration）]ウィンドウが開きます。

ステップ 3 [ユーザデータサービスパラメータ（User Data Service Parameters）]セクションを探します。

UDS サービスパラメータ

UDSを設定するための次のサービスパラメータの値を設定します。

説明パラメータ

ディレクトリ内の全ユーザの検索を許可します

（姓、名、またはディレクトリ番号を指定しな

い検索）

デフォルト値は trueです。

Enable All User Search

クエリーで返すユーザの数を制限します。

デフォルト値は 64です。

User Search Limit

ユーザが電話番号を検索するときに照合する桁

数を指定します。

PSTN番号を解決するには、PSTN番
号の桁数に等しい値を設定します。

たとえば、PSTN番号が 10桁の場合
は、値を 10に設定します。

ヒント

Number of Digits to Match

複数のクラスタでの連絡先の解決

複数の Cisco Unified Communications Managerクラスタを使用した連絡先解決では、社内ディレク
トリ上のすべてのユーザを各クラスタに同期させます。該当するクラスタでそのようなユーザの

サブセットをプロビジョニングします。
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たとえば、組織のユーザが 40,000人とします。20,000人のユーザが北米にいます。20,000人の
ユーザがヨーロッパにいます。組織は、拠点ごとに次の Cisco Unified Communications Managerク
ラスタを配置しています。

• cucm-cluster-na（北米）

• cucm-cluster-eu（ヨーロッパ）

この例では、40,000人のユーザすべてを両方のクラスタに同期させます。北米の 20,000人のユー
ザを cucm-cluster-naに、ヨーロッパの 20,000人のユーザを cucm-cluster-euにプロビ
ジョニングします。

ヨーロッパのユーザが北米のユーザに発信すると、Cisco Jabberが cucm-cluster-naからヨー
ロッパのユーザの連絡先詳細を取得します。

北米のユーザがヨーロッパのユーザに発信すると、Cisco Jabberが cucm-cluster-euから北米
のユーザの連絡先詳細を取得します。

フェデレーション
フェデレーションを使用すれば、Cisco Jabberユーザは、別のシステム上でプロビジョニングされ
たユーザや Cisco Jabber以外のクライアントアプリケーションを使用しているユーザと通信でき
ます。

BDI または EDI のイントラドメインフェデレーションの設定
プレゼンスサーバでのイントラドメインフェデレーションの設定に加えて、Cisco Jabberコンフィ
ギュレーションファイルでいくつかの設定が必要になる場合があります。

連絡先の検索時に連絡先を解決したり、ディレクトリから連絡先情報を取得したりするには、Cisco
Jabberで各ユーザの連絡先 IDが必要です。Cisco Unified Communications Manager IM & Presence
サーバでは、特定の形式を使用して連絡先情報を解決しますが、この形式は、Microsoft Office
Communications ServerやMicrosoft Live Communications Serverなどの他のプレゼンスサーバの形式
と常に一致するわけではありません。

イントラドメインフェデレーションの設定に使用されるパラメータは、拡張ディレクトリ統合

（EDI）と基本ディレクトリ統合（BDI）のどちらを使用するかによって異なります。EDIは、ネ
イティブなMicrosoftWindowsAPIを使用してディレクトリサービスから連絡先データを取得し、
Cisco Jabber for Windowsでのみ使用されます。BDIの場合は、クライアントがディレクトリサー
ビスから連絡先データを取得し、Cisco Jabber forMac、Cisco Jabber for Android、およびCisco Jabber
for iPhone and iPadで使用されます。

手順

ステップ 1 関連パラメータの値を trueに設定します。

• BDIの場合：BDIUseSipUriToResolveContacts
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• EDIの場合：UseSIPURIToResolveContacts

ステップ 2 クライアントが連絡先情報を取得するために使用する Cisco Jabber連絡先 IDを含む属性を指定し
ます。デフォルト値は msRTCSIP-PrimaryUserAddressです。関連パラメータで別の属性を
指定することもできます。

• BDIの場合：BDISipUri

• EDIの場合：SipUri

イントラドメインフェデレーションを展開して、クライアントがファイアウォールの

外側から Expressway for Mobile and Remote Accessに接続しているときは、次のいずれか
の形式が連絡先 IDに使用されている場合にのみ連絡先検索がサポートされます。

（注）

• sAMAccountName@domain

• UserPrincipleName(UPN)@domain

• EmailAddress@domain

• employeeNumber@domain

• phoneNumber@domain

ステップ 3 UriPrefixパラメータで、関連する SipUriパラメータ内の連絡先 IDの前に付けるプレフィックス
テキストを指定します。

例：

たとえば、SipUriの値としてmsRTCSIP-PrimaryUserAddressを指定します。ディレクトリに
おける各ユーザの msRTCSIP-PrimaryUserAddressの値は、sip:username@domainの形式
になります。

• BDIの場合：BDIUriPrefix

• EDIの場合：UriPrefix

次の XMLスニペットは、BDI用の最終的な設定例を示しています。
<Directory>
<BDIUseSIPURIToResolveContacts>true</BDIUseSIPURIToResolveContacts>
<BDISipUri>non-default-attribute</BDISipUri>
<BDIUriPrefix>sip:</BDIUriPrefix>

</Directory>

次の XMLスニペットは、EDI用の最終的な設定例を示しています。
<Directory>
<UseSIPURIToResolveContacts>true</UseSIPURIToResolveContacts>
<SipUri>non-default-attribute</SipUri>
<UriPrefix>sip:</UriPrefix>

</Directory>
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ディレクトリ統合のためのクライアント設定
Cisco Unified Communications Managerリリース 9以降を使用してサービスプロファイル経由で、
コンフィギュレーションファイルを使用して、ディレクトリ統合を設定できます。ここでは、

ディレクトリ統合のためにクライアントを設定する方法について説明します。

次の表は、サービスプロファイルとコンフィギュレーションファイルの両方が存在する場合に優

先されるパラメータ値を示しています。

優先されるパラメータ値設定ファイルサービスプロファイル

サービスプロファイルパラメータ値が設定済みパラメータ値が設定済み

サービスプロファイルパラメータ値が空白パラメータ値が設定済み

設定ファイルパラメータ値が設定済みパラメータ値が空白

サービスプロファイルの空白（デフォ

ルト）値

パラメータ値が空白パラメータ値が空白

Cisco Unified Presenceリリース 8.xプロファイルは、ディレクトリ統合に使用できません。（注）

サービスプロファイルでのディレクトリ統合の設定

CiscoUnifiedCommunicationsManagerリリース 9以降では、サービスプロファイルを使用してユー
ザをプロビジョニングし、内部ドメインサーバ上に _cisco-uds SRVレコードを展開できます。
そうすれば、クライアントが自動的に Cisco Unified Communications Managerを検出して、サービ
スプロファイルを受け取り、ディレクトリ統合設定を取得できます。

手順

目的コマンドまたはアクション

ディレクトリ UCサービスを作成し
ます。

ディレクトリサービスを追加する, （154
ページ）

ステップ 1   

サービスプロファイルにディレクト

リ UCサービスを追加します。
サービスプロファイルへのディレクトリ

サービスの適用, （158ページ）
ステップ 2   
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ディレクトリサービスを追加する

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]インターフェイスを開きます。

ステップ 2 [ユーザ管理（User Management）] > [ユーザ設定（User Settings）] > [UCサービス（UC Service）]
を選択します。

[UCサービスの検索と一覧表示（Find and List UC Services）]ウィンドウが開きます。

ステップ 3 [新規追加（Add New）]を選択します。
[UCサービスの設定（UC Service Configuration）]ウィンドウが開きます。

ステップ 4 [UCサービスタイプ（UC Service Type）]メニューから [ディレクトリ（Directory）]を選択し、
[次へ（Next）]を選択します。

ステップ 5 ディレクトリサービスに対して適切な値を設定します。

グローバルカタログで Cisco Jabberディレクトリ検索を設定するには、次の値を追加します。

• [ポート（Port）]：3268

• [プロトコル（Protocol）]：TCP

ステップ 6 [保存（Save）]を選択します。

次の作業

ディレクトリサービスを適用します。

ディレクトリプロファイルパラメータ

次の表は、ディレクトリプロファイルで設定できる設定パラメータを示します。

説明ディレクトリサービスの設定

プライマリディレクトリサーバのアドレスを指定しま

す。

このパラメータは、クライアントが自動的にディレクト

リサーバを検出できない手動接続に必要です。

プライマリサーバ（Primary server）

バックアップディレクトリサーバのアドレスを指定しま

す。

セカンダリサーバ（Secondary server）

Cisco Jabber for Windowsにのみ適用されます。

ターシャリディレクトリサーバのアドレスを指定しま

す。

ターシャリサーバ（Tertiary Server）
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説明ディレクトリサービスの設定

クライアントがUDSを連絡先ソースとして使用するかど
うかを指定します。

このオプションが選択されている場合は、この表

の次のパラメータが使用されません。

重要

デフォルトで、ユーザが Expressway for Mobile
andRemoteAccess経由で社内ネットワークに接
続するときに、UDSが連絡先解決を提供しま
す。

（注）

コンタクト解決に UDSを使用（Use
UDS for Contact Resolution）

LDAPによる連絡先解決で、クライアントがログインし
ているユーザ名とパスワードを使用するかどうかを指定

します。

True（デフォルト）

ログインしたユーザのクレデンシャルを使用しま

す。この値は、Windowsクライアントでは
UseWindowsCredentialsパラメータの値に、他のク
ライアントでは、BDIUseJabberCredntialsパラメー
タにマッピングされています。

False

ログインしたユーザのクレデンシャルを使用しない

でください。

ログインしたユーザのクレデンシャルを次のパラ

メータとともに指定する必要があります。

• EDI（Windowsクライアント）

◦ ConnectionUsername

◦ ConnectionPassword

• BDI（Mac、Android、iOSクライアント）

◦ BDIConnectionUsername

◦ BDIConnectionPassword

ログインしたユーザのクレデンシャル

を使用（Use Logged On User
Credential）
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説明ディレクトリサービスの設定

ディレクトリサーバでの認証にクライアントが使用でき

る共有ユーザ名を手動で指定できるようにします。

デフォルトで、Cisco Jabber for Windowsは、ディレクト
リサーバに接続するときに統合Windows認証を使用しま
す。

このパラメータは、Microsoft Windowsクレデンシャルを
使用してディレクトリサーバで認証できない展開でのみ

使用する必要があります。

読み取り専用権限を持っているアカウントの既知のまた

は公開されているクレデンシャルのセットのみを使用し

ます。

ユーザ名（Username）

ディレクトリサーバでの認証にクライアントが使用でき

る共有パスワードを手動で指定できるようにします。

デフォルトで、Cisco Jabber for Windowsは、ディレクト
リサーバに接続するときに統合Windows認証を使用しま
す。

このパラメータは、Microsoft Windowsクレデンシャルを
使用してディレクトリサーバで認証できない展開でのみ

使用する必要があります。

読み取り専用権限を持っているアカウントの既知のまた

は公開されているクレデンシャルのセットのみを使用し

ます。

パスワード（Password）
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説明ディレクトリサービスの設定

検索が開始されるディレクトリサーバの場所を指定しま

す。つまり、検索ベースはクライアントが検索を実行す

るルートです。

デフォルトの場合、クライアントはディレクトリツリー

のルートから検索を行います。デフォルトの動作を上書

きする場合は、最大 3つの検索ベースの値を OUに指定
することができます。

ActiveDirectoryは、通常、検索ベースを必要としません。
特定のパフォーマンス要件がある場合にのみ、Active
Directoryの検索ベースを指定します。

ディレクトリ内の特定の場所へのバインディングを作成

するには、Active Directory以外のディレクトリサーバの
検索ベースを指定します。

OUを指定すると、検索対象を特定のユーザグ
ループに制限することができます。

たとえば、ユーザのサブセットがインスタント

メッセージの機能だけを持っているとします。

これらのユーザをOUに含め、このOUを検索
ベースとして指定します。

ヒント

検索ベース 1（Search Base 1）

次のパラメータは、Cisco Jabber for
Windowsだけに適用されます。

検索ベース 2（Search Base 2）

検索ベース 3（Search Base 3）

検索ベースから始まるディレクトリの再帰検索を実行す

るには、このオプションを選択します。再帰検索を使用

して、Cisco Jabberクライアントの連絡先検索クエリーが
指定された検索コンテキスト（検索ベース）からのLDAP
ディレクトリツリーすべてを検索できるようにします。

これは、LDAP検索と共通のオプションです。

必須フィールドです。

デフォルト値は Trueです。

すべての検索ベースで再帰検索

（Recursive Search onAll SearchBases）

Active Directoryクエリーの基本フィルタを指定します。

ディレクトリのサブキー名のみを指定し、ディレクトリ

へのクエリーの実行時にユーザオブジェクト以外のオブ

ジェクトを取得します。

デフォルト値は (&(objectCategory=person)(
objectClass=user)です。

基本フィルタ（Base Filter）
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説明ディレクトリサービスの設定

予測検索クエリーに適用するフィルタを定義します。

検索クエリーをフィルタするために、複数のカンマ区切

り値を定義できます。

デフォルト値は Ambiguous Name Resolution（ANR）で
す。

Cisco Jabber for Windowsが予測検索を実行するときに、
Ambiguous Name Resolution（ANR）を使用してクエリー
を発行します。このクエリーにより、検索文字列が明確

化され、ディレクトリサーバ上で ANRに対して設定さ
れた属性に合致する結果が返されます。

クライアントにANRの属性を検索させる場合は、
その属性を設定するようにディレクトリサーバ

を設定します。

重要

予測検索フィルタ（Predictive Search
Filter）

サービスディスカバリは、[連絡先の解決にUDSを使用する（Use UDS for Contact Resolution）]が
選択されている場合にUDS検索を使用します。そうでない場合は、BDIまたはEDI検索を使用し
ます。サービスディスカバリでは、ディレクトリプロファイル内の Username、Password、
SearchBase1、PrimaryServerName、ServerPort1、UriPrefix、UseJabberCredentials、BaseFilter、
PredictiveSearchFilter、および DirectoryServerTypeを使用して LDAPサーバに接続して連絡先が検
索されます。

手動サインオンでは、ディレクトリプロファイルからの Usernameと Passwordを使用して LDAP
サーバに接続して連絡先が検索されます。

属性のマッピング

サービスプロファイルでデフォルトの属性マッピングを変更することはできません。デフォルト

の属性マッピングを変更するには、クライアントの設定ファイルで必要なマッピングを定義しな

ければなりません。

サービスプロファイルへのディレクトリサービスの適用

手順

ステップ 1 [ユーザ管理（UserManagement）] > [ユーザ設定（UserSettings）] > [サービスプロファイル（Service
Profile）]の順に選択します。
[サービスプロファイルの検索と一覧表示（Find andList Service Profiles）]ウィンドウが開きます。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]を選択します。
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[サービスプロファイルの設定（Service Profile Configuration）]ウィンドウが開きます。

ステップ 3 ディレクトリプロファイルにディレクトリサービスを追加します。ディレクトリプロファイル

に必要な特定の設定については、「ディレクトリプロファイルパラメータ」の項を参照してくだ

さい。

ステップ 4 [保存（Save）]を選択します。

コンフィギュレーションファイルでのディレクトリ統合の詳細設定

Cisco Jabberコンフィギュレーションファイルでディレクトリ統合を設定できます。詳細について
は、『Parameters Reference Guide for Cisco Jabber』の「Directory」の章を参照してください。

サービスプロファイルとコンフィギュレーションファイルが存在する場合は、常に、サービ

スプロファイル内の設定が優先されます。

重要
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第 13 章

クライアントのインストール

• Cisco Jabber for Windowsのインストール, 161 ページ

• Cisco Jabber for Macのインストール, 192 ページ

• Cisco Jabberモバイルクライアントのインストール, 192 ページ

Cisco Jabber for Windows のインストール
Cisco Jabber for Windowsは、次のように使用可能なMSIインストールパッケージを提供します。

説明インストールオプション

コマンドラインウィンドウで引数を指定して、

インストールプロパティを設定できます。

複数のインスタンスをインストールする場合

は、このオプションを選択します。

コマンドラインの使用, （162ページ）

クライアントの起動時に、MSIをクライアント
ワークステーションのファイルシステムで手

動で実行し、接続プロパティを指定します。

テストまたは評価用に単一インスタンスをイン

ストールする場合は、このオプションを選択し

ます。

MSIの手動による実行, （181ページ）

デフォルトのインストールパッケージを開き、

必要なインストールプロパティを指定し、カス

タムインストールパッケージを保存します。

同じインストールプロパティを持つインストー

ルパッケージを配布する場合は、このオプショ

ンを選択します。

カスタムインストーラの作成, （182ページ）
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説明インストールオプション

同じドメインの複数のコンピュータにクライア

ントをインストールします。

グループポリシーを使用した導入, （187ペー
ジ）

はじめる前に

ローカル管理者権限でログインする必要があります。

コマンドラインの使用

コマンドラインウィンドウにインストール引数を指定します。

手順

ステップ 1 コマンドラインウィンドウを開きます。

ステップ 2 次のコマンドを入力します。
msiexec.exe /i CiscoJabberSetup.msi

ステップ 3 パラメータ =値のペアとしてコマンドライン引数を指定します。
msiexec.exe /i CiscoJabberSetup.msi argument=value

ステップ 4 Cisco Jabber for Windowsをインストールするコマンドを実行します。

インストールコマンドの例

Cisco Jabber for Windowsをインストールするためのコマンド例を確認してください。

Cisco Unified Communications Manager リリース 9.x
msiexec.exe /i CiscoJabberSetup.msi /quiet CLEAR=1

ここで、

CLEAR=1：既存のブートストラップファイルを削除します。
/quiet：サイレントインストールを指定します。

デフォルトモードの Cisco Unified Communications Manager リリース 8.x
msiexec.exe /i CiscoJabberSetup.msi /quiet CLEAR=1 AUTHENTICATOR=CUP CUP_ADDRESS=1.2.3.4

ここで、

CLEAR=1：既存のブートストラップファイルを削除します。
AUTHENTICATOR=CUP：Cisco Unified Presenceをオーセンティケータとして設定します。
CUP_ADDRESS=1.2.3.4：1.2.3.4をプレゼンスサーバの IPアドレスとして指定します。
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/quiet：サイレントインストールを指定します。

電話モードの Cisco Unified Communications Manager リリース 8.x

UDSと統合する場合、電話モードでインストールするときは、最初に<PresenceDomain>プレゼン
スサーバのドメインアドレス</PresenceDomain>パラメータを設定する必要があります。
msiexec.exe /i CiscoJabberSetup.msi /quiet CLEAR=1 PRODUCT_MODE=Phone_Mode AUTHENTICATOR=CUCM
TFTP=1.2.3.4 CTI=5.6.7.8

ここで、

CLEAR=1 —既存のブートストラップファイルを削除します。
PRODUCT_MODE=Phone_Mode：クライアントを電話モードに設定します。
AUTHENTICATOR=CUCM：Cisco Unified Communications Managerをオーセンティケータとし
て設定します。

TFTP=1.2.3.4：クライアント設定をホストする TFTPサーバの IPアドレスとして、1.2.3.4を指
定します。

CTI=5.6.7.8：5.6.7.8を CTIサーバの IPアドレスとして設定します。
/quiet：サイレントインストールを指定します。

Cisco WebEx Messenger サービス
msiexec.exe /i CiscoJabberSetup.msi /quiet CLEAR=1 AUTHENTICATOR=WEBEX

ここで、

CLEAR=1：既存のブートストラップファイルを削除します。
AUTHENTICATOR=WEBEX：Cisco WebEx Messengerサービスをオーセンティケータとして設
定します。

/quiet：サイレントインストールを指定します。

SSO を使用した Cisco WebEx Messenger サービス
msiexec.exe /i CiscoJabberSetup.msi /quiet CLEAR=1 AUTHENTICATOR=WEBEX
SSO_ORG_DOMAIN=example.com

ここで、

CLEAR=1：既存のブートストラップファイルを削除します。
AUTHENTICATOR=WEBEX：Cisco WebEx Messengerサービスをオーセンティケータとして設
定します。

SSO_ORG_DOMAIN=example.com：example.comをシングルサインオン（SSO）ドメインと
して設定します。

/quiet：サイレントインストールを指定します。

コマンドライン引数

Cisco Jabber for Windowsをインストールする際に指定可能なコマンドライン引数を確認してくだ
さい。
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オーバーライドの引数

次の表では、過去のインストールで得た既存のブートストラップファイルを上書きするため、

ユーザが指定する必要があるパラメータについて説明します。

説明値引数

クライアントが以前のインストールからの既存

のブートストラップファイルを上書きするかど

うかを指定します。

クライアントは、インストール中に引数と設定

された値をブートストラップファイルに保存し

ます。クライアントは起動時に、ブートストラッ

プファイルから設定をローディングします。

1CLEAR

CLEARを指定した場合、インストール中に次が実行されます。

1 クライアントが既存のブートストラップファイルを削除する。

2 クライアントが新しいブートストラップファイルを作成する。

CLEARを指定しない場合、クライアントはインストール中に既存のブートストラップファイル
があるかどうかをチェックします。

•ブートストラップファイルがない場合、インストール時に、クライアントはブートストラッ
プファイルを作成します。

•ブートストラップファイルが見つかる場合、クライアントは、ブートストラップファイル
を上書きせず、既存の設定を保存します。

Cisco Jabber for Windowsを再インストールする場合は、次の点に留意する必要があります。（注）

•クライアントは、既存のブートストラップファイルからの設定を保存しません。CLEAR
を指定した場合は、他のすべてのインストール引数も適切に指定する必要があります。

•クライアントは、既存のブートストラップファイルにインストール引数を保存しません。
インストール引数の値を変更する場合、または追加のインストール引数を指定する場合

は、既存の設定を上書きするために CLEARを指定する必要があります。

既存のブートストラップファイルを上書きするには、コマンドラインに CLEARを次のように指
定します。
msiexec.exe /i CiscoJabberSetup.msi CLEAR=1
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モードタイプの引数

次の表は、製品モードを指定するコマンドラインの引数について説明します。

説明値引数

クライアントの製品モードを指定します。次の

値を設定できます。

• Phone_Mode：Cisco Unified Communications
Managerがオーセンティケータです。

基本機能としてオーディオデバイスを持つ

ユーザをプロビジョニングする場合は、こ

の値を選択します。

Phone_ModePRODUCT_MODE

製品モードを設定する場合

電話モード展開では、Cisco Unified Communications Managerがオーセンティケータです。クライ
アントがオーセンティケータを取得すると、製品モードが電話機モードであることが決定されま

す。ただし、クライアントは最初の起動時にデフォルトの製品モードで常に開始するため、ユー

ザはログイン後に電話モードにして、クライアントを再起動する必要があります。

• CiscoUnifiedCommunicationsManagerリリース 9.x以降：インストール中に PRODUCT_MODE
を設定しないでください。クライアントはサービスプロファイルからオーセンティケータを

取得します。ユーザがログインすると、クライアントは、電話モードにして再起動するよう

要請します。

• Cisco Unified Communications Managerリリース 8.x：Cisco Unified Communications Managerを
オーセンティケータとして設定した場合は、インストール中に電話モードを指定できます。

クライアントは、最初の起動時にブートストラップファイルを読み取り、電話機モードで開

始するよう決定します。その後で、クライアントは、ブートストラップファイルまたは手動

設定から、Cisco Unified Communications Managerをオーセンティケータとして特定します。
ユーザがログインすると、クライアントの再起動は要求されません。

製品モードの変更

製品モードを変更するには、クライアントのオーセンティケータを変更する必要があります。ク

ライアントは、オーセンティケータからの製品モードを決定します。

インストール後の製品モードの変更方法は、ご使用の展開により異なります。

すべての展開において、ユーザは [詳細設定（Advanced settings）]ウィンドウで手動でオーセ
ンティケータを設定できます。

この場合、ユーザには、[詳細設定（Advanced settings）]ウィンドウでオーセンティケータを
変更することによって、製品モードを変更するように指示します。クライアントをアンインス

トールし、その後に再インストールしても、手動設定を上書きすることはできません。

（注）
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Cisco Unified Communications Managerバージョン 9.x以降を使用した製品モードの変更
Cisco Unified Communications Managerバージョン 9.x以降を使用して製品モードを変更するには、
サービスプロファイルのオーセンティケータを変更します。

手順

ステップ 1 適切なユーザのサービスプロファイルでオーセンティケータを変更します。

[デフォルトモード（Default Mode）] > [電話モード（Phone Mode）]を変更します。

IM and Presenceを持つユーザのプロビジョニングを行わないでください。

サービスプロファイルに IM and Presenceサービスの設定が含まれていない場合は、Cisco
Unified Communications Managerがオーセンティケータです。

[電話モード（Phone Mode）] > [デフォルトモード（Default Mode）]を変更します。

IM and Presenceを持つユーザのプロビジョニングを行います。

IM and Presenceプロファイルの [製品タイプ（Product Type）] フィールドの値を次に対して
設定した場合、

• [Unified CM（IM and Presence）（Unified CM (IM and Presence)）]オーセンティケータは
Cisco Unified Communications Manager IM and Presenceサービスです。

• [WebEx (IM and Presence)（WebEx (IM and Presence)）]：オーセンティケータは Cisco
WebEx Messengerサービスです。

ステップ 2 ユーザにログアウトをしてから再度ログインするように指示します。

ユーザがクライアントにログインすると、サービスプロファイルの変更を取得し、オーセンティ

ケータにユーザをログインさせます。クライアントは製品モードを決定すると、クライアントを

再起動するようユーザに指示します。

ユーザがクライアントを再起動した後、製品モードの変更が完了します。

Cisco Unified Communications Managerバージョン 8.xを使用した製品モードの変更
CiscoUnifiedCommunicationsManagerバージョン 8.xを使用して製品モードを変更するには、Cisco
Jabber for Windowsをインストールし直してオーセンティケータを変更する必要があります。

[デフォルトモード（Default Mode）] > [電話モード（Phone Mode）]を変更します。

最低限でも、次の引数を設定します。

• CLEAR=1により、既存のブートストラップファイルが削除されます。

• AUTHENTICATOR=CUCMにより、オーセンティケータがCiscoUnifiedCommunications
Managerに設定されます。

• PRODUCT_MODE=Phone_Modeにより、電話モードが製品モードに設定されます。
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[電話モード（Phone Mode）] > [デフォルトモード（Default Mode）]を変更します。

最低限でも、次の引数を設定します。

• CLEAR=1により、既存のブートストラップファイルが削除されます。

• AUTHENTICATOR=次のいずれか。

•オーセンティケータを Cisco Unified Presenceまたは Cisco Unified Communications
Managerに設定する場合の CUP。

•オーセンティケータをCiscoWebExMessengerサービスに設定する場合のWebEx。

認証引数

次の表は、認証ソースの指定をユーザが設定できるコマンドライン引数を説明しています。

説明値引数

クライアントに認証ソースを指定します。この値

は、サービスディスカバリに失敗した場合に使

用されます。値として次のいずれかを設定しま

す。

• CUP：Cisco Unified Communications Manager
IM and Presenceサービス。デフォルトの製
品モードでのオンプレミスの展開。デフォ

ルト製品モードはフルUCまたは IMのみの
いずれかです。

• CUCM：Cisco Unified Communications
Manager。電話モードでのオンプレミスの展
開。

• WEBEX：CiscoWebExMessengerサービス。
クラウドベースまたはハイブリッドクラウ

ドベースでの展開。

Cisco Unified Communications Managerバージョン
9.x以降を使用したオンプレミス展開では、
_cisco-uds SRVレコードを展開する必要があ
ります。クライアントは、自動的にオーセンティ

ケータを決定することができます。

CUP

CUCM

WebEx

AUTHENTICATOR
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説明値引数

Cisco Unified Communications Manager IM and
Presenceサービスのアドレスを指定します。値と
して次のいずれかを設定します。

•ホスLinguistic issue Please change this to
"FQDN". Fixed in ITD.ト名（hostname）

• IPアドレス（123.45.254.1）

• FQDN（hostname.domain.com）

IPアドレス

ホストネーム

FQDN

CUP_ADDRESS

TFTPサーバのアドレスを指定します。値として
次のいずれかを設定します。

•ホスト名（hostname）

• IPアドレス（123.45.254.1）

• FQDN（hostname.domain.com）

Cisco Unified Communications Managerがオーセン
ティケータとして設定されている場合に、この引

数を指定する必要があります。

展開する場合：

•電話モード：クライアントコンフィギュレー
ションをホスティングするTFTPサーバのア
ドレスを指定する必要があります。

•デフォルトモード：デバイス設定をホスト
する Cisco Unified Communications Manager
TFTPサービスのアドレスを指定できます。

IPアドレス

ホストネーム

FQDN

TFTP

CTIサーバのアドレスを設定します。

この引数を指定します。

• CiscoUnified CommunicationsManagerをオー
センティケータとして設定する。

•ユーザは、デスクフォンデバイスを持ち、
CTIサーバを必要とします。

IPアドレス

ホストネーム

FQDN

CTI
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説明値引数

CCMCIPサーバのアドレスを設定します。

この引数を指定します。

• CiscoUnified CommunicationsManagerをオー
センティケータとして設定する。

• CCMCIPサーバのアドレスが TFTPサーバ
アドレスと同じではありません。

クライアントは両方のアドレスが同じであ

れば、TFTPサーバアドレスでCCMCIPサー
バを検索できます。

CiscoUnified CommunicationsManagerリリース 9.x
以前：Cisco Extension Mobilityを有効にする場合
は、CCMCIPに使用される Cisco Unified
CommunicationsManagerノードで Cisco Extension

Mobilityサービスをアクティブにする必要があり

ます。CiscoExtensionMobilityの詳細については、
使用しているCiscoUnifiedCommunicationsManager
のリリースに応じた『Feature and Services（機能
およびサービス）』ガイドを参照してください。

IPアドレス

ホストネーム

FQDN

CCMCIP

サービスディスカバリのDNS SRVレコードが存
在するドメインの値を設定します。

この情報のインストーラ設定または手動設定をク

ライアントで使用する場合、この引数はDNSSRV
レコードが存在しないドメインに設定します。こ

の引数が指定されない場合、ユーザはサービス

ドメイン情報を指示されます。

ドメインSERVICES_DOMAIN
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説明値引数

ハイブリッド展開では、CAS検索を介してWebex
を検出することが必要なドメインが、DNSレコー
ドが展開されたドメインと異なる場合がありま

す。この場合、SERVICES_DOMAINをWebExの
検出に使用されたドメインに設定し（またはユー

ザにメールアドレスを入力させる）、

VOICE_SERVICES_DOMAINを DNSレコードが
展開されたドメインに設定します。この設定が指

定された場合、クライアントはサービスディス

カバリとエッジ検出の目的で、

VOICE_SERVICES_DOMAINの値を使用して次の
DNSレコードを検索します。

• _cisco-uds

• _cuplogin

• _collab-edge

この設定は任意です。指定しない場合、DNSは
SERVICES_DOMAIN、ユーザによるメールアド
レス入力、またはキャッシュされたユーザ設定か

ら取得したサービスドメインで照会されます。

DomainVOICE_SERVICES_DOMAIN

Jabberがサービスディスカバリから除外するサー
ビスを示します。たとえば、WebExの試験導入
を実施し、会社のドメインがWebExに登録され
ているが、JabberユーザがWebExを使用して認
証することは避けたい場合があります。Jabberは
オンプレミス CUP CUCMサーバで認証させるこ
とにします。この場合、次のように設定します。

• EXCLUDED_SERVICES=WEBEX

使用できる値は、CUP、CUCM、WEBEXで
す。

複数のサービスを除外するには、カンマ区切りの

値を使用します。たとえば、CUPと CUCMを除
外するには、EXCLUDED_SERVICEs=CUP,CUCM
と指定します。すべてのサービスを除外するに

は、EXCLUDED_SERVICES=CUP,CUCM,WEBEX
と指定します。

すべてのサービスを除外した場合、Jabberクライ
アントの設定に手動設定またはブートストラップ

設定を使用する必要があります。

次のうち 1つ以
上：

• CUP

• WEBEX

• CUCM

EXCLUDED_SERVICES
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説明値引数

クライアントがサービスを検出したときに

Windowsセッションのユーザプリンシパル名
（UPN）を使用してユーザのユーザ IDとドメイ
ンを取得するかどうかを定義できるようにしま

す。

• true（デフォルト）：UPNが、サービス検出
で使用されるユーザのユーザ IDとドメイン
の検索に使用されます。UPNから検出され
たユーザだけが、クライアントにログイン

できます。

• false：UPNはユーザのユーザ IDとドメイン
の検索に使用されません。ユーザは、サー

ビスディスカバリ用のドメインを検索する

ためのクレデンシャルの入力を要求されま

す。

インストールコマンドの例：msiexec.exe /i

CiscoJabberSetup.msi /quiet

UPN_DISCOVERY_ENABLED=false

true

false

UPN_DISCOVERY_ENABLED

TFTP サーバアドレス
Cisco Jabber for Windowsは、TFTPサーバから 2つの異なるコンフィギュレーションファイルを
取得します。

•作成したクライアント設定ファイル。

•デバイスを使用してユーザをプロビジョニングしたときにCiscoUnifiedCommunicationsManager
TFTPサービスに配置されるデバイスコンフィギュレーションファイル。

労力を最小限に抑えるには、Cisco Unified Communications Manager TFTPサービス上でクライアン
トコンフィギュレーションファイルをホストする必要があります。すべての設定ファイルに対し

TFTPサーバアドレスを 1つのみ使用します。必要な場合にそのアドレスを指定できます。

ただし、デバイス設定を含むTFTPサーバとは異なるTFTPサーバでクライアント設定をホストで
きます。この場合、2つの異なる TFTPサーバアドレスを使用します。一方のアドレスは、デバ
イス設定をホストするTFTPサーバのアドレスで、もう一方のアドレスは、クライアント設定ファ
イルをホストする TFTPサーバのアドレスです。

デフォルトの展開

このセクションでは、プレゼンスサーバがある展開で、2つの異なる TFTPサーバアドレスを処
理する方法について説明します。

以下を実行する必要があります。
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1 プレゼンスサーバにあるクライアント設定をホストする TFTPサーバのアドレスを指定しま
す。

2 インストール中に、TFTP引数を使用して Cisco Unified CommunicationsManager TFTPサービス
のアドレスを指定します。

クライアントは、初回起動時に以下を実行します。

1 ブートストラップファイルから Cisco Unified Communications Manager TFTPサービスのアドレ
スを取得します。

2 Cisco Unified Communications Manager TFTPサービスからデバイス設定を取得します。

3 プレゼンスサーバに接続します。

4 プレゼンスサーバのクライアント設定をホストするTFTPサービスのアドレスを取得します。

5 TFTPサーバからクライアント設定を取得します。

電話モード展開

このセクションでは、電話モード展開で 2つの異なる TFTPサーバアドレスを処理する方法につ
いて説明します。

以下を実行する必要があります。

1 インストール時に、TFTP引数を使用して、クライアント設定をホストする TFTPサーバのア
ドレスを指定します。

2 クライアントコンフィギュレーションファイルで TftpServer1パラメータを使用して、デバイ
ス設定をホストする TFTPサーバのアドレスを指定します。

3 TFTPサーバにあるクライアント設定ファイルをホストします。

クライアントは、初回起動時に以下を実行します。

1 ブートストラップファイルから TFTPサーバのアドレスを取得します。

2 TFTPサーバからクライアント設定を取得します。

3 クライアント設定から Cisco Unified Communications Manager TFTPサービスのアドレスを取得
します。

4 Cisco Unified Communications Manager TFTPサービスからデバイス設定を取得します。

共通のインストール引数

次の表は、すべての展開に共通のコマンドライン引数についての説明です。
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説明値引数

Cisco Jabber for Windowsで使用される言語のロ
ケール ID（LCID）を 10進数で定義します。値
は、サポートされる言語に対応する、10進数の
LCIDでなくてはなりません。

たとえば、次のいずれかを指定できます。

• 1033は英語です。

• 1036はフランス語です。

指定可能な言語の完全なリストについては、「言

語の LCID」トピックを参照してください。

この引数は省略可能です。

値を指定しない場合、Cisco Jabber forWindowsで
は現在のユーザの地域言語を使用します。

リリース 11.1(1)以降では、値を指定しないと、
Cisco Jabber for WindowsがUseSystemLanguageパ
ラメータの値をチェックします。

UseSystemLanguageパラメータが trueに設定され
ている場合は、オペレーティングシステムと同

じ言語が使用されます。UseSystemLanguageパラ
メータが falseまたは not definedに設定されてい
る場合、クライアントは現在のユーザの地域言語

をデフォルトとして使用します。

地域言語は、[コントロールパネル（Control
Panel）] > [地域および言語（Region and
Language）] > [日付、時刻、または数字形式の変
更（Change the date, time, or number format）] > [形
式（Formats）]タブ > [形式（Format）]ドロップ
ダウンで設定します。 > > > >

10進数の LCIDLANGUAGE

ユーザが失ったパスワードまたは忘れたパスワー

ドをリセットできる URLを指定します。

この引数は任意ですが推奨されています。

クラウドベース展開では、CiscoWebEx
管理ツールを使用して、忘れたパス

ワードの URLを指定できます。ただ
し、ユーザがサインインするまで、ク

ライアントはパスワード忘れのURLを
取得できません。

（注）

URLFORGOT_PASSWORD_URL
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説明値引数

リリース 11.1(1)以降に適用されます。

ユーザがクライアントをインストールしたときに

[Cisco Jabberの起動時にサインイン（Sign me in
when Cisco Jabber starts）]チェックボックスがオ
ンになるかどうかを指定します。

• true：ユーザがクライアントをインストール
したときに [Cisco Jabberの起動時にサイン
イン（Sign me in when Cisco Jabber starts）]
チェックボックスがオンになります。

• false（デフォルト）：ユーザがクライアン
トをインストールしたときに [Cisco Jabber
の起動時にサインイン（Signme inwhenCisco
Jabber starts）]チェックボックスがオフにな
ります。

true

false

AUTOMATIC_SIGN_IN

グループ設定ファイルの一意の名前を指定しま

す。

値として、未修飾か完全修飾のファイル名を指定

できます。この引数の値として指定するファイル

名は、TFTPサーバのその他の設定ファイルより
も優先されます。

この引数は省略可能です。

Cisco Unified Communications Managerの
CSFデバイス設定の [シスコサポート
フィールド（Cisco Support Field）]で、
グループコンフィギュレーションファ

イルを指定できます。

メモ

ファイル名TFTP_FILE_NAME
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説明値引数

複数のクライアントインスタンスへのユーザサ

インインを制御します。

デフォルトで、ユーザは同時に Cisco Jabberの複
数インスタンスにサインインできます。デフォル

トの動作を変更するには、次のいずれかの値を設

定します。

• WBX：ユーザは、一度に Cisco Jabber for
Windowsの 1つのインスタンスにしかサイ
ンインできません。

Cisco Jabber for Windowsは、ユーザの JID
に wbxconnectサフィックスを付加しま
す。ユーザは、wbxconnectサフィックス
を使用する他のCisco Jabberクライアントに
サインインできません。

• MUT：ユーザは、一度に Cisco Jabber for
Windowsの 1つのインスタンスにしかサイ
ンインできませんが、同時に他の Cisco
Jabberクライアントにサインインできます。

Cisco Jabber for Windowsの各インスタンス
がユーザの JIDに一意のサフィックスを付
加します。

WBX

MUT

LOGIN_RESOURCE

クライアントがログファイルを書き込むディレ

クトリを定義します。

次の例のように、パス内のスペース文字をエス

ケープするために引用符を使用します。

"C:\my_directory\Log Directory"

指定するパスに、Windowsで無効な文字を含め
ることはできません。

デフォルト

値：%USER_PROFILE%\AppData\Local\Cisco\Unified
Communications\Jabber\CSF\Logs

ローカルファイル

システムの絶対パス

LOG_DIRECTORY
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説明値引数

Cisco Jabberで click-to-x機能を無効にします。

この引数をインストール中に指定すると、クライ

アントは click-to-x機能のハンドラとして、オペ
レーティングシステムで登録しません。この引

数により、クライアントはインストール中の

Microsoft Windowsレジストリへの書き込みがで
きなくなります。

クライアントを再インストールし、インストール

後にクライアントで click-to-x機能を有効にする
には、この引数を省略します。

DISABLECLICK2X

• true（デフォルト）：クライアントの [ヘル
プ（Help）]メニューで [問題の報告（Report
a problem）]メニュー項目が有効になりま
す。

• false：クライアントの [ヘルプ（Help）]メ
ニューから、Jabberメニュー項目の [問題の
報告（Report a problem）]オプションが削除
されます。

このパラメータを falseに設定しても、ユーザは
[スタートメニュー（Start Menu] > [Cisco Jabber]
ディレクトリ、または Program Filesディレクト
リを使用して、問題レポートツールを手動で起

動できます。ユーザが手動で PRTを作成し、こ
のパラメータ値が falseに設定されている場合、
PRTから作成された zipファイルにはコンテンツ
がありません。

true

false

ENABLE_PRT

問題レポートの暗号化を有効にします。この引数

は PRT_CERTIFICATE_NAME引数と共に設定す
る必要があります。

• true：Jabberクライアントから送信された
PRTファイルが暗号化されます。

• false（デフォルト）：Jabberクライアントか
ら送信された PRTファイルは暗号化されま
せん。

PRTの暗号化には、Cisco Jabber問題レポートの
暗号化と復号化のための公開/秘密キーペアが必
要です。

true

false

ENABLE_PRT_ENCRYPTION
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説明値引数

[エンタープライズ信頼または信頼できるルート
認証局の証明書ストア（Enterprise Trust or Trusted
Root Certificate Authorities certificate store）]に公
開キーと共に証明書の名前を指定します。証明書

の公開キーは、Jabber問題レポートの暗号化に使
用されます。この引数は

ENABLE_PRT_ENCRYPTION引数と共に設定す
る必要があります。

証明書の名前PRT_CERTIFICATE_NAME

無効な証明書に対するクライアントの動作を指定

します。

• RejectAndNotify：警告ダイアログが表示さ
れ、クライアントはロードされません。

• PromptPerSession：警告ダイアログが表示さ
れ、ユーザは無効な証明書を受け入れるか、

または拒否できます。

FIPSモードの無効な証明書の場合、この引数は
無視され、クライアントは警告メッセージを表示

し、ロードされません。

RejectAndNotify

PromptPerSession

INVALID_CERTIFICATE_BEHAVIOR

分析データを収集するかどうかを指定します。デ

フォルト値は trueです。

ユーザエクスペリエンスと製品パフォーマンス

を向上させるために、Cisco Jabberは、個人識別
が不可能な利用状況とパフォーマンスに関する

データを収集してシスコに送信する場合がありま

す。収集されたデータは、シスコによって、Jabber
クライアントがどのように使用され、どのように

役立っているかに関する傾向を把握するために使

用されます。

Cisco Jabberが収集する分析データと、収集しな
い分析データの詳細については、http://
www.cisco.com/web/siteassets/legal/privacy_
02Jun10.htmlの「Cisco Jabber Supplement to Cisco’s
On-Line Privacy Policy」で確認できます。

true

false

Telemetry_Enabled
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説明値引数

ロケーション機能を有効にするかどうか、および

新しいロケーションの検出時にユーザに通知する

かどうかを指定します。

• ENABLED（デフォルト）：ロケーション機
能がオンになります。新しいロケーション

の検出時にユーザに通知されます。

• DISABLED：ロケーション機能がオフにな
ります。新しいロケーションの検出時にユー

ザに通知されません。

• ENABLEDNOPROMPT：ロケーション機能
がオンになります。新しいロケーションの

検出時にユーザに通知されません。

ENABLED

DISABLED

ENABLEDNOPROMPT

LOCATION_MODE

Cisco JabberがFIPSモードであるかどうかを指定
します。

Cisco Jabberは、FIPS対応ではないオペレーティ
ングシステムでも FIPSモードにすることができ
ます。WindowsAPI以外による接続のみFIPSモー
ドになります。

この設定を含めない場合、Cisco Jabberではオペ
レーティングシステムから FIPSモードが判定さ
れます。

true

false

FIPS_MODE

SSO 引数

このセクションでは、シングルサインオン（SSO）機能を備えた Cisco Jabber for Windowsの展開
に使用可能なコマンドライン引数について説明します。

クラウドベースの SSO 引数

次の表の引数は、クラウドベース展開にのみ適用されます。
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説明値引数

SSOサービスの URLを含む Cisco WebEx組織の
ドメイン名を指定します。

Cisco Jabber for Windowsは、組織から SSOサー
ビスの URLを取得するためにこの引数を使用し
ます。Cisco Jabber for Windowsが SSOサービス
URLを取得すると、Cisco WebEx Messengerで認
証するためのログイントークンを要求できます。

CiscoWebEx管理ツールの [カスタマー
SSOサービスログインURL（Customer
SSO Service Login URL）]の値として
SSOサービスの URLを指定します。

（注）

ドメイン名SSO_ORG_DOMAIN

言語の LCID
次の表に、CiscoJabberクライアントがサポートするロケール ID（LCID）または言語 ID（LangID）
を示します。

LCID/LangIDCisco Jabber for
Android、Cisco
Jabber for iPhone
and iPad

Cisco Jabber for
Mac

Cisco Jabber for
Windows

サポートされる言

語

1025XXアラビア語（サウ

ジアラビア）

1026XXブルガリア語（ブ

ルガリア）

1027XXカタロニア語（ス

ペイン）

2052XXX簡体字中国語（中

国）

1028XXX繁体字中国語（台

湾）

1050XXクロアチア語（ク

ロアチア）

1029XXチェコ語（チェコ

共和国）
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LCID/LangIDCisco Jabber for
Android、Cisco
Jabber for iPhone
and iPad

Cisco Jabber for
Mac

Cisco Jabber for
Windows

サポートされる言

語

1030XXXデンマーク語（デ

ンマーク）

1043XXXオランダ語（オラ

ンダ）

1033XXX英語（米国）

1035XXフィンランド語

（フィンランド）

1036XXXフランス語（フラ

ンス）

1031XXXドイツ語（ドイ

ツ）

1032XXギリシャ語（ギリ

シャ）

1037Xヘブライ語（イス

ラエル）

1038XXハンガリー語（ハ

ンガリー）

1040XXXイタリア語（イタ

リア）

1041XXX日本語（日本）

1042XXX韓国語（韓国）

2068XXノルウェー語（ノ

ルウェー）

1045XXポーランド語

（ポーランド）

1046XXXポルトガル語（ブ

ラジル）

   Cisco Jabber 11.0 展開およびインストレーションガイド
180

クライアントのインストール

コマンドラインの使用



LCID/LangIDCisco Jabber for
Android、Cisco
Jabber for iPhone
and iPad

Cisco Jabber for
Mac

Cisco Jabber for
Windows

サポートされる言

語

2070XXポルトガル語（ポ

ルトガル）

1048XXルーマニア語

（ルーマニア）

1049XXXロシア語（ロシ

ア）

1050XXセルビア語

1051XXスロバキア語（ス

ロバキア）

1060XXスロベニア語（ス

ロベニア）

3082XXXスペイン語（スペ

イン（インターナ

ショナルソー

ト））

5149XXXスウェーデン語

（スウェーデン）

1054XXタイ語（タイ）

1055XXトルコ語

MSI の手動による実行
インストールプログラムを手動で実行すれば、クライアントの単一のインスタンスをインストー

ルして、[詳細設定（Advanced settings）]ウィンドウで接続設定を指定できます。

手順

ステップ 1 CiscoJabberSetup.msiを起動します。
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インストールプログラムにより、インストールプロセスのウィンドウが開きます。

ステップ 2 手順に従ってインストールプロセスを完了します。

ステップ 3 Cisco Jabber for Windowsを起動します。
ステップ 4 [手動設定およびログイン（Manual setup and sign in）]を選択します。

[詳細設定（Advanced settings）]ウィンドウが開きます。

ステップ 5 接続設定プロパティの値を指定します。

ステップ 6 [保存（Save）]を選択します。

カスタムインストーラの作成

カスタムインストーラを作成するデフォルトのインストールパッケージを変換できます。

カスタムインストーラはMicrosoft Orcaを使用して作成します。Microsoft OrcaはMicrosoft
Windows SDK for Windows 7と .NET Framework 4の一部として入手できます。

MicrosoftのWebサイトから、Microsoft Windows SDK for Windows 7と .NET Framework 4をダ
ウンロードしてインストールします。

（注）

手順

目的コマンドまたはアクション

Microsoft Orcaでインストールパッケージを
修正するためには、デフォルトトランス

フォームファイルが必要です。

デフォルトトランスフォームファ

イルの取得, （183ページ）
ステップ 1   

トランスフォームファイルは、インストーラ

に適用するインストールプロパティが含まれ

ます。

カスタムトランスフォームファイ

ルの作成, （183ページ）
ステップ 2   

インストーラをカスタマイズするため、トラ

ンスフォームファイルを適用します。

インストーラの変換, （184ペー
ジ）

ステップ 3   

関連トピック

Microsoft Windows SDK for Windows 7 and .NET Framework 4
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デフォルトトランスフォームファイルの取得

MicrosoftOrcaでインストールパッケージを修正するためには、デフォルトトランスフォームファ
イルが必要です。

手順

ステップ 1 ソフトウェアダウンロードページから Cisco Jabber管理パッケージをダウンロードします。
ステップ 2 Cisco Jabber管理パッケージからファイルシステムに CiscoJabberProperties.msiをコピー

します。

次の作業

カスタムトランスフォームファイルの作成, （183ページ）

関連トピック

ソフトウェアダウンロード

カスタムトランスフォームファイルの作成

カスタムインストーラを作成するには、変換ファイルを使用します。トランスフォームファイル

は、インストーラに適用するインストールプロパティが含まれます。

デフォルトトランスフォームファイルは、インストーラを変換するとプロパティの値を指定する

ことができます。1つのカスタムインストーラを作成する場合、デフォルトトランスフォーム
ファイルを使用する必要があります。

任意でカスタムトランスフォームファイルを作成できます。カスタムトランスフォームファイ

ルでプロパティの値を指定し、インストーラに適用します。

異なるプロパティの値を持つ複数のカスタムインストーラを必要とする場合、カスタムトランス

フォームファイルを作成します。たとえば、デフォルト言語をフランス語に設定するトランス

フォームファイルと、デフォルト言語をスペイン語に設定するもう 1つのトランスフォームファ
イルを作成できます。インストールパッケージに各トランスフォームファイルを個別に適用でき

ます。2つのインストーラを作成したことで、各言語に 1つのインストーラが作成されます。

はじめる前に

デフォルトトランスフォームファイルの取得, （183ページ）

Cisco Jabber 11.0 展開およびインストレーションガイド
183

クライアントのインストール

カスタムインストーラの作成

http://software.cisco.com/download/type.html?mdfid=284324806&catid=null
http://software.cisco.com/download/type.html?mdfid=284324806&catid=null


手順

ステップ 1 Microsoft Orcaを起動します。
ステップ 2 CiscoJabberSetup.msiを開いてから、CiscoJabberProperties.msiを適用します。

ステップ 3 該当するインストーラプロパティに値を指定します。

ステップ 4 トランスフォームファイルを生成して保存します。

a) [トランスフォーム（Transform）] > [トランスフォームの生成（Generate Transform）]を選択し
ます。

b) トランスフォームファイルを保存するファイルシステムの場所を選択します。
c) トランスフォームファイルの名前を指定して [保存（Save）]を選択します。

作成したトランスフォームファイルは、file_name.mstとして保存されます。このトランス
フォームファイルを適用して、CiscoJabberSetup.msiのプロパティを変更できます。

次の作業

インストーラの変換, （184ページ）

インストーラの変換

インストーラをカスタマイズするため、トランスフォームファイルを適用します。

トランスフォームファイルを適用すると、CiscoJabberSetup.msiのデジタル署名が変更
されます。CiscoJabberSetup.msiを修正したり、名前を変更しようとすると、署名が完
全に削除されます。

（注）

はじめる前に

カスタムトランスフォームファイルの作成, （183ページ）

手順

ステップ 1 Microsoft Orcaを起動します。
ステップ 2 Microsoft Orcaで CiscoJabberSetup.msiを開きます。

a) [ファイル（File）] > [開く（Open）]を選択します。
b) ファイルシステム上の CiscoJabberSetup.msiの場所を参照します。
c) CiscoJabberSetup.msiを選択してから、[開く（Open）]を選択します。
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Microsoft Orcaでインストールパッケージが開きます。インストーラのテーブルのリストが [テー
ブル（Tables）]ペインに表示されます。

ステップ 3 1033（英語）以外のすべての言語コードを削除します。
カスタムインストーラから 1033（英語）以外のすべての言語コード削除する必要が
あります。

Microsoft Orcaでは、デフォルト（1033）以外のいずれの言語ファイルもカスタムイ
ンストーラで保持されません。カスタムインストーラからすべての言語コードを削除

しない場合、言語が英語以外のオペレーティングシステムでインストーラを実行でき

ません。

制約事項

a) [表示（View）] > [要約情報（Summary Information）]を選択します。
[要約情報の編集（Edit Summary Information）]ウィンドウが表示されます。

b) [言語（Language）]フィールドを見つけます。
c) 1033以外のすべての言語コードを削除します。
d) [OK]を選択します。

英語がカスタムインストーラの言語として設定されます。

ステップ 4 トランスフォームファイルを適用します。

a) [トランスフォーム（Transform）] > [トランスフォームの適用（Apply Transform）]を選択しま
す。

b) ファイルシステムのトランスフォームファイルの場所を参照します。
c) トランスフォームファイルを選択し、[開く（Open）]を選択します。

ステップ 5 [テーブル（Tables）]ペインのテーブルのリストから [プロパティ（Property）]を選択します。
CiscoJabberSetup.msiのプロパティのリストがアプリケーションウィンドウの右パネルに表
示されます。

ステップ 6 必要とするプロパティの値を指定します。

値は大文字と小文字を区別します。このマニュアルの値と一致する値であることを確認

します。

ヒント

CLEARの値を 1に設定し、以前のインストールからの既存のブートストラップファイ
ルを上書きします。既存のブートストラップファイルを上書きしない場合、カスタム

インストーラで設定する値は有効ではありません。

ヒント

ステップ 7 必要のないプロパティを削除します。

設定されていないプロパティを削除するのは重要です。削除しないと、設定されたプロパティが

有効になりません。必要ない各プロパティを 1つずつ削除します。
a) 削除するプロパティを右クリックします。
b) [行を削除（Drop Row）]を選択します。
c) Microsoft Orcaから続行を要求されたら、[OK]を選択します。

ステップ 8 カスタムインストーラで埋め込みストリームを保存できるようにします。

a) [ツール（Tools）] > [オプション（Options）]を選択します。
b) [データベース（Database）]タブを選択します。
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c) [[名前を付けて保存（SaveAs）]の選択時に埋め込みストリームをコピーする（Copy embedded
streams during 'Save As'）]を選択します。

d) [適用（Apply）]を選択し、[OK]を選択します。

ステップ 9 カスタムインストーラを保存します。

a) [ファイル（File）] > [名前を付けて変換を保存（Save Transformed As）]を選択します。
b) ファイルシステム上の場所を選択してインストーラを保存します。
c) インストーラの名前を指定してから、[保存（Save）]を選択します。

関連トピック

インストーラのプロパティ, （186ページ）

インストーラのプロパティ

次は、カスタムインストーラで変更可能なプロパティです。

• CLEAR

• PRODUCT_MODE

• AUTHENTICATOR

• CUP_ADDRESS

• TFTP

• CTI

• CCMCIP

• LANGUAGE

• TFTP_FILE_NAME

• FORGOT_PASSWORD_URL

• SSO_ORG_DOMAIN

• LOGIN_RESOURCE

• LOG_DIRECTORY

• CLICK2X

• SERVICES_DOMAIN

これらのプロパティは、インストールの引数に対応し、同じ値が設定されています。
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グループポリシーを使用した導入

MicrosoftWindows ServerのMicrosoftグループポリシー管理コンソール（GPMC）を使用して、グ
ループポリシーと一緒に Cisco Jabber for Windowsをインストールします。

グループポリシーと一緒に Cisco Jabber for Windowsをインストールするには、Cisco Jabber for
Windowを展開するすべてのコンピュータまたはユーザが同じドメイン内に存在する必要があ
ります。

（注）

手順

目的コマンドまたはアクション

MSIが何らかの形で Orcaにより変更されて
いる場合のみ、この手順を使用して [言語

言語コードの設定, （187ページ）ステップ 1   

（Language）]フィールドを 1033に設定しま
す。

Cisco Jabber for Windows with Group Policyを
導入します。

グループポリシーでのクライアン

トの展開, （188ページ）
ステップ 2   

言語コードの設定

インストール言語の変更は、シスコが提供するMSIファイルを使用するグループポリシーの配置
シナリオでは必要ではありません。このような状況において、インストール言語はWindowsユー
ザロケール（形式）から決定されます。MSIが何らかの形で Orcaにより変更されている場合の
み、この手順を使用して [言語（Language）]フィールドを 1033に設定します。

手順

ステップ 1 Microsoft Orcaを起動します。
Microsoft Orcaは、MicrosoftのWebサイトからダウンロード可能なMicrosoft Windows SDK for
Windows 7と .NET Framework 4の一部として入手できます。

ステップ 2 CiscoJabberSetup.msiを開きます。

a) [ファイル（File）] > [開く（Open）]を選択します。
b) ファイルシステム上の CiscoJabberSetup.msiの場所を参照します。
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c) CiscoJabberSetup.msiを選択してから、[開く（Open）]を選択します。

ステップ 3 [表示（View）] > [要約情報（Summary Information）]を選択します。
ステップ 4 [言語（Language）]フィールドを見つけます。
ステップ 5 [言語（Languages）]フィールドを 1033に設定します。
ステップ 6 [OK]を選択します。
ステップ 7 カスタムインストーラで埋め込みストリームを保存できるようにします。

a) [ツール（Tools）] > [オプション（Options）]を選択します。
b) [データベース（Database）]タブを選択します。
c) [[名前を付けて保存（SaveAs）]の選択時に埋め込みストリームをコピーする（Copy embedded

streams during 'Save As'）]を選択します。
d) [適用（Apply）]を選択し、[OK]を選択します。

ステップ 8 カスタムインストーラを保存します。

a) [ファイル（File）] > [名前を付けて変換を保存（Save Transformed As）]を選択します。
b) ファイルシステム上の場所を選択してインストーラを保存します。
c) インストーラの名前を指定してから、[保存（Save）]を選択します。

次の作業

グループポリシーでのクライアントの展開, （188ページ）

関連トピック

サポートされる言語

グループポリシーでのクライアントの展開

グループポリシーと Cisco Jabber for Windowsを展開するには、このタスクの手順を実行します。

はじめる前に

言語コードの設定, （187ページ）

手順

ステップ 1 導入のためのソフトウェア配布ポイントにインストールパッケージをコピーします。

Cisco Jabber for Windowsを展開する予定のすべてのコンピュータまたはユーザは、配布ポイント
上のインストールパッケージにアクセスできる必要があります。

ステップ 2 [スタート（Start）]> [ファイル名を指定して実行（Run）]を選択し、次のコマンドを入力します。
GPMC.msc

[グループポリシー管理（Group Policy Management）]コンソールが開きます。

ステップ 3 新しいグループポリシーオブジェクトを作成します。
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a) 左側のペインの適切なドメインを右クリックします。
b) [このドメインに GPOを作成してここにリンクする（Create a GPO in this Domain, and Link it

here）]を選択します。
[新しい GPO（New GPO）]ウィンドウが開きます。

c) [名前（Name）]フィールドにグループポリシーオブジェクトの名前を入力します。
d) デフォルト値をそのままにするか、[発信元の開始GPO（Source Starter GPO）]ドロップダウン
リストから適切なオプションを選択し、次に [OK]を選択します。
新しいグループポリシーが、ドメインのグループポリシーのリストに表示されます。

ステップ 4 導入の範囲を設定します。

a) 左側のペインのドメインの下からグループポリシーオブジェクトを選択します。
グループポリシーオブジェクトが右側のペインに表示されます。

b) [スコープ（Scope）]タブの [セキュリティフィルタリング（Security Filtering）]セクション
で、[追加（Add）]を選択します。
[ユーザ、コンピュータ、またはグループの選択（Select User, Computer, or Group）]ウィンドウ
が開きます。

c) Cisco Jabber for Windowsを導入するコンピュータとユーザを指定します。

ステップ 5 インストールパッケージを指定します。

a) 左側のペインのグループポリシーオブジェクトを右クリックして、[編集（Edit）]を選択しま
す。

[グループポリシー管理エディタ（Group Policy Management Editor）]が開きます。

b) [コンピュータの設定（Computer Configuration）]を選択して、[ポリシー（Policies）] > [ソフト
ウェアの設定（Software Settings）]を選択します。

c) [ソフトウェアのインストール（Software Installation）]を右クリックして、[新規（New）] >
[パッケージ（Package）]を選択します。

d) [ファイル名（File Name）]の横にインストールパッケージの場所を入力します（例：
\\server\software_distribution）。

インストールパッケージの場所としてUniform Naming Convention（UNC）パスを入力
する必要があります。UNCパスを入力しなかった場合は、グループポリシーで Cisco
Jabber for Windowsを展開できません。

重要

e) インストールパッケージを選択して、[開く（Open）]を選択します。
f) [ソフトウェアの導入（DeploySoftware）]ダイアログボックスで、[割り当て済み（Assigned）]
を選択し、[OK]を選択します。

グループポリシーによって、次回のコンピュータの起動時にコンピュータごとに Cisco Jabber for
Windowsがインストールされます。
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Cisco Media Services Interface
Cisco Jabber forWindowsは、Microsoft Windows 7以降向けのCiscoMedia Services Interfaceバージョ
ン 4.1.2をサポートします。

Cisco Jabber for Macは、Cisco Media Services Interfaceバージョン 4.0.2以降をサポートします。

デスクフォンビデオ機能

デスクフォンビデオ機能を有効にするには、Cisco Media Services Interfaceをインストールする必
要があります。CiscoMedia Services Interfaceは、Cisco Jabber for Windowsが以下を実行できるよう
にするドライバを提供します。

•デスクフォンデバイスを検出します。

• CASTプロトコルを使用してデスクフォンデバイスへの接続を確立して維持します。

Cisco Media Services Interface のインストール

手順

ステップ 1 cisco.comのダウンロードサイトから Cisco Media Services Interfaceインストールプログラムをダ
ウンロードします。

ステップ 2 Cisco Jabberをインストールする各コンピュータに Cisco Media Services Interfaceをインストールし
ます。

CiscoMedia Services Interfaceのインストール方法については、該当するCiscoMedianetのマニュア
ルを参照してください。

関連トピック

Download software
Medianet Knowledge Base Portal

Cisco Jabber for Windows のアンインストール
コマンドラインまたはMicrosoftWindowsのコントロールパネルを使用してCisco Jabber forWindows
をアンインストールできます。このマニュアルでは、コマンドラインを使用して Cisco Jabber for
Windowsをアンインストールする方法について説明します。
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インストーラの使用

ファイルシステムでインストーラが利用可能な場合は、それを使用して Cisco Jabber for Windows
を削除します。

手順

ステップ 1 コマンドラインウィンドウを開きます。

ステップ 2 次のコマンドを入力します。
msiexec.exe /x path_to_CiscoJabberSetup.msi

次の例を参考にしてください。
msiexec.exe /x C:\Windows\Installer\CiscoJabberSetup.msi /quiet

ここで、/quietにより、サイレントアンインストールが指定されます。

このコマンドは、コンピュータから Cisco Jabber for Windowsを削除します。

製品コードの使用

ファイルシステムでインストーラが利用できない場合は、製品コードを使用して Cisco Jabber for
Windowsを削除します。

手順

ステップ 1 製品コードを検索します。

a) Microsoft Windowsレジストリエディタを開きます。
b) レジストリキー HKEY_CLASSES_ROOT\Installer\Products を見つけます。
c) [編集（Edit）] > [検索（Find）]を選択します。
d) [検索（Find）]ウィンドウの [検索（Find what）]テキストボックスに Cisco Jabberと入力し、

[次を検索（Find Next）]を選択します。
e) ProductIconキーの値を検索します。
製品コードは、ProductIconキーの値（たとえば、
C:\Windows\Installer\{product_code}\ARPPRODUCTICON.exe）です。

製品コードは Cisco Jabber for Windowsのバージョンごとに異なりま
す。

（注）

ステップ 2 コマンドラインウィンドウを開きます。

ステップ 3 次のコマンドを入力します。
msiexec.exe /x product_code

次の例を参考にしてください。
msiexec.exe /x 45992224-D2DE-49BB-B085-6524845321C7 /quiet
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ここで、/quietにより、サイレントアンインストールが指定されます。

このコマンドは、コンピュータから Cisco Jabber for Windowsを削除します。

Cisco Jabber for Mac のインストール

Cisco Jabber for Mac クライアントの配布
Cisco Jabber for Macクライアントをダウンロードするには、Cisco Software Centerにアクセスして
ください。

MacOSX環境でのアップグレードは、ユーザからの権限でアプリケーションによって自動的に実
行されます。

Cisco Jabber モバイルクライアントのインストール

手順

ステップ 1 Cisco Jabber forAndroidをインストールするには、モバイルデバイスでGoogle Playからアプリケー
ションをダウンロードします。

ステップ 2 Cisco Jabber for iPhone and iPadをインストールするには、モバイルデバイスで App Storeからアプ
リケーションをダウンロードします。
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第 14 章

リモートアクセス

• Expressway Mobile and Remote Accessの展開, 193 ページ

• Cisco AnyConnectの導入, 195 ページ

Expressway Mobile and Remote Access の展開
Cisco Unified Communications Manager用の Expressway for Mobile and Remote Accessを使用するこ
とで、ユーザは VPNクライアントを使用しなくても、企業のファイアウォールの外からコラボ
レーションツールにアクセスできます。シスコのコラボレーションゲートウェイを使用して、ク

ライアントは公衆Wi-Fiネットワークやモバイルデータネットワークなどのリモートロケーショ
ンから社内ネットワークに安全に接続できます。

Expressway for Mobile and Remote Accessは、次のように設定します。

1 Cisco Expressway Eおよびシスコ Expressway-Cを使用して Expressway for Mobile and Remote
Accessをサポートするサーバをセットアップします。*

a Cisco Expresswayサーバをセットアップするには、次のマニュアルを参照してください。

• Cisco Expressway Basic Configuration Deployment Guide

• Mobile and Remote Access via Cisco Expressway Deployment Guide

*現在 Cisco TelePresence Video Communications Server (VCS)環境が導入されている場合は、
Expressway forMobile andRemoteAccessをセットアップできます。詳細については、『Cisco
VCSBasic Configuration (Control with Expressway) Deployment Guide』および『Mobile and Remote
Access via Cisco VCS Deployment Guide』を参照してください。

b 関係するサーバをすべてCiscoExpressway-Cサーバのホワイトリストに追加して、クライア
ントが社内ネットワーク内に位置するサービスに確実にアクセスできるようにします。

サーバを Cisco Expressway-Cホワイトリストに追加するには、[HTTPサーバ許可（HTTP
server allow）]設定を使用します。
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このリストには、ボイスメールや連絡先の写真をホストするサーバを含めることができま

す。

2 クライアントがExpressway forMobile andRemoteAccessサーバを検索できるように、_collab-edge

DNS SRVレコードを含む外部 DNSサーバを設定します。

3 IMandPresenceサーバのドメインが音声サーバのドメインと異なるハイブリッドクラウドベー
スアーキテクチャを展開する場合、音声サービスドメインを設定するようにします。

音声サービスドメインによって、クライアントは _collab-edgeレコードを含むDNSサーバを
検索できます。

次のいずれかの方法で、音声サービスドメインを設定できます。

•クライアント設定ファイル（すべての Cisco Jabberクライアント）

•構成 URL（Cisco Jabber for Windowsを除く、すべての Cisco Jabberクライアント）

•インストーラオプション（Cisco Jabber for Windows専用）

ほとんどの場合、ユーザは最初に Expressway for Mobile and Remote Accessを使用してクライア
ントにサインインして、企業のファイアウォールの外からサービスに接続できます。ただし、

次の場合にユーザは最初のサインインを社内ネットワーク内で実行する必要があります。

重要

•音声サービスドメインがサービスドメインとは異なる場合。この場合、ユーザは Jabber
config.xmlファイルから正しい音声サービスドメインを取得するために、社内ネットワー
ク内にいる必要があります。

•クライアントが CAPF登録プロセス（セキュアモードまたは混合モードのクラスタを使
用する場合に必要）を完了する必要がある場合。

次の図は、Expressway forMobile andRemoteAccess環境のアーキテクチャを図に示したものです。

図 1：クライアントが、Expressway for Mobile and Remote Access に接続する方法
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関連トピック

Cisco Expressway設定ガイド
Cisco VCS設定ガイド

Cisco AnyConnect の導入

アプリケーションプロファイル

CiscoAnyConnectセキュアモビリティクライアントをデバイスにダウンロードした後で、ASAは
このアプリケーションに対してコンフィギュレーションプロファイルをプロビジョニングする必

要があります。

Cisco AnyConnectセキュアモビリティクライアントのコンフィギュレーションプロファイルに
は、会社の ASA VPNゲートウェイ、接続プロトコル（IPSecまたは SSL）、オンデマンドポリ
シーなどの VPNポリシー情報が含まれています。

次のいずれかの方法で、Cisco Jabber for iPhone and iPadのアプリケーションプロファイルをプロ
ビジョニングすることができます。

ASDM

ASA Device Manager（ASDM）のプロファイルエディタを使用して、Cisco AnyConnectセキュア
モビリティクライアントの VPNプロファイルを定義することをお勧めします。

この方法を使用すると、Cisco AnyConnectセキュアモビリティクライアントが初めて VPN接続
を確立した以降は、VPNプロファイルが自動的にそのクライアントにダウンロードされます。こ
の方法は、すべてのデバイスおよびOSタイプに使用でき、VPNプロファイルをASAで集中管理
できます。

詳細については、ご使用のリリースの『Cisco AnyConnect SecureMobility Client AdministratorGuide』
の「Creating and Editing an AnyConnect Profile」のトピックを参照してください。

iPCU

iPhone Configuration Utility（iPCU）を使用して作成する Appleコンフィギュレーションプロファ
イルを使用して iOSデバイスをプロビジョニングできます。Appleコンフィギュレーションプロ
ファイルは、デバイスのセキュリティポリシー、VPNコンフィギュレーション情報、および
Wi-Fi、メール、カレンダーの各種設定などの情報が含まれた XMLファイルです。

高レベルな手順は次のとおりです。

1 iPCUを使用して、Appleコンフィギュレーションプロファイルを作成します。

詳細については、iPCUの資料を参照してください。

2 XMLプロファイルを .mobileconfigファイルとしてエクスポートします。

3 .mobileconfigファイルをユーザにメールで送信します。
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ユーザがこのファイルを開くと AnyConnect VPNプロファイルと他のプロファイル設定がクラ
イアントアプリケーションにインストールされます。

MDM

サードパーティのMobile Device Management（MDM）ソフトウェアを使用して作成する Appleコ
ンフィギュレーションプロファイルを使用して iOSデバイスをプロビジョニングできます。Apple
コンフィギュレーションプロファイルは、デバイスのセキュリティポリシー、VPNコンフィギュ
レーション情報、およびWi-Fi、メール、カレンダーの各種設定などの情報が含まれたXMLファ
イルです。

高レベルな手順は次のとおりです。

1 Apple設定プロファイルを作成するにはMDMを使用します。

MDMの使用についての詳細は Appleの資料を参照してください。

2 登録済みデバイスに Apple設定プロファイルをプッシュします。

Cisco Jabber for Androidのアプリケーションプロファイルをプロビジョニングするには、ASA
Device Manager（ASDM）のプロファイルエディタを使用して、Cisco AnyConnectセキュアモビ
リティクライアントの VPNプロファイルを定義します。Cisco AnyConnectセキュアモビリティ
クライアントが初めて VPN接続を確立した以降は、VPNプロファイルが自動的にそのクライア
ントにダウンロードされます。この方法は、すべてのデバイスおよびOSタイプに使用でき、VPN
プロファイルをASAで集中管理できます。詳細については、ご使用のリリースの『CiscoAnyConnect
Secure Mobility Client Administrator Guide』の「Creating and Editing an AnyConnect Profile」のトピッ
クを参照してください。

VPN 接続の自動化
ユーザが企業のWi-Fiネットワーク外から Cisco Jabberを開く場合、Cisco Jabberには、Cisco UC
アプリケーションサーバにアクセスするための VPN接続が必要です。Cisco AnyConnect Secure
Mobility Clientが、バックグラウンドで VPN接続を自動的に確立できるようにシステムを設定で
きます。これは、シームレスなユーザエクスペリエンスの提供に役立ちます。

VPNが自動接続に設定されていても、Expressway for Mobile and Remote Accessの方が接続優先
順位が高いため、VPNは起動されません。

（注）

信頼ネットワーク接続のセットアップ

TrustedNetworkDetection機能は、ユーザの場所を基にしてVPN接続を自動化することによって、
ユーザの体感品質を向上させます。ユーザが社内Wi-Fiネットワークの中にいる場合、Cisco Jabber
は直接 Cisco UCインフラストラクチャに到達できます。ユーザが社内Wi-Fiネットワークを離れ
ると、Cisco Jabberが自動的に信頼ネットワークの外側にいることを検出します。この状況が発生

   Cisco Jabber 11.0 展開およびインストレーションガイド
196

リモートアクセス

VPN 接続の自動化



すると、Cisco AnyConnectセキュアモビリティクライアントは UCインフラストラクチャへの接
続を確保するため VPNを開始します。

Trusted Network Detection機能には、証明書ベース認証およびパスワードベース認証の両方を
使用できます。ただし、証明書ベース認証の方が、よりシームレスな体感を与えることができ

ます。

（注）

手順

ステップ 1 ASDMを使用して、Cisco AnyConnectのクライアントプロファイルを開きます。
ステップ 2 クライアントが社内Wi-Fiネットワークの中にいるときにインターフェイスで受信可能な、信頼

できる DNSサーバおよび信頼できる DNSドメインサフィックスのリストを入力します。Cisco
AnyConnectクライアントは、現在のインターフェイス DNSサーバおよびドメインサフィックス
を、このプロファイルの設定と比較します。

Trusted Network Detection機能が正しく動作するためには、DNSサーバをすべて指定す
る必要があります。TrustedDNSDomainsと TrustedDNSServersの両方をセットアップし
た場合は、信頼ネットワークとして定義した両方の設定とセッションが一致する必要が

あります。

TrustedNetworkDetectionをセットアップするための詳細な手順については、ご使用のリ
リースの『Cisco AnyConnect Secure Mobility Client Administrator Guide』の「Configuring
AnyConnect Features」の章（リリース 2.5）または「Configuring VPN Access」の章（リ
リース 3.0または 3.1）の「Trusted Network Detection」のセクションを参照してくださ
い。

（注）

Connect On Demand VPN の設定
Apple iOSConnect OnDemand機能は、ユーザのドメインに基づいてVPN接続を自動化することに
より、ユーザエクスペリエンスを強化します。

ユーザが社内Wi-Fiネットワークの中にいる場合、Cisco Jabberは直接Cisco UCインフラストラク
チャに到達できます。ユーザが企業のWi-Fiネットワーク外に出ると、Cisco AnyConnectは、
AnyConnectクライアントプロファイルで指定されたドメインに接続されているか自動的に検出し
ます。その場合、アプリケーションは VPNを開始して、UCインフラストラクチャへの接続を確
認します。Cisco Jabberを含めて、デバイス上のすべてのアプリケーションがこの機能を利用でき
ます。

Connect On Demandは、証明書で認証された接続だけをサポートします。（注）

この機能では、次のオプションを使用できます。
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• [常に接続（Always Connect）]：Apple iOSは、常にこのリスト内のドメインへのVPN接続を
開始しようとします。

• [必要に応じて接続（Connect If Needed）]：Apple iOSは、DNSを使用してアドレスを解決で
きない場合のみ、このリスト内のドメインへの VPN接続を開始しようとします。

• [接続しない（Never Connect）]：Apple iOSは、このリスト内のドメインへの VPN接続を開
始しようとしません。

Appleは近い将来に、[常に接続する（Always Connect）]オプションを削除する予定です。[常
に接続する（Always Connect）]オプションの削除後は、ユーザは [必要に応じて接続する
（Connect if Needed）]オプションを選択できます。Cisco Jabberユーザが [必要に応じて接続
（Connect if Needed）]オプションを使用したときに問題が発生する場合があります。たとえ
ば、Cisco Unified Communications Managerのホスト名が社内ネットワークの外部で解決可能な
場合は、iOSがVPN接続をトリガーしません。ユーザは、コールを発信する前に、手動でCisco
AnyConnectセキュアモビリティクライアントを起動することによって、この問題を回避でき
ます。

注目

手順

ステップ 1 ASDMプロファイルエディタ、iPCU、またはMDMソフトウェアを使用して、AnyConnectクラ
イアントプロファイルを開きます。

ステップ 2 AnyConnectクライアントプロファイルの [必要に応じて接続する（Connect if Needed）]セクショ
ンで、オンデマンドドメインのリストを入力します。

ドメインリストは、ワイルドカードオプション（たとえば、cucm.cisco.com、cisco.com、および
*.webex.com）を含むことができます。

Cisco Unified Communications Manager での自動 VPN アクセスのセットアップ

はじめる前に

•モバイルデバイスで、証明書ベースの認証での VPNへのオンデマンドアクセスが設定され
ている必要があります。VPNアクセスの設定については、VPNクライアントおよびヘッド
エンドのプロバイダーにお問い合わせください。

• Cisco AnyConnectセキュアモビリティクライアントと Cisco Adaptive Security Applianceの要
件については、「ソフトウェア要件」のトピックを参照してください。

• CiscoAnyConnectのセットアップ方法については、『Cisco AnyConnect VPNClientMaintain and
Operate Guides』を参照してください。
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手順

ステップ 1 クライアントがオンデマンドで VPNを起動する URLを指定します。
a) 次のいずれかの方法を使用し、クライアントがオンデマンドでVPNを起動するURLを指定し
ます。

•必要に応じて接続する（Connect if Needed）

• CiscoUnifiedCommunicationsManagerをドメイン名（IPアドレスではなく）経由でア
クセスするように設定し、このドメイン名がファイアウォールの外側で解決できな

いことを確認します。

• Cisco AnyConnectクライアント接続のConnect on Demandドメインリストで、このド
メインを「必要に応じて接続（Connect If Needed）」リストに追加します。

•常に接続する（Always Connect）

•存在しないドメインにステップ 4のパラメータを設定します。存在しないドメイン
はユーザがファイアウォールの内部または外部にいるときに、DNSクエリーが失敗
する原因となります。

• Cisco AnyConnectクライアント接続のConnect on Demandドメインリストで、このド
メインを“常に接続（Always Connect）”リストに追加します。

URLは、ドメイン名だけを含む必要があります。プロトコルまたはパスは含めない
でください（たとえば、「https://cm8ondemand.company.com/vpn」の代わりに
「cm8ondemand.company.com」を使用します）。

b) Cisco AnyConnectで URLを入力し、このドメインに対する DNSクエリーが失敗することを確
認します。

ステップ 2 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]インターフェイスを開きます。
ステップ 3 ユーザのデバイスページに移動します。

ステップ 4 [プロダクト固有の設定（Product Specific Configuration Layout）]セクションの [オンデマンドVPN
のURL（On-Demand VPN URL）]フィールドに、ステップ 1で Cisco AnyConnectで特定して使用
した URLを入力します。
URLは、ドメイン名だけを含む必要があります。プロトコルやパスを含まないようにしてくださ
い。

ステップ 5 [保存（Save）]を選択します。
Cisco Jabberが開くと、URLへの DNSクエリを開始します（たとえば、ccm-sjc-111.cisco.com）。
このURLが、この手順で定義したOnDemandのドメインリストのエントリ（たとえば、cisco.com）
に一致する場合、Cisco Jabberは間接的に AnyConnect VPN接続を開始します。
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次の作業

•この機能をテストしてください。

◦このURLを iOSデバイスのインターネットブラウザに入力し、VPNが自動的に起動す
ることを確認します。ステータスバーに、VPNアイコンが表示されます。

◦ VPNを使用して、iOSデバイスが社内ネットワークに接続できることを確認します。た
とえば、社内イントラネットのWebページにアクセスしてください。iOSデバイスが接
続できない場合は、ご利用の VPN製品のプロバイダーに問い合わせてください。

◦ VPNが特定のタイプのトラフィックへのアクセスを制限（管理者が電子メールと予定表
のトラフィックだけが許可されるようにシステムを設定している場合など）していない

ことを IT部門に確認します。

•クライアントが、社内ネットワークに直接接続されるように設定されていることを確認しま
す。

証明書ベースの認証の設定

証明書ベースの認証を使用して、Cisco AnyConnectセキュアモビリティクライアントから Cisco
Adaptive Security Applianceへのセキュアな接続をネゴシエートすることをお勧めします。

ASAは、Cisco IOS CA、Microsoft Windows 2003、Windows 2008 R2、Entrust、VeriSign、RSA Keon
などの標準認証局（CA）サーバが発行した証明書をサポートします。ここでは、証明書ベースの
認証のためにASAを設定するための高レベルな手順を説明します。適切なASAコンフィギュレー
ションガイドの順を追った手順については、「Configuring Digital Certificates」のトピックを参照
してください。

手順

ステップ 1 ルート証明書を CAから ASAにインポートします。
ステップ 2 ASAの ID証明書を生成します。
ステップ 3 SSL認証用の ASAの ID証明書を使用します。
ステップ 4 証明書失効リスト（CRL）または Online Certificate Status Protocol（OCSP）を設定します。
ステップ 5 認証にクライアント証明書を要求するように、ASAを設定します。

次の作業

ASAで証明書ベースの認証を設定した後、ユーザに証明書を配布する必要があります。次のいず
れかの方法を使用できます。

• SCEPを使用した証明書の配布

• Mobileconfigファイルを使用したクライアント証明書の配布
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SCEP を使用した証明書の配布
Microsoft Windows Serverの Simple Certificate Enrollment Protocol（SCEP）を使用して、クライアン
ト認証のための証明書を安全に発行し、更新できます。

SCEPを使用して証明書を配布するには、Microsoft Windows Serverに SCEPモジュールをインス
トールする必要があります。詳細については、次のトピックを参照してください。

•「ASA 8.X: AnyConnect SCEP Enrollment Configuration Example」

•「Simple Certificate Enrollment Protocol (SCEP) Add-on for Certificate Services」

Mobileconfig ファイルを使用したクライアント証明書の配布
証明書を含むモバイルコンフィギュレーションファイルを作成するには、次の手順を実行しま

す。このファイルを使用して、証明書をユーザに配布できます。

手順

ステップ 1 iPCUソフトウェアを使用してmobileconfigファイルを作成し、証明書（.pfx）ファイルを組
み込みます。

ステップ 2 mobileconfigファイルをユーザに転送します。

ステップ 3 Cisco ISEのネイティブサプリカントプロビジョニングプロセスを使用して、ユーザ証明書を配
布します。

ステップ 4 Enterprise MDMソフトウェアを使用して、登録済みデバイスに証明書をプロビジョニングおよび
パブリッシュします。

セッションパラメータ

セキュア接続のパフォーマンスを向上するために ASAセッションパラメータを設定できます。
最良のユーザエクスペリエンスを得るために、次の ASAセッションパラメータを設定する必要
があります。

• [DatagramTransport Layer Security]（DTLS）：DTLSは、遅延とデータ消失を防ぐデータパス
を提供する SSLプロトコルです。

• [自動再接続（Auto Reconnect）]：自動再接続またはセッション永続性を使用すれば、Cisco
AnyConnect Secure Mobility Clientはセッション中断から回復して、セッションを再確立でき
ます。

• [セッション永続性（Session Persistence）]：このパラメータを使用すると、VPNセッション
をサービス中断から回復し、接続を再確立できます。
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• [アイドルタイムアウト（Idle Timeout）]：アイドルタイムアウトは、通信アクティビティが
発生しない場合に、ASAがセキュア接続を切断するまでの期間を定義します。

• [デッドピア検出（Dead Peer Detection）]（DTD）：DTDは、ASAとCisco AnyConnect Secure
Mobility Clientが、障害が発生した接続をすばやく検出できることを保証します。

ASA セッションパラメータの設定
Cisco AnyConnect Secure Mobility Clientのエンドユーザのユーザエクスペリエンスを最適化するた
めに、次のように ASAセッションパラメータを設定することを推奨します。

手順

ステップ 1 DTLSを使用するように、Cisco AnyConnectを設定します。
詳細については、『Cisco AnyConnect VPN Client Administrator Guide, Version 2.0』の「Configuring
AnyConnect Features Using ASDM」の章の、「Enabling Datagram Transport Layer Security (DTLS) with
AnyConnect (SSL) Connections」のトピックを参照してください。

ステップ 2 セッションの永続性（自動再接続）を設定します。

a) ASDMを使用して VPNクライアントプロファイルを開きます。
b) [自動再接続の動作（AutoReconnect Behavior）]パラメータを [復帰後に再接続（ReconnectAfter

Resume）]に設定します。

詳細については、ご使用のリリースの『Cisco AnyConnect SecureMobility Client AdministratorGuide』
の「Configuring AnyConnect Features」の章（リリース 2.5）または「Configuring VPN Access」の章
（リリース 3.0または 3.1）の「Configuring Auto Reconnect」のトピックを参照してください。

ステップ 3 アイドルタイムアウト値を設定します。

a) Cisco Jabberクライアントに固有のグループポリシーを作成します。
b) アイドルタイムアウト値を 30分に設定します。

詳細については、ご使用のリリースの『Cisco ASA 5580 Adaptive Security Appliance Command
Reference』の「vpn-idle-timeout」のセクションを参照してください。

ステップ 4 Dead Peer Detection（DPD）を設定します。
a) サーバ側の DPDを無効にします。
b) クライアント側の DPDを有効にします。

詳細については、『Cisco ASA 5500 Series Configuration Guide using the CLI, 8.4 and 8.6』の
「Configuring VPN」の章の、「Enabling and Adjusting Dead Peer Detection」のトピックを参照して
ください。
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グループポリシーおよびプロファイル

グループポリシー、クライアントプロファイル、および接続プロファイルを作成するために、

ASAデバイスマネージャ（ASDM）を使用する必要があります。最初にグループポリシーを作成
し、次にそのポリシーをプロファイルに適用します。ASDMを使用してプロファイルを作成する
と、Cisco AnyConnectセキュアモビリティクライアントが初めて ASAへの接続を確立した後に
プロファイルをダウンロードすることが保証されます。ASDMでは、中央のロケーションでプロ
ファイルとポリシーを管理および維持することができます。

ASDMを使用したポリシーとプロファイルの作成手順については、『Cisco AnyConnect Secure
Mobility Client Administrator Guide』を参照してください。

Trusted Network Detection
Trusted Network Detectionは、ユーザロケーションに基づいてセキュア接続を自動化する機能で
す。ユーザが社内ネットワークを離れると、Cisco AnyConnect Secure Mobility Clientが信頼ネット
ワークの外部にいることを自動的に検出して、セキュアなアクセスを開始します。

クライアントプロファイルの一部として ASAに Trusted Network Detectionを設定します。詳細に
ついては、ご使用のリリースの『Cisco AnyConnect Secure Mobility Client Administrator Guide』の
「Trusted Network Detection」のトピックを参照してください。

トンネルポリシー

トンネルポリシーは、Cisco AnyConnect Secure Mobility Clientがセキュアな接続経由でどのように
トラフィックを転送するかを設定します。このポリシーには次の種類があります。

•フルトンネルポリシー：すべてのトラフィックをセキュアな接続経由で ASAゲートウェイ
に送信できるようにします。

•ネットワーク ACLを使用したスプリット包含ポリシー：宛先 IPアドレスに基づいてセキュ
アな接続を制限できるようにします。たとえば、オンプレミス展開で、Cisco Unified
Communications Manager、Cisco Unified Presence、TFTPサーバ、およびその他のサーバの IP
アドレスを指定して、セキュアな接続をクライアントのトラフィックのみに制限できます。

•スプリット除外ポリシー：特定のトラフィックをセキュアな接続から除外できるようにしま
す。セキュア接続を介したクライアントのトラフィックを許可し、特定の宛先サブネットか

らトラフィックを除外できます。
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第 15 章

トラブルシューティング

• Cisco Jabberドメイン用の SSO証明書の更新, 205 ページ

Cisco Jabber ドメイン用の SSO 証明書の更新
この手順は、クラウドまたはハイブリッド展開に適用されます。Cisco Jabberドメイン用の更新さ
れたシングルサインオン（SSO）証明書をアップロードするには、次の手順を使用します。

1024、2048、または 4096暗号化ビットおよび RC4-MD5アルゴリズムによる証明書だけがサ
ポートされています。

（注）

はじめる前に

証明書は CERまたは CRTファイル形式である必要があります。

手順

ステップ 1 WebEx組織管理ツール（https://www.webex.com/go/connectadmin）にログインします。
ステップ 2 管理ツールがロードされたら、[構成（Configuration）]タブをクリックします。
ステップ 3 左側のナビゲーションバーで [セキュリティの設定（Security Settings）]をクリックします。
ステップ 4 [組織の証明書の管理（Organization Certificate Management）]のリンクをクリックします。

以前にインポートされた X.509証明書が表示されます。
ステップ 5 [エイリアス（Alias）]フィールドに、会社の Cisco WebEx組織を入力します。
ステップ 6 [参照（Browse）]をクリックして X.509証明書を選択します。

証明書は CERまたは CRTファイル形式である必要があります。
ステップ 7 [インポート（Import）]をクリックして証明書をインポートします。
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証明書が X.509証明書の指定された形式に従っていない場合は、エラーが表示されます。
ステップ 8 [閉じる（Close）]を 2回クリックして [SSO関連オプション（SSO Related Options）]画面に戻り

ます。

ステップ 9 [保存（Save）]をクリックしてフェデレーテッドWebシングルサインオン設定の詳細を保存しま
す。
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第 16 章

Cisco Jabber のオプション

• Cisco Jabber 11.0の機能, 207 ページ

• Windows、Mac、iOS、および Android用の Cisco Jabberの機能, 210 ページ

• Windows用の Cisco Jabberの機能 , 235 ページ

• Mac用の Cisco Jabberの機能, 261 ページ

• Cisco Jabber for Androidおよび iOS, 262 ページ

• Cisco Jabber for iOS、Android、およびWindows, 280 ページ

• iOS、Android、Mac用の Cisco Jabber, 285 ページ

Cisco Jabber 11.0 の機能
Cisco Jabberはさまざまな機能を備えています。次の表に示すように、一部の機能はクライアント
固有です。

Cisco
Jabber for
Android、
Cisco
Jabber for
iPhone and
iPad

Cisco
Jabber for
Mac

Cisco
Jabber for
Windows

機能

X応答可能なときにアラート

XXX自動アップグレード

Xチャットの自動保存

XXXブリッジのエスカレーション

Cisco Jabber 11.0 展開およびインストレーションガイド
207



Cisco
Jabber for
Android、
Cisco
Jabber for
iPhone and
iPad

Cisco
Jabber for
Mac

Cisco
Jabber for
Windows

機能

Xコールピックアップ

Xコールパーク

XXXコール保持

Xチャットの検索

Xチャットセキュリティラベル

XXXCisco WebEx Meetingsの統合

XXカスタム連絡先

XXサイレントモニタリングおよびコール録音の設定

XXXSIPプロファイルでのポート範囲の定義

XDial via Office：リバース

XXX連絡先リストのディレクトリグループ

XXXExpressway Mobile and Remote Access

XXX遠端カメラ制御

一部の

ファイル

転送機能

がサポー

トされま

す

XXファイル転送

XFIPSコンプライアンス

XXXフレキシブル Jabber ID

XXフレキシブル DSCP
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Cisco
Jabber for
Android、
Cisco
Jabber for
iPhone and
iPad

Cisco
Jabber for
Mac

Cisco
Jabber for
Windows

機能

XXXグループチャット

XXハントグループ

XXXインスタントメッセージ

XXXインスタントメッセージの暗号化

XXXJabber間コール

XXロケーション

XXX必須アップグレードのサポート

XXX複数リソースのログイン

一部の常

設チャッ

トルーム

機能がサ

ポートさ

れます。

X常設チャットルーム

XXXプレディクティブな連絡先の検索

XXXプレゼンス

XOutlookフォルダへのチャット履歴の保存

Xチャットの印刷

X携帯電話への送信

XXXサービスディスカバリ

XXXシングルサインオン
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Cisco
Jabber for
Android、
Cisco
Jabber for
iPhone and
iPad

Cisco
Jabber for
Mac

Cisco
Jabber for
Windows

機能

X（OS機
能）

X（クラ
イアント

オプショ

ン機能）

スペルチェック

XXXテレメトリ

XXXURIダイヤル

X（モバ
イルクラ

イアント

は BFCP
受信のみ

をサポー

トしま

す）。

XXビデオデスクトップ共有（BFCP）

XXX音声およびビデオ通話

XXX音声およびビデオの暗号化

XXXボイスメール

Windows、Mac、iOS、および Android 用の Cisco Jabber
の機能

Jabber 間コール
適用対象：すべてのクライアント

Jabber間音声ビデオコールは、Cisco Unified Communications Managerを使用せずに、2つの Cisco
Jabberクライアント間に基本的な通話機能を提供します。Cisco Jabberユーザは Cisco Unified
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Communications Managerに登録されていない場合でも、Cisco Jabberから Jabber間コールを発信で
きます。

（注） • Jabber間コールは、Cisco WebEx Messengerサービスによって認証されているユーザのみ
発信できます。

• Cisco Jabber for Windowsクライアントが Jabber間コール機能を使用する場合は、Internet
Explorer 10以降を実行することをお勧めします。この機能を以前のバージョンの Internet
Explorer、または互換モードの Internet Explorerで使用すると、問題が発生する場合があり
ます。これらの問題は、Cisco Jabberクライアントのログイン（非SSO設定）または Jabber
間コール機能（SSO設定）に関連しています。

Jabber 間コールのエクスペリエンス

Jabber間コールでは、Cisco Unified Communication Managerコールのすべての機能はサポートされ
ていません。Jabber間コールは、一度に 1つの連絡先とだけ行うことができます。Jabber間コー
ルでは、ユーザについて次のシナリオが考えられます。

• 2人のユーザが Jabber間コールを相互に同時に開始すると、コードが自動的に接続されます。
その場合、どちらのユーザも着信コール通知を受信しません。

•ユーザが Jabber間コール中に別のコールを発信する必要がある場合、進行中のコールは、
コールの相手が応答しない場合でも、即座に終了します。

• Jabber間コール中に Jabber間コールが着信した場合は、[コールを終了して応答（EndCallAnd
Answer）]が表示されます。ユーザがこのボタンを選択すると、現行の Jabber間コールは終
了し、着信コールへの応答が行われます。

•モバイルクライアント用 Cisco Jabberでの Jabber間コールでは、次のシナリオが考えられま
す。

•ユーザが Jabber間コール中に Cisco Unified Communications Managerコールを行うと、相
手が応答しない場合でも、進行中の Jabber間コールが直ちに終了します。

•ユーザがモバイル通話中は、Jabber間コールに応答できません。Jabber間通話の着信は、
不在着信としてリストされます。

•ユーザが Jabber間コール中にモバイル通話が着信した場合は、次のようになります。

• iPhoneでは、相手が応答しない場合でも、Jabber間コールが直ちに終了します。

• Android電話では、相手が着信モバイル通話に応答した場合に、Jabber間コールが
直ちに終了します。

サポートされる着信機能

Jabber間コール中は、次の機能がサポートされます。
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• Jabber間コールを終了する

•オーディオをミュートまたはミュート解除する

•ビデオを開始または停止する

•音量コントロール

•セルフビデオを開始または停止する

•フロントカメラとバックカメラを切り替えるこの機能は、Cisco Jabberモバイルクライアン
トでのみ使用できます。

Jabber 間コールのクラウド展開

Jabber間コールのクラウド展開では、SDP/HTTPSの設定が使用されます。クラウド展開の場合
は、以下を確認してください。

• Jabber間コール機能を使用するには、GoDaddy Class 2 Certification Authority
Root Certificateルート証明書をインストールします。この証明書名に関する警告を解
決するには、必要な GoDaddy証明書をインストールします。

•プロキシサーババイパスリストに次のサーバを含めます。

• https://locus-a.wbx2.com/locus/api/v1

• https://conv-a.wbx2.com/conversation/api/v1

プロキシサーバリストの詳細については、『Cisco Jabber Deployment Guides』の「Configure
Proxy Settings」を参照してください。

• UDP経由の RTP/SRTPに対してメディアポートとプロトコルの次の範囲を有効にします：
33434～ 33598および 8000～ 8100。HTTPS経由の Jabber間コール設定の場合は、ポート 443
を有効にします。

• Jabber間コールの機能を有効にする前に、次の作業を実行してください。

•組織をCiscoCommon Identityサーバに登録するよう要求するには、シスコカスタマーサ
ポートチームまたはCisco Customer SuccessManagerにお問い合わせください。Common
Identityサーバにユーザを追加するプロセスにはある程度時間がかかります。また Jabber
間コール機能にアクセスする必要があります。

•シングルサインオン（SSO）のユーザについては、Common Identityの SSOを設定する
必要があります。SSOの設定に関する詳細については、CiscoWebExMessengerのドキュ
メント（http://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/webex-messenger/
products-installation-guides-list.html）を参照してください。

クラウド導入では、次のいずれかの方法によって、CiscoWebExMessenger管理ツールで Jabber間
コールを設定します。

• [設定タブ（Configuration Tab）]セクションで [P2P設定（P2P settings）]を使用します。詳細
については、『Cisco WebEx Messenger Administrator's Guide』を参照してください。
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• Cisco WebEx Messenger管理ツールのポリシーエディタで、[内部 VoIP（Internal VoIP）]およ
び [外部 VoIP（External VoIP）]設定を使用します。Jabber間コールのビデオサービスは、
[内部ビデオ（Internal Video）]および [外部ビデオ（External Video）]ポリシーアクションを
使用して制御できます。詳細については、『Cisco WebEx Messenger Administration Guide』の
「PolicyEditor」のセクションを参照してください。Jabber間コールはユーザのグループまた
はすべてのユーザで有効にできます。

関連トピック

http://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/webex-messenger/tsd-products-support-install-and-upgrade.html

Jabber 間ハイブリッドモード

ハイブリッドモードでの Jabber 間コールのエクスペリエンス

Jabber間コールとCisco Unified CommunicationsManagerコールを使用する場合には、Jabber間の制
限に加えて、次のシナリオが考えられます。

•ユーザが Jabber間コール中に Cisco Unified Communications Managerコールを行うと、相手が
応答しない場合でも、進行中の Jabber間コールが直ちに終了します。

•ユーザが Jabber間コール中に Cisco Unified Communications Managerコールを保留してから再
開すると、Jabber間コールが直ちに終了します。

•ユーザが Jabber間コール中に Cisco Unified Communications Managerコールを着信すると、通
知と [コールを終了して応答（End Call And Answer）]ボタンが表示されます。ユーザがこの
ボタンを選択すると、進行中の Jabber間コールが終了し、着信コールへの応答が行われま
す。

•ユーザが Cisco Unified Communications Managerコールを受信した場合は、進行中の Cisco
Unified Communications Managerコールを保留にして新しいコールに応答できます。

•ユーザが Cisco Unified Communications Managerコール中に Jabber間コールを行うように選択
すると、Jabber間コールの参加者がコールに応答しない場合でも、CiscoUnifiedCommunications
Managerコールが直ちに保留になります。

•ユーザが Cisco Unified Communications Managerコール中に Jabber間コールに応答した場合
は、Cisco Unified Communications Managerコールが直ちに保留になります。

•ユーザの回線が Cisco Unified Communications Managerでコールに自動応答するように設定さ
れている場合、Jabber間コール中に Cisco Unified Communications Managerコールを受信する
と、Jabber間コールが通知なく直ちに終了し、Cisco Unified Communications Managerコール
に応答します。

問題レポートの復号化

問題レポートの復号用のコマンドラインツール CiscoJabberPrtDecrypter.exeは、インストーラ

に含まれており、Windowsマシンでのみ使用できます。このツールには次の引数があります。
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• --help：ヘルプメッセージを表示します。

• --privatekey：秘密キーファイルを指定します。これはプライバシー強化メール（.pem）ま
たは個人情報交換 PKCS#12（.pfx）形式です。

• --password：入力された秘密キーファイルがパスワードで保護されている場合のオプショ
ン。

• --encryptionkey：file.zip.eskなど、暗号化秘密キーファイルを指定します。

• --encryptedfile：file.zip.encなど、暗号化されたファイルを指定します。

• --outputfile：decryptedfile.zipなど、出力ファイルを指定します。

• --mobile：モバイルクライアントから問題レポートを指定します。

はじめる前に

問題レポートを復号化するには、次のものが必要です。

•暗号化を使用して問題レポートを生成したときに作成した zipファイルに含まれる、次の 2
つのファイル

• file.zip.esk：暗号化された対称キー

• file.zip.enc：AES256を使用して暗号化された元のデータ

•データの暗号化に使用した証明書の秘密キー

手順

ステップ 1 Windowsでコマンドプロンプトを開きます。
ステップ 2 C:\Program Files(x86)\Cisco Systems\Cisco Jabber\ディレクトリに移動します。

ステップ 3 コマンドとパラメータを入力します。

デスクトップクライアントの例：CiscoJabberPrtDecrypter.exe --privatekey C:\PRT\PrivateKey.pfx

--password 12345 --encryptedfile C:\PRT\file.zip.enc --encryptionkey C:\PRT\file.zip.esk

--outputfile C:\PRT\decryptedfile.zip

モバイルクライアントの例：CiscoJabberPrtDecrypter.exe --privatekey C:\PRT\PrivateKey.pfx

--password 12345 --encryptedfile C:\PRT\file.zip.enc --encryptionkey C:\PRT\file.zip.esk

--outputfile C:\PRT\decryptedfile.zip --mobile

復号化が成功すると出力ファイルが作成されます。無効なパラメータがあると復号化が失敗し、

コマンドラインにエラーが表示されます。

   Cisco Jabber 11.0 展開およびインストレーションガイド
214

Cisco Jabber のオプション
問題レポートの復号化



SIP プロファイルでのポート範囲の定義
SIPコールのオーディオストリームとビデオストリームに対して個々にUDPポート範囲を設定で
きます。通常、ビデオには音声よりもかなり多くの帯域幅が必要であるため、各メディアタイプ

専用のポート範囲を使用することで、ネットワーク帯域幅の管理を簡素化できます。また、広帯

域幅のビデオストリームから分離された専用チャネルをオーディオストリームに設定すること

で、オーディオストリームの低下を防ぐことができます。

テレメトリ

Cisco Jabber 分析

適用：すべてのクライアント

ユーザエクスペリエンスと製品パフォーマンスを向上させるために、Cisco Jabberは、個人識別が
不可能な利用状況とパフォーマンスに関するデータを収集してシスコに送信する場合があります。

収集されたデータは、シスコによって、Jabberクライアントがどのように使用され、どのように
役立っているかに関する傾向を把握するために使用されます。

テレメトリ機能を使用するには、GoDaddy Class 2 Certification Authority Root
Certificateという名前のルート証明書をインストールする必要があります。テレメトリサー
バ証明書名は "metrics-a.wbx2.com"です。この証明書名に関する警告を解決するには、必要な
GoDaddy証明書をインストールします。証明書の詳細については、『PlanningGuide』を参照して
ください。

デフォルトで、テレメトリデータはオンになっています。次のテレメトリパラメータを設定でき

ます。

• Telemetry_Enabled：分析データを収集するかどうかを指定します。デフォルト値は trueです。

• TelemetryEnabledOverCellularData：分析データを携帯データネットワークとWi-Fi経由で送
信する（true）のか、WiFi経由のみで送信する（false）のかを指定します。デフォルト値は
trueです。

• TelemetryCustomerID：このオプションパラメータは分析情報の送信元を指定します。この
IDは、個別の顧客を明示的に識別する文字列にすることも、顧客を識別せずに共通の送信元
を識別する文字列にすることもできます。GlobalUnique Identifier（GUID）を生成するツール
を使用して 36文字の一意の IDを作成するか、逆ドメイン名を使用することをお勧めしま
す。

これらのパラメータの詳細については、『Parameters Reference Guide』を参照してください。

Cisco Jabberが収集する分析データと、収集しない分析データの詳細については、http://
www.cisco.com/web/siteassets/legal/privacy_02Jun10.htmlの「Cisco Jabber Supplement to Cisco’s On-Line
Privacy Policy」で確認できます。
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関連トピック

証明書の検証について

Cisco Jabber 11.0 Parameters Reference Guide（Cisco Jabber 11.0パラメータリファレンスガイ
ド）

Cisco Unified Communications Manager IM and Presence Service のエン
タープライズグループ

適用対象：すべてのクライアント

ユーザは Cisco Jabberの連絡先リストにグループを追加できます。グループは企業のMicrosoft
Active Directoryで作成され、Cisco Unified Communications Manager IM and Presence Serviceリリー
ス11.0にインポートされます。エンタープライズグループが設定され、CiscoUnifiedCommunications
Manager IM and Presence Serviceで有効になると、Cisco Jabberユーザはエンタープライズグループ
をクライアントの連絡先リストに追加できます。

エンタープライズグループの使用は、Expressway for Mobile and Remote Accessでサポートされま
す。

Cisco Jabber でエンタープライズグループを有効化するための前提条件

• Cisco Unified Communications Managerリリース 11.0

• Cisco Unified Communications Manager IM and Presence Serviceリリース 11.0

ユーザが連絡先リストにエンタープライズグループを追加できるように設定する前に、サーバで

その機能を設定する必要があります。「エンタープライズグループの有効化」を参照してくださ

い。現時点では、CiscoUnified CommunicationsManagerはActiveDirectoryから既存のセキュリティ
グループをインポートしません。配布グループのみをインポートできます。エンタープライズグ

ループの詳細については、『Feature Configuration Guide for Cisco Unified Communications Manager,
Release 11.0(1)』を参照してください。

制限事項

Cisco Unified Communications Manager IM and Presence Serviceのエンタープライズグループは、オ
ンプレミス展開でのみ使用可能です。エンタープライズグループはクラウド展開ですでにサポー

トされています。

ユーザが連絡先用の他のプレゼンスサブスクリプションを所有していない場合、100人以上の IM
対応メンバーから成るエンタープライズグループでは、連絡先に対してプレゼンスはサポートさ

れません。たとえば、ユーザが連絡先リストに追加した連絡先が 100人以上から成るエンタープ
ライズグループのリストにも含まれている場合は、その連絡先に対してプレゼンスが表示されま

す。IM非対応のユーザは 100人というプレゼンスの制限に影響しません。

ネストされたグループはエンタープライズグループの一部としてインポートできません。たとえ

ば、ADグループでは、埋め込みグループ以外のグループのメンバーのみがインポートされます。
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ユーザと ADグループが異なる組織単位（OU）に存在している場合は、ADグループに連絡先を
追加する前に、ADグループが存在する OUだけではなく、両方の OUを Cisco Unified
Communications Managerと同期させる必要があります。

最小クエリー文字数がデフォルト値の 3文字に設定されている場合、エンタープライズグループ
のユーザ検索で 2文字のグループ名（例：HR）は除外されます。EDI、BDI、または UDSの最小
クエリー文字数を変更するには、MinimumCharacterQueryパラメータの値を変更します。

名前の最初の 3文字（または、最小クエリー文字として定義された値）に特殊文字が含まれてい
る場合、それらのエンタープライズグループは検索時に検出できません。

識別名を変更するとユーザに対するCisco Jabberクライアントの動作が信頼できないものになるた
め、エンタープライズグループの識別名の変更は中心業務の時間外に行うことを推奨します。

エンタープライズグループに変更を加える場合は、変更が適用されるように、変更後に Active
Directoryを Cisco Unified Communications Managerと同期させる必要があります。

UDS の制限（Expressway for Mobile and Remote Access または UDS オンプレミス展開のユーザに該
当）

UDSを使用して接続している場合は、エンタープライズグループ検索機能がありません。そのた
め、ユーザは連絡先リストに追加するエンタープライズグループの正確な名前を把握しておく必

要があります。EDIまたは BDIを使用して接続している場合は、エンタープライズグループ検索
機能を使用できます。

エンタープライズグループ名では大文字と小文字が区別されます。

ADフォレスト内の 2つのエンタープライズグループが同じ名前である場合、グループを追加し
ようとするとエラーが発生します。この問題は、BDIまたは EDIを使用しているクライアントに
は該当しません。

Enable Enterprise Groups
The enterprise parameter Directory Group Operations on Cisco IM and Presence in theEnterprise Parameter
Configuration window allows you to enable or disable the Enterprise Groups feature. Follow these steps to
enable the Enterprise Groups feature.

はじめる前に

Ensure that the Cisco DirSync service is activated. For information about how to activate services, see the
Cisco Unified Serviceability Administration Guide at http://www.cisco.com/c/en/us/support/
unified-communications/unified-communications-manager-callmanager/products-maintenance-guides-list.html.

手順

ステップ 1 From Cisco Unified CM Administration, choose System > Enterprise Parameters.
The Enterprise Parameters Configuration window appears.

ステップ 2 In the User Management Parameters section, from the Directory Group Operations on Cisco IM and Presence
drop-down list, select Enabled .

ステップ 3 (Optional) From the Syncing Mode for Enterprise Groups drop-down list, choose one of the following:

Cisco Jabber 11.0 展開およびインストレーションガイド
217

Cisco Jabber のオプション
Cisco Unified Communications Manager IM and Presence Service のエンタープライズグループ

http://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/unified-communications-manager-callmanager/products-maintenance-guides-list.html
http://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/unified-communications-manager-callmanager/products-maintenance-guides-list.html


None—If you choose this option, the Cisco Intercluster Sync Agent service does not synchronize the
enterprise groups and the group membership records between IM and Presence Service clusters.

•

• Differential Sync—This is the default option. If you choose this option, after all the enterprise groups
and group membership records from remote IM and Presence Service cluster are synchronized, the
subsequent syncs synchronize only the records that were updated since the last sync occurred.

• Full Sync—If you choose this option, after all the enterprise groups and group membership records from
the remote IM and Presence Service cluster are synchronized, all the records are synchronized during
each subsequent sync.

If the Cisco Intercluster Sync Agent service is not running for more than 24 hours, we recommend
that you select the Full Sync option to ensure that the enterprise groups and group membership
records synchronize completely. After all the records are synchronized, that is, when the Cisco
Intercluster Sync Agent has been running for about 30 minutes, choose the Differential Sync option
for the subsequent syncs. Keeping the value of this parameter set to 'Full Sync' for a longer period
could result in extensive CPU usage and therefore we recommend that you use the Full Sync option
during off-business hours.

（注）

ステップ 4 (Optional) Set the LDAP Directory Synchronization Schedule parameters in the LDAP Directory
Configurationwindow to configure the interval at whichMicrosoft Active Directory groups are synchronized
with Cisco Unified Communications Manager. For more information, see the online help.

ステップ 5 Click Save.

遠端カメラ制御（FECC）
適用対象：すべてのクライアント

遠端カメラ制御（FECC）をサポートしているコールでは、遠端カメラを調整してビデオコール
時の表示を鮮明にすることができます。ユーザがコールしているエンドポイントがFECCをサポー
トしている場合、ユーザは FECCを使用できます。

ユーザが FECC対応エンドポイントにアクセス可能かどうかを設定できます。設定パラメータを
無効にすると、エンドポイントが FECCに対応している場合でも、ユーザは遠端カメラのエンド
ポイントを制御できません。FECCを無効にすると、ユーザエクスペリエンスの観点から見ると、
FECC非対応のエンドポイントにダイヤルインするのと同じになります。

FECCを無効化するには、EnableFeccパラメータに falseを設定します。このパラメータの詳細に
ついては、『Parameters Reference Guide』を参照してください。

制限事項

FECCはポイントツーポイントコールでのみサポートされ、複数のビデオ接続が同じブリッジに
接続しているグループコールや会議ではサポートされません。

FECCはソフトフォンモードでのみサポートされます。
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関連トピック

Cisco Jabber 11.0 Parameters Reference Guide（Cisco Jabber 11.0パラメータリファレンスガイ
ド）

ブリッジのエスカレーション

適用対象：すべてのクライアント

ブリッジエスカレーションを使用すると、グループチャットを即座に電話会議へとエスカレー

ションできます。参加者は自動的に追加されるので、参加者を電話会議にマージする必要はあり

ません。

手順

ステップ 1 Cisco Jabberクライアントでブリッジエスカレーションを有効にするには、jabber-config.xml
で EnableBridgeConferencingパラメータを trueに設定します。

ステップ 2 （任意）jabber-config.xml ファイルで、UserBridgeUriAdminパラメータにルーム URIのマ
スクを指定します。マスクを指定しない場合、ユーザはクライアントで DNまたは SIP URIを入
力できます。

ステップ 3 URIダイヤルを有効にして、ユーザが電話会議番号の SIP URIを入力できるようにします。URI
ダイヤルの詳細については、「URIダイヤル」のトピックを参照してください。

Collaboration Meeting Room
適用対象：すべてのクライアント

Cisco Collaboration Meeting Rooms（CMR）Cloudを使用すると、ユーザは簡単に Cisco WebEx会
議に参加したり会議を開始することができます。Cisco Jabberでは、ユーザは Cisco WebExイン
ターフェイスを使用して会議にアクセスするか、ビデオを使用して会議に参加できます。

スケジュールされたCMRクラウド会議では、参加者のCMRクラウド参加エクスペリエンスに制
限があります。この制限は、Outlook予定表の統合を有効にしていないMacユーザやWindowsユー
ザに影響します。サーバの制限により、これらの展開シナリオの参加者には Cisco WebExを使用
して会議に参加するオプションのみが示されます。ホストはすべてのエクスペリエンスを享受し、

アドホック CMRクラウド会議への参加を招待されたユーザも同様に享受できます。

CTI制御モードのユーザは、WebExを使用してのみ参加できます。

はじめる前に

Cisco Collaboration Meeting Rooms Cloudは、Cisco WebEx Meeting Centerで使用できます。
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手順

ステップ 1 次のサイトで入手可能なコンフィギュレーションガイドを使用して、CollaborationMeeting Rooms
のオプションを設定します。 http://www.cisco.com/c/en/us/support/conferencing/webex-meeting-center/
products-installation-and-configuration-guides-list.html

ステップ 2 CiscoWebExMeeting Centerのユーザに対してCollaborationMeeting Roomsが有効になっていること
を確認します。

ステップ 3 Collaboration Meeting Rooms機能では SIP URIが使用されるので、Cisco Unified Communications
Managerのユーザに対して URIダイヤルを有効にする必要があります。URIダイヤルの詳細につ
いては、「URIダイヤル」のトピックを参照してください。

パーソナルルーム

適用対象：すべてのクライアント

パーソナルルームはいつでも利用可能な仮想会議室であり、ミーティングに使用できます。Cisco
Jabberは CiscoWebExMeeting Centerのパーソナルルーム機能を使用して、ユーザがクライアント
で [Meet Now]オプションを使って連絡先と簡単に会談できるようにします。

手順

ステップ 1 パーソナルルームは、Cisco WebEx Meeting Centerのユーザに対してデフォルトで有効になりま
す。詳細については、次のサイトから入手可能な CiscoWebExMeeting Centerのマニュアルを参照
してください。 http://www.cisco.com/c/en/us/support/conferencing/webex-meeting-center/
products-installation-and-configuration-guides-list.html

ステップ 2 Cisco WebEx Meeting Centerで [すべてのインスタントミーティングにパーソナルルームを使用
（Use Personal Room for all my instant meetings）]を選択することで、すべてのインスタントミー
ティングに対してパーソナルルームを設定できます。

コール保持

Cisco Unified Communications Managerのコール保持機能は、Cisco Unified Communications Manager
ノードで障害が発生した場合やデバイスとコールをセットアップしたCiscoUnifiedCommunications
Managerノード間の通信で障害が発生した場合にアクティブコールが中断されないことを保証し
ます。

   Cisco Jabber 11.0 展開およびインストレーションガイド
220

Cisco Jabber のオプション
パーソナルルーム

http://www.cisco.com/c/en/us/support/conferencing/webex-meeting-center/products-installation-and-configuration-guides-list.html
http://www.cisco.com/c/en/us/support/conferencing/webex-meeting-center/products-installation-and-configuration-guides-list.html
http://www.cisco.com/c/en/us/support/conferencing/webex-meeting-center/products-installation-and-configuration-guides-list.html
http://www.cisco.com/c/en/us/support/conferencing/webex-meeting-center/products-installation-and-configuration-guides-list.html


Cisco Jabber for iPhone and iPadを使用してコール中のユーザがWi-Fiからモバイルデータネッ
トワーク（またはその逆）に切り替えた場合、インターフェイス IPアドレスが失われ、コー
ルが保持されます。ユーザが最初のネットワークに戻り、IPアドレスが復元されると、コール
を続行できるようになります。

（注）

コール保持の詳細については、http://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/
unified-communications-manager-callmanager/products-maintenance-guides-list.htmlで『Manager System
Guide for Cisco Unified Communication Manager』の関連リリースを参照してください。

プレゼンスサブスクリプション要求のプロンプト

適用対象：すべてのクライアント

社内の連絡先からのプレゼンスサブスクリプション要求のプロンプトを有効、無効のいずれかに

することができます。クライアントは、社外の連絡先からのプレゼンスサブスクリプション要求

には、ユーザに許可を求めるプロンプトを常に表示します。

ユーザは、クライアントのプライバシー設定を次のように指定します。

社内（Inside Your Organization）

ユーザは社内の連絡先を許可するかブロックするかを選択できます。

•ユーザがプレゼンスサブスクリプション要求を許可することを選択し、

• [確認プロンプトなしで、ユーザが他のユーザのプレゼンスステータスを表示でき
るようにする（Allow users to view the availability of other users without being prompted
for approval）]を選択した場合、クライアントはユーザにプロンプトを表示せず
に、すべてのプレゼンスサブスクリプション要求を自動的に許可します。

• [確認プロンプトなしで、ユーザが他のユーザのプレゼンスステータスを表示でき
るようにする（Allow users to view the availability of other users without being prompted
for approval）]を選択しない場合、クライアントはすべてのプレゼンスサブスク
リプション要求でユーザにプロンプトを表示します。

•ユーザが連絡先をブロックすることを選択した場合、既存の連絡先のみがそれらのユー
ザの在席ステータスを参照できます。つまり、ユーザのプレゼンスにサブスクライブ

済みの連絡先のみが在席ステータスを確認できます。

組織内で連絡先を検索する際は、組織内のすべてのユーザの一時的な

在席ステータスが表示されます。しかし、ユーザ Aがユーザ Bをブ
ロックした場合、ユーザBには、検索一覧内のユーザAの一時的な在
席ステータスは表示されません。

（注）
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社外（Outside Your Organization）

ユーザは、社外の連絡先に対する処理を次のオプションから選択できます。

•クライアントがプレゼンスサブスクリプション要求ごとにプロンプトを表示する。

•既存の連絡先のみが在席ステータスを参照できるよう、すべての連絡先をブロックす
る。つまり、ユーザのプレゼンスにサブスクライブ済みの連絡先のみが在席ステータ

スを確認できます。

はじめる前に

この機能は、オンプレミス展開でサポートされ、Cisco Unified Communications Managerリリース
8.x以降でのみ利用できます。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM IM and Presenceの管理（Cisco Unified CM IM and Presence Administration）]イン
ターフェイスを開きます。

ステップ 2 [プレゼンス（Presence）] > [設定（Settings）]の順に選択します。
[プレゼンスの設定（Presence Settings）]ウィンドウが開きます。

ステップ 3 [確認プロンプトなしで、ユーザが他のユーザのプレゼンスステータスを表示できるようにする
（Allow users to view the availability of other users without being prompted for approval）]を選択し、プ
ロンプトを無効にして、社内からのすべてのプレゼンスサブスクリプション要求を自動的に許可

します。

このオプションには、次の値があります。

• [選択済み（Selected）]：クライアントはプレゼンスサブスクリプション要求に対してユーザ
にプロンプトを表示しません。クライアントはユーザにプロンプトを表示せずに、すべての

プレゼンスサブスクリプション要求を自動的に許可します。

• [クリア済み（Cleared）]：クライアントは、プレゼンスサブスクリプション要求を許可する
かどうか尋ねるプロンプトをユーザに表示します。この設定では、ユーザの在席ステータス

を社内のほかのユーザが見られる状態である必要があります。

ステップ 4 [保存（Save）]を選択します。

一時プレゼンス

適用：すべてのクライアント

プライバシー制御強化のために一時プレゼンスを無効化します。このパラメータを設定すると、

Cisco Jabberがユーザの連絡先リスト内の連絡先にだけアベイラビリティステータスを表示しま
す。
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はじめる前に

この機能は、オンプレミス展開でサポートされ、Cisco Unified Communications Managerリリース
9.x以降が必要です。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM IM and Presenceの管理（Cisco Unified CM IM and Presence Administration）]イン
ターフェイスを開きます。

ステップ 2 [プレゼンス（Presence）] > [設定（Settings）]の順に選択します。
ステップ 3 [アドホックプレゼンスサブスクリプションを有効にする（Enable ad-hoc presence subscriptions）]

チェックボックスをオフにして、[保存（Save）]を選択します。
Cisco Jabberは一時的なプレゼンスを表示しません。ユーザは、各自の連絡先リスト内の連絡先の
みのアベイラビリティステータスを確認できます。

Cisco Unified Presence での一時プレゼンスの無効化
プライバシー制御強化のために一時プレゼンスを無効化します。このパラメータを設定すると、

Cisco Jabberがユーザの連絡先リスト内の連絡先にだけアベイラビリティステータスを表示しま
す。

はじめる前に

この機能は、オンプレミス展開でサポートされ、Cisco Unified Communications Managerリリース
8.x以降が必要です。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified Presenceの管理（Cisco Unified Presence Administration）]インターフェイスを開きま
す。

ステップ 2 [プレゼンス（Presence）] > [設定（Settings）]の順に選択します。
ステップ 3 [アドホックプレゼンスサブスクリプションを有効にする（Enable ad-hoc presence subscriptions）]

チェックボックスをオフにして、[保存（Save）]を選択します。
Cisco Jabberは一時的なプレゼンスを表示しません。ユーザは、各自の連絡先リスト内の連絡先の
みのアベイラビリティステータスを確認できます。
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URI ダイヤル
この機能は、オンプレミス展開用にサポートされています。URIダイヤルは、Cisco Unified
Communications Managerリリース 9.1(2)以降で有効です。

この機能は、EnableSIPURIDiallingパラメータを使用して jabber-config.xmlファイルで有効化さ

れます。

例：<EnableSIPURIDialling>True</EnableSIPURIDialling>

パラメータの値の詳細については、『Parameters Reference Guide』を参照してください。

適用：すべてのクライアント

Dial via Office -リバース機能が有効な場合、モバイルクライアントは URIダイヤルをサポー
トしません。

重要

URIダイヤルは、ユーザが Uniform Resource Identifier（URI）を使用したコールの発信や連絡先の
解決を実行できるようにします。たとえば、Adam McKenzieという名前のユーザが
amckenzi@example.comという自分の電話番号と関連付けられた SIP URIを持っていたとしま
す。URIダイヤルは、Adamの電話番号ではなく、SIP URIでユーザがコールを発信できるように
します。

有効なURI形式や ILSのセットアップを含む詳細設定など、URIダイヤル要件の詳細については、
『System Configuration Guide for Cisco Unified Communications Manager』の「URI Dialing」のセク
ションを参照してください。

URI と電話番号の関連付け
ユーザが URIコールを発信すると、Cisco Unified Communications Managerはその URIに関連付け
られた電話番号に着信コールをルーティングします。このため、URIと電話番号を関連付ける必
要があります。URIを使用して電話番号を自動的に入力するか、URIを使用して電話番号を設定
します。

URI を使用した電話番号の自動入力

ユーザを Cisco Unified Communications Managerに追加するときは、[ディレクトリ URI（Directory
URI）]フィールドに有効な SIP URIを入力します。Cisco Unified Communications Managerはその
SIP URIをエンドユーザ設定に保存します。

ユーザのプライマリ内線を指定すると、Cisco Unified Communications Managerはエンドユーザの
設定から電話番号の設定にディレクトリ URIを入力します。このため、ユーザの電話番号のディ
レクトリURIが自動的に入力されます。CiscoUnifiedCommunicationsManagerはそのURIをデフォ
ルトのパーティションにも配置します。これがディレクトリ URI（ Directory URI）です。

次のタスクは、電話番号が URIを継承するように Cisco Unified Communications Managerを設定す
る手順を大まかに説明しています。
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手順

ステップ 1 デバイスを追加します。

ステップ 2 デバイスに電話番号を追加します。

ステップ 3 デバイスとユーザを関連付けます。

ステップ 4 ユーザのプライマリ内線を指定します。

次の作業

ディレクトリ URIが電話番号に関連付けられていることを確認します。

URI を使用した電話番号の設定

ユーザに関連付けられていない電話番号用の URIを指定できます。URIを使用した電話番号は、
テストと評価の目的でのみ設定する必要があります。

URIを使用した電話番号を設定するには、以下の手順に従ってください。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]インターフェイスを開きます。
ステップ 2 [コールルーティング（Call Routing）] > [電話番号（Directory Number）]を選択します。

[電話番号の検索/一覧表示（Find and List Directory Numbers）]ウィンドウが開きます。

ステップ 3 適切な電話番号を検索して選択します。

[電話番号設定（Directory Number Configuration）]ウィンドウが開きます。

ステップ 4 [ディレクトリ URI（Directory URIs）]セクションを探します。
ステップ 5 [URI]列で有効な SIP URIを指定します。
ステップ 6 適切なパーティションを [パーティション（Partition）]列から選択します。

システムの [ディレクトリ URI（Directory URI）]パーティションには、URIを手動で追
加できません。URIは電話番号と同じルートパーティションに追加する必要がありま
す。

（注）

ステップ 7 ユーザが電話番号にコールを発信できるように適切なコーリングサーチスペースにパーティショ

ンを追加します。

ステップ 8 [保存（Save）]を選択します。

ディレクトリ URI パーティションの関連付け

Cisco Unified Communications Managerが URIを配置するデフォルトのパーティションを、電話番
号を含むパーティションと関連付ける必要があります。
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URIダイヤルを有効にするには、デフォルトのディレクトリURIパーティションを、電話番号
を含むパーティションと関連付ける必要があります。

コーリングサーチスペース内に電話番号のパーティションがない場合は、パーティションを

作成して、適切に設定する必要があります。

重要

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]インターフェイスを開きます。
ステップ 2 [システム（System）] > [エンタープライズパラメータ（Enterprise Parameters）]の順に選択しま

す。

[エンタープライズパラメータ設定（Enterprise ParametersConfiguration）]ウィンドウが開きます。

ステップ 3 [エンドユーザのパラメータ（End User Parameters）]セクションを探します。
ステップ 4 [ディレクトリ URIエイリアスパーティション（Directory URI Alias Partition）]行で、ドロップダ

ウンリストから適切なパーティションを選択します。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

デフォルトのディレクトリ URIパーティションは電話番号を含むパーティションと関連付けられ
ています。それにより、Cisco Unified Communications Managerは着信 URIコールを正しい電話番
号にルーティングできます。

ユーザが電話番号にコールを発信できるようにパーティションが適切なコーリングサーチスペー

スにあることを確実にする必要があります。

連絡先の解決のための SIP 要求における FQDN の有効化
URIによる連絡先の解決を有効にするには、Cisco Unified CommunicationsManagerが SIP要求で完
全修飾ドメイン名（FQDN）を使用するように設定する必要があります。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]インターフェイスを開きます。
ステップ 2 [デバイス（Device）] > [デバイスの設定（Device Settings）] > [SIPプロファイル（SIP Profile）]の

順に選択します。

[SIPプロファイルの検索と一覧表示（Find and List SIP Profiles）]ウィンドウが開きます。

ステップ 3 適切な SIPプロファイルを検索して選択します。
デフォルトの SIPプロファイルは編集できません。必要に応じて、デフォルトの SIPプロ
ファイルのコピーを作成して変更します。

メモ
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ステップ 4 [SIP要求で完全修飾ドメイン名を使用（Use Fully Qualified Domain Name in SIP Requests）]を選択
し、[保存（Save）]を選択します。

次の作業

URIを関連付けるプライマリ内線があるすべてのデバイスと SIPプロファイルを関連付けます。

ボイスメールの無効化

適用：すべてのクライアント

ボイスメールの無効化は、コールがモバイルサービスプロバイダーのボイスメールによって応答

されることを防ぐ機能です。この機能は、ユーザがモバイルデバイスで企業からモバイルコネク

トコールを受信するときに便利です。また、DvO-Rの受信コールがモバイルデバイスに発信され
る場合にも便利です。

ボイスメールの無効化は、次の 2つのいずれかの方法で設定できます。

•タイマー制御：（デフォルト）この方式では、Cisco Unified Communications Managerにタイ
マーを設定して、モバイルユーザまたはモバイルサービスプロバイダーのボイスメールの

どちらによってコールに応答するか決定します。

•ユーザ制御：この方式では、コールを先に進める前に、デバイスのキーパッドの任意のキー
を押すことによるDTMFトーンの生成をユーザに要求するようにCiscoUnifiedCommunications
Managerを設定します。

DvO-Rを導入する場合は、ユーザ制御のボイスメールの無効化も設定することが推奨されます。
ユーザ制御のボイスメールの無効化を設定すると、この機能は DvO-Rとモバイルコネクトコー
ルの両方に適用されます。

ボイスメールの無効化の詳細については、ご使用のリリースの『Cisco Unified Communications
Manager Features and Services Guide』の「Confirmed Answer and DvO VM detection」の項を参照して
ください。

タイマーで制御されたボイスメールの無効化のセットアップ

タイマー制御方式をセットアップするには、モビリティ IDまたはリモート接続先のいずれかで
[呼び出し開始タイマー（Answer Too Soon Timer）]および [呼び出し終了タイマー（Answer Too
Late Timer）]を設定します。詳細については、「モビリティ IDの追加」または「リモート接続先
の追加（オプション）」のトピックを参照してください。

はじめる前に

タイマー制御のボイスメールの無効化は、Cisco Unified Communications Managerリリース 6.0以降
でサポートされています。

Cisco Jabber 11.0 展開およびインストレーションガイド
227

Cisco Jabber のオプション
ボイスメールの無効化



ユーザ制御のボイスメールの無効化のセットアップ

ユーザ制御のボイスメールの無効化は、Cisco Unified Communications Managerリリース 9.0以
降で使用できます。

重要

ユーザ制御のボイスメールの無効化を次のようにセットアップします。

1 「ボイスメールの無効化をサポートするための Cisco Unified Communications Managerの設定」
のトピックを使用して Cisco Unified Communications Managerをセットアップします。

2 次のトピックのいずれかを使用してデバイスをセットアップします。

•「モビリティ IDのボイスメールの無効化の有効化」

•「リモート接続先のボイスメールの無効化の有効化」

Ciscoは、エンドユーザがクライアントで設定した代替番号で DvO-Rを使用する場合、ユー
ザ制御のボイスメールの無効化をサポートしていません。代替番号とは、ユーザのモビリティ

IDで設定した電話番号と一致しない、ユーザがクライアントのDvOコールバック番号のフィー
ルドに入力した電話番号です。

代替番号を使用してこの機能を設定する場合、Cisco Unified Communications Managerは、コー
ルバックが誤った番号またはボイスメールシステムに接続してもDvO-Rコールを接続します。

重要

ボイスメールの無効化をサポートするための Cisco Unified Communications Manager の設定

ユーザ制御のボイスメールの無効化をサポートするように Cisco Unified Communications Manager
を設定するには、次の手順を使用します。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]インターフェイスを開きます。
ステップ 2 [システム（System）] > [サービスパラメータ（Service Parameters）]の順に選択します。
ステップ 3 [サーバ（Server）]ドロップダウンリストで、アクティブな Cisco Unified Communications Manager

を選択します。

ステップ 4 [サービス（Service）]ドロップダウンリストで、[Cisco Call Manager（アクティブ）（Cisco Call
Manager (Active)）]サービスを選択します。

ステップ 5 [クラスタ全体のパラメータ（システム -モビリティシングルナンバーリーチボイスメール）
（Clusterwide Parameters (System - Mobility Single Number Reach Voicemail)）]セクションで設定を
構成します。

   Cisco Jabber 11.0 展開およびインストレーションガイド
228

Cisco Jabber のオプション
ボイスメールの無効化



ここでの設定は、Cisco Jabberに固有ではありません。これらを設定する方法について
は、ご使用のリリースの『Cisco Unified Communication Manager Administrator Guide』の
「Confirmed Answer and DVO VM detection」を参照してください。

（注）

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。

モビリティ ID のボイスメールの無効化の有効化

エンドユーザのモビリティ IDに対してユーザ制御のボイスメールの無効化を有効にするには、
次の手順を使用します。

はじめる前に

• Cisco Unified Communications Managerでアナンシエータを設定します。詳細については、ご
使用のリリースの『CiscoUnifiedCommunicationsManager AdministratorGuide』の「Annunciator
setup」の項を参照してください。

• Cisco Unified Communications Managerにメディアリソースグループを設定する場合は、メ
ディアリソースグループにアナンシエータを設定します。詳細については、ご使用のリリー

スの『Cisco Unified Communication Manager Administrator Guide』の「Media resource group
setup」の項を参照してください。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]インターフェイスを開きます。
ステップ 2 設定するデバイスに次のように移動します。

a) [デバイス（Device）] > [電話（Phone）]の順に選択します。
b) 設定するデバイスを検索します。
c) デバイス名を選択して、[電話の設定（Phone Configuration）]ウィンドウを開きます。

ステップ 3 [関連付けられたモビリティ ID（Associated Mobility Identity）]セクションで、モビリティ IDのリ
ンクをクリックします。

ボイスメールの無効化機能が正常に動作するには、エンドユーザが Cisco Jabberクライ
アントに入力する DvOコールバック番号が [モビリティ IDの設定（Mobility Identity
Configuration）]画面で入力する [接続先番号（Destination Number）]と一致する必要が
あります。

（注）

ステップ 4 ポリシーを次のように設定します。

• Cisco Unified Communications Managerリリース 9：[シングルナンバーリーチボイスメール
ポリシー（Single Number Reach Voicemail Policy）]ドロップダウンリストで、[ユーザ制御
（User Control）]を選択します。

• CiscoUnifiedCommunicationsManagerリリース 10（Dial viaOfficeなし）：[シングルナンバー
リーチボイスメールポリシー（Single Number Reach Voicemail Policy）]ドロップダウンリス
トで、[ユーザ制御（User Control）]を選択します。
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• Cisco Unified Communications Managerリリース 10（Dial via Officeあり）

◦ [シングルナンバーリーチボイスメールポリシー（SingleNumberReachVoicemailPolicy）]
ドロップダウンリストで [タイマー制御（Timer Control）]を選択します。

◦ [Dial-via-Officeリバースボイスメールポリシー（Dial-via-OfficeReverseVoicemail Policy）]
ドロップダウンリストで [ユーザ制御（User Control）]を選択します。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

リモート接続先のボイスメールの無効化の有効化

エンドユーザのリモート接続先に対してユーザ制御のボイスメールの無効化を有効にするには、

次の手順を使用します。

はじめる前に

• Cisco Unified Communications Managerでアナンシエータを設定します。詳細については、ご
使用のリリースの『CiscoUnifiedCommunicationsManagerAdministratorGuide』の「Annunciator
setup」の項を参照してください。

• Cisco Unified Communications Managerにメディアリソースグループを設定する場合は、メ
ディアリソースグループにアナンシエータを設定します。詳細については、ご使用のリリー

スの『Cisco Unified Communication Manager Administrator Guide』の「Media resource group
setup」の項を参照してください。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]インターフェイスを開きます。
ステップ 2 設定するデバイスに次のように移動します。

a) [デバイス（Device）] > [電話（Phone）]の順に選択します。
b) 設定するデバイスを検索します。
c) デバイス名を選択して、[電話の設定（Phone Configuration）]ウィンドウを開きます。

ステップ 3 [関連付けられたリモート接続先（Associated Remote Destinations）]セクションで、関連付けられ
たリモート接続先のリンクをクリックします。

ステップ 4 ポリシーを次のように設定します。

• Cisco Unified Communications Managerリリース 9：[シングルナンバーリーチボイスメール
ポリシー（Single Number Reach Voicemail Policy）]ドロップダウンリストで、[ユーザ制御
（User Control）]を選択します。
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• CiscoUnifiedCommunicationsManagerリリース 10（Dial viaOfficeなし）：[シングルナンバー
リーチボイスメールポリシー（Single Number Reach Voicemail Policy）]ドロップダウンリス
トで、[ユーザ制御（User Control）]を選択します。

• Cisco Unified Communications Managerリリース 10（Dial via Officeあり）

◦ [シングルナンバーリーチボイスメールポリシー（SingleNumberReachVoicemailPolicy）]
ドロップダウンリストで [タイマー制御（Timer Control）]を選択します。

◦ [Dial-via-Officeリバースボイスメールポリシー（Dial-via-OfficeReverseVoicemail Policy）]
ドロップダウンリストで [ユーザ制御（User Control）]を選択します。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

ファイル転送とスクリーンキャプチャ

適用対象：すべてのクライアント

ファイル転送とスクリーンキャプチャは、Cisco Unified Communications Manager IM and Presence
サービスで有効にされます。Cisco Jabberクライアントコンフィギュレーションファイルで指定
される追加のパラメータがあります。これらのパラメータの詳細については、「ポリシーパラ

メータ」を参照してください。

Cisco Unified Communications Manager IM and Presence Service 9.x以降でファイル転送とスクリーン
キャプチャを設定するには、「ファイル転送とスクリーンキャプチャの有効化」を参照してくだ

さい。

Cisco Unified Communications Manager IM and Presenceサービスリリース 10.5(2)以降では、追加の
ファイル転送オプションが提供されます。

•ピアツーピアチャットについては、「ピアツーピアチャット専用のファイル転送とスクリー
ンキャプチャの有効化」を参照してください。

•グループチャットとチャットルームについては、「グループチャットとチャットルームの
ファイル転送とスクリーンキャプチャの有効化」を参照してください。

•最大ファイル転送サイズを設定するには、「最大ファイル転送サイズの設定」を参照してく
ださい。

これらの追加のファイル転送方式をサポートしていない以前のバージョンのCisco Jabberクライア
ントが展開に含まれている場合は、[マネージドおよびピアツーピアファイル転送（Managed and
Peer-to-Peer File Transfer）]を選択するためのオプションがあります。詳細については、
『Configuration and Administration of IM and Presence Service on Cisco Unified CommunicationsManager,
Release 10.5(2)』を参照してください。
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関連トピック

Cisco Jabber 11.0 Parameters Reference Guide（Cisco Jabber 11.0パラメータリファレンスガイ
ド）

ファイル転送とスクリーンキャプチャの有効化, （232ページ）
グループチャットとチャットルームのファイル転送とスクリーンキャプチャの有効化, （233
ページ）

ピアツーピアチャット専用のファイル転送とスクリーンキャプチャの有効化 ,（234ページ）
最大ファイル転送サイズの設定, （234ページ）

ファイル転送とスクリーンキャプチャの有効化

はじめる前に

Cisco Unified Communications Manager IM and Presenceサービス上の Cisco XCP Routerサービスを介
して、Cisco Unified Communication Manager IM and Presenceサービス 9.x以降のファイル転送とス
クリーンキャプチャを有効または無効にすることができます。ファイル転送と画面キャプチャの

パラメータはデフォルトで有効になっています。ただし、展開のセットアップ時に設定を確認す

る必要があります。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM IM and Presenceの管理（Cisco Unified CM IM and Presence Administration）]イン
ターフェイスを開きます。

ステップ 2 [システム（System）] > [サービスパラメータ（Service Parameters）]の順に選択します。
ステップ 3 [サーバ（Server）]ドロップダウンリストから適切なサーバを選択します。
ステップ 4 [サービス（Service）]ドロップダウンリストから [Cisco XCP Router]を選択します。

[サービスパラメータ設定（Service Parameter Configuration）]ウィンドウが開きます。

ステップ 5 [ファイル転送を有効にする（Enable file transfer）]パラメータを探します。
ステップ 6 [パラメータ値（Parameter Value）]ドロップダウンリストから適切な値を選択します。

Cisco Unified Communications Manager IM and Presenceサービス上の設定を無効にした場合
は、クライアント設定内のファイル転送とスクリーンキャプチャも無効にする必要があ

ります。

メモ

ステップ 7 [保存（Save）]を選択します。

   Cisco Jabber 11.0 展開およびインストレーションガイド
232

Cisco Jabber のオプション
ファイル転送とスクリーンキャプチャ

https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/jabber/11_0/CJAB_BK_C1247C0B_00_cisco-jabber-parameters-reference-guide.html
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/jabber/11_0/CJAB_BK_C1247C0B_00_cisco-jabber-parameters-reference-guide.html


グループチャットとチャットルームのファイル転送とスクリーンキャプチャの有

効化

転送されたファイルとスクリーンキャプチャはファイルサーバに保存され、メタデータはデータ

ベースサーバに記録されます。チャットルームをサポートしない Cisco Jabberクライアントの場
合は、このオプションによってグループチャットでのファイル転送が有効になります。

このオプションを有効にすると、ファイル転送とスクリーンキャプチャがピアツーピアチャット

でも使用可能になり、転送されたファイルとスクリーンキャプチャがファイルサーバに保存さ

れ、メタデータがデータベースサーバに記録されます。

はじめる前に

グループチャットとチャットルームのファイル転送とスクリーンキャプチャは、Cisco Unified
Communications Manager IM and Presenceサービスリリース 10.5(2)以降でのみ使用できます。

ファイル転送に関連付けられたメタデータをログに記録するように外部データベースを設定しま

す。詳細については、『Database Setup for IM and Presence Service on Cisco Unified Communications
Manager, Release 10.5(2)』を参照してください。

転送されたファイルを保存するようにネットワークファイルサーバを設定します。詳細について

は、『Configuration and Administration of IM and Presence Service on Cisco Unified Communications
Manager, Release 10.5(2)』を参照してください。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM IM and Presenceの管理（Cisco Unified CM IM and Presence Administration）]イン
ターフェイスを開きます。

ステップ 2 [メッセージング（Messaging）] > [ファイル転送（File Transfer）]の順に選択します。
ステップ 3 [ファイル転送設定（FileTransferConfiguration）]セクションで、[マネージドファイル転送（Managed

File Transfer）]を選択します。
ステップ 4 [マネージドファイル転送の割り当て（Managed File Transfer Assignment）]セクションで、クラス

タ内のノードごとに外部データベースと外部ファイルサーバを割り当てます。

ステップ 5 [保存（Save）]を選択します。

次の作業

ノードごとに：

•ノードの IPアドレス、ホスト名、または FQDNを含む外部ファイルサーバの
authorized_keysファイルにノードの公開キーをコピーします。

• Cisco XCPファイル転送マネージャサービスがアクティブになっていることを確認します。

• Cisco XCP Routerサービスを再起動します。
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ピアツーピアチャット専用のファイル転送とスクリーンキャプチャの有効化

Cisco Unified Communications Manager IM and Presenceサービスリリース 10.5(2)以降でピアツーピ
アチャットのファイル転送を有効にします。ファイルとスクリーンキャプチャは、ピアツーピア

チャットでのみ転送されます。ファイルまたはスクリーンキャプチャ情報は記録もアーカイブも

されません。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM IM and Presenceの管理（Cisco Unified CM IM and Presence Administration）]イン
ターフェイスを開きます。

ステップ 2 [メッセージング（Messaging）] > [ファイル転送（File Transfer）]の順に選択します。
ステップ 3 [ファイル転送設定（File Transfer Configuration）]セクションで、[ピアツーピア（Peer-to-Peer）]

を選択します。

ステップ 4 [保存（Save）]を選択します。

次の作業

Cisco XCP Routerサービスを再起動します。

最大ファイル転送サイズの設定

最大ファイルサイズは Cisco Unified Communications Manager IM and Presenceサービスリリース
10.5(2)以降でのみ利用できます。

はじめる前に

選択されているファイル転送タイプは、[マネージドファイル転送（ManagedFileTransfer）]です。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM IM and Presenceの管理（Cisco Unified CM IM and Presence Administration）]イン
ターフェイスを開きます。

ステップ 2 [メッセージング（Messaging）] > [ファイル転送（File Transfer）]の順に選択します。
ステップ 3 [マネージドファイル転送設定（Managed File Transfer Configuration）]セクションで、[最大ファイ

ルサイズ（Maximum File Size）]の値を入力します。
ステップ 4 [保存（Save）]を選択します。

次の作業

Cisco XCP Routerサービスを再起動します。
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Windows 用の Cisco Jabber の機能

コールピックアップ

適用：Cisco Jabber for Windowsと Cisco Jabber for Mac

コールピックアップ機能により、ユーザは自分以外の電話番号に着信したコールに応答すること

ができます。ディレクトリ番号はコールピックアップグループに割り当てられ、Cisco Unified
Communications Managerは自動的に適切なコールピックアップグループ番号にダイヤルします。
ユーザは [ピックアップ（Pickup）]を選択してコールに応答します。

グループコールピックアップ機能を使用すると、ユーザは別のグループ内の着信コールをピック

アップできます。ユーザがグループピックアップ番号を入力して [ピックアップ（Pickup）]を選
択すると、Cisco Unified Communications Managerは自動的に適切なコールピックアップグループ
番号にダイヤルします。

他のグループピックアップ機能を使用すると、ユーザは自分のグループに関連付けられているグ

ループ内の着信コールをピックアップできます。ユーザが [その他のピックアップ（OtherPickup）]
を選択すると、Cisco Unified Communications Managerは関連グループの着信コールを自動的に検
索します。

ダイレクトコールピックアップ機能を使用すると、ユーザは電話番号への着信コールをピック

アップできます。ユーザが電話番号を入力して [ピックアップ（Pickup）]を選択すると、Cisco
Unified Communications Managerは着信コールを接続します。

コールピックアップの詳細については、『FeatureConfigurationGuide forCiscoUnifiedCommunications
Manager』を参照してください。

コールピックアップ通知

着信コールが複数ある場合は、「Call(s) available for pickup（コールがピックアップ可能）」とい
う通知が表示されます。ユーザはコールに応答すると、呼び出し時間が最長の着信コールに接続

されます。

デスクフォンモード

デスクフォンモードでは、次の制約事項が適用されます。

• Cisco Unified Communications Manager通知設定は、ピックアップグループではサポートされ
ていません。「CallerA -> CallerB」というコールピックアップ通知が表示されます。

• Cisco Unified Communications Managerでの音声と映像の設定はサポートされていません。ビ
ジュアルアラートが常に表示されます。

共用回線の動作

共有回線にデスクフォンと CSFソフトフォンがあるユーザの場合は、次の制限が適用されます。
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•使用可能なコールがない場合にソフトフォンを使用してコールのピックアップを試みると、
デスクフォンに「Nocall available for PickUp（ピックアップできるコールなし）」というメッ
セージが表示されます。

•使用可能なコールがない場合にデスクフォンを使用してコールのピックアップを試みると、
ソフトフォンに「Nocall available for PickUp（ピックアップできるコールなし）」というメッ
セージが表示されます。

関連グループのメンバーでないユーザ

ユーザが関連グループのメンバーではないときに、別のピックアップグループにコールが着信し

た場合：

•ダイレクトコールピックアップ機能を使用して着信コールをピックアップできます。

•グループピックアップ機能は動作しません。

グループコールピックアップ機能およびダイレクトピックアップ機能の使用時に予想される動作

グループコールピックアップ機能およびダイレクトピックアップ機能の使用時に予想される動

作は、次のとおりです。

•無効な番号を入力

•ソフトフォンモード：会話ウィンドウが表示され、即座にアナンシエータが聞こえま
す。

•デスクフォンモード：会話ウィンドウ、速いビジー音、またはアナンシエータの後に速
いビジー音、エラーメッセージ「Pickup faile（ピックアップ失敗）」。

•有効な番号を入力したが、その時点でピックアップできるコールがない

•ソフトフォンモード：ヘッドセットにトーン、会話ウィンドウの表示なし、エラーメッ
セージ「No call available for pickup（ピックアップできるコールなし）」。

•デスクフォンモード：会話ウィンドウなし、エラーメッセージ「No call available for
pickup（ピックアップできるコールなし）」。

•関連グループの電話番号を入力したが、その時点でピックアップできるコールがない

•ソフトフォンモード：ヘッドセットにトーン、会話ウィンドウの表示なし、エラーメッ
セージ「No call available for pickup（ピックアップできるコールなし）」。

•デスクフォンモード：会話ウィンドウなし、エラーメッセージ「No call available for
pickup（ピックアップできるコールなし）」。

•同じ Cisco Unified Communications Managerノードに属すが、関連グループにはない電話の電
話番号を入力

•ソフトフォンモード：会話ウィンドウの表示、速いビジー音。
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•デスクフォンモード：会話ウィンドウの表示、速いビジー音、エラーメッセージ「Pickup
faile（ピックアップ失敗）」。

•有効なグループの 1番目の電話番号を入力

•ソフトフォンモード：ヘッドセットにトーン、会話ウィンドウの表示、15秒後にアナ
ンシエータ、それに続いて速いビジー音。

•デスクフォンモード：会話ウィンドウの表示、15秒後にアナンシエータ、速いビジー
音、エラーメッセージ「Pickup faile（ピックアップ失敗）」。

コールピックアップグループ外のデスクフォンによるコールピックアップ

ユーザが、コールピックアップグループ外のデスクフォンからコールピックアップをしようと

すると、一瞬、会話ウィンドウが表示されます。ユーザがコールピックアップグループのメン

バーでない場合は、そのユーザによるコールピックアップ機能の使用を設定しないでください。

オリジナルの受信者情報が使用不可

CiscoUnified CommunicationsManagerの [自動コールピックアップ有効（AutoCall Pickup Enabled）]
設定が trueに設定されている場合、コールをソフトフォンモードでピックアップすると、クライ
アントで受信者情報を使用できなくなります。設定が falseの場合は、受信者情報を利用できま
す。

コールピックアップグループの設定

コールピックアップグループ機能により、ユーザは自分のグループ内の着信コールをピックアッ

プできます。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified Communication Manager]インターフェイスを開きます。

ステップ 2 [コールルーティング（Call Routing）] > [コールピックアップグループ（Call Pickup Group）]の
順に選択します。

[コールピックアップグループの検索と一覧表示（Find and List Call Pickup Groups）]ウィンドウ
が開きます。

ステップ 3 [新規追加（Add New）]を選択します。
[コールピックアップグループの設定（Call PickupGroupConfiguration）]ウィンドウが開きます。

ステップ 4 コールピックアップグループの情報を入力します。

a) コールピックアップグループに対して一意の名前を指定します。
b) コールピックアップグループに対して一意の電話番号を指定します。
c) 説明を入力します。
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d) パーティションを選択します。

ステップ 5 （任意） [コールピックアップグループの通知設定（Call Pickup Group Notification Settings）]セ
クションで、音声通知または視覚的通知を設定します。

a) 通知ポリシーを選択します。
b) 通知タイマーを指定します。

コールピックアップグループの通知設定の詳細については、関連するCiscoUnifiedCommunications
Managerのマニュアルでコールピックアップに関するトピックを参照してください。

ステップ 6 [保存（Save）]を選択します。

次の作業

電話番号にコールピックアップグループを割り当てます。

電話番号の割り当て

電話番号にコールピックアップグループを割り当てます。コールピックアップグループに割り

当てられた電話番号だけが、コールピックアップ、グループコールピックアップ、他のグルー

プピックアップ、ダイレクトコールピックアップを使用できます。

はじめる前に

電話番号にコールピックアップグループを割り当てる前に、コールピックアップグループを作

成する必要があります。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified Communications Manager Administration）]インターフェイ
スを開きます。

ステップ 2 次のいずれかの方法で、電話番号にコールピックアップグループを割り当てます。

• [コールルーティング（Call Routing）] > [電話番号（Directory Number）]を選択し、電話番号
を検索して選択し、[コール転送とコールピックアップの設定（Call Forward and Call Pickup
Settings）]エリアで、コールピックアップグループのドロップダウンリストからコールピッ
クアップグループを選択します。

• [デバイス（Device）] > [電話（Phone）]を選択し、電話を検索して選択し、[関連付け情報
（Association Information）]リストで、コールピックアップグループを割り当てる電話番号
を選択します。

ステップ 3 データベースに変更を保存するには、[保存（Save）]を選択します。
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他のコールピックアップの設定

他グループピックアップ機能を使用すると、ユーザは関連グループの着信コールをピックアップ

できます。ユーザが [他グループ（Other Pickup）]を選択すると、Cisco Unified Communications
Managerは関連グループ内の着信コールを自動的に検索し、コール接続を実行します。

はじめる前に

開始する前に、コールピックアップグループを設定してください。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communication Manager Administrationインターフェイスを開きます。

ステップ 2 [コールルーティング（Call Routing）] > [コールピックアップグループ（Call Pickup Group）]の
順に選択します。

[コールピックアップグループの検索と一覧表示（Find and List Call Pickup Groups）]ウィンドウ
が開きます。

ステップ 3 コールピックアップグループを選択します。

[コールピックアップグループの設定（Call PickupGroupConfiguration）]ウィンドウが開きます。

ステップ 4 [関連付け先コールピックアップグループ情報（Associated Call Pickup Group Information）]セク
ションでは、以下を実行できます。

•コールピックアップグループを検索し、現在関連付けられているコールピックアップグ
ループに追加する。

•関連付けられているコールピックアップグループの順序を変更する、またはコールピック
アップグループを削除する。

ステップ 5 [保存（Save）]を選択します。

ダイレクトコールピックアップの設定

ダイレクトコールピックアップ機能を使用すると、着信コールを直接ピックアップできます。

ユーザはクライアントに電話番号を入力し、[ピックアップ（Pickup）]を選択します。CiscoUnified
Communications Managerは関連するグループメカニズムを使用して、ユーザがダイレクトコール
ピックアップ機能を使って着信コールをピックアップできるかどうかを制御します。

ダイレクトコールピックアップを有効にするには、ユーザの関連グループに電話番号が属する

ピックアップグループを含める必要があります。

ユーザがこの機能を起動し、着信コールをピックアップする電話番号を入力すると、ユーザは指

定した電話に着信するコールに接続されます。そのコールが電話番号が属するコールピックアッ

プグループ内で最も長く鳴っているコールかどうかは問われません。
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手順

ステップ 1 コールピックアップグループを設定し、関連グループを追加します。関連グループのリストには

10グループまで含めることができます。
詳細については、他のグループピックアップ機能に対するピックアップグループの定義に関する

トピックを参照してください。

ステップ 2 Auto Call Pickup Enabledサービスパラメータを有効にして、ダイレクトコールピックアップで
コールに自動的に応答するようにします。

詳細については、自動コールピックアップの設定に関するトピックを参照してください。

自動コールピックアップ

Auto Call Pickup Enabledサービスパラメータを有効にすると、コールピックアップ、グループ
ピックアップ、他のグループピックアップ、ダイレクトコールピックアップを自動化できます。

このパラメータが有効になっている場合、Cisco Unified Communications Managerは、ユーザが電
話で適切なピックアップを選択すると、ユーザのピックアップグループ、他のピックアップグ

ループ、またはユーザのグループに関連付けられているピックアップグループ内の着信コールに

ユーザを自動的に接続します。この処理に必要なのは 1回のキーストロークだけです。

自動コールピックアップ機能はユーザのグループ内の着信コールにユーザを接続します。ユーザ

がクライアントで [ピックアップ（Pickup）]を選択すると、Cisco Unified Communications Manager
はグループ内の着信コールを検索し、コール接続を実行します。自動化が有効になっていない場

合、ユーザは [ピックアップ（Pickup）]を選択してコールに応答し、コール接続を確立する必要
があります。

グループコールピックアップ自動化機能は、他のピックアップグループ内の着信コールにユー

ザを接続します。ユーザは他のピックアップグループのグループ番号を入力し、クライアントで

[ピックアップ（Pickup）]を選択します。ピックアップグループ番号を受信すると、CiscoUnified
Communications Managerはコール接続を実行します。グループコールピックアップ自動化機能が
有効になっていない場合は、他のピックアップグループのグループ番号にダイヤルして、クライ

アントで [ピックアップ（Pickup）]を選択し、コールに応答して接続を確立します。

他のグループピックアップ自動化機能は、ユーザのグループに関連付けられているグループ内の

着信コールにユーザを接続します。ユーザは、クライアントで [その他のピックアップ（Other
Pickup）]を選択します。Cisco Unified Communications Managerは関連付けられているグループ内
の着信コールを管理者が [コールピックアップグループの設定（Call Pickup Group Configuration）]
ウィンドウに入力した順序で検索し、コールが見つかるとコール接続を実行します。自動化が有

効になっていない場合、ユーザは [その他のピックアップ（Other Pickup）]を選択し、コールに応
答してコール接続を確立する必要があります。

ダイレクトコールピックアップ自動化機能は、ユーザのグループに関連付けられているグループ

内の着信コールにユーザを接続します。ユーザは鳴っている電話の電話番号を入力し、クライア

ントで [ピックアップ（Pickup）]を選択します。電話番号を受信すると、Cisco Unified
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Communications Managerはコール接続を実行します。ダイレクトコールピックアップ自動機能が
有効になっていない場合、ユーザは鳴っている電話の電話番号にダイヤルして、[ピックアップ
（Pickup）]を選択します。すると、ユーザの電話でコールが鳴るので、それに応答して接続を確
立する必要があります。

コールピックアップの詳細については、『FeatureConfigurationGuide forCiscoUnifiedCommunications
Manager』を参照してください。

自動コールピックアップの設定

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]インターフェイスを開きます。

ステップ 2 [システム（System）] > [サービスパラメータ（Service Parameters）]の順に選択します。
ステップ 3 [サーバ（Server）]ドロップダウンリストからサーバを選択し、次に、[サービス（Service）]ド

ロップダウンリストから [Cisco Call Manager]サービスを選択します。
ステップ 4 [クラスタ全体のパラメータ（機能：コールピックアップ）（ClusterwideParameters（Feature -Call

Pickup）]セクションで、[自動コールピックアップの有効化（Auto Call Pickup Enabled）]に対し
て次のいずれかを選択します。

• true：自動コールピックアップ機能が有効になります。

• false：自動コールピックアップ機能は有効になりません。これがデフォルト値です。

ステップ 5 [保存（Save）]を選択します。

常設チャットルーム

適用対象：Cisco Jabber for Windowsと Cisco Jabber for Mac

パーシステントチャットの設定

クライアントでパーシステントチャットを使用できるようにするには、先に Cisco Unified
Communications Manager IM and Presenceサービスでパーシステントチャットを有効にして設定す
る必要があります。

はじめる前に

バーシステントチャットは Cisco Unified Communications Manager IM and Presenceサービス 10.0以
降でのみ利用できます。
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パーシステントチャット機能をサポートするために必要なデータベース設定については、ご使用

のリリースの『Database Setup for IM and Presence Service on Cisco Unified CommunicationsManager』
を参照してください。このタスクを続行する前に、データベース設定を実行する必要があります。

パーシステントチャットでは、ローカルチャットメッセージのアーカイブを有効にする必要が

あります。ローカルチャットメッセージのアーカイブは、Cisco Unified Communications Manager
IM and Presenceサービスの [クライアントでのインスタントメッセージ履歴のログ記録を可能にす
る（Allow clients to log instant message history）]設定を使用して有効にします。詳細については、
「メッセージの設定の有効化」トピックを参照してください。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM IM and Presenceの管理（Cisco Unified CM IM and Presence Administration）]イン
ターフェイスを開きます。

ステップ 2 [メッセージング（Messaging）] > [グループチャットとパーシステントチャット（Group Chat and
Persistent Chat）]と選択します。

ステップ 3 [パーシステントチャットの有効化（Enable Persistent Chat）]を選択します。
ステップ 4 [キャパシティの設定（Occupancy Settings）]セクションの [同時にルームに入れるユーザ数（How

many users can be in a room at one time）]と [同時にルームに入れる非表示ユーザ数（How many
hidden users can be in a room at one time）]が、ゼロ以外の同一の値であることを確認します。

ステップ 5 ご使用のパーシステントチャット展開に合わせて残りの設定を行います。次の表のパーシステン

トチャット設定をお勧めします。

注記推奨値パーシステントチャット設定

無効（Disabled）プライマリグループチャットサーバのエイ

リアスをシステムで自動的に管理する

（System automaticallymanages primary group
chat server aliases）

有効（Enabled）パーシステントチャットの有効化（Enable
Persistent Chat）

この値は、現在パーシステント

チャットに使用されていませ

ん。

管理者指定

（Administrator
Defined）

すべてのルームの参加および終了をアーカ

イブ（Archive all room joins and exits）

有効（Enabled）すべてのルームメッセージのアーカイブ

（Archive all room messages）

シスコでは、Enterprise環境に
Cisco Unified Personal
Communicatorが導入されてい
るのでない限り、[有効
（Enabled）]を推奨します。

管理者指定

（Administrator
Defined）

グループチャットのシステム管理者のみの

パーシステントチャットルームの作成を許

可する（Allow only group chat system
administrators to create persistent chat rooms）
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注記推奨値パーシステントチャット設定

管理者指定

（Administrator
Defined）

許可されるパーシステントチャットルーム

の最大数（Maximumnumber of persistent chat
rooms allowed）

デフォルト値

（Default Value）
データベース接続数（Number of connections
to the database）

デフォルト値

（Default Value）
データベース接続のハートビート間隔

（秒）（Database connection heartbeat interval
(seconds)）

デフォルト値

（Default Value）
パーシステントチャットルームのタイムア

ウト値（分）（Timeout value for persistent
chat rooms (minutes)）

デフォルト値

（Default Value）
許可されるルームの最大数（Maximum
number of rooms allowed）

無効（Disabled）デフォルトではルームはメンバー専用です

（Rooms are for members only by default）

Cisco Jabberがこの値を有効に
する必要があります。

有効（Enabled）ルームのオーナーは、ルームをメンバー専

用にするかどうかを変更できます（Room
owners can change whether or not rooms are for
members only）

Cisco Jabberがこの値を有効に
する必要があります。

有効（Enabled）他のユーザをメンバー専用ルームに招待で

きるのはモデレータのみです（Only
moderators can invite people to members-only
rooms）

有効（Enabled）ルームのオーナーは、他のユーザをメン

バー専用ルームに招待できるのはモデレー

タに限定するかどうかを変更できます

（Room owners can change whether or not only
moderators can invite people to members-only
rooms）

この値は、Cisco Jabberでは現
在パーシステントチャットに

使用されていません。

無効（Disabled）ユーザは自分自身をメンバーとしてルーム

に追加できます（Users can add themselves
to rooms as members）
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注記推奨値パーシステントチャット設定

この値は、Cisco Jabberでは現
在パーシステントチャットに

使用されていません。

無効（Disabled）ルームのオーナーは、ユーザが自分自身を

メンバーとしてルームに追加できるように

するかどうかを変更できます（Roomowners
can change whether users can add themselves
to rooms as members）

Cisco Jabberがこの値を有効に
する必要があります。

有効（Enabled）ルーム内にいないメンバーや管理者がルー

ムに表示されたままです（Members and
administrators who are not in a room are still
visible in the room）

有効（Enabled）ルームのオーナーは、ルーム内にいないメ

ンバーや管理者がルームに表示されたまま

にするかどうかを変更できます（Room
owners can change whether members and
administrators who are not in a room are still
visible in the room）

この値は、Cisco Jabberでは現
在パーシステントチャットに

使用されていません。

無効（Disabled）ルームは古いクライアントと下位互換性が

あります（Rooms are backwards-compatible
with older clients）

この値は、Cisco Jabberでは現
在パーシステントチャットに

使用されていません。

無効（Disabled）ルームのオーナーは、ルームが古いクライ

アントと下位互換性があるかようにするど

うかを変更できます（Room owners can
change whether rooms are
backwards-compatible with older clients）

この値は、Cisco Jabberでは現
在パーシステントチャットで

サポートされていません。Cisco
Jabberは匿名ルームに参加でき
ません。

無効（Disabled）デフォルトで、ルームは匿名です（Rooms
are anonymous by default）

この値は、Cisco Jabberでは現
在パーシステントチャットで

サポートされていません。Cisco
Jabberは匿名ルームに参加でき
ません。

無効（Disabled）ルームのオーナーは、ルームを匿名にする

かどうかを変更できます（Roomowners can
change whether or not rooms are anonymous）

この値は、Cisco Jabberでは現
在パーシステントチャットに

使用されていません。

デフォルト値

（Default Value）
他のユーザをルームに招待できるユーザの

最低参加レベル（Lowest participation level
a user can have to invite others to the room）
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注記推奨値パーシステントチャット設定

この値は、Cisco Jabberでは現
在パーシステントチャットに

使用されていません。

無効（Disabled）ルームのオーナーは、他のユーザをルーム

に招待できるユーザの最低参加レベルを変

更できます（Room owners can change the
lowest participation level a user can have to
invite others to the room）

シスコはデフォルト値を使用す

ることを推奨します。

管理者指定

（Administrator
Defined）

同時にルームに入れるユーザ数（Howmany
users can be in a room at one time）

管理者指定

（Administrator
Defined）

同時にルームに入れる非表示ユーザ数

（How many hidden users can be in a room at
one time）

デフォルト値

（Default Value）
デフォルトのルームの最大キャパシティ

（Default maximum occupancy for a room）

デフォルト値

（Default Value）
ルームのオーナーは、デフォルトのルーム

の最大キャパシティを変更できます（Room
owners can change default maximumoccupancy
for a room）

デフォルト値

（Default Value）
ルーム内からプライベートメッセージを送

信できるユーザの最低参加レベル（Lowest
participation level a user can have to send a
private message from within the room）

デフォルト値

（Default Value）
ルームのオーナーは、ルーム内からプライ

ベートメッセージを送信できるユーザの最

低参加レベルを変更できます（Roomowners
can change the lowest participation level a user
can have to send a private message from within
the room）

モデレータ

（Moderator）
ルームの話題を変更できるユーザの最低参

加レベル（Lowest participation level a user
can have to change a room's subject）

無効（Disabled）ルームのオーナーは、ルームの話題を変更

できるユーザの最低参加レベルを変更でき

ます
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注記推奨値パーシステントチャット設定

この値は、Cisco Jabberでは現
在パーシステントチャットに

使用されていません。

無効（Disabled）メッセージからすべての XHTMLフォー
マットを削除（Remove all XHTML
formatting from messages）

この値は、Cisco Jabberでは現
在パーシステントチャットに

使用されていません。

無効（Disabled）ルームのオーナーは、XHTMLフォーマッ
トの設定を変更できます（Roomowners can
change XHTML formatting setting）

この値は、Cisco Jabberでは現
在パーシステントチャットに

使用されていません。

無効（Disabled）デフォルトで、ルームの議論を管理

（Rooms are moderated by default）

この値は、Cisco Jabberでは現
在パーシステントチャットに

使用されていません。

デフォルト値

（Default Value）
ルームオーナーは、デフォルトでルームを

モデレータ管理ルームにするかどうかを変

更できます（Room owners can change
whether rooms are moderated by default）

デフォルト値

（Default Value）
アーカイブから取得できるメッセージの最

大数（Maximum number of messages that can
be retrieved from the archive）

15～50の値を推奨します。[デ
フォルトでチャット履歴に表示

されるメッセージ数（Number
of messages in chat history
displayed by default）]設定は、
常設チャットルームに遡及的

に適用されません。設定を変更

する前に作成されたルームで

は、もともと設定されていた値

がそのまま使用されます。

管理者指定

（Administrator
Defined）

デフォルトでチャット履歴に表示される

メッセージ数（Number of messages in chat
history displayed by default）

この値は、Cisco Jabberでは現
在パーシステントチャットに

使用されていません。

デフォルト値

（Default Value）
ルームのオーナーはチャット履歴に表示さ

れるメッセージ数を変更できます（Room
owners can change the number of messages
displayed in chat history）

パーシステントチャットルームは、作成時に設定を継承します。部屋の作成後に変更

された値は、変更が適用された後に作成されたルームだけに適用されます。

（注）
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次の作業

パーシステントチャットのクライアント固有のパラメータが設定されていることを確認します。

詳細については、「クライアントパラメータ」を参照してください。

チャットルームでのファイル転送を有効にします。詳細については、「グループチャットとチャッ

トルームのファイル転送とスクリーンキャプチャの有効化」を参照してください。

関連トピック

Cisco Unified Communications Managerでの Database Setup for IM and Presenceサービス
クライアントパラメータ、『Cisco Jabber 11.0 Parameters Reference Guide』
メッセージの設定の有効化, （39ページ）

常設チャットルームの管理とモデレータ管理

（注） •常設チャットルームとその管理は、オンプレミス展開専用です。

•モバイルクライアントでは常設チャットルームが使用できません。

ルームの作成、モデレータの委任、メンバーの指定を行うことで、Jabberクライアントから常設
チャットルームを管理します。ルームを作成するノードは自動的に作成されます。ただし、上書

きや、特定のノードの指定が可能です。管理者およびモデレータは常設チャットルーム内の特権

ユーザです。Cisco Unified CommunicationsManager IM and Presenceサーバ上で管理者になっている
サービスノードの常設チャットルームを管理できます。

管理者機能

管理者は、ハブクライアントウィンドウの [パーシステントチャット（Persistent Chat）]の [すべ
てのルーム（All Rooms）]タブから次のタスクを実行できます。

•ルームの作成。ルームを作成すると、作成者は自動的にルーム管理者になります。

•チャットルームの最大 30名のモデレータ（ルームのオーナーになる）の定義および変更

•ルーム名の指定および変更。

•ルームの最大参加者数の定義。この数は、すでにルームに参加している参加者数未満にはで
きません。

•ルームメンバーの追加および削除。

•参加者のブロック、削除、および取り消し。

•ルームの破棄（サーバから削除されますが、履歴は削除されません）。
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モデレータの機能

管理者によって、1つの常設チャットルームごとに最大 30名のモデレータを定義できます。モデ
レータは次のタスクを実行できます。

•ルームの主題の変更

•メンバーの編集（追加、削除、入出禁止など）

ルームの作成

ルームを作成するときに、次の種類の情報を入力できます。

•ルーム名（必須、最大 200文字）

•説明

•ルームのタイプ（パブリックまたは限定的）

ルームのタイプを定義した後は、変更できません。

• [マイルーム（My Rooms）]タブにルームを追加かするかどうかの指定（デフォルトではオ
フ）

•最大 30名のモデレータ（ルームの司会をするために有効な Jabber IDを持っている必要のあ
る人物）の追加

•ルームパスワード

ルームを作成すると、そのルームにすぐにまたは後でメンバーを追加するためのオプションが表

示されます。使用可能なルームのリストに新しいルームを表示するために、[すべてのルーム（All
Rooms）]リストを更新します。

常設チャットルームパスワードの有効化

パスワード保護された常設チャットルームは、ユーザが Jabberセッション内のルームに入るとき
に、パスワードを入力する必要があることを意味します。パスワード保護されたルームは XMPP
標準機構の XEP-0045仕様に準拠しています。

手順

ステップ 1 ルームのパスワードを設定するには、ハブウィンドウの [チャットルーム（Chat Rooms）]タブか
ら、[すべてのルーム（All rooms）] > [新しいルーム（New room）] > [パスワード（Password）]の
順に選択します。

ステップ 2 ルームのパスワードを変更するには、チャットルームを開いて、[ルームの編集（EditRoom）]を
クリックし、[パスワード（Password）]を選択してから、パスワードを編集して保存します。
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Microsoft 製品との統合
適用：Cisco Jabber for Windows

Cisco Jabber for Windowsは、アプリケーションと統合するさまざまなMicrosoft製品をサポートし
ます。このセクションでは、これらの製品のサポートと統合について説明します。

Internet Explorer

Microsoft Internet Explorer 8以降が必要です。Cisco Jabber for Windowsは、Internet Explorerのレン
ダリングエンジンを使用して HTMLコンテンツを表示します。

Cisco Jabber for Windowsは、IMをレンダリングするために Internet Explorerのアクティブスクリ
プティングが必要です。アクティブスクリプティングの有効化方法については、http://
windows.microsoft.com/en-US/windows/help/genuine/ie-active-scriptを参照してください。

シングルサインオン（SSO）を使用したクラウドベース展開の InternetExplorer 9ユーザがCisco
Jabber for Windowsにサインインすると、セキュリティアラートが表示されます。このアラー
トを停止するには、Internet Explorer 9の [互換表示設定（Compatibility View Settings）]ウィン
ドウで、Webサイトのリストに webexconnect.comを追加します。

（注）

Office

次のバージョンの Officeとの統合がサポートされます。

• Microsoft Office 2013（32ビットと 64ビット）

• Microsoft Office 2010（32ビットと 64ビット）

Office 365

Microsoft Office 365は、プランまたはサブスクリプションタイプによって異なる設定タイプをサ
ポートします。Cisco Jabber for WindowsはMicrosoft Office 365のSmall Businessプラン P1でテス
ト済みです。このプランにはオンプレミス Active Directoryサーバが必要です。

Microsoft Office 365とのクライアント側統合は、次のアプリケーションでサポートされます。

• Microsoft Office 2013（32ビットおよび 64ビット）

• Microsoft Office 2010（32ビットおよび 64ビット）

• Microsoft SharePoint 2010

SharePoint

次のバージョンの SharePointとの統合がサポートされます。

• Microsoft SharePoint 2013

• Microsoft SharePoint 2010
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Microsoft SharePointサイトのアベイラビリティステータスは、ユーザがMicrosoft Internet Explorer
を使用してこのサイトにアクセスしている場合にのみサポートされます。Microsoft InternetExplorer
で信頼済みサイトのリストにMicrosoft SharePointサイトを追加する必要があります。

カレンダーの統合

予定表の統合のために、次のクライアントアプリケーションを使用できます。

• Microsoft Outlook 2013（32ビットおよび 64ビット）

• Microsoft Outlook 2010（32ビットおよび 64ビット）

• IBM Lotus Notes 9（32ビット）

• IBM Lotus Notes 8.5.3（32ビット）

• IBM Lotus Notes 8.5.2（32ビット）

• IBM Lotus Notes 8.5.1（32ビット）

• Google Calendar

Microsoft Outlook カレンダー統合
適用対象：Cisco Jabber for Windows

予定表イベントが Cisco Jabber for Windowsに表示されるように、Microsoft Outlookで設定を適用
する必要があります。

手順

ステップ 1 次の例のように、Microsoft Outlookで電子メールアカウント設定を開きます。
a) [ファイル（File）] > [アカウント設定（Account Settings）]を選択します
b) [アカウント設定（Account Settings）]ウィンドウの [電子メール（Email）]タブを選択します。

ステップ 2 サーバ名をダブルクリックします。

ほとんどの場合、サーバ名はMicrosoft Exchangeです。

ステップ 3 [キャッシュされた Exchangeモードの設定（Cached Exchange Mode setting）]チェックボックスを
選択します。

ステップ 4 設定を適用してから、Microsoft Outlookを再起動します。

ユーザがMicrosoftOutlookで予定表イベントを作成すると、[ミーティング（Meetings）]タブにそ
れらのイベントが表示されます。
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Microsoft Outlook プレゼンスの統合
適用対象：Cisco Jabber for Windows

Microsoft Outlookとの統合を有効にするには、Microsoft Active Directoryの proxyAddresses属
性の値として SIP:user@cupdomainを指定する必要があります。ユーザはMicrosoft Outlookに
在席かどうかを共有できるようになります。proxyAddresses属性を変更するには、次のいずれ
かの方法を使用します。

• Active Directoryユーザとコンピュータなどの Active Directory管理ツールを使用する

Active Directoryユーザとコンピュータ管理ツールを使用すれば、Microsoft Windows Server
2008以降の属性を編集できます。

• ADSchemaWizard.exeユーティリティ

ADSchemaWizard.exeユーティリティは Cisco Jabber管理パッケージで使用できます。この
ユーティリティが生成する LDIFファイルにより、SIP:user@cupdomainの値を持つ
proxyAddresses属性をすべてのユーザに追加するよう、ディレクトリが変更されます。

ADSchemaWizard.exeユーティリティは、Active Directoryユーザおよびコンピュータ用管理
ツールの属性編集機能をサポートしていないサーバで使用します。ADSI Editなどのツール
を使用して、ADSchemaWizard.exeユーティリティを使用して適用した変更を確認できます。

ADSchemaWizard.exeユーティリティでは、Microsoft .NET Frameworkバージョン 3.5以降が
必要です。

•Microsoft Windows PowerShellでスクリプトを作成する

MicrosoftOutlookでのプレゼンスを有効にするスクリプトの作成については、対応するMicrosoft
のマニュアルを参照してください。

Active Directory ユーザとコンピュータツールとのプレゼンスの有効化

次の手順を実行し、ActiveDirectoryユーザとコンピュータ管理ツールを使用してMicrosoftOutlook
で個別ユーザのプレゼンスを有効にします。

手順

ステップ 1 Active Directoryユーザとコンピュータ管理ツールを起動します。
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Active Directoryユーザとコンピュータ管理ツールを実行するには、管理者権限が必要です。
ステップ 2 メニューバーで [表示（View）]を選択し、ドロップダウンリストから [拡張機能（Advanced

Features）]オプションを選択します。
ステップ 3 Active Directoryユーザとコンピュータ管理ツールの対象ユーザに移動します。
ステップ 4 ユーザをダブルクリックして [プロパティ（Properties）]ダイアログボックスを開きます。
ステップ 5 [属性エディタ（Attribute Editor）]タブを選択します。
ステップ 6 [属性（Attributes）]リストボックスで、proxyAddresses属性を見つけて選択します。

ステップ 7 [編集（Edit）]を選択し、[複数値文字列エディタ（Multi-valued String Editor）]ダイアログボック
スを開きます。

ステップ 8 [追加する値（Value to add）]テキストボックスに SIP:user@cupdomainの値を指定します。
例：SIP:msmith@cisco.com

user@cupdomainの値は、ユーザのインスタントメッセージアドレスです。cupdomainは、
Cisco Unified Presenceまたは Cisco Unified Communications Manager IM and Presenceサービスのドメ
インに対応します。

Microsoft Outlook からのローカル連絡先の追加

Cisco Jabber forWindowsを使用すれば、Microsoft Outlook内のローカル連絡先を検索または追加す
ることができます。このMicrosoft Outlookとの統合を有効にするには、Microsoft Exchange Server
で Exchangeキャッシュモードを有効にします。

クライアントを使用してMicrosoft Outlook内のローカル連絡先を検索するには、Microsoft Outlook
でプロファイルを設定する必要があります。また、ユーザは次のようにする必要があります。

1 [ファイル（File）] > [オプション（Options）]を選択します。

2 [統合（Integration）]タブ（リリース 11.0以降は [カレンダー（Calendar）]）

3 [なし（None）]または [Microsoft Outlook（Microsoft Outlook）]のいずれかを選択します。

クライアント内の連絡先リストにローカルMicrosoft Outlook連絡先を追加するには、ローカル連
絡先にMicrosoft Outlook内のインスタントメッセージアドレスが含まれている必要があります。

クライアントインターフェイスで連絡先の写真を表示するには、Microsoft Outlook内のローカル
連絡先にインスタントメッセージアドレスが含まれている必要があります。

クライアントを使用してMicrosoft Outlook内のローカル連絡先と通信するには、ローカル接続に
関連情報が含まれている必要があります。連絡先にインスタントメッセージを送信するには、

ローカル連絡先がインスタントメッセージのアドレスを持っている必要があります。Microsoft
Outlook内の連絡先に発信するには、ローカル連絡先に電話番号が含まれている必要があります。

Microsoft Outlook のチャット履歴
適用対象：Cisco Jabber for Windows
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この機能は、次のバージョンのクライアントで使用できます。

サポートされるサーバCisco Jabber for Windows のバー
ジョン

Microsoft Exchange 2013

Microsoft Exchange 2010

10.6

Microsoft Office 365

Microsoft Exchange 2013

Microsoft Exchange 2010

11.0

クライアントが自動的にユーザのMicrosoft Outlookアプリケーション内の Cisco Jabber Chatsフォ
ルダにチャット履歴を保存するようにできます。ユーザがチャットウィンドウを閉じると、クラ

イアントは Exchangeサーバに IM会話を保存します。

機能を有効にするには、以下を実行する必要があります。

1 jabber-config.xmlファイルで、EnableSaveChatHistoryToExchangeパラメータを trueに設
定します。

2 （任意）Exchangeサーバに対してユーザを認証する方式を設定します。認証方式を指定しない
場合、ユーザはクライアントの [オプション（Options）]メニューの [Outlook]タブから直接認
証できます。

3 使用するサーバを決定する方法を指定します。

この機能の有効化に必要なすべてのパラメータの詳細については、『ParametersReferenceGuide』
を参照してください。

関連トピック

オプションパラメータ、『Cisco Jabber 11.0 Parameters Reference Guide』

Outlook フォルダに保存するチャット履歴の制限事項

この機能は、ユーザが Cisco Unified Communications Managerのアカウントを所有している場合に
のみ有効にできます。

Mobile and Remote Access 用 Cisco Expressway の認証方式に関する制限

Expressway経由でMobile and Remote Accessに接続する機能をユーザに対して有効にしている場合
は、次の制限が適用されます。

•ユーザが Expressway経由で接続していることを検出した場合、クライアントは Exchange接
続に外部サーバオプションを使用します。外部サーバが設定されていない場合は、内部サー

バが使用されます。
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•ユーザが Expressway経由で接続していないことを検出した場合、クライアントは Exchange
接続に内部サーバオプションを使用します。内部サーバが設定されていない場合は、外部

サーバが使用されます。

•ただし、内部サーバまたは外部サーバが設定されているが、Cisco Jabberが何らかの理由でそ
のサーバに接続できない場合、クライアントはもう一方のサーバを使用しません。

認証モード

クライアントが Exchange Serverで認証される認証方式をセットアップする必要があります。認証
が完了すると、クライアントに Exchange Serverへのアクセス権が付与され、Outlook内のフォル
ダにチャット履歴を保存できるようになります。

認証方式を指定しなかった場合は、ユーザが [オプション（Options）]メニューの [Outlook
（Outlook）]タブで、Exchangeクレデンシャルをクライアントに手動で入力する必要があります。

オペレーティングシステムのシングルサインオンを使用した認証

クライアントは、ログインユーザのアカウント詳細を使用して、Exchangeサーバで認証を受けま
す。この認証方式は、Windows NT LAN Manager（NTLM）セキュリティプロトコルを使用しま
す。

一部のユーザが同じWindowsアカウントを共有している場合は、この認証方式を使用しない
でください。クライアントは、CiscoJabberにログインしているユーザではなく、オペレーティ
ングシステム上のアカウントを使用して認証します。たとえば、ユーザ AはWindowsマシン
にログインしてから、Cisco Jabberにログインして午前のシフトに就きます。このシフトが終
わると、Jabberがリセットされ、ユーザBがクライアントにログインして午後のシフトに就き
ます。ユーザ AがWindowsアカウントにログインしているため、ユーザ Bからのチャット
メッセージがユーザ Aの Outlookアカウントに保存されます。

（注）

はじめる前に

ユーザと彼らのコンピュータはドメインを使用する必要があります。シングルサインオンを使用

した認証は、ユーザがローカルWindowsユーザの場合に機能しません。

手順

jabber-config.xmlファイルで、ExchangeAuthenticateWithSystemAccountパラメータを trueに
設定します。

クレデンシャルの同期による認証

Exchangeクレデンシャルは、Cisco Unified Presenceクレデンシャルなどの別のユーザのクレデン
シャルセットと同期することができます。この方法を使用する場合は、クライアントがクレデン

シャルを使用して Exchangeサーバの認証を受けます。
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はじめる前に

手順

ステップ 1 Jabber-config.xmlファイルで、Exchange_UseCredentialsFromパラメータを設定します。

ステップ 2 パラメータの値は、クレデンシャルを同期するために使用するサービスとして定義します。例：

<Exchange_UseCredentialsFrom>CUCM</Exchange_UseCredentialsFrom>。

この例では、Cisco Unified Communications Managerが Exchangeサーバに認証用のクレデンシャル
を提供するサービスとして定義されます。

サーバアドレスの指定

クライアントが Exchange Serverにアクセスするための認証方式を有効にしてから、クライアント
が Exchange Serverのアドレスを指定するための方法を有効にする必要があります。

サーバアドレスを指定しなかった場合は、ユーザがクライアントの [オプション（Options）]メ
ニューの [Outlook（Outlook）] > [詳細設定（Advanced）]タブで、内部と外部の Exchange Server
を手動で入力する必要があります。

サーバアドレスの自動検出

ユーザのドメインに基づいて自動的に Exchange Serverを検出するようにクライアントを設定でき
ます。このドメインは、ユーザのクレデンシャルに対して指定されたドメインを使用して認証方

式をセットアップしたときに定義されます。

手順

ステップ 1 jabber-config.xmlファイルで、ExchangeAutodiscoverDomainパラメータを設定します。

ステップ 2 Exchange Serverを検出するドメインとしてパラメータの値を定義します。
クライアントは、このドメインを使用して、次のWebアドレスのいずれかでExchange Serverを検
索します。
https://<domain>/autodiscover/autodiscover.svc

https://autodiscover.<domain>/autodiscover/autodiscover.svc

サーバアドレスの定義

コンフィギュレーションファイルで内部と外部の Exchange Serverアドレスを定義できます。
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手順

ステップ 1 jabber-config.xmlファイルで、InternalExchangeServerパラメータと ExternalExchangeServer
パラメータを設定します。

ステップ 2 Exchange Serverアドレスを使用してパラメータの値を定義します。

IBM Notes の連絡先検索とカレンダー統合
適用対象：Cisco Jabber for Windows

Cisco Jabber for Windowsでは、クライアントの [会議（Meetings）]タブでの IBM Notesのカレン
ダー統合がサポートされています。Cisco Jabberを使用すれば、IBM Notesからローカル連絡先を
検索または追加することができます。IBM Notesとの統合を有効にするには、次のパラメータを
設定する必要があります。

• EnableLocalAddressBookSearch=true

• EnableLotusNotesContactResolution=true

• CalendarIntegrationType=2

CalendarIntegrationTypeパラメータはユーザが上書きできます。IBM Notesとのカレンダー統合と
連絡先解決を有効にするには、ユーザは [オプション（Options）]ウィンドウの [カレンダー
（Calendar）]タブで [カレンダー統合（Calendar integration）]タイプが [IBM Notes]に設定されて
いることを確認する必要があります。

ユーザが IBM Notesの連絡先を連絡先リストに正常に追加できるようにするには、IBM Notes
の [メッセージング ID（Messaging ID）]フィールドに有効な値が入力されている必要がありま
す。

（注）

着信コールの連絡先の解決

Cisco Jabber for Windowsは着信コールに関して IBM Notesのアドレス帳を検索しないため、通話
履歴には IBMNotesの連絡先の電話番号のみが表示されます。その後にCisco Jabberのユーザが電
話番号に関連付けられた連絡先を検索すると、通話履歴が変更され、電話番号の代わりに連絡先

の名前が表示されるようになります。

カスタム顔文字

適用： Cisco Jabber for Windows
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XMLファイルで顔文字定義を作成して、それをファイルシステムに保存することによって、Cisco
Jabber for Windowsにカスタム顔文字を追加できます。

最適な結果を得るには、カスタム顔文字は、次のガイドラインに準拠する必要があります。（注）

•寸法：17 X 17ピクセル

•トランスペアレント背景

• PNGファイル形式

• RGBカラー

手順

ステップ 1 任意のテキストエディタを使用して emoticonDefs.xmlという名前のファイルを作成します。

ステップ 2 必要に応じて、emoticonDefs.xmlで顔文字定義を指定します。
emoticonDefs.xmlの構造と使用可能なパラメータの詳細については、「顔文字の定義」を参
照してください。

ステップ 3 emoticonDefs.xmlを保存して閉じます。

ステップ 4 emoticonDefs.xmlをファイルシステムの適切なディレクトリに保存します。
Cisco Jabber for Windowsはファイルシステム上の次のディレクトリから顔文字定義をロードしま
す。

•ディレクトリは、オペレーティングシステムによって異なる場合があります

◦ 32ビットオペレーティングシステムの場合：

◦ Program Files\Cisco Systems\Cisco Jabber\Emoticons

◦ Program Files\Cisco Systems\Cisco Jabber\CustomEmoticons

◦ 64ビットオペレーティングシステムの場合：

◦ Program Files(x86)\Cisco Systems\Cisco Jabber\Emoticons

◦ Program Files(x86)\Cisco Systems\Cisco Jabber\CustomEmoticons

Emoticonsフォルダには、Cisco Jabber for Windows用のデフォルトの顔文字とデフォルト
の emoticonDefs.xmlが含まれています。

CustomEmoticonsフォルダはデフォルトでは存在しません。管理者は、このフォルダを作
成してカスタム顔文字の定義を格納し、組織展開に含めることができます。

CustomEmoticonsフォルダで定義した顔文字は、デフォルトの Emoticonsフォルダの顔
文字の定義よりも優先されます。
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• %USERPROFILE%\AppData\Roaming\Cisco\Unified
Communications\Jabber\CSF\CustomEmoticons

このフォルダには、Cisco Jabber for Windowsの個別のインスタンス用のカスタム顔文字定義
が含まれています。

このディレクトリで定義した顔文字は、インストールディレクトリの CustomEmoticons
フォルダの顔文字の定義よりも優先されます。

ステップ 5 Cisco Jabber for Windowsを再起動します。

Cisco Jabber for Windowsが emoticonDefs.xml内のカスタム顔文字定義をロードします。

ユーザは、カスタム顔文字定義がemoticonDefs.xml内でローカルに定義されている場合に
のみ、それらの定義を利用することができます。顔文字の定義が異なるユーザにカスタム顔文

字を送信すると、それらのユーザはアイコンではなく、デフォルトキーを受信します。次に

例を示します。

メモ

1 ユーザ Aが emoticonDefs.xml内でカスタム顔文字を定義します。

カスタム顔文字の定義は、ユーザ Aのローカルファイルシステムにのみ存在します。

2 ユーザ Aはそのカスタム顔文字をユーザ Bに送信します。

3 ユーザBはカスタム顔文字のデフォルトキーのみを受信します。ユーザBはアイコンを受
信しません。

顔文字の定義

Cisco Jabber for Windowsは emoticonDefs.xmlから顔文字定義をロードします。

次の XMLの抜粋は、顔文字の定義ファイルの基本構造を示します。
<emoticons>
<emoticon defaultKey="" image="" text="" order="" hidden="">
<alt></alt>
</emoticon>
</emoticons>

次の表に、カスタム顔文字を定義するための要素および属性を示します。

説明要素または属性

この要素には、すべての顔文字の定義が含まれます。emoticons

この要素には、1つの顔文字の定義が含まれます。emoticon
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説明要素または属性

この属性により、顔文字を描画するデフォルトキーの組み合わ

せが定義されます。

値として任意のキーの組み合わせを指定します。

この属性は必須です。

defaultKeyは emoticon要素の属性です。

defaultKey

この属性では、顔文字イメージのファイルを指定します。

値として顔文字のファイル名を指定します。顔文字イメージは、

emoticonDefs.xmlと同じディレクトリに存在する必要があり
ます。

この属性は必須です。

Cisco Jabber forWindowsは、.jpeg、.png、.gifなど、Internet
Explorerでレンダリング可能なアイコンをサポートしています。

imageは emoticon要素の属性です。

image

この属性では、[顔文字の挿入（Insert emoticon）]ダイアログボッ
クスに表示される説明文を定義します。

任意の Unicode文字の文字列を指定します。

この属性はオプションです。

textは emoticon要素の属性です。

text

この属性では、[顔文字の挿入（Insert emoticon）]ダイアログボッ
クスに顔文字が表示される順序を定義します。

値として 1から始まる序数を指定します。

orderは emoticon要素の属性です。

この属性は必須です。ただし、hiddenの値が trueである場合、こ
のパラメータは有効になりません。

order
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説明要素または属性

この属性では、[顔文字の挿入（Insert emoticon）]ダイアログボッ
クスに顔文字が表示されるかどうかを指定します。

値として次のいずれかを指定します。

true

[顔文字の挿入（Insert emoticon）]ダイアログボックスに顔
文字が表示されないことを指定します。ユーザは、顔文字

を描画するキーの組み合わせを入力する必要があります。

false

[顔文字の挿入（Insert emoticon）]ダイアログボックスに顔
文字が表示されることを指定します。ユーザは、[顔文字の
挿入（Insert emoticon）]ダイアログボックスから顔文字を
選択するか、顔文字を描画するキーの組み合わせを入力す

ることができます。これがデフォルト値です。

この属性はオプションです。

hiddenは emoticon要素の属性です。

hidden

この要素を使用すると、キーの組み合わせを顔文字にマッピング

できます。

値として任意のキーの組み合わせを指定します。

たとえば、defaultKeyの値が :)である場合に、altの値として :-)
を指定すると、両方のキーの組み合わせで同じ顔文字を描画でき

ます。

この要素はオプションです。

alt

デフォルトの顔文字の定義ファイルには、ユーザが他のユーザからコールを要求できる次の

キーの組み合わせが含まれています。

メモ

• :callme

• :telephone

これらのキーの組み合わせによって、callmeの顔文字、または communiconが送信されます。この
顔文字を受信したユーザは、アイコンをクリックして音声コールを開始できます。任意のカスタ

ム顔文字の定義ファイルにこれらのキーの組み合わせを含めて、callmeの顔文字を有効にします。

顔文字の定義の例

<emoticons>
<emoticon defaultKey=":)" image="Emoticons_Smiling.png" text="Smile" order="1">
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<alt>:-)</alt>
<alt>^_^</alt>
</emoticon>
<emoticon defaultKey=":(" image="Emoticons_Frowning.png" text="Frown" order="2">
<alt>:-(</alt>
</emoticon>
</emoticons>

Mac 用の Cisco Jabber の機能

常設チャットルームのサポート

Cisco Jabber for Macでは、常設チャットルームは次のようにサポートされます。

•ユーザは、常設チャットルームに参加できます

•ユーザは、常設チャットルーム内でテキスト検索を実行できます

詳細については、「パーシステントチャットの設定」を参照してください。

MAC アドレス帳のローカル連絡先
Cisco Jabberを使用すれば、Macアドレスブック内のローカル連絡先を検索または追加することが
できます。

クライアントでMACアドレス帳のローカル連絡先を検索するために、ユーザはアドレス帳プラ
グインをインストールする必要があります。

1 [Jabber（Jabber）] > [Macアドレス帳プラグインのインストール（Install Mac Address Book
Plug-In）]を選択します。

アドレス帳プラグインを有効にします。

1 [Jabber] > [設定（Preferences）] > [全般（General）] > [「Macアドレス帳プラグイン」を有効に
する（Enable "Mac Address Plug-in"）]を選択します。

2 クライアントを再起動して、有効にします。

クライアントを使用してMacアドレス帳のローカル連絡先と通信するには、ローカル接続が関連
情報を持っている必要があります。連絡先にインスタントメッセージを送信するには、ローカル

連絡先がインスタントメッセージのアドレスを持っている必要があります。Macアドレス帳で連
絡先に電話をするには、ローカル連絡先が電話番号を持っている必要があります。
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Cisco Jabber for Android および iOS

コールパーク

適用対象：Cisco Jabber for Androidと Cisco Jabber for iOS

コールパークを使用すれば、コールを保留にして、Cisco Unified Communications Managerシステ
ム内の別の電話でそのコールに出ることができます。コールパークを有効にして、内線番号をク

ラスタ内の Cisco Unified Communications Managerノードごとに定義する必要があります。コール
パーク内線番号として使用するために、単一のディレクトリ番号を定義することも、ディレクト

リ番号の範囲を定義することもできます。

コールパークを有効にするには、次の作業を実行します。詳細については、『FeatureConfiguration
Guide for Cisco Unified Communications Manager』を参照してください。

手順

目的コマンドまたはアクショ

ン

（オプション）クラスタ全体のコールパークを設定す

るか、ステップ3の手順を使用してクラスタ内の個別の
ノードにコールパークを設定します。

クラスタ全体のコール

パークの設定

ステップ 1   

コールパーク番号を追加するためのパーティションを

作成します。

パーティションの設定ステップ 2   

クラスタ内のノード全体でコールパークを使用するた

めのコールパーク番号を設定します。

コールパーク番号の設定ステップ 3   

コールパーク内線番号として使用するために、単一の

ディレクトリ番号を定義することも、ディレクトリ番号

の範囲を定義することもできます。各コールパーク内

線番号にパークできるコールは 1つだけです。

Dial via Office をサポートするための Cisco Unified Communications
Manager の設定

Dial via Office -リバース（DvO-R）をサポートするように Cisco Unified Communications Manager
を設定するには、次の手順を行います。

1 次の手順のいずれかまたは両方を実行します。
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•エンタープライズ機能アクセス番号の設定

•モビリティプロファイルの設定

2 「デバイス COPファイルのバージョンの確認」の手順を完了します。

3 必要な場合は、モバイル ID電話番号へのコールを発信ゲートウェイにルーティングするアプ
リケーションダイヤルルールを作成します。モバイル ID電話番号の形式がアプリケーション
ダイヤルルールと一致することを確認します。

エンタープライズ機能アクセス番号の設定

Dial via Office -リバースを使用するすべての Cisco Jabberコールに対してエンタープライズ機能ア
クセス番号を設定するには、次の手順を使用します。

エンタープライズ機能アクセス番号は、この目的のために別の番号がモビリティプロファイルに

設定されていない場合、Cisco Unified Communications Managerが、携帯電話およびダイヤル番号
とのコールに使用する番号です。

はじめる前に

•エンタープライズ機能アクセス番号（EFAN）として使用するダイヤルイン方式（DID）番号
を予約します。モビリティプロファイルを設定済みの場合、この手順は任意です。

•この番号に要求される形式を決定します。選択する正確な値は、ゲートウェイが渡す電話番
号に依存します（たとえば、7桁または 10桁）。エンタープライズ機能アクセス番号はルー
ティング可能な番号である必要があります。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]インターフェイスを開きます。
ステップ 2 [コールルーティング（Call Routing）] > [モビリティ（Mobility）] > [エンタープライズ機能アクセ

ス番号設定（Enterprise Feature Access Number Configuration）]を選択します。
ステップ 3 [新規追加（Add New）]を選択します。
ステップ 4 [番号（Number）]フィールドに、エンタープライズ機能アクセス番号を入力します。

システム内で一意の DID番号を入力します。

国際電話をサポートするには、この番号の前に \+を付けます。

ステップ 5 [ルートパーティション（Route Partition）]ドロップダウンリストから、エンタープライズ機能ア
クセスに必要な DIDのパーティションを選択します。
このパーティションは、[リモート接続先用の着信コーリングサーチスペース（Inbound Calling
SearchSpace forRemoteDestination）]設定の [クラスタ全体のパラメータ（システム -モビリティ）
（Clusterwide Parameters (System - Mobility)）]セクションの、[システム（System）] > [サービスパ
ラメータ（Service Parameters）]で設定します。この設定は、ゲートウェイまたはトランクの着信
コーリングサーチスペースか、デバイスの [電話の設定（Phone Configuration）]ウィンドウで割
り当てられたコーリングサーチスペースを指します。
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ユーザがDvOコールバック番号を代替番号で設定した場合は、必ず代替電話番号の接続先にルー
トされるようにトランクのコーリングサーチスペース（CSS）を設定します。

ステップ 6 [説明（Description）]フィールドにモビリティエンタープライズ機能アクセス番号の説明を入力
します。

ステップ 7 （任意）このエンタープライズ機能アクセス番号をこのシステムのデフォルトにする場合は、[デ
フォルトのエンタープライズ機能アクセス番号（Default Enterprise FeatureAccessNumber）]チェッ
クボックスをオンにします。

ステップ 8 [保存（Save）]を選択します。

モビリティプロファイルの設定

Cisco Jabberデバイスのモビリティプロファイルを設定するには、次の手順を使用します。エン
タープライズ機能アクセス番号を設定済みの場合、この手順は任意です。

モビリティプロファイルを使用して、モバイルクライアントのDial via Office -リバースを設定で
きます。モビリティプロファイルをセットアップしたら、これをユーザまたはユーザのグループ

（ある地域や場所にいるユーザ）に割り当てることができます。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]インターフェイスを開きます。

ステップ 2 [コールルーティング（Call Routing）] > [モビリティ（Mobility）] > [モビリティプロファイル
（Mobility Profile）]を選択します。

ステップ 3 [モビリティプロファイル情報（Mobility Profile Information）]セクションで、[名前（Name）]
フィールドにモビリティプロファイルの説明的な名前を入力します。

ステップ 4 [Dial-via-Office-Reverseコールバック（Dial via Office-Reverse Callback）]セクションで、[コール
バック発信者 ID（CallbackCaller ID）]フィールドに、クライアントがCiscoUnifiedCommunications
Managerから受信するコールバックコールの発信者 IDを入力します。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

デバイス COP ファイルのバージョンの確認
このCisco Jabberリリース用の正しいデバイスCOPファイルを使用していることを確認するには、
次の手順を使用します。
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手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]インターフェイスを開きます。

ステップ 2 [デバイス（Device）] > [電話（Phone）]の順に選択します。
ステップ 3 [新規追加（Add New）]をクリックします。
ステップ 4 [電話のタイプ（Phone Type）]ドロップダウンリストから、[Cisco Dual Mode for iPhone]を選択し

ます。

ステップ 5 [電話のタイプ（Phone Type）]ドロップダウンリストから、[Cisco Dual Mode for Android]を選択
します。

ステップ 6 [次へ（Next）]をクリックします。
ステップ 7 [プロダクト固有の設定（Product Specific Configuration Layout）]セクションまでスクロールダウ

ンし、[ビデオ機能（VideoCapabilities）]ドロップダウンリストが表示されることを確認します。
[ビデオ機能（Video Capabilities）]ドロップダウンリストが表示された場合、COPファイルはご
使用のシステムにすでにインストールされています。

[ビデオ機能（VideoCapabilities）]ドロップダウンリストが表示されない場合は、正しいCOPファ
イルを探してダウンロードします。

すべてのクライアントの前提条件

•オンプレミス展開

• Cisco Unified Communications Manager 9.x以降

Dial via Office
適用：Cisco Jabber for Androidと Cisco Jabber for iOS
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次の機能は、Dial via Office -リバース（DvO-R）機能が有効な場合はサポートされていませ
ん。

重要

• URIダイヤル

•セキュア電話

DvO機能と組み合わせて使用できるユーザ制御のボイスメールの無効化は、Cisco Unified
Communications Managerリリース 9.0以降でのみ使用可能です。タイマー制御のボイスメール
の無効化は Cisco Unified Communications Managerリリース 6.0以降で使用できます。

社内ネットワークの外部にいる場合は、Expressway for Mobile and Remote Access経由でDvO-R
コールを行うことができます。DvO-Rは、Cisco Expressway X8.7および Cisco Unified
Communications Manager 11.0(1a)SU1でサポートされています。

DvO機能を使用すると、ユーザはデバイスのモバイルボイスネットワークを使用して、勤務先番
号で Cisco Jabber発信コールを開始できます。

Cisco Jabberは DvO-R（DvO-リバース）コールをサポートしており、次のように動作します。

1 ユーザが DvO-Rコールを開始します。

2 クライアントは、Cisco Unified Communications Managerに携帯電話番号にコールするよう通知
します。

3 Cisco Unified Communications Managerは携帯電話番号にコールして接続します。

4 CiscoUnifiedCommunicationsManagerは、ユーザがダイヤルした番号にコールして接続します。

5 Cisco Unified Communications Managerは 2つのセグメントに接続します。

6 ユーザおよび着信者は、通常のコールと同様に続けます。

着信コールは、ユーザがクライアントで設定したコールオプションに従い、モバイルコネクトま

たは Voice over IPを使用します。Dial via Officeが動作するために、モバイルコネクトは必要あり
ません。ただし、勤務先番号に電話がかかってきたときに、ネイティブの携帯電話番号で呼び出

し音を鳴らすように、モバイルコネクトを有効にすることをお勧めします。Cisco Unified
Communications Managerユーザページから、モバイルコネクトを有効または無効にしたり、設定
を使用してモバイルコネクトの動作を調整したりすることができます（たとえば、時間帯ルー

ティングや呼び出し前の遅延タイマーの設定など）。モバイルコネクトのセットアップの詳細に

ついては、「モバイルコネクトのセットアップ」のトピックを参照してください。

次の表は、着信コールと発信コールに使用するコールメソッドについて説明します。コールメソッド（VoIP、モバイ
ルコネクト、DvO-R、またはネイティブセルラーコール）は、選択されたコールオプションとネットワーク接続に
よって異なります。
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表 1：異なるネットワーク接続を通したコールオプションで使用するコールメソッド

コールオプション

接続 自動選択モバイルボイスネットワークVoice over IP

着信：VoIP発信：VoIP

着信：モバイルコ

ネクト
発信：DvO-R着信：

VoIP
発信：
VoIP

企業Wi-Fi

企業外Wi-Fi

着信：モバイルコ

ネクト
発信：DvO-Rモバイルネット

ワーク（3G、
4G）

発信ネイティブセルラーコール電話サービスが未

登録
着信モバイルコネクト

Dial via Office -リバース（DvO-R）機能を設定するには、次の手順を行う必要があります。

1 DvO-RをサポートするようにCisco Unified CommunicationsManagerを設定します。詳細につい
ては、「DvOをサポートするためのCisco Unified Communications Managerの設定」のトピック
を参照してください。

2 各 Cisco Dual Mode for iPhoneデバイスで DvOを有効にします。詳細については、「各デバイ
スに対する Dial via Officeの設定」のトピックを参照してください。

3 各 Cisco Dual Mode for Androidデバイスで DvOを有効にします。詳細については、「各デバイ
スに対する Dial via Officeの設定」のトピックを参照してください。

各デバイスに対する Dial via Office の設定
各 TCTデバイスに対して Dial Via Office -リバースを設定するには、次の手順を使用します。

各 BOTデバイスに対して Dial Via Office -リバースを設定するには、次の手順を使用します。

1 各ユーザのモビリティ IDを追加します。

2 各デバイスで Dial via Officeを有効にします。
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3 モバイルコネクトを有効にした場合は、モバイルコネクトが機能することを確認します。デ

スクフォンの内線に電話して、関連付けるモバイル IDで指定した電話番号が鳴ることを確認
します。

モビリティ ID の追加

モビリティ IDを追加し、モバイルデバイスの携帯電話番号を接続先番号として指定するには、
次の手順を使用します。この接続先番号は Dial via Officeやモバイルコネクトなどの機能で使用
します。

モビリティ IDを追加するときは、1つの番号だけ指定できます。モバイルデバイスの 2つ目の携
帯電話番号などの代替番号を指定する場合は、リモート接続先を設定できます。モビリティ IDの
設定の特性は、リモート接続先の設定の特性と同じです。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]インターフェイスを開きます。

ステップ 2 設定するデバイスに次のように移動します。

a) [デバイス（Device）] > [電話（Phone）]の順に選択します。
b) 設定するデバイスを検索します。
c) デバイス名を選択して、[電話の設定（Phone Configuration）]ウィンドウを開きます。

ステップ 3 [関連付けられたモビリティ ID（AssociatedMobility Identity）]セクションで [新しいモビリティ ID
の追加（Add a New Mobility Identity）]を選択します。

ステップ 4 接続先番号として携帯電話番号を入力します。

この番号をアウトバウンドゲートウェイにルーティングできる必要があります。通常、この番号

は完全な E.164番号です。

ユーザの Dial via Office -リバース機能を有効にするには、ユーザのモビリティ IDの接
続先番号を入力する必要があります。

Dial via Office -リバースを有効にして、モビリティ IDの接続先番号を空のままにした
場合は、次のようになります。

（注）

•モバイルデータネットワークとVPNの使用中にユーザが [自動選択（Autoselect）]
コールオプションを選択すると、電話サービスが接続できなくなります。

•あらゆるタイプのネットワークでユーザが [モバイルボイスネットワーク（Mobile
VoiceNetwork）]コールオプションを選択すると、電話サービスが接続できなくな
ります。

•電話サービスが接続できない原因は、ログに示されません。

ステップ 5 コールタイマーの初期値を入力します。

これらの値によって、モバイルデバイスのクライアントで呼び出し音を鳴らす前に、モバイル

サービスプロバイダーのボイスメールに通話がルーティングされることがなくなります。エンド
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ユーザのモバイルネットワークと動作するように、これらの値を調整することができます。詳細

については、Cisco Unified Communications Managerのオンラインヘルプを参照してください。

次に示すのは、Cisco Unified Communications Manager 9.xのモビリティ IDのタイマー情報の例で
す。

推奨する初期値設定

3000呼び出し開始タイマー（Answer Too Soon
Timer）

20000呼び出し終了タイマー（Answer too late timer）

0

この設定はDVO-Rコールには適用さ
れません。

（注）

呼び出し前の遅延タイマー（Delay before ringing
timer）

次に示すのは、Cisco Unified Communications Manager 10.xのモビリティ IDのタイマー情報の例で
す。

推奨する初期値設定

0.0秒ビジネス回線にダイヤルされたときに、*秒経
過してからこの電話の呼出音を鳴らす。*

3.0秒コールがボイスメールに直接転送されることを

検出するまで *秒待機して、このコールがこの
電話のボイスメールに直接転送されないように

する。*

20.0秒この電話のボイスメールに接続しないように、

電話の呼び出しを *秒後に停止する。*

ステップ 6 次のいずれかを実行します。

• Cisco Unified Communications Managerリリース 9以前：[モバイルコネクトの有効化（Enable
Mobile Connect）]チェックボックスをオンにします。

• Cisco Unified Communications Managerリリース 10：[シングルナンバーリーチを有効にする
（Enable Single Number Reach）]チェックボックスをオンにします。

ステップ 7 Dial via Office機能をセットアップする場合は、[モビリティプロファイル（Mobility Profile）]ド
ロップダウンリストで次のいずれかのオプションを選択します。
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説明オプション

ユーザがエンタープライズ機能アクセス番号（EFAN）を使用
するようにする場合は、このオプションを選択します。

空白（Leave blank）

ユーザが EFANの代わりにモビリティプロファイルを使用す
るようにする場合は、作成したモビリティプロファイルを選

択します。

モビリティプロファイル

（Mobility Profile）

ステップ 8 携帯番号に通話をルーティングするスケジュールを設定します。

ステップ 9 [保存（Save）]を選択します。

各デバイス上での Dial via Office の有効化

各デバイス上で Dial via Officeを有効にするには、次の手順を使用します。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]インターフェイスを開きます。

ステップ 2 設定するデバイスに次のように移動します。

a) [デバイス（Device）] > [電話（Phone）]の順に選択します。
b) 設定するデバイスを検索します。
c) デバイス名を選択して、[電話の設定（Phone Configuration）]ウィンドウを開きます。

ステップ 3 [デバイス情報（Device Information）]セクションの [Cisco Unified Mobile Communicatorの有効化
（Enable Cisco Unified Mobile Communicator）]チェックボックスをオンにします。

ステップ 4 [プロトコル固有情報（Protocol Specific Information）]セクションの [再ルーティング用コーリング
サーチスペース（Rerouting Calling Search Space）]ドロップダウンリストで、DvOコールバック
番号にコールをルートできるコーリングサーチスペース（CSS）を選択します。

ステップ 5 [プロダクト固有の設定（Product Specific Configuration Layout）]セクションで [Dial via Office]ド
ロップダウンリストを [有効（Enabled）]に設定します。

ステップ 6 [保存（Save）]を選択します。
ステップ 7 [設定の適用（Apply Config）]を選択します。
ステップ 8 機能にアクセスするには、クライアントからログアウトして再度ログインするようにユーザに指

示します。

次の作業

この機能をテストしてください。
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モバイルコネクト

適用対象：Cisco Jabber for Androidと Cisco Jabber for iOS

モバイルコネクト（以前のシングルナンバーリーチ（SNR））は、次のような場合に誰かが勤務
先番号にコールしたときに、ネイティブな携帯電話番号が鳴ることを可能にします。

• Cisco Jabberが使用できない場合、Cisco Jabberが再び使用可能になり、企業ネットワークに
接続された後で、Cisco Unified Communications Managerはモバイルコネクトの使用ではなく
VoIPコールの発信に復帰します。

•ユーザが [モバイルボイスネットワーク（Mobile Voice Network）] コーリングオプションを
選択します。

•ユーザが [自動選択（Autoselect）]コーリングオプションを選択し、ユーザがWi-Fiネット
ワーク外です。

手順

目的コマンドまたはアクション

モバイルコネクトの有効化,（271
ページ）

ステップ 1   

モバイルデバイスの電話番号を設定する。モビリティ IDの追加, （268ペー
ジ）

ステップ 2   

代替電話番号を設定する。リモート接続先の追加（オプショ

ン）, （273ページ）
ステップ 3   

設定をテストします。ステップ 4   •モバイルデバイスで Cisco Jabberを終
了します。

•別の電話からCisco Jabberの内線にコー
ルします。

•ネイティブなモバイルネットワーク電
話番号で呼び出し音が鳴り、それに応

答するとコールが接続されることを確

認します。

モバイルコネクトの有効化

モバイルコネクトをエンドユーザが使用できるようにするには、次の手順を使用します。
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手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]インターフェイスを開きます。

ステップ 2 携帯電話番号に設定済みの既存のリモート宛先またはモビリティ IDを検索して削除するには、次
のようにします。

a) [デバイス（Device）] > [リモート接続先（Remote Destination）]を選択します。
b) 接続先番号を検索します。
c) 接続先番号を削除します。

ステップ 3 次のようにして、エンドユーザにモバイルコネクトを設定します。

a) [ユーザ管理（User Management）] > [エンドユーザ（End User）]を選択します。
b) エンドユーザを検索します。
c) ユーザ IDを選択して、[エンドユーザの設定（End User Configuration）]ウィンドウを開きま
す。

d) [モビリティ情報（Mobility Information）]セクションで、[モビリティの有効化（EnableMobility）]
チェックボックスをオンにします。

e) Cisco Unified Communications Managerリリース 9.0以前の場合は、[プライマリユーザデバイス
（Primary User Device）]を指定します。

f) [保存（Save）]を選択します。

ステップ 4 次のようにして、モバイルコネクトのデバイス設定を行います。

a) [デバイス（Device）] > [電話（Phone）]に移動します。
b) 設定するデバイスを検索します。
c) デバイス名を選択して、[電話の設定（Phone Configuration）]ウィンドウを開きます。
d) 次の情報を入力します。

情報設定

[モビリティ（Mobility）]ボタンが含まれたソフトキーテンプレート
を選択します。

ソフトキーテンプレートの設定方法の詳細については、ご使用のリ

リースに対応した『CiscoUnifiedCommunicationsManager Administration
Guide』にある関連情報を参照してください。このマニュアルは、メ
ンテナンスガイド一覧にあります。

ソフトキーテンプ

レート（Softkey
Template）

ユーザを選択します。モビリティユーザ ID
（Mobility User ID）

ユーザを選択します。値はモビリティユーザ IDと一致する必要があ
ります。

オーナーのユーザID
（Owner User ID）
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情報設定

次の両方を含む再ルーティングコーリングサーチスペースを選択し

ます。

•ユーザのデスクフォン内線のパーティション。この要件は、ルー
ティングコール用ではなく、Dial via Office機能を提供するため
にシステムで使用されます。

•携帯電話番号へのルート。携帯電話番号へのルート（つまり、
ゲートウェイ/トランクパーティション）には、デバイスと関連
付けられた社内内線のパーティションより高い優先順位を設定す

る必要があります。

Cisco Jabberを使用すると、デバイスの携帯電話番号と異な
るコールバック番号を Dial via Office -リバースコールに対
して指定でき、どのコールバック番号に到達可能かは再ルー

ティング用コーリングサーチスペースによって制御されま

す。

（注）

ユーザが DvOコールバック番号を代替番号で設定した場合は、必ず
代替電話番号の接続先にルートされるようにトランクのコーリング

サーチスペース（CSS）を設定します。

再ルーティング用

コーリングサーチス

ペース（Rerouting
Calling Search Space）

e) [保存（Save）]を選択します。

リモート接続先の追加（オプション）

リモート接続先を追加し、接続先番号として任意の代替番号を指定するには、次の手順を使用し

ます。モビリティ IDの設定の特性は、リモート接続先の設定の特性と同じです。

代替番号は、自宅の電話番号、会議室の電話番号、デスクフォンの電話番号、または追加のモバ

イルデバイス向けの複数の携帯電話番号など、あらゆるタイプの電話番号にすることができま

す。複数のリモート接続先を追加できます。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]インターフェイスを開きます。

ステップ 2 設定するデバイスに次のように移動します。

a) [デバイス（Device）] > [電話（Phone）]の順に選択します。
b) 設定するデバイスを検索します。
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c) デバイス名を選択して、[電話の設定（Phone Configuration）]ウィンドウを開きます。

ステップ 3 [関連付けられたリモート接続先（Associated Remote Destinations）]セクションで [新規リモート接
続先の追加（Add a New Remote Destination）]を選択します。

ステップ 4 [接続先番号（Destination Number）]として目的の電話番号を入力します。
この番号をアウトバウンドゲートウェイにルーティングできる必要があります。通常、この番号

は完全な E.164番号です。

ステップ 5 以下のコールタイマーの初期値を入力します。

a) [呼び出し開始タイマー（Answer Too Soon Timer）]：3000を入力します。
b) [呼び出し終了タイマー（Answer Too Late Timer）]：20000を入力します。
c) [呼び出し前の遅延タイマー（Delay Before Ringing Timer）]：0
この設定は DVO-Rコールには適用されません。

これらの値によって、モバイルデバイスのクライアントで呼び出し音を鳴らす前に、モバイル

サービスプロバイダーのボイスメールに通話がルーティングされることがなくなります。詳細に

ついては、Cisco Unified Communications Managerのオンラインヘルプを参照してください。

ステップ 6 次のいずれかを実行します。

• Cisco Unified Communications Managerバージョン 9以前の場合は、[モバイルコネクトの有効
化（Enable Mobile Connect）]チェックボックスをオンにします。

• Cisco Unified Communications Managerバージョン 10の場合は、[シングルナンバーリーチを
有効にする（Enable Single Number Reach）]チェックボックスをオンにします。

ステップ 7 携帯番号に通話をルーティングするスケジュールを設定します。

ステップ 8 [保存（Save）]を選択します。

携帯電話に移動

適用：Cisco Jabber for Androidと Cisco Jabber for iOS

ユーザはアクティブな VoIPコールを、Cisco Jabberからモバイルネットワーク上の自分の携帯電
話番号に転送できます。この機能は、ユーザが通話しながらWi-Fiネットワークを離れる場合（た
とえば、建物を離れて車まで歩いていくときなど）や、Wi-Fiネットワークを経由すると音声品質
に問題がある場合に便利です。

この機能を有効にする方法は 2通りあります。無効にすることもできます。
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手順説明実装方法

詳細については、「VoIPからモバイ
ルネットワークへのハンドオフの有

効化」のトピックを参照してくださ

い。

モバイルデバイスは、モバイルネッ

トワークを使用して Cisco Unified
CommunicationsManagerを呼び出しま
す。

この方法には、ダイヤルイン（DID）
番号が必要です。

サービスプロバイダーは、設定のDID
の値を正確に提供する必要がありま

す。また、Cisco IOSゲートウェイが
Cisco Unified Communications Manager
への通信にH.323またはSIPを使用す
る場合、Cisco IOSを使用して、ゲー
トウェイで着信者番号を操作し、番号

をハンドオフDNで設定したとおりに
Cisco Unified Communications Manager
に表示することができます。

この方法は、iPodTouchデバイスでは
動作しません。

ハンドオフ DN

詳細については、「VoIPからモバイ
ルネットワークへの転送の有効化」

のトピックを参照してください。

Cisco Unified Communications Manager
は、モバイルデバイスの PSTNモバ
イルサービスプロバイダーの電話番

号に発信します。

モビリティソフト

キー

TCTデバイスページの [プロダクト固
有の設定（Product Specific
ConfigurationLayout）]セクションで、
[モバイルネットワークへ転送
（Transfer to Mobile Network）]オプ
ションに対して [無効（Disabled）]を
選択します。

BOTデバイスページの [プロダクト
固有の設定（Product Specific
ConfigurationLayout）]セクションで、
[モバイルネットワークへ転送
（Transfer to Mobile Network）]オプ
ションに対して [無効（Disabled）]を
選択します。

ユーザから利用できるようにしない場

合は、この機能を無効にします。

上記以外

Cisco Jabber 11.0 展開およびインストレーションガイド
275

Cisco Jabber のオプション
携帯電話に移動



VoIP からモバイルネットワークへのハンドオフの有効化
Cisco Unified Communications Managerが VoIPからモバイルネットワークにアクティブコールを
ハンドオフするために使用できる、電話番号を設定します。CiscoUnifiedCommunicationsManager
がユーザを認識できるようにするために、ユーザの発信者 IDをモビリティ IDと一致させます。
VoIPからモバイルネットワークへのハンドオフをサポートするように、TCTデバイスおよびモ
バイルデバイスをセットアップします。

Cisco Unified Communications Managerが VoIPからモバイルネットワークにアクティブコールを
ハンドオフするために使用できる、電話番号を設定します。CiscoUnifiedCommunicationsManager
がユーザを認識できるようにするために、ユーザの発信者 IDをモビリティ IDと一致させます。
VoIPからモバイルネットワークへのハンドオフをサポートするように、BOTデバイスおよびモ
バイルデバイスをセットアップします。

ハンドオフ DN の設定

はじめる前に

必要な値を識別します。選択する値は、ゲートウェイが渡す電話番号によって異なります（たと

えば、7桁や 10桁など）。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]インターフェイスを開きます。
ステップ 2 [コールルーティング（Call Routing）] > [モビリティ（Mobility）] > [ハンドオフ設定（Handoff

Configuration）]を選択します。
ステップ 3 デバイスが VoIPコールをモバイルネットワークにハンドオフする際に使用するダイヤルイン

（DID）番号のハンドオフ番号を入力します。
サービスプロバイダーは、設定の DIDの値を正確に提供する必要があります。また、H.323また
は SIPを使用して Cisco Unified Communications Managerに通信する Cisco IOSゲートウェイの場合
は、Cisco IOSを使用して、ゲートウェイで着信者番号を操作し、その番号をハンドオフ番号で設
定したとおりに Cisco Unified Communications Managerに表示することができます。

Cisco Unified Communications Manager内でトランスレーションパターンや他の操作を使
用して、受信 DID番号を設定済みハンドオフ DNと照合することはできません。

（注）

ステップ 4 ハンドオフ DIDの [ルートパーティション（Route Partition）]を選択します。
このパーティションは、リモート接続先の着信コーリングサーチスペース（CSS）に存在する必
要があります。これは、ゲートウェイまたはトランクの着信CSSまたはリモート接続先CSSのい
ずれかをポイントします。

この機能は、このページのその他のオプションを使用しません。

ステップ 5 [保存（Save）]を選択します。
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発信者 ID とモビリティ ID の一致

許可された電話機だけがコールを発信できるようにするには、コールがシステム内に設定された

電話機から発信されるようにする必要があります。そのため、システムは要求元電話番号の発信

者 IDと、既存のモビリティ IDとの照合を試みます。デフォルトでは、デバイスがハンドオフ機
能を起動したときに、ゲートウェイから Cisco Unified Communications Managerに渡される発信者
IDが、そのデバイス用に入力したモビリティ ID番号と完全に一致している必要があります。

ただし、システムの設定によっては、こうした番号が完全一致しない場合があります。たとえば、

モビリティ ID番号に国番号が含まれ、発信者 IDには含まれないことがあります。その場合は、
部分一致を認識するようシステムを設定する必要があります。

異なるエリアコードまたは異なる国に、同じ電話番号が存在する可能性について考えておく必要

があります。また、サービスプロバイダーが可変桁数の通話を識別する場合は、部分一致に影響

があることに注意してください。たとえば、ローカルコールは 7桁（555 0123など）を使用して
識別されるが、エリア外コールは 10桁（408 555 0199など）を使用して識別されることがありま
す。

はじめる前に

モビリティ IDを設定します。詳細については、「モビリティ IDの追加」のトピックを参照して
ください。

この手順をすべて行う必要があるかどうかを確認するには、次の手順を行ってください。モバイ

ルデバイスからシステムにダイヤルインし、発信者 IDの値と、モビリティ IDの宛先番号を比較
します。値が一致しない場合は、この手順に従う必要があります。予想されるすべてのロケール

およびエリアコード内で支給されたデバイスに対して、この手順を繰り返します。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]インターフェイスを開きます。
ステップ 2 [システム（System）] > [サービスパラメータ（Service Parameters）]の順に選択します。
ステップ 3 アクティブサーバを選択します。

ステップ 4 [Cisco CallManager（アクティブ）（Cisco CallManager (Active)）]サービスを選択します。
ステップ 5 [クラスタ全体のパラメータ（システム -モビリティ）（Clusterwide Parameters (System -Mobility)）]

セクションまでスクロールします。

ステップ 6 [発信者 IDとリモート接続先の照合（Matching Caller ID with Remote Destination）]を選択し、この
値に関する重要な情報を確認します。

ステップ 7 [部分一致による発信者 IDとリモート接続先の照合（PartialMatch forMatchingCaller IDwith Remote
Destination）]を選択します。

ステップ 8 [発信者 IDの部分一致の桁数（Number of Digits for Caller ID Partial Match）]を選択し、この値に関
する重要な要件を確認します。

ステップ 9 部分一致に必要な桁数を入力します。

ステップ 10 [保存（Save）]を選択します。
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ハンドオフのためのユーザおよびデバイス設定のセットアップ

はじめる前に

• Cisco Unified Communications Managerでユーザデバイスを設定します。

•ユーザのモビリティ IDを設定します。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]インターフェイスで、TCTデバイス
ページに移動し、[モバイルネットワークへ転送（Transfer to Mobile Network）]オプションに [ハ
ンドオフ DN機能を使用（Use Handoff DN Feature）]を選択します。
iPod Touchデバイスでは、この方法は割り当てないでください。代わりにモビリティソフトキー
の方法を使用します。

ステップ 2 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CMAdministration）]インターフェイスで、BOTデバイス
ページに移動し、[モバイルネットワークへ転送（Transfer to Mobile Network）]オプションに [ハ
ンドオフ DN機能を使用（Use Handoff DN Feature）]を選択します。

ステップ 3 iOSデバイスで、[設定（Settings）] > [電話（Phone）] > [発信者 IDを表示（Show My Caller ID）]
をタップして、発信者 IDがオンになっていることを確認します。

ステップ 4 一部のAndroidデバイスおよびオペレーティングシステムの組み合わせでは、発信者 IDがオンに
なっていることを確認できます。Androidデバイスで電話アプリケーションを開き、[メニュー
（Menu）] > [通話設定（Call Settings）] > [追加設定（Additional settings）] > [発信者 ID（Caller
ID）] > [番号の表示（Show Number）]をタップします。

ステップ 5 この機能をテストしてください。

VoIP からモバイルネットワークへの転送の有効化

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]インターフェイスを開きます。
ステップ 2 システムレベル設定で、電話のコール状態が「接続中（Connected）」および「オンフック

（On-hook）」のときに、[モビリティ（Mobility）]ソフトキーが表示されることを確認します。
a) [デバイス（Device）] > [デバイス設定（Device Settings）] > [ソフトキーテンプレート（Softkey

Template）]の順に選択します。
b) デバイスにモバイルコネクトを設定したときに選択したのと同じソフトキーテンプレートを
選択します。
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c) 右上の [関連リンク（Related Links）]ドロップダウンリストで、[ソフトキーレイアウトの設
定（Configure Softkey Layout）]を選択し、[移動（Go）]を選択します。

d) コール状態のドロップダウンリストで [オンフック（On-hook）]状態を選択し、選択されてい
るソフトキーのリストに [モビリティ（Mobility）]キーが入っていることを確認します。

e) コール状態のドロップダウンリストで [接続中（Connected）]状態を選択し、選択されている
ソフトキーのリストに [モビリティ（Mobility）]キーが入っていることを確認します。

ステップ 3 設定するデバイスに次のように移動します。

a) [デバイス（Device）] > [電話（Phone）]の順に選択します。
b) 設定するデバイスを検索します。
c) デバイス名を選択して、[電話の設定（Phone Configuration）]ウィンドウを開きます。

ステップ 4 Cisco Unified Communications Managerのユーザ単位およびデバイス単位の設定で、特定のデバイ
スからコールをモバイルボイスネットワークに転送するときに [モビリティ（Mobility）]ソフト
キーを使用するように設定します。モバイルデバイスに対してモビリティ IDおよびモバイルコ
ネクトの両方をセットアップしていることを確認します。転送機能が動作するようになったら、

ユーザは自分の都合に合わせて、転送機能をいじることなくモバイルコネクトを有効にしたり無

効にしたりできるようになります。

デバイスが iPod Touchの場合は、代替電話番号（ユーザの携帯電話など）を使用してモビリティ
IDを設定できます。

a) デバイスページの [オーナーのユーザ ID（Owner User ID）]を選択します。
b) [モビリティユーザ ID（Mobility User ID）]を選択します。通常、この値は [オーナーのユーザ

ID（Owner User ID）]と同じです。
c) [プロダクト固有の設定（Product Specific Configuration Layout）]セクションの [モバイルネッ
トワークへの転送（Transfer to Mobile Network）]オプションで、[モビリティソフトキーの使
用（UseMobility Softkey）]または [ハンドオフDN機能を使用（Use HandoffDN Feature）]を選
択します。

ステップ 5 [ユーザロケール（UserLocale）]フィールドで、[英語、アメリカ合衆国（English，UnitedStates）]
を選択します。

ステップ 6 [保存（Save）]を選択します。
ステップ 7 [設定の適用（Apply Config）]を選択します。
ステップ 8 機能にアクセスするには、クライアントからログアウトして再度ログインするようにユーザに指

示します。

次の作業

VoIPからアクティブなコールをモバイルネットワークに転送して、設定をテストします。
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Cisco Jabber for iOS、Android、および Windows

サイレントモニタリングおよびコール録音

適用対象：Cisco Jabber for Windows、Cisco Jabber for Android、Cisco Jabber for iOS

この機能は、オンプレミス導入環境でサポートでされており、CiscoUnifiedCommunicationsManager
リリース 8.6が必要です。

Cisco Jabber for iPhoneおよび iPad and Cisco Jabber for Androidでは、Cisco Unified Communications
Manager 11.0以降が必要です。

サイレントモニタリング、コール録音など、デバイスの追加音声パス機能をセットアップできま

す。

サイレントモニタリングとコール録音を有効にする手順については、『CiscoUnifiedCommunications
Manager Features and Services Guide』の「Monitoring and Recording」セクションを参照してくださ
い。

（注）

• Cisco Jabberは、サイレントモニタリングまたはコール録音を開始するためのインターフェ
イスを提供していません。コールをサイレントモニタリングまたは録音するための適切なソ

フトウェアを使用してください。

• Cisco Jabberは、現時点では、モニタリング通知トーンまたは録音通知トーンをサポートして
いません。

•サイレントモニタリング機能およびコール録音機能のみ使用できます。Cisco Jabberは、割
り込み、ウィスパーコーチングなど、その他の機能をサポートしていません。

•ご使用の Cisco Unified Communications Managerのバージョンによっては、デバイスでモニタ
リング機能および録音機能を有効にするために、デバイスパッケージをダウンロードし、適

用する必要があります。サーバの設定を開始する前に、以下を実行してください。

1 サイレントモニタリングおよびコール録音を有効にするデバイスの [電話の設定（Phone
Configuration）]ウィンドウを開きます。

2 [ビルトインブリッジ（Built In Bridge）]フィールドを見つけます。

[電話の設定（PhoneConfiguration）]ウィンドウで [ビルトインブリッジ（Built InBridge）]
フィールドを使用できない場合、最新のデバイスパッケージをダウンロードし、適用す

る必要があります。

ハントグループ

適用：すべてのクライアント
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ハントパイロットには、ハントパイロット番号および関連するハントリストが含まれています。

ハントパイロットは、ネットワーク設計に柔軟性をもたらします。また、ルートフィルタおよび

ハントリストと連動して、特定のデバイスにコールを直接転送したり、特定の数字パターンを包

含、除外、変更したりします。

ハントリストには、一連の回線グループが特定の順序で含まれています。単一の回線グループを

複数のハントリストに表示できます。グループコールピックアップ機能とダイレクトコール

ピックアップ機能では、ハントリストは使用されません。

回線グループは、特定の順序で並んだ一連の電話番号から成っています。この順序によって、着

信コールで使用可能な電話番号の検索の進行が制御されます。

Cisco Unified Communications Managerは、ルーティングするコールを定義されたハントリストに
従って特定した後、ハントリストで定義されている回線グループの順序に基づいて最初に使用可

能なデバイスを検出します。

Cisco Unified Communications Manager 9.x以降では、応答がない場合の、ハントメンバーの自動ロ
グアウトの設定を行えます。

ハントパイロットの詳細については、『SystemConfigurationGuide forCiscoUnifiedCommunications
Manager』を参照してください。

ログアウト通知

自動ログアウト、手動ログアウト、または Cisco Unified Communications Managerの管理者による
ログアウトのいずれかによってユーザがログアウトすると、ログアウト通知が表示されます。

回線グループ

回線グループを使用して、電話番号を選択する順序を指定できます。CiscoUnifiedCommunications
Managerは、コール分配アルゴリズムと無応答（RNA）予約のタイムアウト設定に基づいて、回
線グループのアイドル状態または対応可能なメンバーにコールを分配します。

ユーザは、回線グループに属するDNへのコールを、ダイレクトコールピックアップ機能を使用
してピックアップすることはできません。

回線グループの設定

はじめる前に

電話番号を設定してください。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]インターフェイスを開きます。

ステップ 2 [コールルーティング（Call Routing）] > [ルート/ハント（Route/Hunt）] > [回線グループ（Line
Group）]の順に選択します。
[回線グループの検索と一覧表示（Find and List Line Groups）]ウィンドウが開きます。
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ステップ 3 [新規追加（Add New）]を選択します。
[回線グループの設定（Line Group Configuration）]ウィンドウが開きます。

ステップ 4 [回線グループ情報（Line Group Information）]セクションに次の設定を入力します。

1 [回線グループ名（Line Group Name）]フィールドに一意の名前を指定します。

2 [RNA復帰タイムアウト（RNA Reversion Timeout）]に秒数を指定します。

3 回線グループに適用する [分散アルゴリズム（Distribution Algorithm）]を選択します。

ステップ 5 [ハントオプション（Hunt Options）]セクションに次の設定を入力します。

•ドロップダウンリストから [無応答（No Answer）]の値を選択します。

• [無応答時にハントメンバーを自動的にログアウト（Automatically Logout Hunt Member on No
Answer）]を選択して、ハントリストの自動ログアウトを設定します。

•ドロップダウンリストから [ビジー（Busy）]の値を選択します。

•ドロップダウンリストから [使用不可（Not Available）]の値を選択します。

ステップ 6 [回線グループメンバー情報（Line GroupMember Information）]セクションでは、以下を実行でき
ます。

•回線グループに追加する電話番号またはルートパーティションを検索する。

•回線グループ内の電話番号またはルートパーティションの順序を変更する。

•回線グループから電話番号またはルートパーティションを削除する。

ステップ 7 [保存（Save）]を選択します。

次の作業

ハントリストを設定し、回線グループをハントリストに追加します。

ハントリスト

ハントリストには、一連の回線グループが特定の順序で含まれています。ハントリストは 1つ以
上のハントパイロットに関連付けられており、それらの回線グループにアクセスする順序を示し

ます。この順序によって、着信コールで使用可能な電話番号の検索の進行が制御されます。

ハントリストは、回線グループによって定義された一連の電話番号から成っています。定義され

たハントリストに従って、Cisco Unified Communications Managerがルーティングするコールを決
定した後、Cisco Unified Communications Managerは、ハントリストで定義されている回線グルー
プの順序に基づいて 1番目に使用可能なデバイスを検出します。

グループコールピックアップ機能とダイレクトコールピックアップ機能では、ハントリストは

使用されません。
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ハントリストには回線グループだけを含めることができます。各ハントリストには、少なくとも

1つの回線グループが必要です。各回線グループには、少なくとも1つの電話番号が含まれます。
単一の回線グループを複数のハントリストに表示できます。

ハントリストの設定

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]インターフェイスを開きます。

ステップ 2 [コールルーティング（Call Routing）] > [ルート/ハント（Route/Hunt）] > [ハントリスト（Hunt
List）]の順に選択します。
[グループの検索とハントリスト（Find and Hunt List Groups）]ウィンドウが開きます。

ステップ 3 [新規追加（Add New）]を選択します。
[ハントリストの設定（Hunt List Configuration）]ウィンドウが開きます。

ステップ 4 [ハントリスト情報（Hunt List Information）]セクションに次の設定を入力します。

1 [名前（Name）]フィールドに一意の名前を指定します。

2 ハントリストの説明を入力します。

3 ドロップダウンリストから [Cisco Unified Communications Managerグループ（Cisco Unified
Communications Manager Group）]を選択します。

4 ハントリストを保存すると、新しいハントリストのデフォルトとして [このハントリストを有
効にする（Enable this Hunt List）]が選択されます。

5 このハントリストをボイスメールに使用する場合は、[ボイスメール用（ForVoiceMailUsage）]
選択します。

ステップ 5 [保存（Save）]を選択してハントリストを追加します。

次の作業

回線グループをハントリストに追加します。

ハントリストへの回線グループの追加

はじめる前に

回線グループを構成して、ハントリストを設定する必要があります。
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手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]インターフェイスを開きます。

ステップ 2 [コールルーティング（Call Routing）] > [ルート/ハント（Route/Hunt）] > [ハントリスト（Hunt
List）]の順に選択します。
[グループの検索とハントリスト（Find and Hunt List Groups）]ウィンドウが開きます。

ステップ 3 回線グループを追加するハントリストを検索します。

ステップ 4 回線グループを追加するには、[回線グループの追加（Add Line Group）]を選択します。
[ハントリスト詳細の設定（Hunt List Detail Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 5 [回線グループ（Line Group）]ドロップダウンリストから回線グループを選択します。
ステップ 6 回線グループを追加するには、[保存（Save）]を選択します。
ステップ 7 さらに別の回線グループを追加するには、ステップ 4～ 6を繰り返します。
ステップ 8 [保存]を選択します。
ステップ 9 ハントリストをリセットするには、[リセット（Reset）]を選択します。ダイアログボックスが表

示されたら、[リセット（Reset）]を選択します。

ハントパイロット

ハントパイロットは、数字から構成される文字列（アドレス）と、ハントリストにコールをルー

ティングする一連の番号操作から成り立っています。ハントパイロットは、ネットワーク設計に

柔軟性をもたらします。また、ルートフィルタおよびハントリストと連動して、特定のデバイス

にコールを直接転送したり、特定の数字パターンを包含、除外、変更したりします。

ハントパイロットの設定オプションの詳細については、Cisco Unified Communications Managerの
関連するマニュアルを参照してください。

ハントパイロットの設定

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]インターフェイスを開きます。

ステップ 2 [コールルーティング（CallRouting）] > [ルート/ハント（Route/Hunt）] > [ハントパイロット（Hunt
Pilot）]の順に選択します。
[ハントパイロットの検索と一覧表示（Find and List Hunt Pilots）]ウィンドウが開きます。

ステップ 3 [新規追加（Add New）]を選択します。
[ハントパイロットの設定（Hunt Pilot Configuration）]ウィンドウが開きます。
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ステップ 4 数字とワイルドカードを含む、ハントパイロットを入力します。

ステップ 5 [ハントリスト（Hunt List）]ドロップダウンリストからハントリストを選択します。
ステップ 6 [ハントパイロットの設定（Hunt Pilot Configuration）]ウィンドウで追加の設定を入力します。ハ

ントパイロットの設定の詳細については、CiscoUnifiedCommunicationsManagerの関連するマニュ
アルを参照してください。

ステップ 7 [保存（Save）]を選択します。

iOS、Android、Mac 用の Cisco Jabber

フレキシブル DSCP 値
適用対象：Cisco Jabber for Mac、Cisco Jabber for Android、Cisco Jabber for iOS

フレキシブルDiffServコードポイント（DSCP）を使用すると、異なるDSCP値を指定して、ネッ
トワーク上のオーディオストリームとビデオストリームを分離することができます。

クライアントで DSCPパケットのマーキングを有効または無効にするには、
EnableDSCPPacketMarkingパラメータを使用します。

DSCP値は、音声コール、ビデオコール、ビデオコールの音声部分、テレプレゼンスコールの音
声部分に個々に設定できます。帯域幅管理を適切に行い、オーディオストリームの低下を防止す

るには、広帯域幅のビデオストリームからオーディオストリームを分離します。これは、ネット

ワークで輻輳が発生した場合、または通話品質に影響が生じた場合に有効に作用します。

DSCP値は、Cisco Unified Communications Managerで設定されます。詳細については、『System
Configuration Guide for Cisco Unified Communications Manager』の「Configure Flexible DSCP Marking
and Video Promotion Policy」セクションを参照してください。

関連トピック

『Configure Flexible DSCP Marking and Video Promotion Service Parameters』
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第 17 章

Cisco Jabber 参照情報

• クライアントのアベイラビリティ, 287 ページ

• プロトコルハンドラ, 289 ページ

• SIPプロファイルでのポート範囲の定義, 293 ページ

• DSCP値の設定, 293 ページ

クライアントのアベイラビリティ
ユーザは、クライアントの [オプション（Options）]ウィンドウの [ステータス（Status）]タブで
自分たちがミーティング中であることを第三者に知らせるためのオプションを設定することによっ

て、自分たちのアベイラビリティが予定表イベントに影響するかどうかを定義できます。このオ

プションは、予定表内のイベントとユーザのアベイラビリティを同期させます。クライアントに

は、サポートされている統合カレンダーの [ミーティング中（In a meeting）]アベイラビリティし
か表示されません。

クライアントは、[ミーティング中（In a meeting）]アベイラビリティに関する次の 2つのソース
の使用をサポートします。

モバイルクライアント用 Cisco Jabberでは、このミーティング統合はサポートされていませ
ん。

（注）

• Microsoft Exchangeと Cisco Unified Communication Manager IM and Presenceの統合：オンプレ
ミス展開に適用されます。CiscoUnified Presenceの [マイプレゼンスステータスをカレンダー
情報に包含する（Include Calendar information in my Presence Status）]フィールドとクライアン
トの [ミーティング中（In ameeting）]オプションは同じものです。両方のフィールドがCisco
Unified Communication Manager IM and Presenceデータベース内の同じ値を更新します。

ユーザが両方のフィールドを別々の値で設定した場合は、最後に設定したフィールドが優先

されます。クライアントが実行されている際に、ユーザが [マイプレゼンスステータスをカ
レンダー情報に包含する（Include Calendar information in my Presence Status）]フィールドの値
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を変更すると、ユーザはその変更を適用させるためにクライアントを再起動する必要があり

ます。

• Cisco Jabberクライアント：オンプレミス展開とクラウドベース展開に適用されます。[ミー
ティング中（In ameeting）]アベイラビリティを設定するには、クライアントのCiscoUnified
Communication Manager IM and PresenceとMicrosoft Exchangeの統合を無効にする必要があり
ます。クライアントは、Cisco Unified Communication Manager IM and PresenceとMicrosoft
Exchange間の統合がオンなのか、オフなのかをチェックします。また、クライアントは、統
合がオフの場合にだけアベイラビリティを設定できます。

次の展開シナリオで、アベイラビリティの作成方法について説明します。

[ミーティング中（個人用のカレン
ダーより）（In a meeting (according
to my calendar)）]を選択しません。

[ミーティング中（個人用のカレ
ンダーより）（In a meeting
(according to my calendar)）]を
選択します。

導入シナリオ

アベイラビリティステータスは変

更されません。

Cisco Unified Communication
Manager IM and Presenceによっ
てアベイラビリティステータス

が設定されます。

Cisco Unified
Communication Manager IM
and PresenceとMicrosoft
Exchange間の統合を有効
にする

アベイラビリティステータスは変

更されません。

クライアントにより、アベイラ

ビリティステータスが設定され

ます。

Cisco Unified
Communication Manager IM
and PresenceとMicrosoft
Exchange間の統合を有効
にしない

アベイラビリティステータスは変

更されません。

クライアントにより、アベイラ

ビリティステータスが設定され

ます。

クラウドベース展開

また、次の表に、展開シナリオ別にサポートされるアベイラビリティの説明を示します。

Cisco Unified Communication Manager IM and Presence
と Microsoft Exchange の統合によって有効にされた
アベイラビリティ

クライアントで有効にされたアベイラビリ

ティ

[オフライン（ミーティング中）（Offline in a
meeting）]アベイラビリティがサポートされます。

[オフライン（ミーティング中）（Offline in
a meeting）]アベイラビリティはサポートさ
れません。

非予定表イベントに対して [ミーティング中（In a
meeting）]アベイラビリティはサポートされませ
ん。

非予定表イベントに対して [ミーティング中
（In a meeting）]アベイラビリティがサポー
トされます。
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Cisco Unified Communication Manager IM and Presence
と Microsoft Exchange の統合によって有効にされた
アベイラビリティ

クライアントで有効にされたアベイラビリ

ティ

[オフライン（ミーティング中）（Offline in a meeting）]アベイラビリティは、ユーザ
がクライアントにログインしていないが、ユーザの予定表にイベントが存在している

ことを意味します。

非予定表イベントとは、インスタントミーティング、[オフライン（Offline）]、[電話
中（On a call）]などのユーザの予定表に表示されないイベントを意味します。

（注）

関連トピック

カレンダーの統合, （250ページ）

プロトコルハンドラ
Cisco Jabberは、次のプロトコルハンドラをオペレーティングシステムに登録し、クリックツー
コールまたはクリックツー IM機能をWebブラウザやその他のアプリケーションから使用できる
ようにします。

• XMPP:または XMPP://

Cisco Jabberでインスタントメッセージを開始し、チャットウィンドウを開きます。

• IM:または IM://

Cisco Jabberでインスタントメッセージを開始し、チャットウィンドウを開きます。

• TEL:または TEL://

Cisco Jabberで音声またはビデオコールを開始します。

TELは Apple純正の電話機に登録されます。Cisco Jabber for iPhone and iPadを
相互起動するために使用することはできません。

（注）

• CISCOTEL:または CISCOTEL://

Cisco Jabberで音声またはビデオコールを開始します。

• SIP:または SIP://

Cisco Jabberで音声またはビデオコールを開始します。

• CLICKTOCALL:または CLICKTOCALL://
Cisco Jabberで音声またはビデオコールを開始します。
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プロトコルハンドラのレジストリエントリ

プロトコルハンドラとして登録するために、クライアントがMicrosoft Windowsレジストリの次
の場所に書き込みます。

• HKEY_CLASSES_ROOT\tel\shell\open\command

• HKEY_CLASSES_ROOT\xmpp\shell\open\command

• HKEY_CLASSES_ROOT\im\shell\open\command

2つ以上のアプリケーションが同一プロトコルのハンドラとして登録される場合は、レジストリ
に最後に書き込まれたアプリケーションが優先されます。たとえば、Cisco Jabberが XMPP:のプ
ロトコルハンドラとして登録された後に別のアプリケーションが XMPP:のプロトコルハンドラ
として登録された場合は、別のアプリケーションの方が Cisco Jabberより優先されます。

HTML ページのプロトコルハンドラ
HTMLページに、href属性の一部としてプロトコルハンドラを追加します。HTMLページに表
示されるハイパーリンクをクリックすると、クライアントはプロトコルに対して適切な処理を実

行します。

TEL および IM プロトコルハンドラ

HTMLページの TEL:および IM:プロトコルハンドラの例。
<html>
<body>
<a href="TEL:1234">Call 1234</a><br/>
<a href="IM:msmith@domain">Send an instant message to Mary Smith</a>

</body>
</html>

上記の例では、ユーザがハイパーリンクをクリックして1234に発信すると、クライアントはその
電話番号への音声コールを開始します。ユーザがMary Smithにインスタントメッセージを送信す
るハイパーリンクをクリックすると、クライアントはMaryとのチャットウィンドウを開きます。

CISCOTEL および SIP プロトコルハンドラ

HTMLページの CISCOTELおよび SIPプロトコルハンドラの例：
<html>
<body>
<a href="CISCOTEL:1234">Call 1234</a><br/>
<a href="SIP:msmith@domain">Call Mary</a><br/>
<a href="CISCOTELCONF:msmith@domain;amckenzi@domain">Weekly conference call</a>

</body>
</html>

上記の例では、ユーザが 1234へコールまたは Maryにコールのハイパーリンクをクリックする
と、クライアントはその電話番号への音声コールを開始します。
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XMPP プロトコルハンドラ

HTMLページの XMPP:プロトコルハンドラを使用したグループチャットの例。
<html>
<body>
<a href="XMPP:msmith@domain;amckenzi@domain">Create a group chat with Mary Smith and

Adam McKenzie</a>
</body>

</html>

上記の例では、ユーザがMary Smithおよび Adam McKenzieとのグループチャットを作成するハ
イパーリンクをクリックすると、クライアントはMaryおよび Adamとのグループチャットウィ
ンドウを開きます。

XMPP:および IM:ハンドラに連絡先リストを追加し、グループチャットを作成します。連絡
先を区切るには、次の例のようにセミコロンを使用します。

XMPP:user_a@domain.com;user_b@domain.com;user_c@domain.com;user_d@domain.com

ヒント

件名と本文の追加

プロトコルハンドラに件名と本文を追加できます。これにより、ユーザがパーソンツーパーソン

またはグループのチャットを作成するために、ハイパーリンクをクリックすると、クライアント

はチャットウィンドウを開き、前もって入力された件名と本文を表示します。

件名と本文は、次のいずれのシナリオでも追加できます。

•クライアントでインスタントメッセージング用にサポートされているプロトコルハンドラ
を使用する

•パーソンツーパーソンチャットまたはグループチャットのいずれか

•件名と本文を含める、またはそのどちらかを含める

次の例では、ユーザが下のリンクをクリックすると、前もって入力された I.TDeskの本文を含む、
パーソンツーパーソンチャットウィンドウが開きます。
xmpp:msmith@domain?message;subject=I.T.%20Desk

次の例では、ユーザが下のリンクをクリックすると、[I.TDesk]のトピックを含む [グループチャッ
トの開始（StartGroupChat）]ダイアログボックスが開き、チャットウィンドウの入力ボックスに
は「Jabber 10.5 Query」というテキストが入力されています。
im:user_a@domain.com;user_b@domain.com;user_c@domain.com?message;subject=I.T%20Desk;body=Jabber%2010.5%20Query

プロトコルハンドラでサポートされるパラメータ

モバイルクライアントの相互起動

モバイルクライアント用 Cisco Jabberでは、指定したアプリケーションに戻ることができます。
たとえば、番号をダイヤルする ciscotel URIリンクを作成する場合に、パラメータとしてアプリ
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ケーション名を追加し、コールの終了時にそのアプリケーションに戻るようユーザに要求できま

す。
ciscotel://1234567?CrossLaunchBackSchema=SomeAppSchema&CrossLaunchBackAppName=SomeAppName

• CrossLaunchBackAppName：コール終了時に Cisco Jabberが相互起動するアプリケーションの
名前を入力することをユーザに求めます。

• none（デフォルト）：ダイアログボックスにアプリケーションが表示されません。

• app_name：ダイアログボックスに表示されるアプリケーション名。

• CrossLaunchBackSchema：コールが終了したときに使用するスキーマを指定します。

• none（デフォルト）：Cisco Jabberに留まります。

• schema：アプリケーションの相互起動に使用されるスキーマ。

サポートされる区切り文字

HTMLページのURIリンクを作成するときに、セミコロンを使用して文字を区切ることができま
す。これは、SIP、Tel、CiscoTel、および ClickToCallプロトコルハンドラでサポートされます。
次の例では、2つの番号を使用する電話会議がリンクに作成されます。
tel:123;123

IMプロトコルは、セミコロン区切り文字をサポートしています。次の例では、2人の参加者がい
るグループチャットがリンクに作成されます。
im:participant1@example.com,participant2@example.com

DTMF サポート

IM ウィンドウでの DTMF の入力

クライアントの IMウィンドウで、DTMF数字を含むプロトコルハンドラを入力すると、参加者
が使用できるリンクがクライアントによって作成されます。サポートされるプロトコルは、TEL、
CISCOTEL、SIP、CLICKTOCALL、CISCOIM、IMおよび XMPPです。サポートされるパラメー
タは番号または SIPURIです。次の例では、ダイヤルイン番号が 1800-123456、エントリの PINが
5678#です。この TEL URIリンクを使用して会議リンクが作成されます。
tel:1800123456,,,5678#

アクティブコールでの DTMF の入力

コール中、ユーザはDTMF数字をコピーしてクライアントのコールウィンドウに貼り付けること
ができます。会議招待状の会議 ID、参加者I D、PINを簡単に入力できます。アクティブコール
中に英数字の文字列を入力すると、それらの文字列はキーパッドの対応する番号に解釈されます。

サポートされる DTMF ストリング

DTMFストリングには次を含めることができます。

• 0～ 9
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• #

• *

•カンマ：1秒の遅延を意味します（複数のカンマを使用できます）。

• a ~ z、A ~ Z：これらの文字は、アクティブコール時にサポートされません。

無効な DTMF数字は無視されます。

SIP プロファイルでのポート範囲の定義
クライアントは、ポート範囲を使用して、ネットワークに RTPトラフィックを送信します。ま
た、クライアントは、ポート範囲を均等に分割して、下半分を音声コール用に、上半分をビデオ

コール用に使用します。オーディオメディアおよびビデオメディアのポート範囲を分割する結果

として、クライアントにより識別可能なメディアストリームが作成されます。IPパケットのヘッ
ダー内の DSCP値を設定することで、それらのメディアストリームを分類し、優先させることが
できます。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]インターフェイスを開きます。
ステップ 2 [デバイス（Device）] > [デバイスの設定（Device Settings）] > [SIPプロファイル（SIP Profile）]の

順に選択します。

ステップ 3 適切な SIPプロファイルを検索するか、新しい SIPプロファイルを作成します。
[SIPプロファイルの設定（SIP Profile Configuration）]ウィンドウが開きます。

ステップ 4 音声とビデオのポート範囲を共通にするか分離するかを指定します。音声とビデオのポート範囲

を分離する場合は、音声ポートとビデオポートを設定します。次のフィールドにポート範囲を指

定してください。

• [開始メディアポート（StartMediaPort）]：メディアストリームの開始ポートを定義します。
このフィールドは、範囲の最小ポートを設定します。

• [終了メディアポート（StopMediaPort）]：メディアストリームの終了ポートを定義します。
このフィールドは、範囲の最大ポートを設定します。

ステップ 5 [設定の適用（Apply Config）]を選択し、[OK]をクリックします。

DSCP 値の設定
ネットワークを通過する Cisco Jabberトラフィックに優先順位を付ける場合に、RTPメディアパ
ケットヘッダーで DiffServコードポイント（DSCP）値を設定します。
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Cisco Unified Communications Manager での DSCP 値の設定
Cisco Unified Communications Managerで音声メディアとビデオメディアの DSCP値を設定できま
す。そうすれば、Cisco Jabberは、デバイス設定から DSCP値を取得して、それらを RTPメディ
アパケットの IPヘッダーに直接適用できます。

Microsoft Windows 7などの新しいオペレーティングシステムには、アプリケーションで IPパ
ケットヘッダーのDSCP値が設定できないようにするセキュリティ機能が実装されています。
そのため、Microsoftグループポリシーなどの DSCP値をマーキングするための代替方式を使
用する必要があります。

制約事項

フレキシブル DSCP値の設定の詳細については、『Configure Flexible DSCP Marking and Video
Promotion Service Parameters』を参照してください。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]インターフェイスを開きます。
ステップ 2 [システム（System）] > [サービスパラメータ（Service Parameters）]の順に選択します。

[サービスパラメータ設定（Service Parameter Configuration）]ウィンドウが開きます。

ステップ 3 適切なサーバを選択してから、[Cisco CallManager（Cisco CallManager）]サービスを選択します。
ステップ 4 [クラスタ全体のパラメータ（システム：QOS）（ClusterwideParameters (System -QOS)）]セクショ

ンを見つけます。

ステップ 5 適切な DSCP値を設定し、[保存（Save）]を選択します。

グループポリシーを用いた DSCP 値の設定
Microsoft Windows 7などの新しいオペレーティングシステム上で Cisco Jabber for Windowsを展開
する場合は、Microsoftグループポリシーを使用して DSCP値を適用できます。

グループポリシーを作成するには、Microsoft社のサポート技術情報に記載されている次の手順を
実行します。 http://technet.microsoft.com/en-us/library/cc771283%28v=ws.10%29.aspx

次の属性を用いて音声メディアとビデオメディアに別々のポリシーを作成する必要があります。

シグナリングポリシービデオポリシー音声ポリシー属性

CiscoJabber.exeCiscoJabber.exeCiscoJabber.exeアプリケーション名

[TCP]UDPUDPプロトコル
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シグナリングポリシービデオポリシー音声ポリシー属性

SIPは 5060

安全な SIPの場合は 5061

Cisco Unified
Communications
Manager上の SIPプ
ロファイルからの対

応するポート番号ま

たは範囲。

Cisco Unified
Communications
Manager上の SIPプ
ロファイルからの対

応するポート番号ま

たは範囲。

ポート番号または範

囲

243446DSCP値

クライアントの DSCP 値の設定
一部の構成には、Cisco Jabber forMacクライアントとモバイルクライアント用Cisco Jabberのコー
ルで Diffservを有効にするオプションがあります。

このオプションは、デフォルトで有効です。シスコは、次のシナリオで問題が発生しない限

り、このオプションを無効にしないことを推奨します。

重要

•他の参加者の声を聞いたり、姿を確認できるが、自分の声や姿は確認されない。

•予期しないWi-Fi接続問題が発生している。

コールのDiffservを無効にすると、オーディオやビデオの品質が低下する可能性があります。

EnableDSCPPacketMarkingを trueまたは falseに設定すると、Cisco Jabberクライアントで [コー
ルの Diffservの有効化（Enable Differentiated Service for Calls）]が表示されません。

（注）

手順

ステップ 1 Cisco Jabber for Macで、[Jabber] > [設定（Preferences）] > [コール（Calls）] > [詳細（Advanced）]
に移動し、[コールの Diffservの有効化（Enable Differentiated Service for Calls）]を選択します。

ステップ 2 モバイルクライアント用 Cisco Jabberで、[Jabber] > [設定（Settings）] > [オーディオとビデオ
（Audio andVideo）]に移動し、[コールのDiffservの有効化（EnableDifferentiated Service for Calls）]
を選択します。
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ネットワーク内の DSCP 値の設定
スイッチおよびルータを設定し、RTPメディアの IPヘッダーで DSCP値をマーキングします。

ネットワーク内の DSCP値を設定するには、クライアントアプリケーションからの異なるスト
リームを識別する必要があります。

•メディアストリーム：クライアントは音声ストリームとビデオストリームに別々のポート
範囲を使用するため、それらのポート範囲に基づいて音声メディアとビデオメディアを区別

できます。SIPプロファイルのデフォルトのポート範囲を使用して、次のようにメディアパ
ケットをマーキングする必要があります。

•音声メディアは、EFとして、16384～ 24574のポートでストリーミング

•ビデオメディアは、AF41として、24575～ 32766のポートでストリーミング

•シグナリングストリーム：SIP、CTI QBE、および XMPPに必要なさまざまなポートに基づ
いて、クライアントとサーバ間のシグナリングを識別できます。たとえば、Cisco Jabberと
Cisco Unified Communications Manager間の SIPシグナリングはポート 5060を介して行われま
す。

AF31としてシグナリングパケットをマーキングする必要があります。
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